



私はかねて石 nl 鈥丈先生のお作になる、砹屏を S 藏してゐます。倚®' »c 
类しい©で、茲に3^丈先生の御ゅるしを得、いたづら心に粗<刷つて小著 
©-W を to らせて TJS きました。先生に深く 感謝の S を表します〇—綰 





:0 k4 
”14 


紀元二六〇三年の意義深き紀元節。山陰の農村は雪に埋れてゐました。雪の農村では木材や薪炭の供出に、血のに 
じむやぅな眞劍な努力が至されて戰場さながらでした。その增產戰線の雪道を Mo て行く保健婦たちが、力一ばい農 
村人口を SI つてゐる雄々しい姿を眺めて、云ひしれぬ深い感激にぅたれました。保健所長や村の術生係は感淚を ..> 
湛へて村民の必死の活動振りや村民の健康を護る苦心を話されました。松江から黑松を轾て濱田へ出、車窓から松下 
村塾に深い感慨を走せ、松陰先生の往時を限りなく囘想してゐますと列車はい〇しか下關に到着致しました。下關の 
夕暮は霰まじりの冷雨が降りしき〇てゐます。五年振りに紅石山麓なる 安德天皇の御陵、赤間宮に參拜して感激 
も更たに、只今、旅宿の一室に落着きました。「世 1C 平語を傳へ琵琶に倚りて之を演ず0其の音悲壯感 憤、 聽く者樓愴 
せざる莫し。余嘗て西、長門に遊び、境浦を過ぎ、平氏覆滅の處を觀たり〇」(訓讀は賴成一氏に據る)と。幼時、父 
に素讀で習つた賴山陽先生 Q 章句％—思 i 出されます。想へ S 州勒皇 1 士 が、 蕹_# 、獎 ©蠢を凝した 
のも此の地です。下關砲擊事件。今宵の雨に濡れて立〇春钒#等々。赤間關の宵閽が，音もなく雄るが如き人波を吞 
んでゆく時、孤影の游子は、限りなく、日本民族發展の最も剌的な歎々の場面の囘想に耽りゆくのであります。 
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東京を出る時に、大急ぎで目を通して原稿を渡して參りましたが、考へれば考へる程、不備、不滿で淘に汗想の至 

りです。最初は、書物にしょぅ等とは考へてゐなかつた©ですが、同梅®友人、沉 A 田謙 一®毛の熱むなる洛 
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慂の前に、湓にお斷は P しかねた次第です。 

第一!!一と第三_と第四講とは人口政策の第一線の指導者®方々に講演したものです。第二_と第五講とは專門の同 
輩の 方 i 報吿した も S 加筆した？ すが、研究®不備、 慕® 不足で il も少くない U」 思ひ—。特に 
第二 講は、紙幅の制限上、約五分の一に—した爲に、ほんの粗ら 筋を 傅へ るに過I くな？しまひました。本害 
の內容 §1して： a、 中す迄4 く •全部 I な私の個人的 & 見解に f ま xt、 そ®—りでお讀みを 
願ひます。 

人口現象を？ Q 全 S 的な生活現 f して桶むといふ1，問題を具®的な問？して、雷的に取扱ふ」 
こととに重 SB をおいた積りです。それは、こ®やぅ&考へ方が、人口政策®第一線©指導.'^達に必要であ"" 

稍々手薄すであると感ぜられるからに外なりません。 

不備、社撰ではありますが、只管、日本民族人口墦强の爲に、一生を擰げて»奉公したいと念.^して.私にとつ 
て、此の小著が、嘗て管交へて語り合つた全國の多くの指導者達や* f 合ふ機會のま、 V . . %、私達の重 
大な民族的使命 qi 端を感じ、 S に s し合ふ f もなれば、沟£外®¢するとこ-. 3 。 

仕事の M 係上、私は、人口問題に關する全國の s の方々や人口政策〇衝に •« ら .の舞91育を受けるとい 




ふ勿*ないやぅな瑷境におかれて參りました。何分生来 oi で一向にお仕立て甲斐 4 ありませんが、此 0 機# ic 千 
を以て數へる諸先生諸先»に深く御禮申上ます。特に財 H 法人人口問題硏究會前會長故伯爵神澤保惠閣下、現會長侯 
爵佐佐木行忠閣下、厚生省硏究所長武井群_閣下、東京帝阔大學敎授 M 濟畢博士中川友長先生、厚生省硏究所罾學博 
士古屋芳雄先生、同研究所經濟事博士岡崎文規先生、同研究所小山榮三先生、原宿文化硏究所池田德眞練裁，企畫院 
調査官美濃口時次郞氏並に厚生省硏究所硏究官左右田武夫氏初め其の他厚生省硏究所及財围法人人口問！!^究會の同 
僚諸氏に深甚の感謝の意を表する次第であります。 ^ r . 

忙しい餘暇をさいて資料の作成、作圖等に、又じても、並々ならぬ拜力添を得た友人文畢士上田正夫、窪田嘉彰兩 
氏には稗鱧の言葉もありません。卷末の索引は專ら上田文學士が作って下さつたものであります。尙又、私の講演の 
都度、速記にとらせ、その原稍の整理、編輯、校正等をすべて烘はした汎蠢高田英之助氏に深く感謝しなければなり 
ません。 

もつと勉強して、適當な機會があれば改訂致した v > と思つてゐます。どうか裨容赦なき御叱正を。 


昭和一八年 二月 一七日 
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人口問題 li 人口に H する問題であぅ ます。 人口政策は人口に 關 する政策であ す。 そこで人口問 
題や人口政策の お 話を始めるに當 办吱して、 まづ第一に、人口とは何 か、 ^してどんな意義を有つて 

ごく簡單に御說明して置く乙 とが 必要だと思はれ^す。 

!!!|3<:«:*^^£^{^論的に申しまするならば*なかなか難かしい問題で、色々の說があるのでござ v ' 
ごく一般に用ゐられて*る通說に從つてお話をする乙とと致し ませぅ。 

ソ：- ^ Tl/ ^) ノ .ft 地域に於ける人間の數である。」と定義される ^ が普通で あ^'^す。空 苦しく 申 レ 
^4,/知今孓、._4^の槪念は、三0の要素を含んでゐるのであ办ます。地域と、人間と、今の數とであ 
i>: >^v ;f. M 間の—であ'^ますから、人間の素質をも含めて解されるのであうます。卽ち 、人口と いふ 
槪念漆 T 地域 iiA -. 間の董 と 質と を 含んで—ので あ办ます。 

地.域 ^/ Z ふのは、 なんらかの標準に從つて區劃せられた土地を指すのであす* 0 無論、 地 
球全體を含む2.と本あ6-¢す。地球の人口がニー億であると か、 世界の人口が二- •* 值だとか申すので 


人卩•人口 M 雇•人口歎策 
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人口問題研究所：「人口政策の菜」（昭和16年）に據る 


笫2表 AH © 人口〔昭和15年10月1日；) 
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あ 6 ます。或ひは乙の地域が六大洲である乙ともあす。例へ ば、 第 一 表のやうに、アジア洲の人 
口は約一二億で、世界の人口の五割五分を占めて^るとか、ヨー&ッパの人口 li 五值三千萬であつて 
面積から S へばアジアの四分の一程です* か、 人口はアジアの半分位•たと か、 或ひは大洋洲には一千 H 
しか人口がないとか申すのであ6ます。 

人口を調べる場合に、地域として國をとることが非常に多い2.とは申すまでもあせん。皇國全 
版圖の人口は、昭和一五年の國勢觸査によ$ますと、第二表の如くに、一僚五百萬餘であ6ますが、 
をの內、內地 li 七千三百萬餘であうます。滿洲國は、昭和一五年、卽ち康德七年一〇月一日に第一囘 
の近代的な人口調査をやつて、その人口を調べたのであ办爻すが、その結果によすと、人口總數 
四千三百萬餘となつてをう^す。ドイツは、昭和1四年にオースト，アとザー 〆 とを含め^して，約七 
千五百萬であ6まして、皇國內地の人口と相似てをるのであうます。爻た昭和一三年にイタ？アは、 
屬領を含めて五千二百萬ばか6の人口を有つてをうます*か、昭和一五年イタリアの本國の人口 li 四千 
四百萬餘で、滿洲國の人口と相似てをるのであ6ます。昭和一三年.フランスの人口は*屬領を含め 
て、約一億一千四百萬であ6ますが、本阈は四千二百萬弱で、イタリアよりも、滿洲 H よ6も稍々少 

い ので あ. 〇 ます。 イギリスは、昭和一三年頃に、屬領を含めますと約五億二千三百萬といふ中 K - 

昭和 一一年に四億四千七百萬と推計せられます—— よ 6も大きい洵に尨大な人口を示して居す 
♦か、その本國は四千七百萬餘でイタヲアよ6稍冷大であるに遇ぎないのであす。アメリカ合衆國 
第一» 人口 •人口問® •人口 致 策 ニーー 


は昭和一三年に、屬領を含めて一億四千九百萬、本國一億三千萬と相成つてをるのであ*^ます。ソグ 
ィエット聯 邦は、昭和一四年に 總數 一億七千萬餘を示してをるのであ 6 t す。 

先程、皇阈內地の人口は七千三百萬餘であると申上^^したが、道府縣、市町村などの行政區劃を 
地域とする人口を數へる2.とが出來爻す。例へば、第三表に見られる如く、東京府の昭和一五年の人 
口は、七百三十五萬餘であ$ますが、鳥取縣は僅かに四十八萬餘に過ぎないといふふう K 、 府縣につ 
S ての人口を數へる2.とも出來るのであうます。又、我々の先胤代々我々を育んでくれた懷しい鄕土 
の人口を數へる 2. とも出來 t す。何令村の人口であるとか、何 今 町の人口であると か、 更に t た何々 
部落の人口であるとか S ふ人口を數へる乙とも出來るのであ6ます。例へば北海道の三笠山村は昭和 
一五年に三萬八千六百ばか6の大きな人口を有つてをつた村であす。鹿兒島縣の穎娃村なども大 
きな村で、をの人口は三萬二千を數へて^るのであ$ます。また大菩_嶺の麓の山梨縣の木賊村等の 
やうに人口一三二人と S ふやうなところもあ$、箱根の蘆之湯村のやうに、1四七人といふやうなの 
もあれば、八丈&の宇津木村の八三人と v ' ふやうに小ぢんまうした村の人口もあ $ t す。 

以上のやうに、特定の地域の人口は*極めて簡單な數字で以て現は3れるのであ6ますけれども、 
我々の深く考へなければならない乙とは、乙れらの抽象的な數字で示されて&る人口といふのが、一 
定の土地の上に社會を成し、國家の一員として、又民族の一員として具體的 K 生活してゐる人間の集 
國で あると いふ乙とであ办ます。乙の やうに 人口は、柚象的な數字で示され^すけれ ども、 人間の具 
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體的な_の中から現|±れてをる數であるといふことは、吳冷も忘れてはならないのであ6ます。從 
つて、猫や犬やバクテリアの數を*人口と唱へる乙とはできません。尤本學者は、動物の人口である 
とか、パク.テ？アの人口であるとか申しますけれども、何れも乙れは人口といふ文字の比喻的な使ひ 
方であ6まして、人口の意義はかやうなと乙ろには存しないのであ61 K す。一つの土地の上に、國家 
の一員として、また民族の一員として、具體的に生活してをるところの人口は、その數ばかうでなし 
R * その質の如何にょつて、國家や民族の發展に重大なる影響を與へるのであ6爻す。また、このや 
うに具體的に生活してをる人口は、一切の自然的な條件や社會的、經濟的な條件を殘らず凝らして乙 
の簡單な數字の中に現はして4)るのであ hiH す。また，乙のやうにして現はれて參うました人口現象 
は、それと同時に、その社會の將來の存績發展に甚だ重大なる影響を與へるのであります。 

人口は、先程申しました通6、形式的に定義を致しますならば，特定の地域に於ける人間の 數とい 
ふことになる のであ うますけれども、その人口が有つてを る 意義は、極めて深 v > 重要なものが あるので 
あうます。その人口の意義をどう解釋する かと s ふことは、をの時代の人口問題が具體的にどんな內 
容を有つてを るかと v ' ふことにょつ て、 さまざ 爻に異なつて来て わるやうに 思はれるので あ - CN ^ す。 
人口は國富乃至は 國 富の源泉で あると 解釋せられた時代 も あつ 穴のであります。それとは 反對に、人 
口は恰も「米倉の M 」 の やうに解釋 sn 穴時代も あ 6ました。現在我々が眼の前に有つ てゐる 人口問 
題にょ办まして、只今では、人口 ii 國家や 民族の 「力と しての數」 であると 解釋せられるのであ办ま 



す。しかも-この解釋が人口本來の意義を最もよく現 li して*る解釋なのであう t す。 

昔、 鴨 長明は「方丈記」に於 s て、「ゆく河のながれはたぇずして、しかも、との水にあらず。よど 
みにうか*ふうたかた li かつきぇかつむすびて*ひさしくと C まる事なし。世中にある、人と柄と又か 
くのごとし。たましきのみや乙のうちに棟をならべ、いらかをあらそへる/2かきいやしき人のすまひ 
は世々をへてつきせね物な n ども、是を爻乙とかと尋ねれば、昔しあ^'し家 li まれなり。或 li 乙 e や 
けて乙とし li 作- CN 、 或は大家ほろびて小家となる。すむ人も是に同じ。ところもかはらず、人もおほ 
かれど、 S にしへ見し人 li 二三十人が中にわづかにひと6ふたうな60朝に死に、夕に生る、ならひ 
た ゞ 水の抱にぞ似6ける。不知、うまれ死ねる人いづかたよ6きた办、いづかたへか去る。」と申し 
てをるので あう ます。人口が四六時中镘動して止 t る 乙とのない樣を描いて世界に冠絕し穴名文であ 
す。 かくの如く、人口 li 流水の如く、不斷に變動してやまな v » のでありますから、 2 . の 人口を調 
ベる 乙とは容易の 業で li ないので あう ます。そこで人口を特定の瞬間に止めて觀察した 場合に、 人口 
統計學は乙れを人口靜態とよんでをるので あ^' ^ す。 3うして人口靜態に關 する 統計を、人口靜態統 
計と 申すので あう 爻 す 。特定の地域の人口を調べる爲に は， 特定の瞬間に於いて、人口靜態について 
殘らず乙れを實際に數 へて、. V の屬性を明かにしなければならな v » ので あ^'ます。 乙のやうにして人 
口を調べる統計 調査を、 人口調査とよんでをるので あ$ ます。近代的な人口調査は，阈家の權力に基 
S * 人口を調べる乙とを直接の目的として、定時囘期的に近代的な組織を以て、すべての人口を瞬間 
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同時に 5 t 際に 91 べるのであ-^ます。我が圉に於きましては、大正九年以來、每五年に阈勢調査を以 
ちまして人口調査を行つてをるのであ 6 t す。調査 li 每囘一〇月一日午前零時現在といふ瞬間に於さ 
まして、帝國の全版園に一且つて同時に行は n てをるのであ. cn ます。 

二種々の人口 I , 

• * 

以上に申上げに、人 n 為べ5最も完 t 方法は、近代的な人口調査であ4すけれど 
も不完全な調査の結果は、乙れを色冷補正して使は なければならない 2. と ii 申す t でも あ 6 爻.^ 
ん。また人口調査を行はないで人口を調べる爲に、公簿 による 調査を 行ふ 2.とも あるので あります。 
また推計を用 ft る 乙と も あるのであ 6 ます。 かやうに、 人口靜態を把握する統計的 手段の 如何によ 6 
まして、人口靜態統計に於きまする人口には、(一)人口調査人口、(二)公 SI 調査人口、(三)推計 人口 
などの種類を生じて參 $ ます。乙の三種の人口は、統計學的に申します ると、 正確さが 違つ てを るの 
であうまして、人口問題を硏究する場合には、 よく その人口の性質を吟味して 使はなければ ならなぃ 
のであす。 

また人口靜態を捕搵 する 場合に、いかなる人間を、いかなる地域に歸屬 せしめて 數 へる かによう ま 
しても、人口には色々の種類が生じて參す。普通我々が使 ひます る 人口の種類には、 次のやうな 




ものがあ-^ます。 

(一)現在 人口 

乙れ li 特定の瞬間に於きまして、特定の地域にをりまする人間を、殘らず數へ上げた人口であり 
ます。 

0 一}常住人口 

特定の 瞬間に 於き まして •特定の地域に住つてをる人間の數を調べた人口をいふのであります。 

(三) 法的人口 . 
特定の法的關係によ特定の瞬間に於きまして、特定の地域の人間を數へた人口をいふのであ 
.〇嗖して、その最毛代表的なものが、戶籍關係に基き^する本籍人口といはれると乙ろのもので 
あ办咬す。 

(四) 出生地人口 

特定の瞬間に於きまして、夫々の人間を出生地に歸滷せしめて見ましたところの人口を、出生地 
人口といひます。 

乙のやぅに、 人口には色々の種類があ6まして*しかも乙の人口の種類によぅ、それぞれ性質も違 
つてをるのであります るから*人口問題を論じ*或ひは人口政策を論ずる場合に、我々はこれらの人 
口の疰質に よつ て、 よく 乙れ を 使ひ分けて行かなければならな vr > ので あす。 

第一！8人口 •人口 問 JB •人口 致策 一九 
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我が 國に 於て通常使は れてを6爻す人口には、(一)國勢調査による現在人口、(二)(1)昭和一〇年 
の國勢調査による 常住 人口、. (2 ) 本籍人口を基礎として出寄留と入寄留を加除して調べた 甲種 現住人 
口、と (3) これに統計的補正を加へた乙種現住人口、 Q ご法的人口たる本籍人口， (四 ' S - X 阈勢調査に よ 
る出生地人口があ す。 なほ(ィ) 國勢 調査の行 li れる中間の年次に 發 表せられる每年一〇月一日 
現在の推計人口と (&) 統計局で調査され t した明治五年から大正一四年迄の特殊の推計人口があぅ 
ます。此等 li よく 使 ふ人口ですから、 池野勇治氏が纆 めら n たものに 新しい ところを 少ゲ附 け加へ一 
覺表にして第四表として 掲げておきました から 御利用下 3い。 

三人口の航空寫眞 

人口 靜態 統計 li 恰も航空寫眞のやぅに、人口の地滅的な分布を 寫 して， q るのであ6ます。「人は地 






傭考：（上 ) Isaiah Bowman, Geography in Relation to the 
Social Sciences, 1934 ， 128 頁 • 

( 下 ;) Stella H. Sutherland : Population Distribution 
in Colonial America ， 1936 ， 62 —6311. 












上に生れ、地上に生活し、永遠の生命を地下に託する0」といふのは有名な地理學者の言葉でありま 
すが、洵に仑の通ちで、2:の航空寫虞のやうな人口分布が、過去.から現在に至る人間の居住や生活の 
全 SS を一舜間に凝らして、生活空間との關係に於いて描き出してをると見なければならないのであ6 
t す。第一圖は恰も航空寫眞の如くに人口の分布を地理學者が描いたものであり爻す。- 

人間は T 一滴の油が水の中に擴つて行く やうに」 分布して をる もので li ないので あ 6 まして、人口 
の分布を眺め爻するといふと、人口の塊つてゐる中心點•かあ6まして、丁度光の輪のやうに、段々外 
側に行くほど薄らいで參6ます。幾つも乙のやうな塊6を描きな•から、人口 li 恰も繪模樣の如くに、 
國土の上に分布をしてをるのであ^す。乙の人間が澤山塊まつて^る處が都市で、光の輪が段々と 
薄らいで行くほど、農村的攻た山村的な性質 lr 帶びて來るのであ6ます〇卽ち人口の分布を眺めます 
と都市を中心と致し^し V 、をの周圍に段々と豊村的な色彩が加は〇て、人口が住つてを る 乙とがわ 
かるのであ-^ます。 

乙の都會と田舍とに人口がどんなふうに分布して をるかとい ふ乙とは、乙れ li 一阙將來の资展の爲 
に、非常に重要な2:となのであうます。原則と致しまして、都會では人口の增殖力が非常に惡く、2. 
れに反して農村では人口の增殖力•か非常に優れてをるのであり爻す。農村は人口の泉であると言はれ 
るのであ々ます*か、洵に仑の通々で、國民の大部分が都會に集つて住んで をるやうな 國で は、 一國全 
體の增殖力も從つて衰へて來るといふ乙とになるわけであ办爻す。をの反對に、農村にたくさんな& 



口が住つ てゐるやうな處では、人口の 增殖 力 li 極めて豊かでありまして、將來 、人口 •か 增殖 し、 社# 
も自ら發展をするといふ乙とになるわけであ办爻す。只今近代文明といはれる文明は、どしどしと人 
間を都會に集中して參つたのであう t す。かういふ 點か ら考へてみ t して毛、この 航空 寫眞が示して 
を6まする都會と田舍との人口分布の如何といふ乙とは、洵に一國將來の發展の上に由々しき問題で 
あると言はなければならないのであ6ます。最近、人口再配分であるとか、或ひは國土計瓮であると 
か唱 へられてをるのであう爻す が、 後にお話致しますやうに、その出發點は正しく乙の 點に あるので 
ござい^す。 ( 

尙ほ人口の 分布を調べてみ t すと、 色々重大な、をして又き li めて 典 味の 深 S 問題の所在點を示し 
てゐるので あう ます。替へて申しますと、此の度の世界大戰直前の亊 S について、地球上の二大人棟 
といはれる有色人種と白色人種との 人口と、 をの支配する面積とを調べてみますと、第五表と第二 pi 
とに見られる通6、世界人口の三分の二を占める有色人種の支配する面積は、棰地を除く地球の陸地 
の僅かに一割にすぎないのであ h ます。乙れに反して、世界人口の僅かに三分の一に通ぎない白色人 
種の支配する面積は陸地の九割に及んでをるのであゥ爻 す。 乙の驚くべき事货 こそ、 轉換期世界の相 
柢に橫はつてをうまする、世界の 奮 秩序が作6上げた最も重大なる亭いであります。 

地理學者 、殊に 政治地理學 者は、 國を單位と して、 政治的に密接な關係を有つ地域內に於き ^ する 
國と國との 間の人口分布の形態を計量して、その國の政治地理的な位置を決定しょうとする乙とがあ 
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办爻す。一つの國の「壓力 
係數」といふやうな槪念を 
使ふ學者もあるのであり爻 
す。それは、一つの國の人 
口が、隣接國の人口の和に 
對する割合をいふのであ々 
まして，乙の割合にようま 
して、一つの國が外部から 
受けてをる壓力の大き 3 、 
また、乙れに對してその K 
が癸揮しなければ衣ら衣い 
勢力の如何を示すのであ - CN 
まして、乙れ fc よつ て> 一 
つの國の政治地理的な位 S 
を測定する一つの指標とし 
ようといふのであす。 






勿論*この簡軍な算術には、理論的には色々の缺陷*か含まれてをるのであう嗖すけれども、この考へ 
方 li 非常に面白 s と思 lin るのであうます。卽 ち、 一つの國の勢力を最も客觀的に示すものが人口で 
あるといふ乙とを前提してをるといふ點であ6爻す。乙の考へ方、見方は、現在の人口問題に對しま 
して、頗る重要な見方であると申さねばならないのであ-^ます。 

1た人口問題を研究するに當 6 t して、一國または一民族の人口の比重といふ槪念を使ふこともあ 
す。をれ は、 一國または一民族の人口*か、政治的に密接な關係をもつ特定の地域の中に於ける人 
口總數中に占める割合を以て現はされてゐるのであ'^^す。5うして、乙の比率の狻動を觀察致し^ 
して、一つの國や民族の間に於きまする人口の地域的分布の變動を摑みまして、一つの政治的勢力圈 
內 R 於ける一國または一民族の相對的勢力の消長を把握しょうとするのであう咬す。この考へ方は、 
古くから歷史家が往冷用ゐて來たのであう t すけれども、最近に於き t して、ドィッの或る學者は、フ 
ランスの人口の比重を調べる乙とにょ^'^して、フランスの勢力の消長を示してをるのであり t す。 
フラン*<は、今日に於きましては、確かに第一流の國であると申す乙とは出來ないのであう^す。し 
かしフランスが最も螢展致しました、フランスの勃興期は、,ィー四世時代でございます。あの火ィ 
一四世時代に於きまして、フランス It 歐洲に於いて、四囘も立續けに戰爭をやつてをうます。しかも 
第四囘目の戰爭といふのは.有名なィスパニャの王位繼承戰爭とょばれる戰爭であうまして、一三箇 
年の長きに .& うまして、フランスー國で歐洲列強の聯合軍を相手に戰ひ拔いたのであうます。2.の當 
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時に於きまするフランスの人口の比重は、歐洲の生活圈に於き唛して、三分の一といふ大きな比重を 
示してをつたのであ办爻す。爻た、その後、ナボレオンが歐洲をあばれ M.O ましたが、2.のナ•ホレオ 
ンの活動を可能ならしめたものは、フランスの人口が極めて豐かであつ穴と v ' ふ乙とであす。乙 
のナ.ホレオン戰爭が濟みますと、フラン k では早くも出生率が下つて參つたのであ6ます。フランス 
はょく「出生滅退の古典國」であると言はれ爻すが、洵にをの通うであ6咬す。乙れに反して、お隣 
のドイツ R 於き^しては、仑の後增殖力が非常に高まつて參つたのであります。をの爲に一八一〇年 
頃にはフランスは二千八百萬、ドイツは二千五百萬でフランスょ6人口が少かつたドイツが、1八五 
〇年代にな6ますと、逆にフランスを凌駕せんばか6に增殖して參つたのであります。フランスが近 
代戰爭に於きまして一敗地に塗れたといふのは、かの普佛戰爭であう爻す。 その 當時 フランスは 三千 
七百萬、ドイツはフランスを追ひ越して四千百萬となつてゐまし六。普佛戰爭の結末は、御承知の通 
うに、ドイツの皇帝カイ•セ/^•クイルへダムー世陛下が、敢阈の都ゲ H 〆 サイユ宮殿の鏡の間に於き 
ましてドイツ皇帝の卽位の式を擧げられたといふ、ドイツの最も得意の時代であり^す。彼の有名な 
ク H 〆 ネ 〆 の繪を見ますと、鏡の間の向つて左側の填上にウイ，へ X ムー世陛下がお立ちになつてゐ 
られます。階前の最先きに詔勅を手にして截血宰相ビスマ\'クが立つて0爻す。をの左側で帽子を眾 
げて萬歲を唱へてゐるのが、驍將モ，トケ將軍であ$爻す。 K イツの得意洵に思ふべきものがあ 
す。かやう R 致し -i してドイツが勃 典し、ま ^スラグ民族の增殖力も段々と殖えて參して、フラ 


X スの人□の比重はどんどんと下つて行つ §24 す。第一次の歐洲大戰蠢に於1して•プ 
ランスの歐洲に於ける人口の比重は、六分の一に滅つてしまつたので1。第一次の歐洲大戰に 
於き-3:して、フランスは非常な苦戰を致してをるのであゎます。をれは、第一躲に戰ふべき壯丁に非 
常な不足—じてをつたのであ At す。さうして植民地軍—一線に立たせるなどのことをやつて凌 
いでをるのであ.9$。また、®內の銃後の蠢戰士と致しましても、フランス人•たけでは足息い 
ので、多數のイタリァ人に手傳つ5ふといふ狀況であつたのであ4す。とにかくフランスは、第 
1次の歐洲大戰にどうやらかうやら勝2と•か出来§であ4すけれども、を S 7ランス S 力 
の然らしむ t のであるといふょ—、むしろ聯合 S お蔭で7ランスは勝つた—，なければ— 
.ない狀態であう^す。フランスが r . チノ •ラインを構築致しましたのも、乙の人口の T 足/,】近代^' 
學の粹を凝らし§塞にょつ V 補はうとし§•たと4へられる？あ4す。このマプ•ライン 
を造.したフランスも、遂に一溜办1くドイッ軍に打破られまして、ドイッ軍がパリに無血入城 
致しまし2とは旣に御承知の通-^であ4す。乙の事•荏、色 i 要な敎訓を我々 S へてわるの 
であ4すが、をの中で集も M 要 I 乙とは、いかに、伸びんとする民族の勢力を、迸とコンク， 
-卜を以て防がうとしても防ぎきれない毛のであるかといふ-乙とを、瞭かに示してをるのであうま 
す。？' K 力の根柢が人口に—と S 金要なる事署示してわるものと考 へられる？ あ’りま 
す。何れに致しましても、第二次— 大戰 直前に於4 すると— の、 フランスの 歐洲に於ける人口 
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の此重は、一二分の 一とい ふと乙ろ まで下つ てし まつた ので あうます〇か くの如くに致しまして、人 
口の比重といふ、極めて簡單な數字が、恰毛一國の勢力の消長を如货に示してをるかの如く f Jn る 
のであ^' t す。 、 

人口の分布を示す最も一般的な手段は、人口密度を計算する乙とであす。人口密度と申し^す 
のは、面積で人口を割つた答であ^して、例へて申しますと、一平方轩につき何人といふやうな、 
簡單な算術であ$ます。一例を申しますと、第二表で御觉の通6、昭和一五年に於き^する日本內地 
の人口密度 ii 一平方轩につき一九一人といふが如きが、之であ6ます。元來，大地は、人問に住 lfii - 
を輿へ、食糧と原料とを提供して 1 4す。人間は民族や票の有機的な構成要素として、外界に向 
つて不斷の鬪爭を行つてを-^ます。人口靜態統計の示す人口分布は•乙の^味に於いて、人 問の外界 
への不斷の鬪爭を一瞬間に切斷して現はしてをると申3ねばならないのであす。特定の资展段階 
に於きまする、阈家や民族に於いて、人口の居住の面積と、食糧や原料を 確保す る面稷 とは、必ずし 
も一致してゐないのであ6ます。2.の不均衡は、所謂人口 M 力を 癸生せしめるので あ At す。 人口靜 
態統計の示す人口分布を、乙のや.5な意味に於いて立體的に請んでみます と、人口 壓 力の所在班と. 人 
口® 力の流れつつある方向と•將來流るべき方向とを察知する 乙と が出來るので あう甘す。 かやうな 
意味から致しましても、人口の分布といふ2:とは、極めて由々しき意味を有つて來るので あうます 〇乙 
の人口密度は、色々の重要な理論的衣: S 味を含めてをるのであすが、また現實の問題を說明する 


爲にも、色々重要な役割を演じてゐるのであります。第一次世界大戰後の人口問題は、人口分布論の 
地位を著しく高めて參61 H して、第二次大戰直前の、植民地或ひは資源再配分論に至うまして、^3 
しくその極點に到達を致したのであ6ます。ゲユダサイユ條約にょつて、七萬平方轩の本國面積と、 
三百萬平方粁の植民地とを失ひ、六五〇萬の住民を失〇たドイッを祖國と致し爻して、所謂「地政學」 
が發達を致し^した。乙の地政學は、色々理論的には難しい問題を含んで0るのでございますが、生 
活空間の配分に關する货踐科學であると致しまするならば、2.の地政學は、「人口密度を闘爭の手段と 
する J ものであると考へる2.とが出來るのであ**'ます。また或る學者は、戰爭绣發の最も重要なる原 
因の一つは、土地及び資源に對する各民族、各阈家の人口の分布の不均衡と、その人口增加率の差異 
にあ6と致しまして* 土地及び資源に對する人口 M 力の差異が存在するといふ亭貧と，乙の事 K が一般 
的に認識せられる場合に、危險が生じると考へまして、かやうな危險な地域と致しまして、世界に、 
西太平洋地域、印度洋地域、イタリァを含む中央ョーロッパの地域、乙の三つの地點を指摘したので 
あうます。5うして、乙の危險を囘避する手段は、結局に於いて、植民地の再配分以外には存在しな 
い。植民地再配分が協定に基いて行はれない限 A に於きましては、戰爭を以て强行せられなければな 
らない、といふ乙とに替吿を發したのであ5ます。かやうな議論を、彼は、人口密度を資源分布を以 
て說明するといふやうなや-^方で展開致しまして、當面の問題に對する人口密度の栎めて巧妙なる用 
法を示したのであ6ます。時節柄乙の議論が世界に非常に大きな反奪を與へましたことも申す迄もあ 
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三 H 

•OS ません。 

四人口の瞬間寫眞 

人口分布につき^しては、尙ほ色々と面白い問題*かあるのであ.〇爻す•か、乙れ位に致しまして次に 
人口靜態•卽ち人口の不斷の流れの切斷面に現はれて參6まするところの、瞬間寫異的な映像を眺め 
ますと、をの中に我々は、色々重要な人口の構成を見出す乙とが出來るのであ，0ます0 

乙の、人口の瞬間寫具に現はれて參办ますと2.ろの人口の中には、生れて間冬ない赤ん坊で、爻だ 
名前のつ S てわないやぅな者もをれば、幼稚園に通ふ子供も あ. 〇、また阈民學校の生徒も あ 6、中舉 
生もある。或ひは夫々の職場に於きまして、生產力擴充に勵んでをる人々もある。或ひは御奉公を了 
へましてお寺詣6をしてをられる老人もある。或ひは又、結婚した者もあれば、まだ結婚しないでを 
る者もある。と S ふふぅに、難しく申しますれば、人口の構成要素の 屬性に 從ひまして、色々と我々 
は人口の搭成を區別して觀察する乙とが出來るのであ办ま す。 

2.の人口の構成は、色々の標準にょつて區別する乙とが出來るのであ6ますが、扫然的な標準にょ 
つて、男女別搆成，年齡別構成、粒力別構成、人種別構成などに分つ乙とが出來るのであす 。 t 
た，社#的•經濟的な標準 ic ょ-9爻して、配偶關係別構成、出生地別構成、職業別構成、產業別構 


成•民族別構成 • S 民籍別構成、敎育程度別構成*信敎別構成*言語別構成—に分つことが出省 
るのであります。又乙れらの色々の人口構成を色々に組合せまして考察する乙とが頗る多いのであり 
ます。今これらの人 S 成の中、二三の義 f のについて一言して置くことと致しませう。 

まづ第一に、男女別の人口構成であう^すが、出生兒の男女の割合*卽ち出生 性 比は、今日の文明 
國に於きズしては、一般に女一〇〇について男1〇四乃至一〇六であると見られるのであ6嗦す。し 
かし、乳功兒の時代に於き交して、女の子供に較べまして、男の子供の方が死ぬ割合が多ぃ爲に結 
婚をする年齡に近づき吱すと、男女の均衡がとれるやうになる傾があるのであう^す。嚏た、老年期 
の死亡率は • 一般に女子に較べまして、男子の方が高いのであり吱す。乙のやうにして、10の社# 

に於ける男女の人 nir 移動が餘う無いと致しますと•略々相等し S •か原則であ4す。乙の男女 
別人口構成 Q 均 ff 、 fill は、合© S 的移動と擎と 24 す。植民地に於 
I しては、 I 、 男子— し is 24す。また、商 i ? 心地と農村とについても同樣 
の事宜が見られる Q 24す。しかし、 is 類の如何 T 4 しては、逆の場合も往々にして 
現はれる ことがあるので あ 4す。男女 I 成の均衡が破れます と、 人口現象として—致しまして、 
兔つ第一、結婚が困難になつて 參喜す。 結婚が黑に相成る？あ’4 すから、 從 ひまして、 出生 
が減る と S ふやうな i も起つ54す。寞 、男女 別の構成の均衡が破§すと、一般に社會は 
安定を失つて來るとい ふ、 重大な傾向を現 ii して來るのであう^す。 
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次に、人口現象の上から申しまして極めて重要なのは、年齡別の 人口 構成で あ，^ます。人口の 年齡 
構成は、 出生、 死亡、 人口の 移動などの、遇 去に 於き爻 すると 乙ろ の一切の 歷 史的な變運を 集約して 
現はれて來 るので ございます。 後に申 述べます通. 0に、出生、死亡、人口移動などといふのは、发々 
の 肚會 生活の一切を 集約して發現して參 るので あ- c \ t すから、 乙の 意味に 於きまして、乙の 人口 靜葆 
の 瞬間寫 眞に 現はれて參 6ますと 乙ろ の人口の 年齡 構成の映像は、人間の社#生活の 歴史の 產物であ 
ると 言 ふこと が出來 るのであ. CN ます。 乙の 人口の 年齡 構成に特に 著しい 影響を輿へ ますものは、 戰爭 
と疫病と移住と であ 6 ます。年齡 構成の如何は、 將來の 人口 增加 力に少なからざる影铿を與へます。 
真、年齡 構成の 如何は、勞働 力の供給 f 左右し、扶雲擔 の1を生ずる等、 si に®1 
意義を 有って 居る ので あ 61 K す。或ひはまた壯丁數 を 決定 致しまして、 一國の 軍事的 勢力に 31 : 大衣影 
赛を與 へるので あ 6 ます。かやう に人口の 年齡 構成の如何は戰時にあっては特に 戰爭 遂行 •戰 時經濟 
運營の 上に 於きまして、甚だ 重要なる 意味を 有つて1:るので あ. す。 

以上のやうな由冷しき意味を含めてをす 人口の年齡構成は、 色々 の 立場から更に 數個の— 眉に 
區 別して 觀 察する2.と* か多い のであ^ す。 その 最も 通常なる 毛のを 擧げ ますと、 次の やうな區分が 
出來 るので あ^'ます。 

(一)幼年人口 (一 五歲未滿 )( 二)生產年齡人口 (一五 I 六九歲、或ひは一五1五九歲、或 

ひは一五 六四歲等) (1) 上昇期生產年齡人口 (一 五——三四歲、或ひは一五——三九歲 X 2) 






下降期生產年齡人口 (上昇期生産年齢を超ぇる生産年齢人口)(三)老年人口((二を超ぇる年齡) 
また特殊の毛のとして、妊孕年齡人口 (女子一五—四九歲)の區別などは、人口の增殖力を決定す 
る上に、極めて重要な意義を有つて§のであ4す。をの他、兵役年齡人口、學齡兒童人口なども 
輕るからざる意味を有つてをう^す。 

年齡別人口構成は、男女別人口構成と合せて觀察する乙とが多いのであり咬して、嗦たをれ力きは 
めて必要なのであ^'嚏す。男女別人口構成を圖に致し咬して、第三圖のやうな人口のビラ5，ドを作 
うます。乙れは昭和一〇年の國勢調査にょる皇國內地の男女年齡別人口構成阈であうます。3うして 

をの定型を考へ重と' 人 口 現象を i し、人 n 問 f 研究する上に於 sv 、 f 5要—手段 

であ- ot す。今その 主なる定型を擧げ ますると、 (一)富士山型、 (二) 釣鐘 型、 G ' ご壺型(四) 
瓢笊 型 * (五) 星狀 型、などに分ける 乙と が出來るのであう ^ す。 第四圖 は 此 等の定型を 模型 圖にし 
-- C 示した毛のであ^ viK す。 

富士山型は、人口の將來の增加力のき li めて著しい2.とを示してをるのであう^するし、釣潼型 li 
過去に於ける出生率の減退の傾向を反映して*るのであう咬して、人口の將來の增加力は、著しきを 
期待し得ないものがあ' c ' ます。壸型 li 、 釣鐘型の一步進ん*た定型でありまして人口增加力を失つた姿 
を示してをるのであ，^ます。瓢筑型は、生產年齡人口の流出の著しいのを示すのであ6まして、近代 
經濟の下に於きましては、農村通有の定型であると申す乙とが出來るのであり1す。星狀型は、乙れ 
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とは反寶に、生產年塒人口を吸引し〇つある都市特有の定 
型を示してをるのであちます。第五聞はドイツ、イタ ファ、 
フランス及イギリスの男女年齡別人口構成を昭和一〇年の 
國勢調査にょる日本の內地の構成と比較したものであ6ま 
す。日本の構成11見るからに富士山のやうで非常にきれい 
な構成を示して居うますが、イタリァ li 大分釣鐘型に近づ 
いて來てをうますし、フランスは釣錐型から壺型に近ょつ 
て來てをす 。 K イツやイギリスはもう大方壹型にな 〇 
てしまひ3うな型です。尙乙の圖で注意しなければな- 〇爻 
せんの li 、 K イツの構成で三五歲から四五歲迄の男子の人 
口が大分缺けて0るのが目に附くと云ふことであ6ます。 
乙れ} i 程度の差乙^あれイタリァもフランスもイギヲスも 
同樣であ6ます。申す迄も無く乙れは第一次の世界大戰が 
交戰阚の人口構成に刻み込んだ跡形です。又ドイツでは一 
五歲から一九歲、イタリァとフランスとイギリスとでは一 
〇歲から一四歲の人口が男女共に非常 R 少く衣つてゐ爻 





\ 



す。之又第一次世界大戰で戰時中子供が生れ5か 
つた爲であ^'まして、之亦乙の戰爭が交戰网の人 
n 構成に殘した大きな跡形です。 

次に SS 力別構成について一言致しませぅ。趙力 
と云ふ槪念はなかなか困難な槪念であり^す♦か、 

乙こで li 一應一番狭い意味に考へまして肉趙的な 
方面を主として考へる 乙とと 致し t す。を 乙で民 
族衞生學的乃至 li 遺傳生物學的要因に若目して自 
然的構成として將力別構成を考へることが出來る 
のであります。 例へて 申します と身長や胸閛や體 
重等にょつて特定の年齡の人口構成を調べること 
も出來爻 すし、 又健康な人と病人と不具癀疾等區 
別して見る乙とも出来ます。疾病に罹つてゐる人 
達 li 十分な御奉公が出來爻せんから、をの割合が 
多いとそれだけ一一 S の 生產力を失ふ乙とになりま 
す。 病氣の中でも結核の罹病者の割合 等は、 結核 
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• 編「 — g が働き盛办の人を犯し易い點から特 
©**,.. as に重要であうます。又疾病の中でも 
^ か被！！マ-1|!!一 ， ^|二|;三」遺傳性の惡ぃ疾病の多ぃのは非常に 
默 ^ ^ g _ iii , . j 重大な問題であります。特に精神病 
钟§ o fffi— 」 j18 JD *¥r , は重要です。ドィッの調べにょうま 

你 10.000 - m . 一 一 本^^^: r 一 1» ― . J すと、惡い3®傳性の疾病を持つ人々 

fCAOi の增殖力が篇な人の增殖力ょ— 

A -^-:! ! r "-.„ ;u .- 1 *. 11 Fn : k 却つて大き s と k ふ結果さへ出て， q 
* ,け^一111111, 一<一^^るのであ4して、もしも之が妻 
第 ^ - ^ wmmmmm ^ だとすれば惡い遺傳性の疾病5:持〇 

くのであ4して、國1 SIS 復由 t き—で、 I 政策の叫ばれ—•由;^ 
乙にあるのてあ4す。かやうに考へ——、後にお話し致し— やうに、質的1 

14し—日の人口政策の去ら、1成—1常に大 If と申^ば 

人種といふ槪念も理論的には非常に困難な槪念であ4すが、今 民族と いふ 槪 念が文化科學的な槪 





念であると致しますと、之に對して人種の槪念は自然科學的な槪念であると する ことが出來兮す。乙 
の人種別構成は，民族別構成や國籍民籍別構成や信敎別構成や言語別構成等と併はせまして、一國の 
統治上重要なる 基本的事實を形成するものであ6ます。人口の體力や增殖力の差異や變動 li 人種の如 
何に ょつ て大變に異 つ て居 6 ますから、人種相互間の 關係 や祺雜 な 人種構成を 持つて 居る！ 一で は 一 S 
存立 上 非常に大 H な乙とであると申3ねばならな S のであります。人種別構成 li 一國の民族政策や人 
口 政策の對象となるのであ^'^して、今日のやうに世界の歷史的な轉換期に於きまして、世界が動亂 
の渦中に投ぜられて £) る やうな時には、何れの 國家 にと^'ましても洵に重大問題であると申さねばな 
らない ので あ办ま す。 

次に配偶關係別構成を 見ます ると、配偶關係別構成を決定致し咬すものも亦、過去に於きまする結 
婚の狀態、離婚の狀態、死亡の狀態、出生の狀態などにょるのであ 6 t して、結局に於きましては、 
過去に於ける人口狀態を反映して現 lin て來る毛のであると申さねばならないのであります。-±た、 
乙 れらの人口狀態が 、我々 の社會生活や自然條件を反映すると致しまするなら ば、乙れ 爻た社會の一 
つの歷 史的な發展の産物であると 申さねば ならな.いので あ^'ます。 配偶關係別構成は通例*有配偶と 
無配 偶とに區別を致します。無配偶を更に、未婚、死別、離別の三つに區分して考察するのであう -i 
す。可婚年齡(一五歲以上)人口中に於ける有配偶者の割合又は未婚者の割合は、將來の出生を決定 
するので あ $まして、人口增殖 力に重要な 影響を 與 へる2. とは、多く 說明する必要もな v > と 存じ ま 
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死亡串（明和10年) 
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配偶 M 係 


■二 

す。また第六圖に示しまする通6、配偶 
關係の如何に依6咬して死亡率も著しく 
異つて來るなど、將來の人口增殖力を決 
定する上に於いて、甚だ大切であります C 
また更に配偶關係の如何といふ乙とは、 
乙れは一つの社會の道德なぅ，社食風 2 C 
な*^5:示すといふ點から申し t しても、 
極めて重要な兗 IM : を有つてをるのであ6 
ます。有 fid 偶者に犯罪が少いと s ふ事 2¢- 
等も* v の一例であ 6 爻す。配偶關係別杈 
成に著しく影缴を與へ吱すのは、乙れ寸 
た戰爭と移動とであ^' t す。 

仑の他職業別、產業別の人 n 格成は， 
現在に於きまする一國の經濟の發達の狀 
態を示す乙とは申すまでもございません 
し、將來一國の經濟を統制する躲合に、 



どんな職業別構成や蠢別構成を現はして行くかといふ i は、 5 統制る1として極めて 
重要な意味を持つて參す。-±た人口現象の上から申しましても、職業の如何、齑龙の如何 • R 依^' 
まして、出産力や死亡率が著しく異つてをるのであゎまして、どんな職業に多くの園民が就 v> て £) る 

かと v> ふ2.とに依つて、1國の人口の增殖力に大きな 
I .• W « € 影響があるのであ bt す0第七圖は人口問題硏究所(現 

1碥籲221:! 在の厚生省硏究所人口民族部)の調査にかかる職業別 
^^?•出産力の圖であ4す。之にょつて見咬しても、其の 
^ 在^然る所以を推測するに十分でぁ4す0 
^ ^ sa ^ nAIn 在必 敎育程度の差異に依ぅまし* C も出産力 li 違〇て參办 
•••成 M ?し、宗敎の如何に依4しても出宏力には著しい 
⑼ s 4 J 064 JO 4 J 64.084.04 t $ 異が見られるのでぁ.〇ます。ョーロッパに於きまし 

iS S て新敎徒の多 S 所で li 出産力が低く、舊敎徒の多い所 
fix 町で li 出産力が高 v » といふやぅな事實に依つて見 t して 
^ も、宗敎の如何が人口の增殖力に非常に大きな影響を 
有つてをる乙と li 明らかでござい ^ す。言語は文化の 
如可を現はして to るのであり ^ して、我々の文化の如 
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何がまた人口の增殖力を決定して來る乙とは後にお話を致す通办であ 6 ます。乙の點から考へてみま 
しても、言語別構成の如何を考へる乙とが、人口の增殖力の上にも重大な意義を持つて來るのであ$ 

ます。 

人口の不斷の流れを、瞬間に止めて觀察致しました乙の瞬間寫眞に現はれてをる 人口構成につきま 
しては、尙ほ多くお話しなければなちない乙とがございますけれども、乙乙では一應乙れ位に致し爻 
して、 その次には人口の變動 それ 自瞠を観察致しまして、之を人口動態と 名づけて を 6ますが、乙の 
人口動態に ついてお 話を進めて參る乙とに 致します。 

五生死去來 

人口の變？ S 致し？要因は、騖に於—して四つの雷に馨する？あ 4す。をの 一 
つは出生であぅ、その一つは死亡で t f して出生と死亡との差引き•たけ人口が增 ぇるとい ふ 計 
算に相成るわけであ4す。この出生と死亡と1引 I 、我1人§1增加とょんで—ので 
あ4す。尙、 M れ—しまして人 S 、 人 nQ 流人、流出に依つて增滅が規定11 。卽ち 人 
口は、流人と流出 S 引だけ增急と5,ふ勘定になるわけであ 4 す。 S 人口の 流入と 流出との 差 
1々は、先に申しました自然增加に對し丈して社會的增 加と ょんで——。 かくの 如く致し 


しますと乙ろの"！婚を，加へ、更に區別する等致しまして、2.れ等を併せて、人 
口動態の要因と呼*ふのであぅ爻す。要するに人口の不断の變動を支配してをぅ1 K すものは乙れらの要 

因で あると いふ 乙と •か 出來 るので あ ぅます。 _ 

乙の人口の變動を決定する要因の中で、先づ第一に結婚につ s て考へてみますと、結婚は景氣に依 
さ S とぃふ ?!® が存在するので i > i H -tK 费用忘？致し免 ^ 1 
の好 IS 時には結婚が多く、最 s と s 念•か、近^於ける通例— 


の現象と相成つてを6咬す。斯樣な點から P へましても、結婚 li 社#の镘勧、特に經濟の變動に依つ 
て決定せられる側面♦か非常に多いのであす。結婚の如何が出生を決定する乙とは申すまでちあう 
嚏せんが、出生自體を切う離して考へ爻すと、乙れは一つの生理的現象であうまして、生理的現象、 
生物學的現象を支配する幾多の法則の適用を受ける2:とは申すまでもありません"併しながら出生を 
ょく觀察致してみますと、先に一言致しましたやうに、秘業の如何に依つて出生率が違つた办、また 
住つてをる " mi 依つて出生率が違つたり、或ひはまた我々の如何に依つて出生率が違ふと v > 
ふやうな事實について見ますと、出生自體も社會的、經濟的要因に依つて非常に支配される乙とが多 
いと s ふことを見逃してはならないのであ 办ま す。死亡に 16 しましてもをれと同樣であ6爻す。苑亡 
は出生程敏感ではあり咬せんけれども、経濟狀態の如何、住つてをる地城の如何に依りまして非常 R 
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大きな遊異を示してをるのであ 6 ます〇乙のやうに死亡をとつて見ましても、死亡それ自 fit は一箇の 
生物學的な現象に他ならないのでありまして、生物學的法則の支 fid を受ける乙とは、申すまでもござ 
いませんけれども、死亡晏 v 自的 . 經濟的要素に依 o 1 ^:! 多分に動かされる^■をる 
といふことを、我々は見逃してはならないのであ. CNt す。斯様に觀察して參6 ますと、 人口の自然動 
態とょばれてを6ますと乙ろの出生•死亡も、爻た我々の社#生活の影箱を多分に受けるのであゎま 
して、極言致しますれば、我々の瓧會生活の中から出生や死亡が生れて來 ると 考へなければ ならない 
のであ 6 t す。 

また 人口の社會的動態とょばれてを-〇爻すと乙ろの人口の動き、1!]ち人口の流出•流入の移訪文、 
乙れ は大部分は社會的•經濟 的な要件に依つて支配を受けてをるのであなます。例へば結婚を するた 
めに村から出て町へ行く、或ひは職業を求めて都會へ行く、或ひは都會の職場で働くために鄕里^^ 
ると か、 或ひはまた 學 校へ行くために 學 校のある都#へ行くとかいふふうに、人口の移動を決定す 5 
ものは、 主として 社會 的な 事情に 基いてをるのであう^す。 

以上の如く考へて參 ，9 ますと、先に私の 申しました 人口の不斷の 流れは、 社會 の、我♦の 具® 的^ 
生活 , 5: 反映 するといふ乙と であ すが、人口動態を要素に分析して見爻 すと、尙ほ 一層 ^ の 然る 
所以を 知る乙とが 出來 るめ であ す。つま-^人口の變動を決定するものは、一つの 地域に於きま 
する、一つの時代の具脸的な生活が乙れを決定す ると 申3ね ば 衣らない ので あす。乙の—味 fc 於 


き爻して、人口は不斷に镘動致し 1W すが、乙の人口の不斷の變動を規定すると乙ろのものは、 1 つの 
「時代」と s ふことに歸者して參るのであ6ます。斯様に致しまして*一つの時^:の變 
動の姿をもつのであ^'ます。それでは近代文明國に於きまして人口がどんな姿をもつて變動したかと 
いふ ことを 調べてみますと、第八圖のやうに相成るのであります。 ，— 

乙の圖は歐洲に於ける、所謂文明國の過去凡を一二五年間に於きますと^?の人口の變動を、重ね 
寫眞の如くにして作つたと乙ろの模型であり^す。乙の模型圖を眺めて見 t すと、近代文明なるもの 
を反映して現 lin た特有の人口變動の相を把振する乙と*か出来るのであります。乙の近代文明が描い 
た人口變動の相は、乙れを出生率と死亡率との變動の方向如何に依つて、更に四つの時期 S 分して 
みる 乙と が出來るので あう ます。 

先づをの第一の時期に於きましては出生率は稍々上 b ます。乙れに對し爻して死亡率 li 殆んど停頓 
乃至 li 稍々昇り氣味を示してをるのであります。2.れが卽ち*近代文明初期に現はれ咬した人口镘動 
の相でありまして、乙れを笫一期と名づける乙とが出來るのであります。尤も乙の時代に於きまして 
は出生•死亡の登記ネ不完全で疑問の餘地を殘して0るのであ61 w すが。乙れに M き戋して第二番目 
の時期に入うますと、出生率は漸次減退して參う爻す。しかし死亡率が1層念速度に、急角度をもつ 
て減退致して參6ます。從つて自然增加が殖ぇるといふ特殊の時期を形成するのであす。乙れを 
第二期とょ•ふ乙とが出来るのであります。第三番目の時期に入 6 t すと、出生率は釣瓶落しに念角度 

笫一溝 人 H •人口問 超 •人：： 政策 H 七 
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を免つて下つて參^<す。然るに死亡率の低下はだんだんと速度を落して參6爻して、終ひには停頓 
して參るのであう爻す。掻端に申しますと、結婚してをる人間はゐるけ^ ど本、出生率は零であると 

S ふ狀態を想像することも可能 



ジ丨ラン•卜 


であぅます。近代文明を惡用致 
しますならば、かくの如き狀態 
を考ぺる乙とち可能なのであ.〇 
爻して、難しく申し1 W すと、出 
生率の極限は零まで下^'得ると 
いふ可能性を持つてをるのであ 
6ます。然るに、人間が生きと 
し生ける限^'に於き^して、死 
亡率 li どんなに致しまして本零 
と li ならないのであす。乙 
の人口千人に付いて八といふ死 


れ まで—で一雷い死亡— いはれ—のは-ーユ.‘ --5 5スとレ1 

亡率であ此字 Q た-〇に死亡率の限度が あるのではなから ぅかと 思 はれる のであります。 斯棄 
に考へて參 4 すと、只今 串しまし 六 110 狀態が存績 すると 致し交す と、それから先— 



生率は下死亡率は停頓乃至漸次上つて參 6 ます。を乙で出生率と死亡率と li 必然的 re 交叉しなけ 
ればならないのであります。出生率と死亡率との交叉點が現 lin ますと J ' 從つて自然增加率 li マイナ 
スになつて參6、年々人口が減る乙とを^味して參6爻す。卽ちこれは、人口が一つの民族なう國家 
なりの有機的な構成要素であると見まするならば、民族や國家の勢力の衰弱を意味するのであり^し 
て、乙の出生率と死亡率との交义點を、「民族の死點」と呼ぷ乙とが出來るのであうます。乙の死點 
が現はれまして£4雲狀づけます。現在フランスやイギリスは、大體に於き^して、 
乙の民族人口の死點の近所を經過致してを b ます。ドイッは正に乙の死點に接近致し ^ して、 御承知 
の通う、極めて大規模な人口政策を實施致し1して，之を囘避する4に極力努めたのであうます。 

苏二_^|9乃&三期の初めといふところであ4して、乙れは丁度ぶ 
一次歐洲大戰直前のドイッの狀 B と掻めて類似してをるのであります。斯樣に考へて 參 すと、- 
つの文明卽ち一つの時代は、獨特な形態を有すると2.ろの 人口變動を もつといふことが肯^*得るので 
あうます。 




五 o 

六人口問題と人口政策 

r ◊ 

斯樣に致しまして、一つの時代がもつ.ところの特有の 人口 現象が、をの時代の社會の存綾發展に支 
障を生じ、または支障を生ずる惧れがある場合に發生すると 乙ろ の全體的な困難を、 乙れを人口 心 題 
と稱するのであ6^す。 

乙の人口問題を解決す るた めに、國家が檫力に某きまして、人口現象を直接 對象と致し嚏して、 卽 
ち、人口現象を左右するために執る ところの 政策を、人口政策といふので あ 6 ます〇從—ひまし C 人口 
政策の人口政策た る 所以は、人口現象を直接政策の對象 とすると乙ろにあるので あう ^して、經 -濟曳 
P 象を對象 とすると 乙ろの經濟政策やその他 -〇 政策と 區 別される所以は正しく 乙の 點に あるのであう^ 
す。 卽ち、人口政策は、 あくまで 人口現象をれ自體を直接の對象 とすると2: ろの政策で あると申5ね 
ばならない のであす 0 j 

乙の 人口現象の 如何なる 側而に對 して、^^ が 施 3 れる かに依う t して、人口政策には穐 々の 區分 
を生じて 參うます。人口政策は 色々 の立場から 乙れを 分つ 乙と が出來 るので あります が、 此處でょ、 
人口現象の 如何なる 侧面に對 して 加へょうと 意阏すると乙ろ の 政策であるかに依つて一應の區 分を表 
示しておく NJ とと致し^す。 




人口政策 


f (ご增加政策 一 ( i 出 
i 策) U ) 死 


(甲)量的政策 


生 

亡 


政 

政 


策 

策 


(二)配分政策 


- is ㈣ 一 U こ k 外配分政策 


(イ)圃內配分政策 


2 P 配分分1 


(乙)質的政策 


(一)精神的(知能•技能を毛含む)資質に關する政策 
, 一(二)肉體的資質に關する政策(優生政策を含む) 

以上人口の定義を掲げ、更にをの蠢•か意味してをるところの人口の意義を明らかにし、更に人口 
の變動を規定するところの要因をお話致しまして、人口の不斷の變動が、一つの時代一つの社會に依 
つて 特殊の形態 S つ 1 明し，ま f の特殊 si つと意の人口現象の特殊©形態が、 
をの時$0瓧會の存績發展と矛盾を來たした場合に現はれる問題が人口問題であるといふ乙とをお話 
致しました。 忌人 a 問題を解決する SI が執 1 ©、人口現 fl とする政策を、 •こ 
&人口政策と名づけるの？いふ—上げ§であ4寸が、■で t 一 ^我々の注意しな 
けれ15^とは、一つの時代がもつと意©人口現象の獨特©形 fss 、 時代に依つて 
異つてをるといふ乙とであ4す。第二に注意しなけれ I いことは、社會の存 if をの獨 

kIK i 
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特の人：：！置の形態がど* T' 矛盾する 4 と S ふ矛 S 仕方が、時代に依？違つ V 來て t といふこと 
であ6ます〇斯樣に考へて參 すと、 一つの時代は 一 o' の獨特の 人口問題を もつと言はなければな 
Iいのであ4す。斯様 i 味から致しまして、人 ni は、古くして新しい問題で t と言はね 
ばならな S のであ6ます。凡そ社會の存在する處、人口問題は必ず存在す るで あ 6 ませぅが、 しかし、 
人口問題が i 的に內容とす1 S 題は、時代に依？？異つて t •と見 衣け &I 
のであ-〇ます。 

そこで問題は、然らば我々が現在當面して I とこるの人口問題の 特色は、 如何なる 黏こ あるかと 
いふ 乙と であ 办爻 す。今日の人口問題の 特色を 明かに するためには，先程 申 上げました^;^- T * 
に於—して、我 v か i し V 參4し六と意の、人□問題 ssf 的— f 明かにし、更こ 
これに對しまして、をの時代の 國_ 力が如何 I 政策を執つて來 たかといふ 乙とについて 一 臀を投 
じなけれはならな S と考へるので あ 6 爻 す。 



へ.. 一現下の人口問題の特色 
一近代的人口問題の歷史的*'遷 

前講で申述$し ？ iif is 近代文明の下に於ける人 sfsi 的な重 
を極めて簡略に顧みてみょうと思ふのであ〇吱す。先づ社會の癸展の色々の段階に於き まして、 人口 
こ關して？： A , 何を要求したか、と S 全とを顧み*^して、これに對してをの當時の人口現象がどん 
な 特色をもつ V をつ-^ かを知 〇、 從つ J の#代の人口問題の問題たる點が、如何なる點に存在した 
かを考へ、* vS 時代の人 a 2は何を問題としてもち、如何 f 態度でもつて乙§1しょうとし 
たで—うか、 またどんな政策が講ぜられたので—か、といふや f に 一 f 投じてお4せ 
う。時代の區分を論じますと、非常に困難—題になるのであ4 L て、此處では甚だ大雜把ではあ 
り爻すけれども、一應、中央集權阈家成立期*前期自由主義時代、後期自由主義時代、をれから 現在， 
乙の四つの時代に分けて觀察する乙とに致します 1 V . O 非常に Je 縮して手短かに 申 上げ t すので、豫め、 
以上に申上げましたやうな立場から、極めて不備杜撰 f ? はあ4すが時代別の一鏊を第六表 
として揭げ爻して、之についてお話を進める乙とと致し t せう。 

第二»現下の人口 PIS 特色 
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(1) 近代！！家成立時代 

封建製1の f 、 I 、11が1致しまし？とは—4あ4 
す。 近代 S 成立の初めに於—しては、內に地方的な殘存封建權力を克服して統一を完成し、外に 
外敵を—、1运1•する上に於1して、 I て—一に多数の兵力を— 
としたのであ4す。然も火藥の發明に依4すところの戰術の一大變化は、常備軍の設 f 必要と 
致したの24した。從ひまし V 、转 S は、常備軍維持のために鲞の人と i とを必要と致 
したのであります。看して從來の官冇財產や特權料では、かくの如き財政上の要求を滿すのには不 
十分で1 V 、1の1につ S し V 、 I が蠢をし—つ524す。乙の當找 
の租税一一、人頭税を原則と致しまし S 係上、納税人口の多い乙とが必要になつ52のであ4 
す。また 近代 itrs 驚の 2 SI •せしめなければ f なかつ S で t — が、— 
ために S 業ょ—手 i が一 i 要で言、をれに依4して輸出 fs 含とが可能であつた 
のであ4す。斯樣な—24し六が、 Ml . 時の1の經濟棠1逢？れ.程1して6 
ませんために，政府は特別の保護、蠢を加へなけれ—らなかつ§24す。斯様に致しまして 
S が家內 H 業や手 H 業 Q 1 I 4 合に於—して、從來の古い3的な關 f 離れ f たとこ 

ilE 
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ろの—人！：！ か必要 だといふことに—/て參つたのであ— す。— に考へて參|すとこの時代の 
人口の 要求は、 兵力と I 人口—働人口の三つにあつたといふ乙とが出？ I ふのであ—す。 

額つて MSS 人口——、 S く—とか內 f か、—とか流行病とか、その他人 
爲的の制限に依—して、土地 S く結びつけ^れて！ました§時代に於いては、人口 sf 
H ? あ—して、上に述べましたやぅな、人口に對する時代の要求には到底應ず f とが出 
來な力つたと繁べ— s ます。含 S 時の人 S 題？心は、人口增加 sfs て現よ 
れたのであ—して T 產めよ增ぇよ」といふ要求と相成つたので1。かくの如く致しまして; ■ 
いては f @ l 的權力に11へ、®1に對する絕對的な保護、干 
をの下に商工業 I んにし、有利！1義—得しよぅといふ、多くの「政府に對 
する建議」——ベ I 分に—的な1はれ5? I 

11 、silf f す。 の— 
彼等は、「一 K の住域の數が多くなれば多く I 程、をれだけ生產を增 加す t とが 出 f 。 生產 
加すればする程、それだけ輸出—くす f とが出來る。 輸出— 

1獲！—。」と考へたのであ |す。 かく—、人口は— 

—源泉」 て1雲しまして、空§靈奚洽、國力の增大の g に人口の——つ 

たのであ—す。元來、重商主義の思想の 根柢は干涉 的、專制 的、反個人主義的であ—して、3 



的に も 幾多の 缺黏をもち、また極めて素朴で li あ^' ますが「國民經濟を一つの生活の全^と考 へ、 H 
家の經濟政策の今日尙ほ模範的なる手段を形成した」乙とは、沒却すべからざる功續でおると申3ね 
ばな4せん。又、彼等の人口觀に於いても、超越的乃至は極めて貧弱な理論ではあ4し穴 •か、 人 
口を 構成する個人の物質的幸頫といふやうな乙とょ I 、 國家或ひは1發展の積稱的な要素と 
して人口の意義を見出し穴乙とは、頗る重耍であると申3ねばならないのであ办ます。 

かやうにして重商主義の人口政策は、人口の 稼掻 S 4? 加を目的として行はれ/2ところの人口政策で 
あ- CN まして、極めて廣汎に亘つて種々の政策を行つてゐるのであ5ます。これを大きく分けて申しま 
するならば、 (1) 人口增殖政策と(二)人口流入 奬蹯 政策と(三)人口流出を 禁遏 する政策とであり 
ます。第1の人口增殖政策としては、出生增加政策に主眼を置いてをるのであらまして、獨身を抑制 
すると か結婚の奬勵をやゎますとか、出產獎勵政策をやうますとか、或ひは私生兒に對する«容政策 
がとられたのであります。デ#グラフィ的に 無 反 «• ではあ^'^すが、死亡政策を殆ど含んでわない乙 
とは注目に價ひします。 

(2) 前期自由主義時代 

情勢 ii 徐々に變 化して參 $ました。 國家權力の保護の下に縴濟的な自覺を 高め、 經濟的能力をも有 

_1|»現 To 人口問 B © 特色 £七 


するやうに—气 4 新興市鐘級は最早國 si 干 f 必要とす—度—しく稀薄にな 
つて參つ S で t ます。 稍 t すれば i 權力？涉 は、 有害無益と^ J 1 ずるに 5たのであ 
うます。また國家權力の干渉も、色々の弊害を伴 ふに至つ たので あうます。イギリスに於き まして 
は夙に第一次の踪劃運動が幾多の農民を所謂「貧民」として II 材 から 放出した ので あ6 ます J 、 ^ 
敎改革に依—する寺領の沒收、更にこれに拍車を加へ？ 云 はれて f す。4♦エド も段々崩 
壞 して 參 うまして、これまた「貧民」を作. CV 出すことに加は.^ました。更に第二次の 糕割運動は、 ( 
ょいょ大量の農民を I •貧民」として浮浪の群に投じて来たので あうます。當 時の 人口は I な•から折 
次增加して， q たと觀ら n るのであ6ますが、農村から吐き出されて參6ますと乙ろの「貧民」が益々 
多く16 まして 「貧民」の處置に窮するが如4勢を展開して參つたのであ— す。 かくの如 

く蠢11農 f ± 地から引蟲して行つ S であ-^すが、蠢葦に f 近代產業 
はまだこれら？地 f 切- of れ sfi する？分には雲して t かつた？あ— す。 
從つて土地から遊離し S 民は T 貧民」として流浪するの他はなかつ たので あ— す。乙の 「貧民」 
を如何にすべきかといふことが、當時の緊急の大問 題と 相成つ たので あ^-4 す。 

斯様な蠢の中に、所謂憲的社會主義が現はれました。空想的社會主義者で、かの有名なマ,サ 
スの「人口原理」執筆の機緣を作うましたと ， g ろのクイ，ャム•ゴドク インは、「貧民」 發 生の原因を 
專ら肚會—の罪に歸しせして、無政府共產主義—へたのであ4す。卜4ス•二！二 



サスはこれ に反對 致しまして、「貧民」の氾濫の原因は更に深いところにあるの•た。卽ちそれは、人口 
の增殖と食糧の增加との比例關係が必然的に破壞されるといふ點にあるのだと致しまして、新しく勃 

典しつつある近代經濟組織を肯定致したのであります。 . 

ゆる 生物は、 自然の與へる生存資料を超ぇて無限に增加せんとする傾向を 有し、 人 M も亦をの 
例に洩れない。北ァメヲヵに於いて、人口は、約一五〇年間を通じ甘して、二五年每に倍加を示して 
ゐる。 i に人類 QS 然的增殖力 St 乙とが出來 f 致し、人類 S 殖力の不？蓋して、謂 
文ば人口は幾何級數的に增加するのに對しまして、人口を支持すべきと乙ろの食税の增加は、算術級 
數的に增加する にすぎない。 かくて人口增 加と、 食粗又は生存資料の增加との間には必然的に不均衡 
が II 生する。 乙の 不均衡が「自然的」 に 調和せられんと 致しまして、 貧困と害惡が發 生し、 人口の增 
加を 抑 M して食糧の增加の範圍內 に 局限すると致し^して之を「積極的抑制」と申すのであら t す。 
人 P 增 加は 必然的に稹極的抑制を癸 現し、をれ にょ〇て食糧增加の限界內に於きまして均衡を囀るの 
であぅ t すが*人類の癸達は「積極的抑制」の癸現を防止する爲に、「道德的抑制」または「像防的 
抑制」を發生せしめる•といふのが、マルサスの議論の中心點であり嗦す。 

2.のャダサスの理論が獨創的であるかどぅかにつき咬しては、多くの論爭が存するのであぅ咬すが 
2. NJ ではかやぅな問題に li 立入る必要 ii ないのであ6爻す。唯少くともマ;^サスの時代は、ャ火サス 
を生まずには置かなかつたといふことは言へると思ふのであす。卽ちャ，サスの時代の人口問 M 
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は T 貧民問題」 であ 4 して、 この問 題をマ ダナスは、人口と生存資料、特に 食 箱との 關 係に 於いて 
把握致した と s ふ NJ と—かに すれば. HS と思ふ？あ4す。マが1志理論に立脚致しま 
して、「貧民」 §? 促進す る 作用— つて t — ると烏の—法は、結局に 於いて 人口と 食糧 
との不均衡を擴大す るもので—と 致したので あ4 す。 マ 〆 ナスは、「 I 的抑制」といふこと— 
け加へ ることに依4して、 S 人口|和した？あ4すけれども、陰人— 殖の 
將來に甚だ陰慘產 f 描墓へ.^と S ふ M とは、 霊す f とが 出？ S で t ます。古典學者 
最後のリヵ 〆 ド•かニサスの人口 理論を援用致 しまして•「賃銀の鐵則」の理論を打樹14し 
て、經濟學は洵 R r 陰慘な科學」 に 堕した と申3ねばならないので あうます。 

然るに情勢は S 變化して參つ§であ 4す。 蠢革命の完成期に人うまして近代產 f 著しく. 
1致しました。さしも都市の街頭に溢れてを4した「貧民」は、貨銀勞務者として新しい產業及 
織の中へ多く Q 部分吸—れて行つ §1 す。生11の11げまして、人口 
增加の勢ひ1に著しきもの*かあつたので1〇是に於いてニサス—はニサスの考 
が—としてもつたところの人口問題、卽ち「貧民問題」としての人口問題は、一應解消するに至つ 
たのであう—。 f で政府—題に對して、一時、 之を全く 放任したのであうます 



(3) 後期自由主義時代 

以上が大體前期自由主義時代に於き^する人口問題の槪要であぅますが、後期自由主義時代に於き 
爻する人口問題に1瞥を投ずる乙とと致します。一時解涫したかに見ぇた人口問題は、時代の推移に 
〇れまして異つた內容をもつて再び現 lin るに至つたのであります。前期自由主義時代の經遇と共に 
出生率 li 稍々上昇し、死亡率が漸次顯著に低下するに至ぅまして、人口 li 未 It 有の急激なる增加を遂 
げたのであぅます。フランスに於きましては、比較的早く人口增加は極點に達したのであり咬すが、 
一九世紀初頭イギ9ス、ドイツなど li 、2. れょ办も後まで著しい增加を艇綾致したのであります。イ 
ギリスの出生率 li 一八七六年に絕頂に達し^して、三六•三^,、ドイツに於きましては同年に四〇* 
九笔にさへ達し穴のであ6爻す。乙の出生率は、人口增加率が著しいと言はれて參ぅ爻した明治以降 
の我が國に於いて3へも*未だ轾驗しな S 高い出生率なのであります。またイギリスに於き爻しては、 
一八〇〇年から一八五〇 年に至る 五〇年間に 人口は 凡そ二倍に なつて to ます。日本*か明治五年から六 
十數 年にして倍加した ょりも更に著しき增加の割合を 示してをる のであす。斯の如く 人口 11未曾 
有の 增加を 示した のであ6咬すが、 機械の使用の急速度の癸達は.、失業又は未就業の人口を漸次 增加 
致しまして、いはゆる 「失業の慢性化」 が 現 はれて 來るに 至つ たのであります9近代經濟の成立に依 
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$ まして、 最 氣の變動が始まつて參 6 まして、遇期的に多數の失業者が現は n て 來 る。 不景氣時代に 
はその處理對策が、緊急焦眉の問題と なるとい ふやうになつて參つ たのであります。人口は念速に& 
加致しました。しかし、近代產業の發展に依つて生産力は飛躍的癸展を遂げ ^ して、 食糧、 その他 一 
般の消費財の生產は、人口增加よ6も遙かに速やか R 增加を示したので あう ^ す。然るに 自由放任の 
結果、貧富の懸隔が著しくなつて參うまして、多數の勞務者階級は貧困と なう、失業者は 綾 出すると 
いふが如き事態が發現 するに 至6、人口問題の內容が，前の時代に較べまして 轉換せざるを得ないや 
うになつて參つたのであうます。 . 

以前の時代に於き^しては、重農學派も、 t たマ，サスも、人口問題を人口と食精との關係に於い 
てこれを把握したのであうます。謂はば當時の人口問題は、「人口食糧問題」とも言ふべき時代で あつ 
たのであう爻す。然るに乙の時代に至^して人口問題は、人口と食糧との關係に關する問題といふ 
よ$も、搴ろ人口と職業、人口と產業、從つて人口と資本との關係、更に人口と經濟組織との關係に 
屬する問題として把握せられるやうに相成つたのであ $ ます。そ乙で生產の法則は 自然法則で あつて 
人爲をもつて如何ともし II いが、分配の法則は人爲法則であるが故に阈家の權力をもつて左右するこ 
とが出來ると唱へまして自由放任論を保持しつつ分配の法則に關して國家權力の干涉を容認し、 乙れ 
を社會政策と名附ける說が出て參4して、當時の人口問題に對して、社會政策—?答へ ようと 
致し六のであ 6 ます。しかし、 マルサスの人口原 J 1 や 乙れ に 立脚致し 爻す 賃銀 钱則を棄て六ので 太 あ 



シませんでした。 sli ゆる「賃銀某金說」なるものを打樹てまして、資本 li 人口ょ 6 も 1 層速やかに 
增加 する d ともあるが、賃銀が上昇すれば利潤が減少し赉本の增加は抑) II されるから，結局、資本の 
增加に M みをかける乙とは不可能であつて、勞務者階級のため {C 勞務者階級の人口の制限を提唱する 
のであ办ます。かくて，「人口が個人又は國家の聰明に依つて抑制5れない場合には、常に飢餓と疾病 
とのため R 抑制せられざるを得ない」と申してをるのであり爻す。乙れがィ♦キリス流社會政策の主張 
であ6、人口問題に對する態度の一般であうます。元來、生產の法則と分配の法則とを區分する乙と 
は、經濟學上乙れを認める乙とは、頗る闲難であります。更に乙の議論に於き爻しては、人口の文化 
的、國民 的な本質 ii 全然沒却せらわてをると申さねばならないのであうます。 

.又、以上の如き近代_濟癸達に依6嚏すと乙ろの、人口問題の具體的な內容の變化は、マダサスの 
人口理論に對する反對論の發生を促すに至0たのであう爻す。をの一つは、いはゆる^!物學的1^|| 
と言はれると乙ろのもので、生物學的必然が文化の资達につれ、人類の增殖力を減退せしめるに予る 
乙とを主張致しまして、マ 〆 サスが、增殖力の不變を假定致し咬した乙とに對して反對致したのであ 
6ます。乙れらの人々の??論に依61 k すれば、マ 〆 サスの前提と致しましたところの、增殖力がいつ 
の時代にあ6ましても不镘であると S ふ前提は、根本的に間違つてをると S ふ乙とに相成るわけであ 
办まして、マルサスが唱へましたやう に、 食糧の增加に依うまして人口の增殖力が規定5れて来る M 
とを 否定致したのであります。それどころか、生存資料が增加すると同時に、人 n の增 M 力が減退す 
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る乙とを認めて來たのであ-^ます o 3 うして彼等は人口の增璃力を、卽ち妊孕力であ.〇出產 力である 
と解し、また乙の意味に於ける增殖力のぬ退を生物學的に說明致し t して 自然的法則を打榭てょうと 
したのであ办ます。2.の點 から マ 〆 ナスに對する生物學的な反對論は、後に申述べます ところの、 出 
生滅退の原因に B 8 する 生物學說といふ地位をも絷ね を なへて有つ ものと 言 li なければ ならな S のであ 
ら爻す。學者は生物學的マ，サス反對論について、人口增加と妊孕 力とを 混同して ， q るといふ乙と を 
指摘致します。人口增加を窮棰に於いて決定す るものと 致し爻して、妊孕力を とる乙とは私 li 必ずし 
も誤办で li ないと考へます。しかし彼等は、乙れ? r 論證し、意識して後に乙れをと〇•た本のではない 
といふ黏で誤つて £) ます。又、彼等の議論の缺陷は、生物學的に證明せられ て Q ないところの 事-甘 
を、恰かも證明濟みなるかの如くに取扱つたと 乙ろ に、頗る獨斷的なるものがあると 申 5 ねばならな 
いのであ6ます。例へば熒養の改善と妊孕力の減退、神經系統の癸達と妊孕力の減退との關係は、今 
日尙ほ、納得の VO くやうな證明は3れて をらない のであ-〇爻す。 今假に乙れらの妊孕力に 對する關係 
が、生物學的に疑ふべ からざる 事實と致しましても、 一八七 〇 年代から今日まで 僅か 五〇年ゃ六〇年 
で文明國の出生率が半分以下に下つてしまつたといふ事實を、をれだけで、說明する乙とは、極めて 
困難であると申3ねばならないのであうます。當時乙れ らの說 が ある 意味の大衆性を 毛つ に 至りまし 
た乙とは、1つには產茉革命後の生產力の魔術的の增大であ6、一つには、出生率低下が渐く頭著な 
らんと 致しました 文明 國に 於き まして、 貧困 階級の多產と、富裕階級の寡產の 事實を 明かに經驗せん 



と致しました時に、 恰も この事. X を巧みに論證したかに見受けられた乙とに依るものと解釋する乙と 
が出來るのではないかと思ふのであります。 

次にこれらの反對論に對しまして、經濟學上の樂氍論者、卽ち再びアダム•スミスに立 
ち返う t して、經濟の自然的調和を說かうとする人々*か、マ 〆 サスに反對を致したのであ'^ます c A 
間が癸達すればする 程、 神經系統の發達に依^' ^ して增殖力*か漸減する乙とを前提と致します。人間 
が生命を保持し、發達せしめんとする 力と 增殖力と li 相反する方向に作用致してをう ^ すが、兩者は 
常に均衡せんとすると說くのであ6まして、マ，ナスが考へ t したやうに、食糧增加と人口增加との 
矛盾に依りまして悲劇の生ずる 乙と を否定したお芽出度い說であ6ます。 

今一つの反對論は、い li ゆな科學时社會主義者の理論としてょばれてをるものであうまして、乙れ 
らは何れも唯物辨證法と勞働價値說とに立脚致しまして、資本主義の高次化に伴ふ產業 m 備軍を、乙 
れを過剰人口と名附け、いはゆる近代的生産に必然的な隨伴現象であると考へたのであります。從ひ 
まして人口問題の要點は、增殖力と食糧增加との比例關係にあるのではなく、近代的生産方法に基く 
經濟組織、社會組織それ自體の中に存すると彼等は考へるのであうます。マクサスの人 n 原理! i 何 B?h 
の時代にも適用せられる絕對的な法則であ$まして、現はれて來る過剰人口は絕對的過剩人口である 
と考へられます。之に對して社會主義者の人口法則は、特定の肚會の發展段階に必然的に現はれると 
いふのでありまして絕對的な自然法則で li ないのであ6ます。從つて又その過剰人口にも、マルサス 
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の過剩人口を絕對的過剰人口と致しますならば相對的過刺人口と申すべきものであうます C そこで中 
には此の二つの折发を試みようとする說皂現はれて來たのであ- 〇ます。卽ちマ少サス の 申します やう 
な人口法則 も 自然法則と して 認めると共に、をの自然法則の內側に於いて、 人口と 經濟組織とに 關す 
る社會法則が相並んで存在し得ると說くのがそれであ6ます。 

以上に申述べましたやうに色々の立場から理論が出て參〇たのであ6ますが、彼等が問題としても 
ち、また說明し、解決しようとしたところの問題が、等しく自由主義經濟の發展に伴ふ勞働人口の貧 
困或ひは失業といふ、人口と職業、人口と產哀、人口と資本、人口と經濟組織とを中心とするをの時 
代の人口問題であつたといふ乙とは繰^'返すまでもないのであうます。又、此等の學說は種々の異つ 
穴立場に立ち、異つた角度から理論を打樹てて居るのであ6ますが、彼等の思想の根抵*彼等の態度 
は等しく個人主義であ6物質的であ办、機械觀であして時代の客觀的精神を共通に致してをると 
申3ねばならな v > のであす。從つて人口問題の取扱ひにつ V *ても人口の K 家的•民族的•文化的 
側面は，全く視野の中 R 入つてをらな s のであう爻す。 

文明史家によ6ますると、一つの文明が爛熟期に入りますると頹廢的な Ifll が全面的に現はれて參6 
まして文明 ii 自己中毒的現象を呈すると S ふことであ61 K す11思想の根抵は前期自由主義の時代と^ 
化はな S のであうますが、後期自由主義時代に入，9爻して、をの性格 li 著しく變つて參つたのであう 
ます。所謂前期自由主義時代に於き爻しては、禁欲的、倫理的な傾向の强い、勤勞を贫びまた勤勞を 



歡喜し— f 前期黑塞の精神は、 Is 的な傾向1はす—笑？ t—。 個人 
主義の徹底は利己主義的5向 i い54すし、禁欲的色 S 漸次稀薄に SS 4して、乙 
れに代4して物質的、囊主義4思想が極めて濃厚になつて參り、社會は物質的利翥係、經濟 
的利害關係の對立相剋となぅ、相反撥する利益の追求は、瓧分の結合の紐帶を緩めまして、分裂杭箏 
に導くと共1反面 S 喜し S 人主義、物質的享樂の2に、 f す n ば—や養の重の 
將來5へ裱牲に供されるといふ惧れ3へ抱かれるに至つたのであります。乙れらの思想的な傾向は、 
色々の制度上の缺昭と結びつきまして、遂に後期自由主義の後半期から，人口現象の上では^与減退 

として赘現するに至つたのであ办ます。 へ 
■との時代の社#的環境と思想とを、最も1く代表してをりまするところの社#改£1運動が所謂/^新 
マ 〆 サス主義」とょばれる運動であ^'ます。乙の運動の傳播 li : 九世紀最後の四半世紀にあると言は 
れてをるのであぅますが、をの起源 li マ 〆 サス直後に溯る乙とが出來るのであります。乙の速動，の理 
論を初めて體系的に樹立致しまして、みづから實踐運動の組と相成6爻したのは，フランシス*.フレー 
スであ.〇爻す。彼 li 人口と食 II の增加に關しまして、マ 〆 サスと殆ど同様の前提から出癸するのであ 
$ますが*マ 〆 サスが St 會の貧困と害惡とを除去する爲には、豫防的抑制、道徳的抑制にあると致し 
嗖した乙とを否定致しまして、マ 〆 サス的な道德的な抑制が贲現闲難であるばか b ではなく、晚婚が 
却つて性道德を變化し、社會の害惡を釀し出す所以である乙とを強烈に指摘致したのであぅ爻す C 力 
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. 穴八 

くて彼は、寒の篇 ISX 爲的皇妊 S 1 ぜられて、早婚が行はれ f とに 依4し 
て、雲者階§1は增進し、社會の貧困と蠢とは S 5 S 解消す f とが出來 S と考へ2 
のであ4す。—して彼はこの1を實踐す—に、熱— i —始致したので1。最 
初この運動に對しましてィ T スの社會は、一般5知的•道德的 I 逆」と致しまして、寧ろ$ 
を蹙するが如—不して參つたのであ4す。自由主義初期に於 4 しては、 かくの 如く、經 
濟活動はこれを個人 Q 利己心に任せて放任せんと致し2で1が、—的、黑的 f 安、强 
力に作用して社會8合關係を保持し J とを我★は看過してはな—いのであぅます。 

然し後期1主義時代殳4するとかか*悬ゃ運動は著しく I する§一 つたので 言ます。 
1で當局は fM れに etf 加へんと致しましたが、篇 S ® は逆效？生ずるだけであ4し 
て、却つて Ms 動 S 播を促進したと見なけれ f is Q であ4す。ブ— yrv ソトす 
件を始め色名著名 i 件を—致しましたが、漉てニサス—の結成を促しまして‘のの 
組織—るに—しめ、爾1 fs 動の按大 if 加へることと相成つ S であ4 

す。ィギ，スに於—しては、一八七七年、1 を 開始致しまして 、 f その速 —高めまして 
第一次世界大戰に5§であ4すが、爾餘 Q 白色人種文明國に於— し f 、 忘間に同樣 の® 
向が顯著に現はれるに至つたのであ4す。かくて、近代的出生減退に對す— の運動の影容 ょ、遂 
に看遇すべから11のと相成つたので—い—。第一次世界大 fi して、一九二〇，， 



頃、 出生滅退はまさに釣瓶落しの狀態と相成つたのであうます•か*一九二〇年から一九三〇年に至る 
一〇年間が、ま3しく2.の運動の最も盛んな時代であつたのであ6ます。有 f マリ fkk - f ブス 
マーガレプト•サンガーなどは、乙の時代の代表者であつたのであうます。この二 
人の婦人の名前に依つて見ましても J 1 新マ，サス主義が、ィブセン流の婦人解放運動と結びついて& 
たことを毛看過して li ならな S のであうます。 

新マ，サス主義の運動は、近代的出生滅退を促しました最も重大なる要因であると言 li なければな 
らないのであ$爻す。然し、乙の運動に關して注意しなければならないのは、乙の運動の現贲の效果 
が、乙の運動の目標と全く矛盾するといふ乙とであう爻す。卽ち、乙の運動の本來の目標は、ブレー 
スの理論の通う、勞務者階級が產兒制限をする乙とに依うまして、經濟生活の保持向上を遂げるとい 
ふことにあつたのであり t す。然るに、乙の運動の最も徹底致し^したのは、中產以上の階級に於い 
てであ y まして、それは文明國の社會階轶別の出生率を一瞥すれば、容易に乙れを認める乙とが出來 
るのであ61 K す。特にアメリカなどに於き^しては、初めから乙の運動が勞務者階級を目的としたか 
どうか3へ疑はしい程の狀態であると云は n てをす。乙の運動のかやうな結果は、民族人口の逆 
洶汰を促進するといふ、容易ならぬ事實をも含んでをるのであ$ます。假令、乙の運動が、その目標 
の通'^勞務者階級に徹底し、をの貧困を防止し、また li 緩和することが出來たと致しましても、民族 
發展の要求に li 明かに矛盾をするのであ6ます。^た、この蓮動は、產兒制限の^段か夫婦の健康に 
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無害である乙とを前提と致してをるのであうせするが、健康上の弊害を全然 伴 li ない、全く冇效 なる 
産兒制限の手段は、從來存在しなかつたと見るべきであ うます 。更に また、健康 上の弊 ^ なく 有 效な 
る 手段が存在すると致します るなら ば、それだけ性道德を破壊する危險性を 大ならしめると 見なけれ 
ばならないのであ61 w す。 . 

いづれに致し^しても、乙の運動が、宗敎的思想を薄弱ならしめ、道徳の破壊を 促す享樂的傾向を 
助長致しまして、延いては社會を嗦落頚廢 R 薄き、社#の結合關係を脆弱たら しめる 乙とは否定し得 
ない と 2.ろの事.甘であ- CS ます。元來乙の思想の根本的な誤謬は、 個人主義、 自由主義、 物質主義、享 
樂主義、無神論などの世界觀に立脚する乙とであう爻して、然もをれ等の要素の ^ 落 的側面を含 If の 
であうまして、乙れを排擊するにあらざれば、民族人 □' 癸展の將來は 、量的、質的に重大なる 害惡を 
蒙る と 申さねばならないのであ 办爻 す。 

以上の如く、一九世紀最後の四半 Is じまして、出生減退は渐次顯 f ?5 s であ4 
す。死亡率の改善が著しく、人口增殖力が未だ著しく阻害せられ ると いふ 2:とはなく、出生滅退にも 
拘は$爻せず、生產年齡人口は依然として增加し、出生減退は學者の科學的な奥味を惹く に邁ぎない 
のであ$まして、現贲の問題としては、激增する生產年齡人口に職業を奥へ、生活 標準の低下を防 rh 
することが問題の中心であつたのであ6ます。 

とにかく當時の政府は*人口收容力の大な -〇 とされますると2:ろの工業化の荐 度を 高め、遇岡人〇 



の處理の方策と致しまして移民を赛勒致しました。又所謂社舍政策の擴大强化に努〇ると共に、新マ 
がサス主義運動に對して は、 最早彈 M の手を引つ込めて，勢ひの赴くままに放任したといふ狀態であ 
6 t す。工業化を以て代表せられますと乙ろの、高度近代經濟の發達は、歴史上稀 R 見る大規校の人 
口の都市集中を促進致し^し^。社會の共同瓧會的結合關係が破壊致しまして、益々利益社會的な結 
合關係を 擴 大して參 6 ました。乙れらの事情は、何れも出生減退に益々柏 «ri を加へる乙とと相成つて 
參つ穴のであ$ます。かかる狀態に於き'±して、世界の文明國は第一次歐洲大戰の渦中に投じたので 
あうます。大戰直前の歐洲文明 H の人口狀態は、先に第八圖に於て私が區分し爻した人口動態の時代 
について申しまするならば、私の所謂第二期の終う、^たは第三期の初めに該當するのであ^'ます。 

しかるに、 a 後に於ける經濟上の窮乏と、反動的物質的享樂主義的風潮の激化は、出生滅退の傾向 
〇を急速度に促進致したのであ'^^す。卽ち出生率の低下は猛烈な加速度を現はし、死亡率の低下は停 
頓を致しまして、正に「死點」に直面するに至つ穴のであります。かくて出生滅退理論 li 人口理論上 
に於ける地位を益々擴大して參して、遂にその中心をなすに至つたのであ6ます。 

そこで掻めて簡單に、出生滅退理論に1瞥を投じて置く乙とに致しませう。^づ最初に、出生減退 
の說明を試み1したものは、出生減退の古典國であ'^ますと2.ろのフランスに癸達致しまし六所謂デ 
モグラフィーの一派であ.〇ます〇彼ら li 人口現象の統計學的分析に依6まして、所謂人口動態並行法 
則を認めまして、乙れに 關 して出生滅退を婚姻率、死亡率の低下など R 依〇て說明し i うとしたので 
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あ4ナ。次に：フレンタ-ノ及 3 ニトの名を以て有名であ4すと乙ろの福利說であ 4 す。 
この福利說の骨子と S てを4すると乙ろは、人間の福利が f れば—るほど、理性が雲して 
生活標準を向上せしめる爲に、子孫の增殖を制限する乙とになる、つま6、乙れが出生減退として現 
はれて t 事货であると說明する？あ4す。忌說明 S 據は、經 i 活 SS 依つて人間の 
理性力發達し* V の爲に增殖力の低下を來たすといふ個人主義、物質主義、享樂主義に基いて說明し 
ょうと—あ4して、正しく惠時代—觀的精神を反映す f のと ff が出 f のであ 
f す。この說に反對して、 T ， クス•クォ，フの心理學說•か現はれたのであ—す。卽ち、彼に 
依れば、 i 說は主客顚倒である。1が增進して理性が1する？はなく、理性が■する乙と 
に依つて福利が增進する、同時に、、理性の雲が出生減退 II すのである。かか—味に於い 
C て、理性 QS は、福利の增進と出生證と Q 、 兩方に共通の原因で—といふ考へ•方 S であうま 
す。つ f 彼は、心理的な、享樂の本能と合理主義とに依つて、出生減退 Q 賽蓋明しょうといふ 
のであ'ます今一つ重要なる學說として、ァ 〆 セ_ヌ•デュモンの社會毛馨現象說とォダデンべ 
ルダの社會的 I 說と—げなければな— S であ4す。この二つ—、多くの相通ずるもの 
1つてを61から、併せて社#環境說として取扱はれてゐるのであうます。 

乙の說は、福利說ゃ心理說が、出生減退といふ重大なる社會現象が、 個人の腦裡で演ぜられるとい 
ふことに出發して1 M と—震すの24す。個人の蠢の外に、乙れと is 然たる客 ES 



的存 .W としての社會を前提致しまして、をして人間の攀本能の癸現は、社會の^'んぃ關係の^'態 如'^ 
に衣つて異なる。固定的な* fc 會では、瓧會的の地位の向上を斲念して、かかる衝動 li 起らない。しか 
し 自由な 社會では、乙の衝動が強烈に刺戟する。人間の能力を蓄積して、社會的地位か向上に對する 
的物的のあらゆる障碍を克服しなければならない。そこで、子孫の增殖の制限が行はれ、出生減退 
が 被現するのである。從つて、比較的に固定的なる農村社會の出生率は、自由に競爭本能を癸揮せし 
むるところの都市社會ょ^'も遙かに高いのであると說明するのであう'±すノかやうにして、乙の說の 
特色は、出生減退の原因を窮棰に於 v » て、 自由主義社會の形式それ自體の中に見出さんとすると乙ろ 
に存するのであう^す。 

〇以上の諸說 は、 出生滅退の原因を求める場合に、をの力點の置き所をそれぞれ異にしてをるのであ 
4すが、 窮極に於いて、義、合_義 、自^ r を某礎とす 
代文明の所産であ 办、 その社會袓織の所產たる乙とを物語つてをると申さねばならないのであう 
ます。 をして當時の諸說は、出生滅退の意義を•主として經濟的に解稃致しまして、靜止人口、卽 
ち、自然增加率零 Q 人—はめて機械的、數理的に研究し，特に f 人口が現出し5合の年齡構 
玫を分析致しましV、經濟的に繁養人口であ4すところ？供の割合が減少するが故に、かかる 
人口狀態が却つて經濟的に! i 有利であると、推賞を惜しまね說さへ贲現するに至つ穴のであうます。 
かやう i 止人口©現出 is 望し5までも•少くと嘉止人口への傾向を f ら f べき 
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乙とではな S と考へた？あ4す。言ふ—く、 i の把握が 餘さ 4 濟的 であぅ 
國家的•民族的侧面の缺如に依ると申さねばならないのであ 6 t す。 

それかあら S か、一度繼が世界に產める や、 人口の不足を慨歎して—ので t ますが、ぃ. 
1と f 、 生產年齡人 n を一時に二倍にす—とは不可能であ！—ま12^ 
4す。 isf に純粋に經濟的 I 握、 t 3 民的側面の if 黑 I 1 
を反映するものと申さねばならないので あもます。 

r 

二現下の人口問題の特色と主要 國の人口政策 

第一次大栽後に於ける1，の構蠢化に基く 1は、 SS ? 1政策に—せしめ 
たので——が、管あ— SI らし？して、世11動、廣— 
動を f II しめる S つ S 24す。1は f 緊 f 加へ t て 、——、 S 
意識 li - t : 々昂揚せられる# C 至つたのであ6ます。 

これらの情勢は、所謂「持てる5と「持た f 5との對立抗爭—化し、人 n と—こ對 する 
不均衡—烈に叫ばれる S つたのであ4す。ドィッ、ィタ；の特殊—は、— S 分、 
植民地再分割 QI — 要求として現は <54し.^。かくて、夙货一次大—二 AJ 九九.牛ス 



エ-デンの者であぅますチニニ'か創始致しましたところの地政學が'ゥスホ""フ"""む 
代表者と致しまして、ドィッに於いて、生活空間要求の實踐科學として著し美 f 遂げ2とは、 
拘に—しとしな S 1 す」かかる情勢 S — しまし5111者1 
主義に基ふ和的霍論 S へるに 3 S 24す。平和的 if 首篡つて—中に、世界 
は第二次の大戰に投じたのであり^す。 

1 、關 11に依 4 して、—、民族 1 S 根本として、人口增—關する 
要求1成4し V 、 I 政 S 1 く、— ls —は、兵力として、—蠢賣 
としての人1求—速度 S 大して f § vt —。 特 S 一次大14する科學兵 
器の飛躍的な—、兵—する1賣の比例——しく 5る S 4し V 、人口の要求は 
この方面から—に 一 I 大せられるに至つ§であ4す。しかるに上述の如く、5次戰後の世 

界1は、—— i しかけまし V 、 I 人 2— は人口增1ん1失するに至 

4し.^人口問 ff 明白に11含とと相成つた？あ4す。—世界—時 
に於ける失業1とし S 人 ns は、合と霞に f る麗、ま51地當分®問題とし 
ての人口問題と相成4し V 、更 S 族1化して今日の人 n 問題と相成つ§24す。 

洵に 現下 q 合問涅、民族1とし S 人 ai 2 f 、 I 特 f 有つと— S — ない 
のであ4す。 民族 i 化致しました人口 11 ベ叉 niii 、 1的に現はれて— 
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とは稱し難いのであ 4 す。現在の人口理論は、泡に一つの過渡期を 經過しつつあると — I 
ないのであ4す。 $—1 化は、例へば.チ Tl_ の如く、11 
論の癸展を促して， Q る AJ とは顯著なる名のがあるのであぅ^す。 

上述の如く、人 nils 對應 致しまして、 今日殆どすベての？は、宣傳 すると f に拘ら 
ず、何れ In 增强政策—る S つて—のであ 4 すが、 f 大規 f して 徹底的な f のとし 
てトイクイタリァ 及 フランスを擧げることが出來るであ4す。以下簡單に その大要を 列記して 
御參考に供する乙とと致します。紙幅の都合上 箇條畲で 御免を蒙 6 ます。 

(1) 國民社會主義ドイツ人口政策の大要 

第一次大戰令敗のドイツに於—しては、ゾチァ上•デモクラットの下に於いて、專ら 失業 對策 

としての人 n 政策客はれ 5S であ4す。ドイ又 ns 殖力及雲は 低下し產化の 一途を 
迎つたのであ4して、特にイN5チォン時代以後に於ける奔流の如き出生滅 退は： トイ ツ 人口の 
增殖力を遂に潰尝危機に顔せしめるに 至つ たのであ4す。一九三三年には、出生率は、7ランス 
以下の、僅かに5 •七泛低下し、息增加率は僅かI •五5いふ狀態に立 到つたので t ま 
す力かる情勢に蜜み^して國民社#主義は政權獲得と同時に、五百萬に 達する失業者に も肉らょ、 



敢然、一大人口增强政策を採用したのであぅ爻す。 

今、最近に於ける ドィツ人 口政策の大要を箇條甞にして示しますると、槪ね次の如くであす。 

(一) 精神運動 

(1) 個人主義、物質的享樂主義を否定し、！ K 民社#主義的世界観の確立(文化部面み 統制 强 化、 
新聞界ょぅユダヤ人を驅逐する等) 

(2) 人口增强は阈家、民族發展の根本たる思想の徹底 

(3) 民族の血液の純潔保持(學校教育、新聞、講演等 R ょる國民的啓蒙) 

(二) 消極钠增殖政策 

?) 味胎及人工流産の禁壓 ノ 

(2) 產兒制限の禁魁 

(3) 國民瓧 會 主義ドィツ厚生 團 (N •>►) を中心とする大規模な乳幼兒死亡率低下蓮動の展開 

(三) 婚姻 及出 產奬勵政策 

(1) 婚姻助成法、所謂婚赍貸付制度の實施(一九 三三年六月 以降) 

(ィ)ーロ最高一千ニク(申請者の身分と地方的事情を考慮の上決定。一口半 S ハ百マルク程 
度) , 

( P ) 必需品購買券を以て交付 
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■fcA. 

( c 無利子 

0一) 返浒規定每月最初の元金の百分の 1、但し 1 出生每に 1 年間 づつ猾 豫 。又一九三八 年七 
月 以降 li 特に農村人口助成の目的を以て過去五筒 年間 農林 業又は農 i 手工業に従事せる者に し 
て績 いて農村に止まる者に li 一〇箇年間返濟義務を 柄豫 、且つ一〇箇年間 艇辕 して 農林 業又は 
農村 手工菜者た$し者には返濟義務を免除 

(ホ) 返濟免除.規定 出生 毎に最初の元金の 百 分の 二五を 棒引。 從つて 引き 績き四人の子 女5:生 
みたるものは殆んど返濟の義務を免かる 

(へ)申請資格現行施行規則にょれば妻となる者 li 申請に先立つ過去二箇年中少くとも九箇月 
間被雇傭關係にあつたものである乙とを要す(但し本法施行當時に於ては失業緩和方策の一部 
として特殊の例外を脍き婚姻と同時に被 M 傭關係を捨てる2.とが要求されたが、現在は 返濟率 
を 百分の三に引き揚げれば引績き被 M 傭關係に ある 乙と を 許される) 

(卜)禁止條件 

夫婦の一方公民權を有たざる時。夫 M の一方の政治的見解が常に無條件に民族阈家に對して忠 
誠なぅと E め難き時。夫婦の一方遺傳的なる精神的又は身 tg 的缺稻を有つ時等 
(2) 新離婚法の赉施(一九三八年八月)旣に同棲生活が完全に 破壊せられ 居る夫婦に對し從來の 
袭通その他の如き犯罪な きときも 離婚を許可す る 2.ととし、新しき結婚と出産とにょつて 國获に 



四 


奉仕する途を拓く。 

) 多子家族保護政策 

1 ) 多子家族兒童扶助金(一九三五年九月) 

(ィ)一囘的兒童扶助金 

滿 一六歲以下の子女 {:繼子女、 養子 女 及養享女を含む) 四人 以上を 有し、 をの扶養者•か 自ら 
の收入にょ6必要なる家具を整備し得ざる場合、出產又 li 子女引取6毎に百マ，ク(必需品購 
買券を 以て) 支給、但し同一家族につき總額一千マ，ク以 內。 

條牛—獨逸國籍 を 有つ獨 逸人たる乙 と。 父母又は扶養者 (i 公民權を有つ者たる こと 。父母又は 
扶養者の經歷世評等扶助金が一家の經濟狀態の改善に使用せられるものと確認し得る乙と。一 
家に遺傳學的缺陷なきこと(一九三九年一月以降乙の一囘的兒童扶助金は繼 M 的及擴张雔賴的 
兒童扶助金に與6得ざる者に限ぅ支給され、原則的には專ら次の住宅用兒童扶助金としてのみ 
許可せられ る 乙 ととな つた) 

(p ) 住宅用兒童扶助金 ( 1九三七年八月追加) 

前項所定の者にして特に國家の勸獎する小住宅生活者、農業者、農村勞洛者又 li 農村手 X 菜者 
たる者又 li たらんとする者に支給。一子女當り金額及一家當り雉額限度 li 前項に同じ。をの必 
需品購 S 貝券の用途 li 本制度の目的に從ひ擴張される(新增築费の支拂、農地の購入又 U 擴张、 
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機械器具類の購入等)。 

(ハ)繼績的兒童扶助金(一九三七年 八月追加) - 

滿一六歲以下(但し 繁又は 年期奉公中 S 合は二一歲以下)の子女五人以上—つ當して 

扶養者の年收八千ニク以下、財產五萬ニク以下(但し財產限度は2ハ子以降一子每に一萬 

マダクつつ ru % 揚げ)の場合、第五子以上に一人に付每月一〇ニクづつ支合。血統その條件ょ 
前揭と同じ。 

官吏、軍人、公務 i は特別の兒童手當制度あれば本制度ょぅ 之を除外。 

(二)擴張繼續的兒童扶助金(一九三八年三月追加) 

前項と同様の1一人以上11し璧子—一子每に每月 一2 5を支給。但し t 
扶助金はその財 f 貪_保證求 tl 上該當蓉者は本來 § i 货給生活者、年 
金生活者等に限られて S 。 本扶助金受領者は第五子以降は前揭扶助金と f して一人宛月_ 7 
〇マルクを支給される乙とになる C 

寡婦、離1、 f 好人、又は， VQ 夫 f II には if でち許可せられ 
官吏、軍人は前—一般—， JS 張—的—扶助 金のみ與 へらる。但し律給 



(ホ) 敎育 扶助金 (1 九 三 八 年三月追加) 

阈民社會主義的世界觀ょぅ見てその兒童が中學又は高等學校に進むを特に必要と趄めらるる場 
合をの敎育费の全額又は一部扶助を行ふ。 

(2) 伯林 市の 多產獎勵 (H 丨レン •パ ーテン シャフト制度) 

遺傳的及人種的に块點なき家族にして今後•史に第三子及第四子を生まんと 欲し、 をの旨出願後二 
箇年以 內(但し 法定最小妊孕期以上)に生まれたる時、その子に對し第一年に li 月々三〇マ，ク 
第二年以降一四年迄の間は月々二〇マダクを支給す。尙本扶助金は他の種の扶助金と全く無闞係 
に 併給せらる (をの後、 シュツットガルト市 も同祿の制度を實施)。 

(3) 其の他 

(ィ)多子家族に對する社會保險料の軽減 
(口) 多子家族の子女に對 する 就職 優先權の賦 輿 
(ハ)多子家族に對する！；有锇道料金の割引 
(五)家族手當制度 

(1) 官吏に對する家族手當制度.(一九四〇年一月改正法にょれば次の如くである。) 

(ィ)官吏はその公生子女の 凡てに 葑して子女が連一四歲に達する迄の間子女手當としての 割増 
俸を受けとる。その金額 li 每月第一子一〇ャルタ第二子二〇マ，ク第三子二五マ，ク、 m 四子 

第二！ K 現下0人 n 問*©特色 八一 



以降各三〇マ K ク • 

( P ) HS 知3 れたる 私生子女、養女、當該官吏の家庭に引き とられた る繼 子女、或は私生子女 R 
して當該官吏がをの父親たる乙との確^ せらるる 場合及當該官吏が^の子女を 自已の家庭に 引 
とれる 場合又は^の他の方法に ょ6 をの子女を扶養し居る 乙との確認せらるる場合、乃至 li 特 
に^人官吏が母として之を獨力扶養せざるを得ざる場合は皆 公生子女と 同樣に 取及 lin る。 
(ハ)滿 一六 歲ょ6滿二四歲までの子女に對 する 子女手當としての割增俸は， V の子女が就學 中で 
あるか或は年期奉公中にしてその子女の 月收四〇ラィヒス • マ 〆 ク以下の場合に のみ 與へられ 
る。就學又 ii 年期奉公の終了が勤勞奉仕或は兵役義務の爲に滿 二四 歲を超ゆる場合 li 年齡 制限 
は之に相應する期間だけ 延長せられ る。 

(2) 民間企業に對しては家族手當の支給を勸奬(全國的な家族金庫制度は 準備中) 

(3) 代表的なるものは疾病金庫醫師會の家族負擔半準金庫制度 (一九；一一 四 年設立)0ニー歲以下(就 
學中の場合は二四歲以下)の第三子以降に每月各五〇 •▼ , クを支給、 會貝の 負擔 は 配偶、 子女£5 
有無を問はず各報酬の三#(但し地方の酱師は二94)、子女數二又は一人の者には年一囘臨時支 
給を行ふ。 

1ハ)租稅政策 

所得稅、相綾税等の改 i£ (配偶及子女數別にょる累進的負擔輕減) 



(七) 人種政策 

(1) ユダャ人を官公吏、軍人等に採用せず、新聞等ょぅも驅逐。 

2) 國民 血統 保護法の實施(一九三五年 九月)， ユダャ人との結婚を 禁止、四五歲 以下の® 逸 ^ 人 
のユダャ人の家庭の女中となることを禁止。 

(八) 優生政策 

(1) 遺傳病的子孫防止法(一九三三年七月) 

?) 常 3 g 惡德犯罪者取嫌法(一九三三年二月) 

(3) 結婚保 II 法 (1 九三五年一〇月) 

重症傳染病患者、禁治産者及遺傳病疾患者の結婚を禁止(但し本法中結婚に際し結婚適格證を必 
要と するとの規定の一般的適用は猶ほ實施保留 中)。 

C 九) 農民保護政策 
(1) 世襲 農地法(一九三三年九月) 

(ィ)一二五へ クタ 丄以 下にして市場に依存せずに生計し得る農地を世襲農地と し、 をの分割 
を 禁止、農業 經驗者に相續せしめる爲に特別の相辕關係を規定する。 

( P ) 尙、世襲 農業者たる者には獨逸血統である乙とを必要と し、 ^の血統は一八〇〇年一月一 
日迄通つて吟味せられる。 
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(。こ農村人口に對 する稀々 の特典(例へ ば 婚姻資金貸付 制度に於けるが如し 
(一〇) 國土計畫の策定實施にょぅ 

(1) 大都市疎開政策 

(2) 田園分散的勞務 者 住宅の供給 

(3) ジー ドルン クの設定にょる人口分散政策の採君 


二 


其の他 

) 二人用室のアバートメント建築の禁 it 


/■- S 2) 多產の母の表彰及保護 
产3 ) 婚姻を阻害する雇傭條件の禁 Jh 
(4) 體力錬成組織-施設の摈充 

i 7アツシズ厶•ィタ9ア 人口政策の大要 

(一) 精神運動 

の數」 If し、「一1支持」を目標として—的な一大精神運1 

(二) ^胎及產兒制限の嚴罰主義 k ょる禁壓 



一)官公吏及軍人に對する加俸制度 

(1) 滿三歲未滿の子女に對し月特別手當を支給す。 

(2) 滿一四歲以下の子女に對し手當を支給し、第四子以上には手當を倍加す。 

S - 家族手當 

(1) 月收二、〇〇〇9ラ未滿の勞務者に家族手當を支給す。 

(2) 父母又扶養義務者に支給す。 

(3) 滿 一四歲以下の子女に適用す。 

(4 ) 家族手當緦額の四分の三は M 主、 四分の一は勞務者の負擔とす。 

五)婚姻貸付金(一九三七年一月以降) 

(1) 夫妻共に滿二六歲以下にして夫妻收入合計年一萬二千リラ以下なるィタリア國民に贷與す 

(2) 貸付額は一、〇〇〇リラ以上三、〇〇〇9ラ以下 

(3) 貸付金は無利子とし、婚姻六箇月後ょぅ毎月借入金の 一^宛位還をなす乙と。但し六箇月経 
遇以前に妻の妊娠が證明3れれば月賦返濟は結婚後一八箇月延期される。又第二子以後の場合 
は更に一二箇月宛延期される。 

(4) 第一子出產の.時元本一〇〇分の一〇、第二子出産の時一〇〇分の二〇、第三子出産の時1 〇 
〇分の三〇を免餘し、第四子出產の時 ii 残額全部を免除す。 
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(六) 婚姻最低年齡の引下 

舊法 男子 一八歲 
. ，女子 一五歲 
現行法 男子 一六歲 

女子 一四歲 

(七) 租税政策 

(1) 所得1?:の子女數にょる減免 . 

(2) 動産收入税、工場枕、地税、家屋税、農業秤等の減免 
(3} 獨身税 

(ィ)笫一種 二五歲乃至三五歲、年七〇ヲラ 
三五歲乃至五〇歲、年一〇〇？ラ 
五〇歲乃至六五歲、年五〇9ラ 
( TJ ) 第二種 所得稅の一〇〇分の二五 

(八) 獨身者抑 M 政策 

(1) 官公吏にして有配偶者特に子女を有する ものは 優遇 3 れ る。 

(2) 官公吏 R して高級者は三〇歲以上，下級者は二六歲以上 R して未婚 衣るもの ( c 對して ! i 昇給 



を禁止す。 

(3) 家屋の讓渡、賃貸につきては有配偶者を優先せしむ。 

(4) 獨身稅(上掲} 

(九)多子家族に對する特典 

(1) 市町村をして出産手當金を支給せしむ。 

(2) 敎育補助金の交附 

(3) 學校授業料教科書代金の 減免 
?) M 有鐵道及市街鐵道の 無賃 乘車 

(5) ガス及電燈料金の割引 

(6) 表彰政策 

(一〇)母子保護の擴充强化 • 

(1) 壷院、乳兒院 、保育所、 保健所等の擴充强化 

(2) 母性保險制度の設置(一 五歲 乃至 五〇歲の母に 強制。 出產铪與三百リラ。流產給與百 
但し農業 婦人勞務者の場合には出産百リラ、流産七五リラ) 

(一一)移出民の制限 
(ニー)內國植民及開懇の獎勵 
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(3) フランス家族法典の大要 

出生 減退の 古典國と云はれて來 ましたフランスは 近代的 人口政策の古典國でもあるのでありまして 
夙に第一次大戰 前から幾らかの 人口增殖政策が採られて t した。第一次大戰 後に於— しては益々 
人口政策を强化擴充 して 參4 したが、 其の最近の最 ， s 大規模なものは一九三九年に公布にな—し 
て 一九四〇年一月 一日から施行— れました「家族法典」で1。近代的人口 政策の 一大型錄 
たるの威を與へます。以下その大要を箇條書に致します。 

(一) 家族扶助 

(1) 第一子出產賞輿金の支給 

三人以上の 子女 ある 家族の補助が主眼で あるが、 子女を 生む習值を—重し、之を獎®する爲に1 
一子出產賞與金を與へ るのである。 

(ィ)婚姻後二年以內に第一子を出産したる母に支益 

(口)都市平均月給の二倍、但し最高三、〇〇〇 法、最低二、00〇法 

(2) 家族手當 

(ィ) 二人以上の子女を有する佛藺西阚 民に封して 支給 




( P ) 子女滿一四歲まで、但し勉學、年期奉公等の場合! i 滿一七歲ま - tr 

(ハ)第二子は俸給(絲半均俸給の2.と。以下同之)の一割、第三子以上に贵して li 各二割 

3) 家庭育兒手當 

(ィ) 特に都市 俸給生活者の家庭で母が家庭に在つて子供を育てる場合の母に支給 
( P ) 子女1名のとき li 五歲 迄、 二人以上の場合には末子が一四歲に達する迄 
(ハ) 俸給の一割(但し子女數にょ6增額せず) 

4) 農民に對する家族手當 

5) 雇主及獨立營業者に對する家族手當 

6) 官公吏に對する家族手當 

7) 農民結婚貸付金 

(ィ)新婚農寒者 S 1 二歲以 上三〇 歲未滿 、女 一八歲以上二八歲未滿)に對し一〇年間土地を 
離れな s といふ條件で貸付ける。 

( to 貸付金額は五千法乃至二萬法 

(ハ)利子 li 四分五厘、結婚の翌年から一〇年の半年賦償還 

( 〇但し子女の生まれる毎に返濟金は割引される。卽ち半年賦金に對し第一子の場合は貸付金 
総額の五厘、第二子には一分五 厘、 第三子第四子には夫々三分、五分と通增し、五人生まれれ 
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ば贷付金は 帳消しされる。 

8) 農民 家族勞務者に對する特殊保護 

(ィ ) 一八歲 以後無給で動に參加した直系卑屬に對し、之を給料延期の勞務 契約を結んだ もの 
と看做して遺產相績の時、をの相續分に一〇年間の給料に相當 する 金額を 割增してやる。 

〇)給料額は住込みの费業勞務者の給料の 半額として計算される。 
e ) 家族扶•助 

(ィ) 一人以上の子女を有つ戶主の生活困難者に 對して家族扶助料を支給 
(口)子女一人の場 八：： は月二五法以上五〇法以 下 

(ハ)家族手 當と併 給せず但 -L 三人以上の子女の ある寡婦等には併洽 . 

) 家族保護 
1) 母性保護 
(ィ )« 胎の取締强化 
(口)不良產院の取締 

產科病院の開設經營には知事 Q 許可を要し、知事は不良產院の閉管 命じ得る。 

二)母子寮の建設 

妊振七箇月以上 S 及乳 St 母 S 市町村長 S 明さへあれば何時で.^ 利用し I 。 又妊 



娠者•か貧しい時 ii 七箇月.に達せざるネ收容される 
_一)幼兒死亡減少策 

縣營の公共衞生施設にょる幼兒死亡の防止 , 

) 兒童保護 
ィ)養子緣組制度の改正 
P ) 養子の嫡出子化 ■ 

四〇歲以上の同居夫^-で摘出子赢系卑屬も有しない時は兩親の知れない蛋以下？女に限 
办之を 娘 出子とする m とが許 含れる。娘出子化され六子女はをの子女の以前0身分は戶籍朽本 

には最早記入3れ*い。 ： h 
ハ)私生兒の後見 

居住地の治安判事を委員長とする私生子後見委員會•かをの保護監齊に當る。 

民族衛生 

) 風俗を害する行爲の取締の强化 
-) 麻醉劑販賣の取綺の强化 
-) ァ， nl , 中毒の防止 
(ィ)ァ ， n 丨 〆 飮料販寶店の新設制限 
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( P ) ァブサン 及び 之に 類似す る 酒類の製造販資規定 違反者の取締强七 

(四) 敎 育 

(1) 人口問題に 關す る敎育 

公私立學校は勤くとも一年に六時間は人口問題に就いて敎育 する乙と。 

(2) 學校に於ける醫療監督 

男女各學校に體力向上の爲の醫療監督を 行 ふ。 

(五) 租稅政策 

(1) 相辍稅 

被相績人皇人の子女があれば共同相縵人 Q 各相績客二割に對し相囂を1。四人の子女 ；； a 
あれば五割に對して免除。五人の子女が あれば相續枕は全免。 

(2) 家族賠償枕(獨身税及無子税) 

三〇歲以上の獨身者又は K 夫 i に對しその年收に應じ一定の slf 課す。 

又結婚後二年 R して未だ子女なき者にも その 牧入 に應じ一定の家族 M 值税を 課す。 

(3) 間接税(ァ少3丨少稅 ) 

ァ，コー 〆 飮料のァダ n 丨ル分に應じて附加稅を課す。 

(六)其の他 



官應等が職員採用に際し扶養家族を本つ旣婚者又 ii 鰥夫に釾して採用年齡の制限を緩和。 

以上はドイク、イタ？ア及フランスの人口政策の掻めて租つぼ v » 輪廓であすが、之にし 
ても、 先づ第一に、 此等 の國 をの 人口政策が如何に廣汎に亘 る 大規模なものであるかとい ふことと、 
一石二鳥 三 鳥と巧みに 組合は/〇れて&る 乙と に一驚を禁じ得な S のであう^す〇ドイツで li あらゆる 
政策が民族人口の增强に向つて集中せられて人口政策の效杲は期して待つべきものがあると申してゐ 
爻す： A 、 成る程と 頷かなければならないので あ办爻 す。次にド イクと イタ 5 アは人口政策が極めて明 
確に して透撤した世界觀に基 S て* る乙と が明かです が、 フランスは左樣であう^せん。人口政策は 
國民の生活の物的內容のみ^らず精神生活の根柢に徹しなければその效杲を擧げ得ないと佗ずるもの 
であ合ますが、 永年人口政策をやつて餘6效杲のなかつたフランスの人口政策の---*.大缺點はかやうな 
と 乙 ろに主る ので li な S かとさへ臆測せしめるのであります。第三に經濟的保護政策の fig 系に於てド 
イクと伊、佛と異 つて £) る點が眼につき^す。卽ち 、ドイツは 一方的な多子家族扶助金制度を基幹と 
して ゐ爻 すが、之に反して イタ 9 ア及フランスで は 家族手當制度を基幹としてゐます。之 li 人口政策 
上班濟保護的政策の二つの 對 立した® 系と して考へねばな 6 ません。次に、ドイツとイタ？ r li 人種 
政策 乃至は民族政策の基礎理論を異にして £) ると 思 li n ます。ドイツ li 北方人種說に基く純血說に據 
つて £>ますが、 イタ ？ r li 左樣であう -± せん。寧ろ*シニーの混血を民族更生の契機とする民族循環說 
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九四 

に據〇てゐると思はれます。ドィツ民族構成の現狀とィタリアのそれを思ひ較べて見ますと洵に興味 
深く感ずる次第でぁす。又、三つの國と毛人口政策の質的政策が量的政策に對して非常に强く加 
はつて來てねると乙ろに今日の人口問題、人口政策の特色を見逃してはならないのでぁ6ます。 




第三講皇國現下の 人口問題と人口 政策 
一內閣人口食糧問題 調査 會と其の後 

一口に人口問題と申し^しても、その具體的な內容は時代によつて異るといふことを申上げたので 
あうますが、皇3現下の人口問題を語るに先立ちまして、皇阈の®めて近^遇去に於き^する近代的 
人口問題の變遂に一瞥を投じる2.とと致しませう。 

皇阈の人口問題の歷史は洵に古いのであ6含すし、維新以後殖産典業の癸展につれて現はれて參6 
ました近代的人口問 M の歴史ち亦淺くはないのであ At す。明治初年に於ける殖產興業論と深 S 關係 
を持つ北海道拓楢論と拓植政策論を以て近代日本の人口問題は始まると見るべきであす。 又、 質 
的側面と致し爻しては、例の有名な人種改 ri 論があ6ます。近代技術、近代經濟の輸入に汲々と致し^ 
したあの鹿嗚館時代を1?景として展開された質的人口政策論の今では一つの挿話でござ S ます。白人 
的技術や白人的近代經濟の輸入で li 滿足出來ませんで、 H 本人と白人*!:の混血によつて血液まで轍入 
しようと い ふ論が起つたのであうますから大變なものであうます。明治初年は色々の見方もございま 
すが、 日本の重商主義時代であうます。重商主義の人口政策が技術の挺れた外®人の移入を歡迎 し、 自 
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_ 民の流出するのを極度に禁 M しました乙とに鑑みますれば、スベンサ ー を 3 へ-辟易 5 せた i の 大膽 
不敵な，賊綸も一笑話として、或ひは意味のない一揷話として片附け る！ t には參らな s ので あす。 乙 
の話の中^深い人口問題の「時代」を感ぜざるを#ない©であ- CN ます。高崎の町から 上信電氣鐵道に 
乘 〇 て二〇轩ばか6 行つ たと乙ろ に 上州富岡の町があう爻す。明治五年 洋式 製絲の官營工場•か出來爻 
して大枚な お 扶持で フランス 人を呼んで洋式製絲の指南を受けた のであります 〇鏑 川に沿ふ洋館にフ 
ランス 國旗をさへ飜へして、葡萄酒の杯を擧げて£>た フランス 人は、紅毛人は生血を すすると云つて 
村の乙女の心膽を寒からしめて^た時代であうます。二百の生徒(生徒と考へ女工等とは考へてゐな 
か〇たのであ6ます)がその指導を受けて £) たのであ，9ます。昭和の一日銷川畔に立てば^ ■ 子の感慨 
轉た無量なるものが あるので あ. 9 ます。乙の捕話 R 我々は亦 乙んな時代を感じなければなら衣いので 
あす。 

時代は移りました。富岡の工場も明治二六年に li 民營にな-〇爻した。明治三〇年代に於きまする一 
つの柿話をあげませう。それは彼の有名な飛罅の女工行李詰事件であうます。近代工業の癸展が必要 
とする勞働力は、零細農を基礎とする^村の人口 M 力にも拘はらず容姑簡單には出て參らなかつたの 
であす。女工の驅6出しに狂奔した發展期の製絲紡綾1^社の■女工爭奪の一柿話こ仑卽ち之なので 
あ6ます。或る#社の募集人は他の會杜の募集人に見つからないやうに女工3んを行李に詰めて山の 
峠に5しかかつたと S ふ譯であり文す。反對會社の基桌人がそれと悟つて女工の行李を啸んで山中に 




大活劇を演じたと S ふお話であります。之亦私共に時代の人口に對する要求が何であり、問題の所在 
が何處にあつたかをょく物語つてゐると思はれるのであうます。 

閑話休題。偖て、私共の記憶に生々しい近代的人口問題の発生は、例の大正七年の 米騒動の 直後で 
あうます。明治三〇年代から渐く人口增加が急となつて參りましたが、國民主要食糧たる米が足りな 
いと v ' ふの が問題の中心であつたのであ6ます。2. れ から大正末年にかけてマ 〆 ナス•たの マ 〆 クス •た 
の近代的 人口論爭の華やかな6し時代が展開せられたので あう ます。政府に於かれ 爻 しては、昭和 二 
年、內閣 人口食糧問題調査會を設置せられまして、人口問題を審逯せられ甚•た重要なる答申を得/2 の 
であ- 〇ます〇當時に於きまする米穀の年不足は約二五〇萬石と云はれたのであして、乙の調査# 
の 名稱や或ひは乙の調査會が人口部と食糧部との二部に分れて審泌が進められた乙と だけを 以て見ま 
しても 明かな通 6、 當時の問題の中心點は人口と食糧との關係に在つたのでありまして、皇國人口の 
增加の速度が食糧特に米穀の生產增加と均衡を失したといふ認識にょつたものであうまし穴。 

政府は植民地增產計畫を樹て 、又、 內地農業生産、經營、技術の改善に腐心したのであうましたが、 
植民地增産計査は特に効果を奏したやうに思はれ t した。ところが世界恐慌の波は大和島根にも押し 
寄せて參して、昭和四年から昭和五年にかけ^しては、我が國經濟は非常に收縮致しました。然 
るに*去に 於て增加を遂げました人口が績々と生産年齢に到達し、職業を求めて職業戰線に現 li れて 
來るとい ふ乙とと相成 6 ました。年々職業戰線に現は n る生產年齡人口の增加は約五〇萬に達する に 
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至合ました。そこで問題は「食」の問題に非ずして「職」の問題 •たといふこと になつて參 .りました0 
從つて失業、未就業の問題が大問 M となつて參6ました。經濟は收縮する、職業を求めて くる 人口は 
多くなる。之をどうするかといふことが正しく當時の人口問題の中心であつたのであ.〇ます。謂はば 
乙の當時の人口問題 li 人口職業問題であつたと見る乙とが出來るのであう^す。恰も昭和五 年、 內閣 
人口食糧問題調査會の官制は廢止せられ t したので、昭和七年、當時の內務省社舍局が 中心となう ま 
して財團法人人 n 問題硏究會を創立致し咬した。乙の團體が、掻めて活潘 な 活動を開始致し t して、 
新しい時代の人口問 M を擔當して登場致したのであう^す。 そして 乙の Rfissli 社 # 局の活動のお手傳 
ひを致しまして當時の人口政策 icfl ナベからざ る 足跡 tr 印して， q るので あうます。 

昭和六年滿洲事變を契機と致しまして我が阔經湃は偉大なる朽造變化のう n '9' を見せて參6交し 
た。盟邦滿洲國の建國を採け.，柬亞の安定勢力として g : 个巧游は又一段の#躍的發展を示して參つた 
のであ6ます。「世界永遠の•牛和を保障する」と大見榮を切つたゲ H 〆 サィユ條約締結の二〇周年 ， ifti 
念日が來る頃には、皮肉にも、世界は風樓に滿ち、暗雲低迷して天日淡き情勢を呈して參つたのであ 
$ます。先に一言致し爻した植民地再配分論華かな6し時代が之であ6咬す。世界の歴史の必然を以 
て東亞の盟主として皇國の立つべき日が切迫して來爻した。生產力攒充は未曾冇の速度を以て癸展致 
しました。第九圖にょつても明かであります通6、皇阈工業は重工^に化學エ菜に、白人文明國が三 
〇年を费した生産力の癸 M を五年に刻み•三年に凝らして荇々と攻就して參.りました。「人的資源の 




不足」特に、新しき經濟構造に 則應する熟練 度の 高 S 勞務者 人口の不足が叫ばれるに 至つたのであり 
ます。 然るに乙の間，後にお話し致します やぅに、 皇國の人 n .^;. 態か 決して樂觀を 許さな V * とい ふ 乙 
と' か 愈々 明かに なつて來たので±>ぅます。 逢兒制限の 器具が 皇國に初めて輸入せられまし / 2 のは夙に 
明治 初年に屬し、 明治三〇年から四〇年頃にかけて一部に li 相當齑兒制 pa 論が出た 6 致した ので あ^' 
ますが、乙の 蓮動が活潑に なりましたのは 大正一一 年に マ—ガレット•サン ガ ー が來朝致 しました 以 
後の乙と•たと存ぜら れ爻 す。 又乙の頃から白人文明國の廢頹的な •思潮 も漸次傳播する ic 至り， 世界 恐 
慌 前後に 於き ましては漸く著しくなつた かの感があるので あり爻す。 「唄じ世につれ世は唄につれ」 
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とか申しまして俗謠の色調の中にも我々の生活のかかる側面*か窺はれると存ずるのであす。特に 
都會に於きましては自轉車に乘つて走る小僧さんの口ず3む俗謠の中にも我々はを n を感じたのであ 
6ます。勿論今日ではかかる風潮は拂拭せられたとは思ふのであ.りますが、乙んな次筑で亡國的な產 
兒制限も一時一部に li 浸潤しかけたと3へ推測され得るのであ.ります。兎に角皇阈の人口狀態の中に 
も白人文明國的な大 s に戒心すべき事象が現はれて參ぅまして、勞務人口の現.甘の不足と皇一:民族悠 
遠なる發展の將來を慮る上いふところから人口問題は又一つの新しい時代に入る乙とと相成つたので 
あ- cv ^ す。卽ち•皇國人口問題は著しく民族問題化して參ったのであぅ、ます。以前の人 n 食糧問題 時 
代も、人口職業問題時代も人口問題は經濟問題と して 現はれ取扱はれたのであ6ますが、今日の 人口 
問題はかくの如く問題の經濟的側面を含まないと申すので ii あ.りませんが、問題自瞪の哇質と しては 
民族問題的な人口問題と相成ったと申さねばなりません。昭和ーニ年に支那事變が癸生し、大東亞戰 
爭に進展するに至-^^して、戰時人口問題が之に加は， 91* して益々今日の人口問題は敍上の 特色を明 
確にして來たと申さねばならな S のでございます。 

以上の如き人口問題の性質の變化と問題の念迫性の ili 加する傾向と にょして政府 R 於 かれ -i し 
ては、昭和一四年、厚生省所管の 下に 人口問題硏究所を設置せられまして、乙の硏究機關は 新しき人 
口問題に關する調査研究に於きまして人口^策の樹立遂行に 多大なる貢獻を致して今日に至つ て&る 
のであ6ます。乙の後昭和一六年一月には劊期的な「人口政策確立要網」が閣議 R 於て決定に相成 



ぅ、 人口 — SI 15 し f と SI の14す。 又、. 昭和一六年八月に 

は厚生省に人 nil まして、人口 11— す—?次11。 

二大東亞の建設 

旣に一言致しました如く(第一雲照)、地球には今日ニー—人類が住？？す。をの中約一四 
億が所謂有色人種であ^^ I て、をの半分の七'^餘^^所謂'^色人種であ^^世界人口の三分の 

一に 過 1 S 白色人 1 配す晶涅5一千萬— S して？？あ4して、1いた 

地球の 陸地一億四千 萬方轩の 正に九割の—に及んで居る？あ4す。之に引墓へ、世界人口の三 

分の二—める有色人種が—支配して51は|地 S かに一割に1のであ4して， 
ィギリスー國が支配する面積の三分の一にも足りないのであ-^す。之が世界の舊秩序力塗ぅ丘げた 
世界の地圖で言、新しき秩序の向ふべ ill く—つて言と一 SSI 沿と存ずる 
次第であ-^ます。 

東亞 二 S 民族？、ひと4 f 友邦滿洲國き除 SVS 外は何公雲上白色人種の支® 
下に立つて來§であ4す。然るに中®四 i 千萬の同胞を犧牲としてィ T ス、ァメ，方に利* 
を與 へて自己の 政權を維持す るに 汲々 たる蔣政權の打倒こそ正しく東亞霞の坑一费手第5足た 
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るは多くの說明を必要としな S と存ずるのであうます。 

優れた 民族は、 自らの歷史を自ら形成する乙と ( C ょつて自らの優秀性を示頭致し^ナ〇東亞共榮の 
新秩序を打樹てることこそ正に日本民族带阙の大理想たると共に、世界の M 史が優れた日本 民族に M 
したる絕大なる使命なのであります。日本民族人口增强 fi 日本民族發展の無上の命令であると共に、 
かかる絕大なる民族的使命の達成の近き將來に鑑みまして、彌々切^たると共に益々具 S 5 的たるので 
あります。 

そこで新東亞の建設の巨步を着々として進めて居6まする現在の皇國に於きまして、近き将來にど 
れだけの人口が必要であるかと云ふ乙とを調べて見たのでござい t す。之 こそ 具 !9 的 ^ 現下の 人口 問 
題を硏究 する第一歩であるから\ごあ- ot す。之を調べないで百千の i ! n 窟を並べて居6ましても rf ..^ 的 
,な人口政策は描かれて來な S のであうます。之には色々の立場から色々の調べ方があるのでございま 
するが、凡そ三つの標準に分けて考へる乙とが必要であらうと存ぜられ爻す。 

その笛一は世界が只今轉換期的動亂の巷に化して， Q るのでござい - t して、乙の® I 亂の中に新東亞を 
建設して行くと云ふ2.とになヶますならば、少くと本現在ょ6す劣らない兵力を整へて行かなけれ IJ : 
ならない乙と申す迄もないのでございます。卽ち、近き將來に於§1しては先づ第一に少からぬ兵力 
が必要である。第二に、近代戰の非常に大きな特色は、それは兵員':對しまして栎めて多數の奸後の 
産業要員を必要とすると云ふ乙とでございます。笛七表を御 lm きます〇試みに第一 次歐洲大戰 の； 





種. 


別 

1 

兵 

:產業耍员 

[- 

獨 


逸 

人 

1 

: 2.55 

第一次 大« の亊實 

佛 

蘭 

西 

1 

: 2.88 

1 

1 

英 

吉 

利 

1 

: 1.60 (狭義） 

メンデの 針算 




1 

: 8.00 

デウィス の針棼 

ァメ 》 力 合衆阈 

1 

y 

: 17.00(®输を含む） 


防 

禦 

* 

1 

: 9.50 

ポソニーの計算 

攻 

W 


1 

: 12.50 


第 7 表兵員に對する軍需產業要員の比串 


實につきまして獨•佛•英 "$ の經驗に徵し1する に、 兵】に 
對し約三の産菜要貝を必要として fo るのでございます。然る 
にをの後科學兵器の進步にょ^'まして一對八と な^'、 ®- 近。ホ 
ソ - T の計算に據4すれば一對一二•五に達してわるので 
ぁ c\ ます。卽ち、銃後の產業要員が生.适力傾充の爲に、或は 
又軍耑工業の馈充の爲に是から先益々必要とせられて来るに 
遝ひないのでござい咬す。を乙で現在の生產力擴充や軍需 X 
業の幾達が、只今のやぅな狀菡で近き將來に於き^しても發 
達 VJ 給ける 乙と に相成りまするなら ば、 非常に多數の人口が 
乙の點からも足非共必耍と相成つて來るのでございます。 

次に第三番目の立場から眺め t すなら ば、 是は或は人口の 
民族的な所要址とでも申すべきものでぁりまして、その第一 
こ考 へねばならぬ 乙とは、 東亞に於きまして日本民族が具の 
指谿的な地位を保つて行く爲には、非常に多數の铤れ六 B 本 
民族の 人口が大東亞圈の內部に配置せられなければならない 
ので r ざいます。滿洲開拓民 li 申すに及はず、更に北支、中 
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支南支、或ひは南方に於きまして、今ょりももつと優れた多くの內地人口が植付けられなければ なら 
な s ので、東亞の建設の爲にをれ en 大東亞の要所♦❖に擴が $、 互 ひ R 大東亞の 他の民族と提携を 
致し^して、資源を fe き、 文化を築き上げて行くと云ふやうにしなければならないのでございます。是 
が真の指導的な民族の營むべき任務でござ st して、他の民族を指導し是と協力を遂げ t して乙の大 
事業を完遂すると云ふことにならなければならな v> 譯でございます。左樣に考へて參6ますならば、 
皇 S の境域を離れまして大東亞の內部に益々多くの日本民族の人口を 配- K して 行く乙とが 必要になつ 
て來るのであ61 H す。 

をれから更に民族的な必要姑の第二_類と致しまして考へなければなうませぬ乙とは、 日本 民族 
人口の增加力が假 - cv に將來衰へて來ると致しますならば、皇阈を取阐んで居.〇ますると乙ろの他の戋 
族の增殖力と著し S 差異を生じて參ります 。 il 令現在に於きまして日本民族と他の民族との 增殖 力の 
差が極めて僅かなものであると致しましても、所謂奄裔の萣千里を致すと云ふ替の通6に、五十年百 
年の將來に於きましては、その隔りは非常に大％」なものとなつて來る譯でございます。 更に言葉を換 
へて申しますならば、左樣な時代*か若しも不幸にして現れた6 と 致し 嗦すならば、 先に 申しました 日 
本民族の「人口の此重」は將來に於きまして益々小^，くならざるを得な s と云ふ乙とでございます。 
そ乙で少くとも境を接して居^\爻すると乙ろの他の民族 (C 劣らない やうな 增殖力を持つて， IJ-, くと 云 ふ 
乙とが必要になつて參るのでござ S ます〇處が皇國を取卷いて居'^まする^々或ひは地或の狀態を兆 



めて見ます—らば*蠢 S 治—特 ft T 4して，皇 §1 には非常に大—世界 

有數の人口が幾つ— 在して居る？す。—つ、第 13 ます通 i 等の大—ス _ 

口が 何れ.，〇 世界？ S 類蓋な S や—大—出肇を持つて 5? is ます。さうしまして 
恐らく、大1の中に於1して日本民族の出寒が一番低 S 1 申し5し s かと思ふ？ 
あ4す。處が現在に於—しては、是等の東亞の他の民族は何れも不幸にして死亡率が非常に高く* 
從つて現在に於—しては日本民族の如——して居— si ますけれども、大東亞が 
護せられて行く將來を考へて5<するならば、恐らく死亡率が急激に下つて來るに違ひないし又 
S うあら sfs ? HS ?。 f し咬すならば、出寒は高く、而かち死亡率'^下つて來る 
のでござするから、勢？1引で11の®然增加率 i し t て來るに違ひ 
*#いのであ4して、今日私達1測する十分の根據が—の1 S す。斯様に考へて參办 
咬す衣らば、皇 K の人口增殖力は今日に於きまして決して樂觀を許すべきものではないと申さなけれ 
ばな— S ? VT > S ます。今迄丰述<まし？き簡單に t - げます f ば、他の民族に劣らない 
だけの增殖力を 保つV行く、 卽ち他の民族に劣ら5だけ f 將來に於4して增加を遂げなければ 
ならぬ。斯う云ふ乙とになつて來るのでござい^す。 

以上申 上げ t ? う—づ第一に兵力、 それから第二には蠢賃 、第—は民族的な必要 I と 
致しまして、先づ第一に大東醫 部 にもつと 多くの內地人人 n を—して行かなけ sf?f 

搴三 II 皇 H 現下©人口問*と人卩致* - 0 J 
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乙 とと、 KV れから又他の民族に劣らないだけの 增殖 力を養つ て行く と云 ふ 以上のやうな三つの立場か 
らの 必要な 量を 計算 致します ると、人口問題研究所(現在の厚生省研究所 人口民族 部) の計算では昭 
和 二 五年に於き まして最低限 度內地 人口を 八千 六百萬にしなければならないのでございまして、；史に 
又もう 一〇年の 將來を考 へて 見ますると、昭和三五年に於きまして最低一僚數百萬の人口を 必要と す 
るのでございます。しかも乙乙に計算致し爻した數字は、何れも最低限度の數字でございますから、 
從ひ t して是非共確保しなければ ならぬ 最少 限度の人口は昭和三五年に於きまして 一 m 數百萬と云ふ 
乙とに 相 成るので ござい爻 す。 

H 日本民族人口の動向 

以上申述べましたやうに、現在大東亞建設と云ふ日本民族の大使命を達成 致しまする近き將來が人 
口を要求致します乙とは誠に莫大衣ものがあるのでございます 〇そ乙で 現在の 皇阈の人口 Hi : 態が果し 
て斯くの如き多くの將來の人口を確保す る 乙 とが 出 來るかどうかと 云 ふ21とを顧みる必要があるので 

ございます。 

現在の皇國の人口 狀態を顧みまするならば、第八表に ょつて 御 1!頂きま十 ii 6、 先づ第一 ( C 私共の. 
注意しなければな 6ませぬ乙とは、大正九年以隆*通去約二〇年間に 5:6まして確かに死亡率も著し 
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10 八 

く下つて參つたのでございますが、之に對 
しまして出生率 も 明瞭なる低下の傾向を 示 
すに至つたと云ふことでござい爻す。卽ち 
遇去二〇年間日本に於て出生率の減退と云 
ふ2:とが愈々明白に現れて來たのでござい 
ます。それでは遇去二〇年間に M つて參6 
ました出生•死亡の狀態が今後^の儘繼續 
すると 致し爻した 衣ら ば、一體 どう云ふこ 
とになるかと云ふことを考へて見る必要が 
ぁるのでございます。卽ち 出生率 li 過去 二 
〇 年間と同じ やうな 速度で 以て 下つて參る 
と假定致します。 さうして 死亡率も從來の 
如き 速度で 下つては參 する けれども、 
併しながら死亡率の 方は 出生率の 方と稍々 
趣を 異にするのでございまして、人間が生 
きとし生ける限6如何に死亡率を低下致し 

















艾じても、自から 限界が存 する乙と li 是は容易に考へ得るところでございます。 現在 世界に 於き'± し 
て とれた けの死亡率が實現せられて ， Q るかを 色 令と 調べて見ます と、凡そ今日の世界では人口千に^, 
5まして 八と云ふ死亡率が世界の最低の死亡率でござい^ す。私共は 乙の 死亡率を 限界 率と呼んで 居 

るのでござ v ' ます。. V こで乙の限界 



ISO 
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50 


61 


死亡率に達しまする迄日本の遇去二 
〇年間に於きまする死亡率の低下の 
速度と云ふのを延ばして參う爻す。 
卽ち過去二〇年間の死亡率の低下の 
勢ひが將來も存續致しまして、さう 
して限界死亡率に近い所、卽ち死亡 
率が一〇％と云ふやうな所迄乙の狀 
態を績けて參 うまして (限界を一〇 
% にとう t したの li 日本では低下し 
難い腦溢血系の死亡率•か高いので限 
界を稍々引き上げて とつ 穴のであ6 
ます。)そ乙で NJ の死亡率の低下を 



止めて見る 2.とに致します？ 斯樣 R して計算致し -t した結果•か此處にござ v > 嗦 する所の人口問題硏究 
所の將來人口の推計でござ ぃ爻 す(第九表及第一〇圖參照)。 

第 一 〇圖に據つて見まするならば、御覚の通6に昭和七五年に日本の人口一億二千三百萬と云ふ最 
高點に達しまして、それから先は年.々人口が減つて行くと云ふ計算に相成るのでござい t す。卽ち今 
迄の人口動態が將來に向つて存績すると致しますならば 、掻め て近き將來 、卽ち 百年とも待たず僅か 
六〇年の將來に於きまして日本民族の人口は最早殖ぇないと云ふ最高點に到達して、をれから先 li 滅 
つて行く と 云 ふこと が明白に現はれて來るのでござ S ます。私は第一講で民族人口の「死點 J といふ 
ことを申 述べ 爻 した。以上は之を換言致しますれば ，過去 二〇年間の內地の出生率と死亡率とが傾向を 
改めなければ、昭和七五年にこの恐るべき「死點」が現 iin るといふ乙となのであす。第一一^ 
が極めて明瞭に乙の間の消息を示して^ t す。尙、乙の間の男女年齡構成の變化を圖示し灰のが第一 
二圖ですが、之を第一 - m 第四圖の定型 圖と 比較致します と 昭和五〇年には釣鐘型に なう、 昭和一〇〇 
年では完全な壸型構成になつてし爻ひます。唯是だけの數字を見^しても、如何に現在の人 n 狀態が 
民族癸展の將來に鑑みまして憂盧すべきかと云ふことは明かであらうと存ずるのでございます。尙此 
處に揭げました人口問題硏究所の推計には戰爭の影蜉を考慮して居りません。戰爭の影蕃を考慮しま 
したなれば或はもつと近く「死點」が現は n て來るだらうと思はれるのであります。 

私は第一講に於て、過去約一〇〇年間に白人文明國が迪つた出生率と死亡率との傾向を示す爲に模 

筘一;•溝 & M 现下©人口問題 i 人 P 致策 一一一 
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時期にあるかと云ふことを豫め見棰めまする2.とが非常に重要な 
乙と になって 來 るのでございます。次の第一三圖は 日本の 過去 二 
〇年間の出生率と死亡率との傾向を畫 S たものでございますが、 
之を第八園と見較べますと、最早日本の人口狀態は現在第二期の一 


型圖を作つてお目にかけ 
t した。そして之に四つ 
の時期を劃したのでござ 
います。第八圖を御覚下 
5 S 。 そ乙で斯様に考へ 
て見ますと云ふと、日本 
の現在の人口狀態がどの 

















第 13 _ 日本內蟪人口鸛蘼_ 



終う ( C あると云ふこと5:容易に見出す乙とが出來るので21ざいます。 

戰爭の人口に及ぼす一般的な影響につきまして li 旣に第一講の各所で申し上げた如くであ^'ます。 
要するに近代戰爭は載鬪員たる年齢の人口の直接減报を與へると共に出生率を著しく低め、死亡率を 
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高め 人口の增殖力を引き下げまして將來永く年齡構成の上に缺損を印して行くといふことでありま 
す。第一〇表は第一次世界大戰時のドイツとフランスとイギリスの 實例 であす。 又、 t 一一 表？ 
(ハ)の撋は人口の直接的減耗の程度を示す一つの指標であ6ますが、ドイツ側が戰死にょつて壯年 
男子の一割六分乃至一割九分を失つ？とはさ f とながら、聯合國側に於ても7ランスの如—壯 
年男 子の一割八分餘の多きに達して * るのであうます。ドイツ、イタ，ア、奥却、 7 ランス、イギ？ 
スが夫々一〇〇萬、五〇萬、一八〇萬’五一萬、三六萬に達する不歸還雾出して？すが、內捕虜 
を餘 S て尙且少な ts 死乃 S 之と同 f 取 f べ惠を含ん1であ4す。實に上揭諸 
國が夫々四五 i . 八 〇萬二 九八 萬、 二八〇 萬、 二〇 R 萬の— を 出して ， Qf とも 注意しなけて 
ばなうません〇乙れらの事象が人口の年齡構成に影稃を與へ結婚の困難や延期を通じ爻して戰後の片 
殖力に 影 盤を 與へます 乙とは旣に一言した通う であうます。 

トイツは一一 一一〇〇萬 餘の壯丁を動員致しました。をれは一五歲 i 四五歲の男子の 人口の五割六分 
と云ふ著し sfi して居4す。從つて著し S 生減退を伴ふ fl 4 S であ4す 
がこの出生 S 減退に戰病死を除く銃後死亡 S 加を加へまして 四〇〇 萬に達し 戰 死の 二倍を 超ぇる 
自然增加 Q 缺損—して f す。を s 他 S 々 QM 8 Q 人口損耗は第二表(こ棚の如く頸— 
數に上つて居4ナ。乙 S -4 が人口の年齡構成に缺落を刻むことは乙れ亦旣に申上げ艺た通4 
あ-^ t す。 * 
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笫11表 1914—18 年問に於ける若干の第1次世界 
大*交*阐人 a 滅耗 


交*阈 動貝數 
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備考®，英，佛は植民地を含 if C イ）及（ハ）は Statistuch 
Handbuch , 1927年に於ける Winkler ©推計 
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戰爭の 人 an 對す is 色 t 議論—れ硏究もせられて•來て居るの？5咬す が、 私が特に 
重要視しなければ^らないと存じ爻するのは、戰爭がこの人口動態の如何なる時期に起きたかと云ふ 
乙 とに依. 4 してをの影響が可成う著しい 費を持？ 來ると 云ふことでございます。卽ち私の所謂 
人口動態 S 一期に戰爭の影？ 受け まし S 合に於 4 しては、をの_は 比較的短い期間に 於て 
埋合はされて來るのでございまするが、 第二期の終り 若く は第三 期に 入う まして、 戰爭の影春—け 
ますと寧ろ出寒 S 低下に著し S 拍車を 加へるの？ Hstov 、 3うして 擎の影 春か容易に 埋八" 
はされな S 。 容易に 恢復せられ ない と云ふの* か 非常に重大な點でございます。左樣に考へて參り咬十 
るなら ば、皇 S 現在の狀 S 戰爭の影 ¥最も雲する必要の あ金 菅時期2ると宝な けれ 
ばならないのでございます。乙の狀態を尙歐洲の例につ v » て比铰をして見-±すと、第一次の世界大戰 
直前のドィッの人口動態と極めて類似を致して居るのでございます。卽ち世界大戰直前のドィッの人 
口動態は、數字に於き爻しても殆ど日本の現在の狀態に相似て居るのでございまして、をの戰爭の影 
禊が如何なる結果を*したか、卽ち出生率の低下に如何に大きな拍車を加へたかと云ふこと It 旣に明 
かな事賀でござい咬す。斯樣に考へて參すならば、皇國の現在の狀態と云ふものは特に戰爭の影 
響に付き t して重大なる注意をしなければならねと云ふ時期に遭遇致して居ると云はなければならな 
いのでございます。 

そこで戰爭が人口現象に對してどれだけの影？輿へ六かと云貪とは、是はなかなか容易に分る 

第三講蛊 s 現 To 人口問 S と人口致策 一一七 



問題ではないのであす〇けれども、試みに事變が始ま. ot し 7^2 と NJ ろの昭和一二年と昭和ニーー年 
の人口動態を簡單に比詨致しまするならば、先づ昭和ニー年の出生と昭和一三年の出生とを比較致し 
て見ますと云ふと、昭和一二年に事變が始爻つたのでご 3 r い^するから、出生に事變の影報が現れて 
參 . cvfH するのは昭和一三年の五月頃から現れて來なければならぬ筈でござい t す。從ひまして Hsa 一 
三年 li 全部を通じまして出生に事變の影響が反映して G るとは云ひ得ない狀態でございます。然るに 
旣に昭和ニニ年の出生は昭和二一年に較べまして二五萬の減少を示して居るのでございます。殊に乾 
は必ずしも戰爭の影響とは斷定致し難いのでございます けれども、 死亡に於きましては昭 W 一三年ょ 
昭和一二年に較べて五^殖ぇて 居る のでござい^す。何れに致しましても 昭和一三年は 昭和一二年こ 
較べまして三〇萬の自然增加の減少を示して 居る のでござい^ す。 乙の 影锣も 決して小なる本のでは 
なく、速かにその恢復を_6、更に積棰的な人口の增殖を促さなけばならね乙とは云ふ迄本あ$ま亡 
ん。昭和一五年以降の狀況を略言致します るなら ば、第ーニ表の通.^、昭和 一 五年以降出生は 著しく 
恢復し死亡 も 亦減少し、著し然增加の增强が 見られる ので あして、拘に慶贺に； Jg ぇない次第 
でございます。乙の表を第一〇表にょる第一次世界大戰時の白人文明國の事货と 比較 致しまするなら 
ば•天地宵壤の差異を認める乙とが出來るので あ. cv ^ す。皇國民族の 民族 力と 申します か、 皇國民族 
の生活力の偉大さを明瞭に表現しズゐると存ずるのであ办ます〇白人文明國のやぅになつてから较い 
でもなかなか追ひ付きません。乙の皇@の戰時下人口動態が現は して* るやぅに、皇國民族 力の乙の 
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根强.<5を更に更に赛揮致し - i して*先に述べ^したやうな戰爭の 
人口に對する影響をどしどし克服して行かねばならないのであり 
ます。又旣に一言致しました通6，皇國人口は二僚あつて冬三_ 
あつても足らない やうな 情勢.でありますから强力適切なる人口 ®« 
策にょつてこの勢ひをぐん：^ん盛， y 上げて行かねばなりません。 
そ0爲には更に深く過去の人口現象を檢討致しまして問題の所在 
を明かにして有效適切なる人口政策の運營を圖らねばならないの 
であります。 

脚 を乙で今少しく細かく立入うまして、皇阈の人口の增減を決定 
獅致しまする要素、卽ち出生と死亡とに分けまして、何處にどう云 
m ふ問題があるかと云ふことにつきまして極く簡軍にお話をして S 
wpi きたいと存じます。先づ第一出生に〇いてでござい^すが、前々 
_ h ら繰返して申して居りまする通りに、過去二〇：年間に亙.〇ま 
^して內地人口の出生率は漸次減退を呈して來て居て £)0 のでござ 
にいます 〇卽ち 大正九年に It 人口千に付三六を數へた出生が三五に 
なり三四にな6，昭和一一年には三〇になう昭和ニー年に li 三一 
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を示し昭和一三年には事變の影番で二六•七となつて s > るのであ办ます。 . 

をれでは乙の出生率の低下が どう 云ふ要因に依つて起〇て來たかと云 ふこと を調べて見ます と、 容 
易に二つの重要な要因を，認める乙と*か出來るのでございます。^の一つは婚姻年齡が遲れて 參办ま し 
て、 さうしてをの爲に配偶 關 係が惡くなつて來た。斯う云ふ乙とが確かに一つの 要因として考 へられ 
るのでござい^す。試みに女子の平均初婚年齡をとつて見^ すと、 二〇年 前 li 約二三歲であ うました 
が、最近では約一一四•四歲であ4して、この間一歲以上—れて參つたのであ4す。5三阚の 
f ' 出生の旺盛な、又 • f 出生数の多い、出産力の 點 から見て 最も 重要な 時期に一歲以とも遲れ 
てゐるのですから、仑の出產力に及ぼす影響 li 決して鮮少で ii ないのであす。 次に 第二の要因と 
致し文して は、 配偶關係が惡く U と©外に、出產力をれ惪が低下を示して來て居ることでご 
ざいます。第一四圖は母の年齡別の出生率を圓示したものであすが、昭和一二年の 泉と大正 一四 
年の線とを Jt 較致し^すとその間の消息は明かであ6ます。出產力の旺盛衣年齡に於て 低下して©る 
ことを見逃し得な： SQ であ4す。 H この出產力 S 退とそれから婚姻年齡 S れたこと、乙 
の二つがどれだけ出生の減退に與つて力があるかと云ふ， j とを調べ—爲に私は一つの計算—つて 
見たのでござ S ます。是は昭和ニー年について見たのでございまするが、假6に昭和一二年に於きま 
して大正九年乃至 ii 大正一四年當時の如き婚姻年齡で以て、配偶關係があの當 時の 配偶關係 とすつか 
1じで—と假產し—。今一つは出走力が大正九年 t 大正一四 年頃と f 同一で あつ々 と考 






へ —。 f 致し ま — と、 I ニー 年 SI しては二六 0 萬の出 S なければ 1 に相成る 
のでごます。然るに現實に昭和一二年に於—してどれ•たけの出生があつたかと®します と、 
ニー八 萬であぅ ます。 S ぅしますると 差引四二萬の出生が配偶關係が惡くなつた 2. とと出產力が惡く 

なつた乙と、乙の二つの原 
因が競合致しまして失 liJrl 
た乙とになるのでござ v >^ 
す。 そこで問題 li その四二 
萬の中でどれだけが婚姻年 
齡♦か遲れた乙との影湃であ 
り、どれだけが出産力の下 
つた 2 .とに依るかと云ふこ 
とを 數へて 見ます と、 をの 
中の約二1萬が 婚姻 年齡が 
運れた爲に失 li n た出生で 



，•ざ s ^ す。之に兮 LH 餒(7ニー苔力丈「 〆 'プ — 4 フ -d 

I 。看致します と、 過去二〇箇年間に於 i する出生 i & l しては、婚姻年齡—れたと 
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云ふ2:とと それから 出產力が下つ たと 云ふこととはお互ひに相半ばする責任を 持つ て居る•听う云ふ 
ことに相成るのでございます。 

以上の二つの條件が働—して出生率が下つて f と云ふ M とは明かで1い—るが、然らば更 
に4/の根本原因は何であらうかと云 ふこと が問題で あう.^ す。 乙 Q 說明 につきまして は 殆ど學者の改 
程多くの雲が t と申して差支へな S や—狀態で .1 st て • S 說は殆ど—歸一致して居 
ISU ます。念主 ffQ は第二講に於 yl に 御說明致し產 4 あ 4す。 併し 
ながら是等の？の說か相一致致して居- cv ^ す f とは、何れも斯くの 如き 二つの現象、 卽ち婚姻の 
延期が行はれ、或は出產力が下？來る、斯う5乙とを惹起して來るところ S 等の說に共通 S 
因とも云はれ—のは、要するにそれは一九世紀の A 人.文明を中心とする 所 I 代 文明の 生み出した 
ところのものであると云ふ f に歸着す f 考へられるのでご？—。例へば個人主義 的な、或は 
又物質的な、場合摄4しては S て享樂黎思想に基—して成るべく 子供を 奢ない やうに卜 
ると云ふやう f と—へ——らば、明かに一九世1の—的側—物語 f のでござい 
ます。更に又現在の經濟狀態から.&しまする f ば*結婚をする乙と•か慕を增すと云ふこと茎味 
するのではあ4すけれども、却つて昔の農村の如く結婚する m とが勞力の補給盡味する•或は又 
子供—む M と.か、—•か間—く親—1ひ— fs やう—か f — く1 
4して都會に住む者が多くな' 又工業に從事するものが 多くな つて參4すと 云 ふと、勢 ひ、 卞 



い間子供が親の負擔であると云ふやうな乙と R なつて來るのでございます。 E に又 M 人で職業に就く 
者が多くなつて來ると云ふことにな^'^すると勢ひ婚姻年齡も遲れて來る、或は又結婚をしても子供 
を生|い工夫をすると云ふ意識の働$て來る餘地•か t ことは、否定することが出来な S でござ 
い^す。是等の事情を組合せて考へて見1すと要するに近代文明の一つの嗦落的な側面•か卽ち出生率 
の滅 5 i として現れると云ふことに歸着すると考へられるのでござい1す。 

そ乙で、皇國の乙の出生率の低下につきまして特に注意を致5ねばな6ませ«乙とは、只今申上げ 
ましたやうに二つの條件が働いて來る。而も^の根本原因が先程申述べたやうな事情にありと致しま 
するならば、是は程度は暫く別問題と致し-±しても•今日白色人種の文明國が惱みに惱んでをうます 
ると乙ろの出生滅退と全く同じ性質のものであると云は5*るを得な v ' といふことでございます。卽ち 
をの程度は今日まだ歎洲の白色人種の國々の如く著しくはござい嗦せぬけれども、何れに&1まして 
本出生庫減退の性質は是は全く歐洲の白色人種の國と同一であると考へて宜しいわけでございます。 
先程申上げましたやうに、乙の出生率の低下がをのまま之を放任しておきまするならば近き將來に於 
きまして釣栽落しになる、と云ふのが出生率減退の運命であると致し咬するならば、今皇國の出生率に 
〇きまして li 重大な考慮が拂はれなければならない、極めて重要な時期であると申す乙とが出來るの 
でございます。乙のやうに致し t して皇國の人口政策の立場から申し t しても、何とかして結婚を促 
進し、結婚年齡を引下げると云ふこと'か必要になつて參う爻するし、或 It 又色々の負擔を輕烕致し^ 
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して積極的に子供を生む乙とを獎勵すると云ふ必要が生じて參するのは2.の點に 基く と申 3 なけ 
ればならな S のでございます。 

更に尙皇闕の出生率につき^してもう一つ考へなければなうませぬ乙とは*御承知の道办に現在串 
常に著し S 人口の都市集中が行はれて居るのでござ S ます。尙又皇國の飛躍的な工業の癸展 (<: 依 
して、工業に從事する人口は激增しつつあると考へて宜しい譯でござい爻す。然るに從來の1に某 
きまするならば、都市の出生率 li 農村の出生率に較べ^して著しく低いのを特色と致し^す〇尙都市 
に於て出生率の減退が逸早く發生すると云ふこと7〇是亦事赏でございます。.史に又工業と農業とを較 
ベて見ますると、工業に從事する者の出產力は^業に從事する者の出產力に較べまして著しく劣つて 
居るのでございます。卽ち工業化し都市化すると云ふことは、少くとも從來の やうな 狀態でございま 
するならば、是は出生率を益々引下げる方向に働くと見なけ { i ' ならない のでございます〇現在に於き 
ましては乙の都市集中の傾向 も 工業化の傾向も極めて强いのでございまして、乙の點から考へて見ま 
するならば、將來餘程の出生率の維持の爲に考虛が拂はれなければ ならない と云はなければ ならない 
のでござい^す。乙の問題につきましては講を改め、第五講で御話しする乙とと致しませラ。出生率 
の問題につき t して li まだ吱だ澤山申上げねば ならぬ乙と がご ざいます が、一應をれ位に 致しまし 
て、次に掻く簡單に死亡率の特色に ついて 一言申し添へ て 置きたい と存ず るので ございます。 

現在の皇阈の死亡率 li 人口千に 付きまして 一七でございます。之を歐洲の 文明國などに咬べまする 



ならば、皇國の死亡率はまだまだ高いのでございまして*十分引下げる餘地が i > るのでございます。 
試みに皇國の死亡率曲線(横の軸に年齡をと$、縱の軸に死亡率をとつた年齡別死亡率曲線)とドィツ 
の死亡率曲線とを比較致しましたのが、乙乙に揭げました第一五圖でござい t す。乙の圖に依つて見 

ましても 先づ第一に氣附か 
れ咬する點は、如何にも皇 
國の乳幼兒の死亡率♦か高い 
と云 ふこと でございます。 
第二に注目せられまするの 
は、一五歲から三五歲と云 
ふやうな 働き 盛うの年齡に 
於き まして、 卽ち生 產年齡 
人口の中で最も$要な年齡 
階級に 於き 1 K して 皇國の 死 
亡率が駱駝の背中のやうに 

膨みを見せて居ると云 ふこと でございます。私共は之を結核の隆起と呼んで居るのでご.ざいまする 
が、乙の年齢の死亡率を高めて參うま する 重要なもの li 云ふ迄もなく結核でござい爻す。更に進んで 
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參ぅまするならば*皇 S の老年期の死亡率が外國の死亡率に較べ^して 一 般に非常に高 S のでござ s 
ます。をの中心を成して居りまするのは卽ち腦溢血系統の疾患でございまして、腦溢血系統の死亡率 
が非常に高 S のでご3*います。 

斯様に考へて見爻すると，皇阈の死亡率には三つの重要なる要點を含んで居る乙とになるのでござ 
S ます。先づ第一に乳幼兒〇死亡率が高いと云ふこと、それからもぅ一つは結核 pt 起と云ふこと、第 
三には老年期の腦溢血系統の死亡率が極めて高 v » と S ふことでございます。老年期に於きまする腦溢 
血系統の死亡率を急速に引下げる乙とは、是は恐らく、外國の亊例などに徵し爻しても、梅めて困 
難なる乙とではないかと考へるのでござ S ます。をれは兎に角と致しまして、先づ第一に乙の皇 E の 
•乳幼兒の死亡率を何とかしてもつと引下げなければならないと S ふ乙と li 多くを申上げる必要はない 
と存ずるのでござ S ます。何しろ生れて第一囘のお誕生を3へ迎へないで死ぬ赤ん坊、卽ち乳兒死亡 
が年に二十數萬、生れる赤/ L 坊の一割一分以上にも達して居るのであります。第一三表の通ぅドィッ 
では六分、ォランダ、濠洲、ニユー•ジランドに至つては四分が切れると S ふのですから、皇國の 乳 
兒死亡率 ii まだ ま •た引き下げの餘地があ 6、 引下げねばならな s のです。乳兒死亡の原因を見ます 
と、第一六圖の通6、先天性弱質と下痢腸炎と肺炎との三つが大部分を占めて居ります。乳兒死亡の 
克服 li 乙の三つの死因に集中されて然るべきを示してゐます。先天性弱質は 科學 的になかなか難しい 
死因であ 办、 又、屆出でも完全であるとは 申し難いので あち t すが、 御專 門の& 究にょ すと、 
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11 年 
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13.8 
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5 年 
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6 年 
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7 年 
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11.0 
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8 年 

12.1 

6.6 

7.5 
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10.0 
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4.4 

6.8 
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4.0 

3.2 

9 年 

12.5 
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4.3 

6.0 

4.4 

3.2 

10 年 

10.7 

6.0 

6.9 

10.1 

6.9 

4.0 

5.6 

4.0 

3.2 

11 年 

11.7 

6.2 

6.7 

10.0 

6.6 

3.9 

5.7 

4.1 

3.1 

12^ 

10.6 

6.1 

6.5 

10.9 

6.4 

3.8 

6.4 

3.8 

3.1 

13 年 

11.4 

6.5 

6.6, 

—— 

6.0 

3.6 

6.1 

3.8 

3.6 
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妊娠中の母が過勞に陷 
つた b 、 榮養•か悪かつ 
/2 -0\す ることが、 先 
天性弱質の死亡を多く 
する傾きが E られるの 
であす。花柳病が 
之を 多くす る 乙と も考 
へられます。下痢腸炎 
や 肺炎等につき^して 
は母の保育の仕方にょ 
つて非常に之を少くす 
る乙と*か 出來 ると 思は 
れます。此等の事柄は 
乳兒死亡率を決定する 
鍵が母の生活如何に、 
從つてその母の在る E 

二 I 七 
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民の 家庭生活* 否、更に 村 や町の生活の裡に深く 根ざしてゐるといふこと を 忘れてはならないと存じ 
ます。又、此等の事柄 ii 乳兒の死亡を減ら3うと思へ ば 母を護らなければならないといふ 重要な 乙と 
を示して ゐる ので あうま す。 尙 、一言申 添へねばなせ/ L ことは、 先刻申 上げた通 6、 事费で出生 
が一時可成 6 減つたのであり^ する が•出生減損にょる年齢構成の缺落を恢復し一五年後の 勞務者人 
口、 二〇年後の壯丁を何とかして保持するたつた一つの途が乳幼兒の死亡率を引下げる乙と •たといふ 
ことでござ S ます。^又長期戰の性質上、茁が一にも•不幸、死亡率上昇の 滲 潤が 顯著になる場合に 
は乳幼兒死亡率の上昇，老年死亡率の上昇が特に顯著に現は n るで あらうといふことも豫め考へてお 
かねば ならな S と 思ふので あ 6ます。 * 













第二の結核死亡率につき^しては更に二つの注目すべき現象が最近癸生を致して居るのでござい吵 
す。をの一つは結核死亡率が、他の死因別の死亡率*か段々と過去に於きまして下つて來て居 b 甘すの 
に拘 b ませず、暫く前から極めて顯著な上う方を示して來たといふことでござい-5:す。第一七圖を御 
覚頂き t すとその邊の事情 li 明かだと存じます。卽ち現在に於き t しては、結核死亡率は下るどころ 
か寧ろ逆に上つて來る傾向を示して來たと云ふことでござい^す。更に毛う一つ結核死亡率につき^ 
して注意しなければな6ませ 1 Q 點は、極く最近に於き^して li 益々結核死亡率の高咬るのが若い年齡 

_ _ __- 階級に及んで來ると云ふこ 

-^-^— •-< -,.-'.彳^ ^ とでございます。卽ち一〇 

§ ^ ^ ^!^!i 213 歲から一四歲と云ふやうな 

^ ) ! ~~ 1 / r \ ljj 厂 _ _^ _ U 年齡階級にまで、最近に於 

g 株 ^—^- yv ——^-10きましては非常に結核死亡 

)tt 10 M ^-^- ル 了 ― —9 率が高爻つて來て居るので 

clCAn KK —ノメ _,ございます。結核の火の手 

17 H ^ 卜 -^-—^-6 •か段々と若 S 年齡階級に向 

* - U -^- ^〆 - U -25 つて進みつつあるといふ i 

400300 glooAO とは 極めて重要な、警戒す 
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べき事實と申さなければな 
らない の-' tr ござ S ます。尙， 
かかる 結核死亡の背後に之 
に幾十倍する結核患者があ 
る乙と、又. vn * か働き盛 6 
の年齡 に 多い 乙と， 從 つて， 
此等の不幸な人達が御奉公 
出來なくて S ) るといふ乙と 
を忘れてはならないのであ 
す。 

以上は棰めて簡單でございますが、皇國の現在の人口狀態を出生率と死亡率とに分けて御話した譯 
であすが、是等の事實から綜合して見ましても、如何に皇闕の現在の人口狀態が樂觀を許す もの 
でないかと 云 ふ乙とは極めて明瞭であらうと存ずるのでござい ^ す。何とか致し^して今の中に適當 
なる對策を講じまして乙の出生率の低下を食ひ止め•更に死亡率を引下げまして、3うして 日本 民族が 
最初に申しましたやうに山型を畫かないで、何處までもすくすくと伸びて行くやうな人〇增殖の共瓌 
を築き上げて行かなければならないのでございます。更に事變の影響を一日も早く埋合せる乙とを考 





へなければならないのでござい t す。斯樣な點を色令と考へて見まするならば、日本で人口政策を請 
じまするのは今の中である、而も又今やうましても決して早遇ぎ li しないのでございまして"寧ろ大 
東亞建設の乙の雄大なる民族的使命達成の將來を考へまするならば、一日も早く人口政策の確立を 
見、更に之が徹底的な遂行を必要とするのでござい t す。 

四人口國策の要點 

去る昭和一六年1月ニニ日の閣議に於きまして「人口政策確立要綱」が決定せられました乙とは旣 
に皆樣方の御承知の通うでご Vo います。之に依6まして皇國の人口國策 li ^ r の大方針が、確定を見た 
譯でござ S まし V 、大東亞建設の將 S 爲に、日本民族の悠久 f 重の爲に誠に囊に堪へない次 
第であ6ます。乙の人口政策確立要綱の趣旨と致して居り t する點は、大東亞を建設致しまして、悠 
久に大東亞の發展を圖ると云ふ皇國の使命を達成致しまする爲には、人口政策を確立致し爻して、先 
づ第一に日本の人口の急激なる*さうして永績的なる發展增殖を圖ると云ふことと、^の费質を飛躍 
的に向上すると云ふこと、5うしまして東亞に於ける日本民族の指導力を確保致し^する爲に大東亞 
の內部 K 內地人人口を配置すると云ふ乙とが極めて緊要なる乙とでござい^して、是が一人 t 政策砲 
立要！！」の趣旨とせられて居るところでございます。特に乙の中で「永續的なる癸展」と「人口政策 
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確立要綱」が 申して 居 6 まするのは、同じ人口の增加を圖るに致しましても、先程來重ね重ね申して 
居うまする通6に、何處迄も伸びて行く人口增加の仕方もあれば、一定の所迄は伸びるけれども、そ 
れ以後は減つて行くといふやうな殖え方もある譯でございまするが、申す迄もなく悠久なる民族の將 
來を考へまするならば、何處迄も增加力が高まつて參 .9 まして、3うして山型を畫 くことの ないやう 
にと云ふ意味で特に永績的發展と云ふ字句が用^)られて居るかと考へるのでございます。 

3うして乙の「人口政策確立要網」の目標と致して居. c ^ t するのは、昭和三五年に於き まして 內地 
人人ロー 億を確保するといふことでございます。乙の一億といふ數字の持つ意味につ— しては 旣に 
.一言申上げた通6でございます。 

そこでこの目標に向ひ人口政策を達成致します る爲 に、 をの 某本として先づ第一に根本宵 神を確立 
す\> 乙と を示して居る ので ござい^す。その.根本精神と致します ると 乙ろは四つの事項が揭げられて 
居るのでございまして、先づ第一に日本民族が永遠に發展すべき優れた民族で ある 乙と を自覺すると 
云ふことでございます。第二に極めて是は重要な點でございます るが、 個人を基礎と するところの世 
界觀を排する、卽ち個人主義の世界を排し爻して、所謂日本固有の家と 云ふ觀念と民族全 E の爲と云 
.ふこと 5: 某礎と致します る 世界觀を確立致し^して、 乙の 世界觀 に 立脚致しまして 人口政苌が-了 iil 
る、斯う云ふ乙とを考へて居るのでござい爻す0更に第三の精神的な墓磋と致しましては、大東亞の 
21として§任と、それから指势者矜持と—整する•と5 f を特て. 




居る ので ござい t す。卽ち.日本民族が皇國肇國の理想に基き爻して大東亞を建設して行くと云ふ d 
の 重大なる 责任を自覺する ことを 根本精神に示して居るのでございます。最後に「人口政策確立要 
綱」が皇國の使命達成 li 內地人人口の量的及資質の飛躍的發展を遂げることを根本條件とすること、 
之を徹底的に認識す る 乙と を 揭げて居るのでございます〇卽ち皇國の使命達成、高度國防國家を建設 
し、 大東亞を 建設す る•それには 日本 民族の量的質的の飛躍的 II 展と云ふことが根本條件であると趄 
誠する乙とを說明致して居るのでございます。 

斯標な根本精神に甚き爻して人口政策確立要網 U 二つの點に就きまして人口 R 策の大要を示して居 
るのでござい爻す。先づその第一が人口增加の方策でございまして*人口增加の方策と致しましては 
從来人口政策の上から言葉は不明瞭な言葉でご5*いまするけれども、或は出生率說と申し爻するか、 
出生率の引き h げに重點を武く考へ方と今一つ li 死亡率說と申しますか、死亡率の引き下げに重點を 
置く，かう云ふ二つの對立した立場がある.のでござい t す〇乙の「人口政策確立要網」に依り - i 十る 
ならば、人口の增加 li 永遠の發展を確保する爲出生の增加を某調とすると云ふことを明かに明示贫し 
て居るのでございます〇 5うしまして出生の增加を某調とし併せて死亡の減少を圃ると規定を致して 
居るので ござい t して、明かに「人口政策確立要綱」 ii 出生率說を採用致して居るのでござい嗦す。 
乙の立場に對しまし5世上色々 S 論が行はれて居るの55まして、急戰時經篇制の下に 
於き^して物資の足りな S 折から「生めょ殖えょ」と云ふことは頗る困難で li ないかと云ふやうな御 
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意見もなきにしもあらずと考へられるのであす〇併しな•から先程から御說明申上げて居り丈する 
通うに， 死亡率の引下げと云ふものに li 自ら一定の限界があるので ございまして、 死亡率が 幾ら下う 
ましても、出生率が 繼續 的に下つて參 うま しては人口 增 加の將來は極めて聂虛すべき事態に格るので 
ご 2 T いまして、恰もフランスが死亡率は下つたけれ ど 名今日人口は減退の危機に陷つてゐ るといふの 
と同じ乙とを 繰 返す乙とになる譯でございます。從ひ t して死亡率の低下と云 ふこと に it 自ら 一定の 
限界かあるのでござい爻するし、出生率を引上げて參 6 ませ« 乙と に li どうしても 永績的なる人 n の 
癸展を確保する乙とは出來ないのでござい t す。斯様な 點に鑑 みまして「人 n 政策確立要網」は永遠 
の發 M を確保す る 爲に出生の增加を基調とすると明かに記して居るので ございます〇又、出生率說 li 
優生學的に冬肯定され得るのであ. cv ^ して、©生政策が多產を 前提として可能である乙とは私から多 
く申上げる必要はある爻いと存じます。 

そこで出生增加の方策でございまするが、出生增加の 目標を 先づ今後一〇年 問に平均婚姻年齡を 現 
在 R 較べまして三年早める.卽ち女子について申しますれば、現在平均初婚年齡が 二四•四歲 です か 
ら ニー•四歲にする。と云 ふことと 今一つは現在一夫秘當6の平均 出生 兒數三 •六 人を 平均五 兒にナ 
る。斯ういふこと を 目標として掲げて居るのでございます。乙の計算が どうい ふと乙ろ から 出て居る 
かと申しまするならば、昭和三五年に何處爻でも發展女すると云ふ意味の下に 於き-± して、 一 僚の 人 
口を 確保致しまする爲には、逆算致します ると 斯う云ふ數字が現れて參るので ございます。 



5 うして是が爲に執るべき方策と致しまして、私'か申上げて居うまする通-^に、日本の現在の出 
生率減退の根本原因が矢張^'白色人種の國の出生率減退と同じやうに近代文明の f « 落的側面に基い 
て居ると云ふ乙とは是は否定すべからざる事货であると思はれるめでございます。乙の點に鑑み t し 
て人口增殖の根本的な條件といたしまして不健全なる思想を排除する乙と { C 努めて居るのでござい^ 
す。卽ち物質的、個人主義 的、 享樂主義的な思想が若し入つて居ると致し t するならば、斯樣な思想 
を根本的に排除して、日本固有の家族制度の觀念に目醒めまして、之に立脚して色々の政策を施して 
行 h う。かやう にこの精神を確立する2.とを根柢 (C 贾いて居るところを注意しなければならないと存 
ずるのでございます〇而して2.の精神的某礎の上に M 濟的保護政策を li じめ色々の對策が考へられて 
居るのでございます。經濟的保護政策と致しましては、結婚促進のため婚資貸付の制度や家族の釋療 
费、敎育费をの 他の 扶養 負擔 の輕減を目的として家族手當制度の如きものが考へられ、更に租税政策 
等に依う まして 成るべく 扶養家族の多い者の负擔を輕減すると共に、獨身者の負擔を加重すると云ふ 
やうな 乙とを掲げて居るやうな次第でございます。更に又現在の學校制度を改正 致しまして、 人口政 
策との 關係を特 {<: 考慮するの 外、 敎育の內容に關しましても•高等女學校及女子靑年學校等に於き t 
しては母性の11せしめ保育保第知識、技 f 關する敎育 S 化 f し Vi 母 
性の育成に努むる乙とを旨とする乙とと云 lin て居るのでございます。特に 2 .の後段 li 後に申上^す 
る通6、死亡率政策に於て豫防醫學的政策に重點を置くことになりますると、保健^的機能を罃むとこ 
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ろの非常に多くの人手が必要でございまして、 この點とも gg 聯 して 非常に 重要な意義を もつ ものと云 
はねばなうません。又、「要 網」 が 女子被 姑者の就業に ついては二〇歲を超 ゆる ものの就業を成る可く抑 
制する方針を鮮明し•更に婚姻を阻害するが 如き M 傭及就業條件を 緩和 又 ii 改善せ しむる 如く措谠す 
る 乙とを 定めて居 6 t する乙とは、女子の 職業戰線への 進出が必要で あ $、 且つその 顯著 なる 增 加が 
見られます折柄、極めて適切なる措置と申さねばならないのでございます。又、 多子家族に 對する 物 
資の 優先 配給、 * 彰 、優遇 等の方法を講ずる/<0 とを 考へ 、尙又、妊產婦乳幼兒 等の 保 謹制度の 樹 z 、 
産院 及 乳兒院の谈充、出產用衞生資材の配給確保等の 方策を考案して、安心して 出産保育し 得る やう 
に 十分—考慮が拂はれて f ? ご VoSiM す。 最後に、「要 網」 は避妊、 K 胎 等の 人 爲的 產兒 制限を 
禁止防遏 する \J とと-花柳病の 絕滅を期す る 2: とを揭げて居る ので ございます が、 此の點に ついては 
多く 御說明す る必要もあるまい と存じます。 

飜 〇て今度は死亡減少の方策に〇きまして簡單に御紹介を 申 上げます るならば、死亡 減少の 具 fit 的 
な目標を先つ先程御說明致しました二つ吵點に 置いて居る のでど ざいます。卽ち乳幼兒 死亡率の改善 
と 結核の豫防と云ふことに非常な重點を 置いて居る ので ございまして、大體乳幼兒死亡率を克&て 
又結核の死亡率を引下げまして、 5 うして今後二〇年間に現在の 死亡率ょうも 三 割五分引下げて行 h 
うと云ふこと— 標と 致して居る のでございます。その 死亡率 引下げの政策の 根本として考 へられて 
居4すると—は、先づ從 SI 霞中心的—へ方— して、 S 雲 l!f 


とを建前と致して t ことで SS ます。—、病 f S て治療す t とょ—、病1ない 
やうな元氣な身體を作る乙とに主眼を置いて fe るのであ^'ます。先に一言 指摘致し ^した 通り出生 
率の如何が我々^民の生活の指導理念や生活の內容の如何に在る乙とは申す迄もなく、死亡率の如伺 
も亦深く,®秦 S に在る？あ4す。從ひまし5♦の凰生活が■せられ刷新せられな. 
ければどんなに 大病 院が澤山出來まして名眞に死亡率は下らないのであうます。そこで保健所を中 、; L 
とする保健指導襁關が個々の阈民生活の內部に迄手を延ばしまして、3うして乳幼兒の死亡率の弓下 
げ、結核の早沏發見、は又過勞の防止でありまするとか、榮養改善と云ふやうなと意筆を延ば 
して行かう、をの手先と考へられて居り'3:するのが保健婦の機能でございます。所謂保健所を中心と 
致しまして保器を組 f 網と致しまする所の1組織とで—しますか、斯う云つたやうな机織を全 
國に作ヶ上げて行かうと云ふことを目標と致しまして、5うして病氣になつて治して贳ふと云ふこと 
i ' si の蠢 t — 致しまして病 f f ?|11力上げて行くと 
云ふことを死亡率改善の重要なる政策の骨子と致して居るやうな次第でござい^す。 

第二に「人口政策確立要綱」は資質增强の方策を揭げて居るのでございますが、極力只今の大都市 
を疎開致しまして、國土計畫の一環として成るべく人口の都市集中を防止致して行かう、斯う云ふこ 
とが根本に考へられて居るのでご Vo います。更にこの點に關聯致しまして重大な問題は、從來の^^ 
に鑑みまするならば、農村が兵力と致しまして皂勞力と致しましても最も優れた人口を供給致して居 
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Is 

ろといふ事實でございまして、從ひまして農業人口の或る一定の割合を保つ て 行かうと云ふこと比 非 
常な力を致して居るやうな次第でございます〇そ乙で2:の「人口政策確立要網」に依うまする f 
<1、日滿支を通じまして今後內地人人口の四割は之を農業に確保して行かうと云ふことを 方針として 
揭けて居るや i 次第55?。更にその外、將來都市力を改善して行くと云古とにも力 
ハ -0 致して f ? vjv 」 s まして、都市 q 人 n 特に靑年の精神的農的錬成を , f を規定致して居 
るのでご HS ?。 國土計害關する部分は頗る重要な幾多の問題を含んで居4すから、講を改ろ 
て m - 五講に於てお話する乙とと致しませう。 

以上は極めて簡單で、申上げ度くて申上げなかつ J とも $ございます •か、 現下皇國の人口狀態 
と人口培題の所在點と人 ns 策 q 大要とはほぼ御說解を頂いたことと存じます。5 黑は一人殘ら 
ず人口 is 本方針に則-^して、皇麗族—1展の|ひ、大東 18 S の大 
珂想の達成に邁進しなければならないのであ す。 



第四講大東亞の人口と皇國の人口政策 

一前 置き 

御1?、豪 Q 511 T 4 して、大東麗霞1 1 進められてを4する 
こと1民としては申すに及ばず、大東亞一億の民のためにも泡に慶賀に堪へないところであ" 
ます。民族の生命と生活とを集約して如實に表現するものは、をの人口現象に如くものはないのであ 
4す。また民族のもつ人口現象は、をの生命と生活とを決定する基本的條件の一であ4す。斯様 
な意味にお1し V 大東 S お—する人口現象裂確に1す袁とは、大東 si 者であ 
4する蠢にと4し—くから—前提條件で t ことは明かであ4す。大東—爭勃發 
直後、政府におかれ t ては「大東亞建設議 S —1 られ t て、大東1設に關する重要事 
項(軍事及外交に關する—く)—査審議す f とと相成つた？あ4す。昭和一七年五月 
四： n 、 大東蠢設審議會幹事長談の形式をもつ V 雲せら§した大東亞建設審審 S 蜃過にょ 
ると「政府—に大東亞 i 審審の設 ff 、 真 i — 協力の下に大東屋設&す 

る根本 方策の調査蠢に當る乙とと致したので あるが、 去る二月二七日の第一同總會において內閣 
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總理大 f 矣東 If 1_件 • 1、人口—、 fl 基本 I の四項目に 
〇き路問あ6、乙れにょ6それぞれ第一乃至第四部會を設け審議を進め、殆んど每遇各部 會を 開き、 
各委員とも飽く迄大束亞戰爭を戰ひ拔く鐵石の決心と、道義に基く大東亞新 秩序 建設に對 する熱意と 
をもつて眞劍に審議を績行しつ》ある次第である」といふことであ9^す。洵に大東亞建設の根本'// 
策の一は*その人口政策に在办と言はなければならないのであ6ます0また大東亞建設の指導者で0 
する皇國にと6ましては、皇阈の人口問題や人口政策を理解するためには、大東亞全域の 人口狀 
態その問題の所在點を明かにしなければならないので あう ます。以上に 申 述べ t したやうな理由 こ 
ょ 6-3: して、本講では大東亞の人口狀態とをの問題と大東亞の建設に處する皇國の人口政策について 
少しくお話してみたいと存ずるのであ6ます。 

大東亞の人口現象を先づ一應明かにしなければならないのであすが、をの素材となるべき數-1= 
を集めることさへ非常に困難なのであ4す。愈で人口問題研究所にお—して取調べまし和 
一五年現在の人口表に ffi きましてお話を進める乙とと致し t す01づその結果の大要？ r 取 II めて表こ 
して示し^したものが次の第一四表であります。なほ乙れを分布圖として示しましたものが第一八圔 
であう^す0 

大臺 S 圍は皇 S 勢力の及 H 範圍であ4して、今日これを具®的に限定す る^,とは出來ない 

のであ4す。愈で本講2話致しまする S 4しては、假左大臺の範圍を東經六〇度卜ら 










人口密度 
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一四二 

東經一八〇度の間にあ^' 
まする地域と致し t し 
て、乙れ につ s て觀 察を 
する乙とに致します。 













一四 ra 

二皇國の政治地理的位置 

ま づ 最初に人口現象の上から見ました 皇國の 人口地理的乃至は政治地理 的な位置とでも言ふべき本 
のに一瞥を投じて置く NJ とと致し^す〇先に申上げ ^ した通合、皇國內地の 人口は昭和 一五 年に七 千 
三百 萬、 全版 f 含めまして 一億五百 萬 S する ので あ 4 すが、 乙 SS 人 CI 繞致しまして 
或は直接に境を接し、或は直接境を接しては， Q ません.か、わ•か大東亞 圈內に世界の四つの百大人 门 •か 
悉く存在して^るのであう^して、今乙れを模型閫にして示します ると 第一九 N の如くであ 6 ます。 

まづソゲ i ット聯邦には一萬七千萬の人口があ. CV 、 一衣帶水の中國には世界最大と稱せられます 
る四僚 TL 千萬に垂令とし、地球上ニー®の人口の五分の一を超ぇる巨大人口があるのであす。次に 
ィンドであうますが、乙乙には三億七千萬といふ乙れ亦中國に亞いで世界第二の PL 大人口があるので 
あうます。また太•牛洋の錯雜致しました a 冷を越ぇ^してアメリカ合衆阈には、屬領をも含めまして、 
凡そ一億五千萬といふ大きな人口があるのであ6ます。先に「壓力係數」とかべ人口の比®」とかい 
J 槪念について一言お話した i と•かあすが、2:れらの槪念の背後に潜んでを6まする考へ方をこ 
乙に持つて來て適用致しますると、只今_上げまし？うな世界 S 大人口が？ず蠢の周岡にあ 
るといふ事货だけでも、皇阈の大東亞におきまする政治地理的な位置が如何に重大なものであるかと 



いふ 乙とは 大凡を明かで あらう と存ずる(7>であうます。 

三大東亞人口分布の不均衡 

次に今少しく立入61 H して大東亞におき咬する人口分布の特色とをの人口分布が含んでをうまする 
色々の重大な問題につき ^ して二、三氣附いた點を申上げてみょうと思ひます。元來人 nli r 水上に 1 
滴の油を落したやうに分布する」ものではあうません で、 「ちやうど珊瑚に見るやうに」集中的な分散 
とで毛申しますか、不均衡な分布の形態を持つのが通例であうます。大柬亞におき^する人口分布を 
先に掲げました分布圖に i つて眺めますると、乙の人口分布の不均衡が大東亞におき ^ しては特に 著 
しいといふことに^がつくのであ6ます。乙の人口分布圖が含んでをする地域內におきまして、 
我々は極めて明瞭な四つの大きな人口の集中地域を見出す乙と*か出來るのであります。卽ちその一は 
皇國內地であう爻す。第二が中國で、第三がィンド、第四がジャヮであ办爻す。他方乙れ に 反し t し 
て ジャヮの外領 - I ユー ••キー ーャ、ォ ー ストラ，ャ、ニユ 1 •ジ 1 ランドの如く地球の 上で も稀に見る 
人口の掻めて稀薄な地域が存在して&るのであります。 

盟邦滿洲.威におき爻しては、昭和一五年に建國以來、第一囘の近代的阈勢調査を實施致しまして、 
その人口を調べたのであうまするが、その結果にょると人口は四千三百萬と數へられて わるので あり 
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ます。然るに滿洲國の面稹は非常に廣く、帝阈の全版鬮の二倍に近いのであゥ爻して、人口密度は今 
日なほ決して高いとは言へないのであ办ます。一平方粁について僅かに三三といふ狀態を示して， Q る 
のであ6ます。 > 

次 {C 中闕におきましては全境域の平均密度は一平方轩について僅かに四三人に過 IT ないのであ6ま 
する♦か、乙れは內外窠古•靑海、西康、新疆及西栽を含むのでありまして、 中阔 本部だけをと 6まする 
と、一平方轩について一一1といふ高3を示してゐるのであ.^ます。 

インド支那、タイ、ビルマはいづれ本密度三〇前後を示してゐるので あうまして、決して 人口は稠 
密であるとは 申せない のであ- CNt す。 マレー も同様で あう まして、全趙 として 見 t すると やは 办 一平 
方軒の密度三〇內外と v » ふと乙ろであ- CNt す。 , 

インド及.セイ* I ンの密度は九〇あ^办であ- CNf < すが、インド東部海岸線及ヒンドスタン平原には密 
度一五〇を超ぇる地域も決して珍しくないのであ- CV { W す。フイ？ッビンの人口密度は一平方粁につい 
て五五といふのであうまして•乙れ亦それほど人口は稠密であるとは申せないのであす。 

ジャヮ及マグラの面積は一三萬方轩 とい ふので あう -sb すから、三八萬方轩の蛊阈內地の凡そ三分の 
一に過ぎないのであ0ます。然るに仑の人口は四千七百萬を數へてゐるので あう t して、滿洲阈の人 
口ょ$も遙かに多いのであ6ますから、人口密度は一平方轩三五三といふ驚くべき 高さを 示して わる 
のであります。然るにスマトラ、セレべスなどは人口が極めて疎であ.して、密度は夫々ニニ-一一 



八と S つたやうな狀態であ^^す。♦ホ 〆 ネォに至^'まして iiE . R 密度 li 低いのであうまして、僅かに 
四乃至五を示してわるのであります。 

ニユー••ギニャの人口稀薄な乙とは御存じの通りであうますが、密度を計算致し爻すると、一方轩 
に僅か二人を數へるに過ぎな v ' のであります。またォーストラリャは面稹七七〇萬方轩といふのであ 
4すから，皇國內地の凡仑二〇倍、7 く力合衆 S 本 S ょ—幾らか小さいといふ廣大な地域を 
占めて ft るのであす。然るに人口は僅かに七〇〇萬を示すに過ぎないのであり咬すから、丁度東 
京市一市の人口と相等しいと申して宜しいのであ^'^す。從つて密度は非常に低く、一平方轩につい 
て僅かに一人と S ふ狀態であう1す。-ーユ I •ジーランド、ニユー•カレドニアなども人口は棰めて 
稀薄であ4して、密度は三乃至六と S ふ狀態であ4す。後に串述べまする通4骑と、居住植民 
地と致しまして 原 住 U 絕滅政策の上に特殊な經營がな3れて參したォースト ラ 9ャを除外致しま 
すると、大東亞諸地 S 大部分の人口は、原始蠢、就中_にょつて生活—んで—は第一 
五 表に ょつて 之を 容易に知る乙とが出來るのであ'^'ます。しかも II 業生產や農業經營の方法 li 極めて 
發達して， Q ないのであ-^まして、人口稠密な地域に li 著しい人口 M 力が發生致し t して、*^の^力の 
，作用が大東亞に關する諸問 S 根柢に存在し V を4す i を豫め推測する乙とが出？のであ4 
す。そ4奮內地 S く別と致しまして黑の fi 中地域に？， f て1に 一？投じま 
してその®力の近き過去から現在に至る間の作用と意義とを顧みる乙とと致し爻せう。 
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四中國の人口壓力 


中 國全國の面積は 一千萬 方轩を超ぇるのであ し 
て、 アジア 四千二百萬方轩の面積の 凡を 四分の一を占 
め•をの人口は先に申述べ爻した通り四億五千萬に近 
いので あ$まして、アジア ーニ僚の人口の三分の一を 
遙かに超ぇて ， Q ると いふ狀態であります。確かに 廣漠 
たる地域に 擴つてを- cs まする ところの 世界一の巨大 人 
口と申 3 ねばな^せん。旣に申 述べました 通 6 中 ^ 
全圃の平均密度は 僅かに 方轩四三でありまして、ボル 
ネオの密度ょ办毛幾らか高い とい ふ程度に過ぎないの 
であ 办爻 す。しかし 中阈 本部を とつて みます ると、を 
の面積は 凡そ 三八〇萬方轩であり^して、中阈全阈の 
三割七分に過ぎないのですけれども•人口は四危二千 
萬に 達して を6•中阈全阈人口の九割三分が乙乙に集 




つて居住してゐるといふことに相成るのであうます。從つて中！ I 本部の人 P 密度は 111 といふ高き 
に上- CN まして、朝鮮と殆んど同様の密度を示してゐるのであります。故に外域におきまする密度は極 
度に低いのであ61^して、僅かに西康省が二四を示してゐるほかは、靑海省九、內紫古七、西藏三、 
新疆、外0古に至う - i しては、夫令一乃至〇•四といつたやうな狀態であうます。 

中阈內部におきましても•本部及外 M 間の人口分布の不均衡は以上に申 K げた通りであう爻すが、 
本部について見ましても人口分布 li 著しく不均衡なのであうます。中國本部の中人 U の最も稠密なの 
は全省の高度が二〇〇メート，未滿の沃野に擴つてを61 w して、最も癸達し t した^業地域たると共 
に、上海、南京などの大きな都市を含み、交通、文化、近代産業の中心をなしてを6まするところの江 
蘇省が乙れでありまして、密度は三六六といふのですから、 ジャヮ 及マグラの密度をも遙かに凌い - C 
&るのであ6ます。南に連つてをうまする浙江省は、乙れに亞 S でニーーの密度を示してをるのであ 
6まするが、江蘇省に北接する山東省が乙れに亞いで二〇九を示してをす。更に2.れらに亞ぎま 
するものは、河北省の二〇三、河南省の1九九、安徽省の一六八であり t して、黄河の下流に開く一 
大沃野を含む江蘇、浙江、山東、河北、河南、安徽の六省に人口の一大集中を見るのであうます。卽 
ち乙れら六省の面積は凡を八六萬方轩であ61 w して、中國本部の僅かに二割餘に過ぎないのであうま 
すが、その人口はソ聯を遙かに凌駕致す一億九千萬の多きに達しまして、中阈本部人口の凡そ半分が 
乙乙に集つてゐるといふ乙とに相成るのであう爻す。次には廣東、湖北、四川*湖南の四つの rf の密 
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度が高 s のであ 6 ます•か、乙れらの四宵が先に申上げました六省に比べまして遙かに山^地帶•か多く、 
耕地の割合が少い といふこと に注意を しなければならな S のであうます。 特に 四川将 の 如きは 高度五 
〇〇メート 〆 以上の地域が大部分を占めるといふ山嶽地帶であうまして、四川盆地を中心と致し^し 
ても•なほ且つ斯くの如き大きな密度を示してゐる乙とは注意を要するのであります。 

以 hR 申上げましたやうに、中國におきましては河北平原、山東地塊、長江下游平原は人口の約半 
ばに餘う、太湖平原、珠江下游平原乙れに次ぎ、四川盆地を中心として山嶽地域^の奥中を,! S めるの 
であ6ます。 

中阈の乙の巨大な人口がどんな產業にょつて養はれてゐるかといふ乙とは、常逾的には明かであ6 
爻すが、3て統計にょつて明確に示す乙ととな6まするとなかなか困錐な 乙と なので あう ます。今日 
通說として考へられてをうまするのは、ロッシンダ•パック•か調べました中國人口の七一乃至七五^ 
が農業 {<: ょつて包攝せられるといふ 乙と であす。果して然6と致します るなら ば、 中國は殆ど類 
例を見ない n 業國と申して宜しいわけであ6ます。人口の七割以 h が農業に依存す ると 致します るな 
らば、中國人口の M 力を調べまするためには、耕地面積に對する人口密度を ir へなければ ならない と 
いふ2. とになる のであ6ます。之を計算致しましたものを次に第一六表として揭げて御參考に供する 
乙とと 致し t す。 . 

乙の表を見ますると，各省の對耕地面積人口密度は一般に確に高いと認めて宜しいのでありますが， 


省 

拥 

耕地面積 

(方粁） 

人 卩 

(昭和 i&¥) 

對耕地面裰 

人口密度 
a 方 軒に） 

總面褙に對 
する耕地面 
秘の割合 

(%；» 

山 

西 

37,224 

11,707,000 

1 

315 

21.7 

河 

北 

63,369 1 

31,275,000 

494 

46.0 

山 

東 

67,889 

37,730,000 

556 

46.4 

河 

南 

68,372 

34,400,000 

503 

37.1 

江 

蘇 

38,279 

40，177,000 

^ 1,050 

35.2 

安 

m 

32,824 

22,609,000 

689 

22.7 

湖 

北 

36,714 

25,202,000 

686 

19.1 

湖 

南 

27,997 

31，401，000 

1,122 

12.9 

江 

西 

25,586 

16,924,000 

661 

14.1 

貴 

州 

14,046 

10,586,000 

764 

8.1 

浙 

江 

25,662 

21,722,000 

847 

26.6 

福 

建 

14,313 

10,015,000 

700 

11.4 

廣 

東 

26,092 

33,308,000 

1,277 

11.5 

廣 

西 

18,329 

11,368,000 

620 

8.4 

合 

計 

496,686 

338,424,000 

681 

21.4 


第 16 表中 國對供 地面*人口密度 


第 R 溝大束亜の人口と臬 »© 人 □ 致策 


特に福建、廣東、咦西省の世 ITMI 密 
度|±比較的低いのでありますけれ 
ども•耕地： Mfs につ S て考へてみ 
ますると，極めて高く現はれて參 
ぅ爻す。これらの地域には杏通密 
度を毛つて示5れたょ6も遙かに 
大きな人口の勝-力が作用してゐる 
乙とを物語つてゐるのであぅ爻し 
て、乙れらの地 M が世界に擴がる 
八百鸪の華僑の鄕土であると言は 
れてをり^する理由 li 乙の點から 
ネ肯き#ると思ふので i'-CNt す。 

なほ參考として、主なる省につ 
きまして^家一戶當6の平均耕地 
面 a を調べて、第一七表に縄めて 
揭げて おく乙と に致し^す。 

一五 I 
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663,2141 

I 

328,772 
253,18 S 1 
143,393： 
260,825 

166,656 
141,312 
280.240 
15,775 j 
4,845. 

591,495 
84,124 
144,445 
12,3121 
205.7991' 

372,0811 

694,155 
679,907 
635,486； 
103,469! 
114,518 


11.8 

112 

12.4 
8.0 
8.9 

7.6 

12.1 

11.9 
7.3 

7.9 

9.6 

12.0 

24.6 

18.4 
22.9 
15.0 

20.1 

13.8 

11.6 — 

五 

15.1二 

33.8 
46.3 


地域別 

! 繚戸數 

(千 戸） 

1 fi 戸* 

1 ( 千 戸）! 

總針 

73,977./ 

54,925 .5 

江蘇 

6,438.0 

， 5,056.5 

安® 

3,788.8 

2,682.2 

浙江 

4,559.5 

f 3,164.9 

福迖 

2,287.6 

1,625 .7 

K 朿 

5,459.1 

3,479 .1 

雯南 

1,947.0 

1,383.9 

S 州 

1,769.0 

1,193.5! 

湖南 

5,537.7 

3,899.7, 

江西 

4,942.2 

3,292.3 

湖北 

5,771.4 

3,959 .7 

I 

四 川 

7,263 .5 

4,975.3 

新扭 

612.3 

344.1 

甘* 

1,075 .9 

793.2- 

寧 a 

76.1 

54.2 

陕西 

1,896.9 

1,384.6 

山西 

* I 

2,263.4 

1,874.1 

河南 

6,029.1 

5,061 .7 

山東 

6,669 .9 

5,918 .3 

M 北 

4,938.7 

4,223.7 

察哈》 

394.1 

309.1 

& ifi 

367.6 

249.7, 


6,405,701 117 


耕地面 

故（千 
公畝） 


戶 

平均辑 
地而後 

(公畝) 


7 反ナ 


,njn 2iTO—^!^ — 6a—677471li-g — 83.848986—7R—68 
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數雄百率 

p 






中國の農家一戶當 6 平均耕地面積 li 僅かに一町一反八畝に過ぎないのであ〇まして、北海道を含 lx 
皇阈內地の昭和一四年の造家一戶當6平均耕地面稹 は、 一町一反一畝であうまして、殆ど皇阀內地と 
同樣であると認めて宜しいのであうます。然るに II 業生產技術、農業經罃などの格段の相違、また自 
然條件の差異、更に農家の家族構成の差異などを m- 酌致しますると、中國におきます る 人口魅力が如 
何に著しいかといふ乙とは、乙れをもつても推測する乙とが出來るのであります。なほ又湖南、廣東、 
廣西、浙江、福建などの省の やうに、 平均耕地面積が一町步にも足うないやうな所が存在することは 
特に注意を要するのであうます。 

以上に申上げましたやうに、中阈におきましては人口の分布が頗る不均衡でありまして、人口の疎 
なる 地域は B 然的地理的條件が非常に惡く、乙れらの人口密度の低い所に於いてすら非常に大きな人 
口®力の作用を我々 |± 推測す る 乙とが出來るのであす。人口の稠密な地域におきまして は、 これ 
亦著しい人口の M 力が常に存在してゐる2とを我々は推測する乙とが出来るのであ6ます。 

中國の人口とその大部分の人口を養つて G る農業生産の狀態は以上のやうであり-±すが、元來食糙 
に〇いては全面的に常に不足を威 じ， また人口の M 力に ょ して多數の人口が或ひは華僑として、 或 
ひはその他の形をもつて海外に溢れ出てを $ まするところの中國におきまして は、 特に廣東：糊建の如 
く人の出るため R 食糧生産力さへ減少して參6まして、勞力の絕對不足を感じてゐるやうな地域も少 
くないのであ- CVfK す。.これ*か中國の過剰人口なるものに極めて重要な問題の所在を示すのでありまし 
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て、 過剰人口が存在しながら、人口が流出すると忽ち勞力不足を^き起すといふのが勞働集約度の極 
めて高い中网農業生產の非常に3:要な一つの特色をなしてゐるのであ〇ます〇今日御承知のやうに？^ 
洲國や北支におき爻して食糧生產の擴充が叫ばれ、その反面におきまして農村の勞力不足、エ業の势 
力不足が叫ばれて. Q るのであすが、乙れらの問題〇-含む意味と、をの解決の方途とは、只今申上 
げ爻したやうな中阈殽業の特色と人口との關係によちまして、我々はこれを推測するに十分なのであ 
$ます。 

斯くの如くして人口問題を論ずる學者は、從來殆ど異口同音に乙の中國の人口 壓力 の棰 めて强烈 
なる乙とを認めて參つて， Q るのであうます。ただ中國の乙の人口壓力の程度とをの政治的; S 茏との認 
識につきましては立場にようましては必ずしも同一ではないのであります〇斯くの 如き 事實 は、 固よ 
6中阈の爲政者の眼にも映つて， Q るのであうます。現代中闕思想の父と呼ばれてを 6まする 孫 文は、 
曾て、古來民族の興亡を決するものはその人口の增減であると致し^して，斯くの 如き 根本認識に立 
脚致しまして「中阈は幾千年來の政治力の M 迫を受け、二度 も 完全に滅亡して ゐる〇卽ち一囘は 元朝 
によ6、他 li 淸朝によつてである。併しながら乙の兩時の亡阈はすべて小數比族によつて滅ぼ 3 n > 
のであつて多數蜓族に滅3れたもので li ない。從つてをれら少數民族はわれら多數民族の 同化す ると 
乙ろとなつた。故に中阈は政權上では二度までも滅ぼされてはゐるが、事货民族を のものは何等大負 
失を爱？—かつ S である」と？、中 S 民族の今日存する所以 Q ものは、世界において人數最 


多、民族最大なるにありとして民族人 n の增强を說いて^)るのであ bt す 0 5 うして歐米の學赍が殆 
どす.•へて 中 寶產兒制限 ， Vi 進めて G る S に對しまして孫文は、「百年前いづれの國に比して i 數であ 
つた佛§人口は 、 v X サス學？宣傳し、大歡迎して一般に人口の減少 S 行したため、今 H の如 
く人口過少の苦痛を受け sf なくなつたのである。乙れすべてマ 〆 サス學說の S に i ものに 
ほかならないのである。現今中國の新靑年中にも亦マ，サス學說に染ま6、人口の減少を主張する 
ものある li 、 佛阈が旣に人口減少の苦痛を知う、新政策を施行し，人 □ の增加、民族の保存を提 pr 
し、佛國民族をして世界民族と共に永久に存在せしめんと努力しつ、あるを知らないからである」と 
言つてこれを大いに戒めてゐるのであ4す。世界の轉換期に乙の巨大人口を支持し、中5族に對 
する氏のい li ゆる三種の«迫、卽ち天然的、政治的及經濟的) 16 迫をょく排除すべしと强調致したので 
あ6ますが*をの考へは彼の有名な「建@方略」の中にょく現 lin てゐます。今をの要綱を筒條费で 
示すと次の如くであうます。 

第1 交通運輸の開發 

(一) 鐵道十萬哩 . • 

(二) 鋪石道路百萬哩 

(三) 運河の修理 

1杭州天津間運河 

第 Hu 大東®©人口と身 Bo 人口* fc 策 一五 r 
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一五六 

2西江揚子江間運河 

(四) 運河の開鑿 

1遼河松花江間運河 
2其の他の運河 

(五) 河川修理 . . 

1揚子江の證及鑒、漢口以下夏冬共に同港迄外洋船の溯江し得る様に する 乙と 
2黄河の築堤及渫浚、洪水汜濫の豫防 
3西江の疏通 
4淮河の疏通 
5其の他各河の疏通整理 

(六) 全國に亙る電信，電話、無線電信の致設 
第二開港場の開設 

(一) 中阈中部北部南部に各紐育港に匹敵する大開港場設定 

(二) 沿岸に各種商業港及漁業港の開設 

(三) 通航河流沿岸に埠頭の建設 , 

鏃道中心地及終點並に開港場に新式公共機關を完備せる市街地の建 II 


第四水力電氣の開設 

第五以上各項の所要に供する爲め大規模の製锇所及洋灰製造所の開設 
第六鑛業の開發 
第七農業の開發 
第八蒙古、新疆の 灌旣 
第九北部及中部地方に於ける植林 

第十滿洲、蒙古、 新疆 、靑海、西藏に對する移民及 開墾 ' 
「以上の計畫がもし逐一その緒に就いて行つたならば、中國は單に 各 H の餘剩財貨の消费地たるば 
か6でなく、延いては世界經濟力を吸收する大海のやうなものとなり、各工業國で資本の餘裕あるも 
のが全部中國に投資しても乙れを吸收し盡して少しも 停潘 すると乙ろなく」云❖と言ひ、孫文の意圖 
したと乙ろは、正しく歐米資本の導入、近代産業の導入にょる一大國土開發計畫であつたのでありま 
す。乙れらの思想や計盡、就中彼の人口思想は、中國の傳統的人口觀と結合致し寸して現在に至り爻 
す^:で、中國の政治を支配して來たといふことが出來るのであり爻す。 

次に ( i 歐米學者が乙の同一の中國人口に關する事贲を如何に把 M したかについて一言する乙ととい 
たし ませう。をの最も代表的な見解の一つ5: タム スンの 中國 人口論に見出す乙とが出來るのであ 
して、* v の大要を申述べますると•、凡* v 次のやうに相成ると存ずるのであります。先づ鑛產資源に一 
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瞥を投じ、石炭 li 十分であるが他の燃料、特に石油の貧弱3を指摘致しまして、幾資源及非鐵金屬資 
源の不足に注意を促して.0るのであ6ます。乙の鑛物赍源の制約によ6まして*中國に適したエ業は、 
鐡鋼を多く必要とせず、勞力や燃料に依存する乙との大きい工業であるとして、特にその忍耐強く細心 
にして豊富且つ低廉な勞力を重要視するのであう爻す。斯くて軽工業特に程度の低い親維工業の熒達 
は此較的容易であるが、產業革命が進展して機械工業が癸達するのはなほ前途遼遠であると申して、 
工業化を阻害する條件として資源の不足のほか { C 資本の缺乏、勞務人口の技能•智能の缺乏を指摘し 
て^)るのであ^'ます。 S うして乙の二つの阻害條件が取餘かれるためには、少くとも數世代を必要と 
すると考へたのであり噯す。斯くて工業化によつて中國の乙の人口壓力が念速には緩和され得ないと 
致しまするならば、中國農業 ii 如何であうませうか。中國人は細心勤勉であうますから、耕し得る限 
办は耕して*るのであ6まして、農業による人口收容力を高めようと致しまするならば，自然條件の極 
めて惡 S 地域におきまして租放耕作をするようほかに致し方はないのであ6ます。從つて乙れに多く 
の人口收容力を認めるわけには行かないといふのが彼の論旨であ办爻す"斯くて中國人口壓力の緩和 
を棰めて近 v » 將來にお v » て期待する乙とは出來ないといふことになるのでありますが、然らば中國の 
乙の人口歷力はどんな意義を持つて0るのであ办爻せうか。 

この重大な問題に關しまして彼は次の句をもつて中國人口論を結んで ft るのであ61 H す。卽ち「世 
界政治の立場からいふと、日本の人口問題と中國の人口問題とは異つてゐるのであつて、乙れを區別 


して——けれ f Is 。 — 1 つ § i 達の段 る。 f して二國の他 Q 國や世 
界全趙に對 する 關係は" この 事實にょつて決定 3れ 、日本は塁の敎育程度•か蠢に高また新しい 
要求を威 じる やうに な 自らの 力や 能力を自覺するやうになつたといふ段階に到達して £> る。彼等 
は どんな M とが世界に起？ わるかを 知つてゐ るし、 彼等に對する差別待遇を知つ て'®る。 然るに一 
方中國人文敎 育の 程度が 低く、自分 等の社會の外に ある 世界を知らない。また自分達 •か 經濟的に立遲 
れて〇る 乙とに關する 不合理性を 感じない。 3うして 自分達の要求を可能なら しめ、爻たをの 艱苦を 
救ふ力を自覺 しな so 日本人の如くにいつか li 將來自分達の經濟的從屬に忿懑を威じるやうになるで 
あらう。 しかし この 忿懣* か 資源や、土地を持つ て*る 列強の讓步を強制する やうに 組織3れ#るのは、 
淸 々二三世代將來 の 2. とであらう。 乙 i で中國の人口問題を粗略に取扱ふ理由 li 乙れである」と申し 
て& るので あ6 ます。 

要するに 中國の 農業} i 急速且つ多大に人口收容力を高める乙と li 不可能であ^'ますし、 工業化 も賓 
源や資本や勞力の質の點から 前途遼遠で あう、 中國の家族制度の破壊 U 乙れ亦念速に行 li n 得ないし 
産兒制限も^-及し得ない。從つて人口® 力は今後 急速にこれを緩和する乙とは 不可能で ある。しかし 
積極的に生存權を主張—ほど人智が進歩して—いし、莫出來もしないから 危險 性はないといふ 
のであ $ ます。 更に歐米人一般の認むると乙ろ は、 中國 人の勞働が忍耐强く 細心であ 6、 豊富 且つ低 
廉で あるほかに、 熱帶勞 働に堪へる强靱さを 持ち、皇® を別として 東亞 諸地域 原住民 中 最も 位れたも 
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のであるといふ乙とであうます〇從つて中國入の勞働は中 HI の境域の內外いづれにあるを問はずして 
歐米の東亞經營に不可缺の勞力資源と考へたのであ 6 t す。中國人口®力の存績は、彼等が ( If - 號した 
東亞經營の勞力資源の保持擴大といふ見地からは、乙れを喜ぶべき現象と致したのであす。しか 
し「牛を飼は3れて乳を搾6取られる」乙とに、ま/2勞働力として呼んだ中阈人•か高度の定着性と生 
活力とを冇することにょして、太平洋が事. K 上中國人の植民地化する乙とに多大の戒心を怠らな 
いと S ふのが歐米列強共通の態度であつたのであ6ます。^た原住民の民族意識の昂揚にょうまして 
中國人排斥の傾向は歐米植民國にとうまして、目的はそれぞれ異つてをうますけれども-中國人の入國 
定着に對しまして、可成り制限的な態度の强化を促して來たのであ 6 ます。英領インドの 人口 M 力が 
上昇する乙と li 言ふまでもな く 英領インドの政治的危機を累加するものであると考へたのであ うま 
す。イギリスは英領インド過剰人口處理の方めに中國人口歷力の進出を阻止する乙とを考へなければ 
ならなくなつて來たのであす。ビダマ經營方策には特に强く乙れが現はれて參 6 t した。 ジャヮ 
の過剰人口を持つオランダにと〇て見まして名、乙の點に關する限，9事情は非常に類似をしてゐたの 
であ6ます。 

以上は中國人口に 對す る歐米の代表的見解の要點を指摘したに遇ぎないのであ- CN まするけれども、 
第一次大戰後におき爻する歐米の太平洋植民政策の根本*かこれらの點にあつた乙とは、洵に注意を要 
する 事货 なのであゎます。言ふ^でもなぐ今日 R おき^しては中國人口問題の意味はすつか 6 轉換し 



て參つたので あり -± す。 皇國を指導者と致しまして、大東亞經濟建設方策の有機的一環として、 t た 
日滿支經濟 建設方策の一員と致し t して*中！！人口 M 力の 將來 、從つてをの中國人口 M 力の流れ! i 全 
く異つた立場から眺めら n なければならなくなつて參つたのであります。更に 具體 的に 申します るな 
らば、皇國におきまする日滿支經濟建設の將來，阈士計盡策定實施の將來は、確かに中國人口の將來 
に眞に光明を點じるものと申3ねばならないのであ办ます。 

> 

五中國人口壓力の流れ 

中國植民史の物語ると2:ろにょすと、中國人は決して優れた植民者で li ないのであす。元 
來中國人が鄕土を離れて外域に住むことを希望するやうな民族でない乙とは、色々の中國人の生活狀 
態が乙れを示してゐると思はれるのであす。その中國人が特に北支二 «• から溢れ出咬して、滿洲 
國在住三千五百萬の漢民族を形成したと S ふことは周知の通，9であ6ます。咬た臺海の閩族•粵族五 
百二十萬を形成致してをうまするものが、福建、廣東の漢民族である乙とは乙れ亦周知の通りであり^ 
す。斯くの如く積極的な優れ六植民者で U ない中國人を境域外に押出して參 bt したもの乙を、中 W 
の i の人口壓力であると申さねばならないのであうます。斯くの如く致し t して、現在で li 世界に八 
百萬の華僑があると言はれてゐるのであうますが、乙れらはいづれも中國の人 nM 力の所産であると 
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一六 n 

見ることが出来る？あ4す。現在にお—して中 S 人口歷力が特に働¥1る方向は南 
の方であ4して、南方に向？して大陸の® f ひ、インド支那 f マ rQ 方へ伸びまし 
て定着し f 所に—く廣く定着して行つたので t —。 斯様に中 S 人 S 力は大— 海岸線 こ 
沿つて流れて f 3であ喜すが、二—半島を越ぇますると、ここでインドの人呈力と出會ふこ 
とに相成4して、現在 S それ t 先は中§人口壓力は—,9伸びて行か5かのやぅに思はれ 
るのであ4す。 f でインドの人 df と出會ふと_上げ S であ61が、イ？は旣に一 
言致しました f 塁の 方から働いて來る®力と、南の方 t 東北にかけて傲いて來る®力とが丁 
度ビごの國境の所で出會つて、ピニの方へ流入してゐるのであ4す。インド S 力の流入口で 
あ4する . t 二にお—しては、この第一八表の f 、 インド人が多くて中國人 i かにをの五分 
の一程度しか. Q ないのであぅ t す。 

マレーにつきましては、嘗て或る評論家が「中國人のマレ ーな办や、マレ—人のマレー衣もや、將こ 
イギリス 帝 國のマ rf や」といふ 奇問を 癸した とい ふことであ 4すが. マ r にお— してはマ 
r 人ょ4遙かに中國人が多 S であ4す。それに— 壽が tQ で1 が， イ T 
ブヵ 產馨 の 勞力資源を 中 H 人に求め-^ m とが、 4/^ 最 TP ® 要 衣理由 マあ. す。或る者は「マレ 
1 響における 中 H 人—力の 效杲 fnl 大に 評價しなければ—ない が、事 f 中國 人の マレ 
1力出來 上〇 てし爻 〇 たことは注意を要する」と申してゐるのであす〇仑れかあらねか 近代 イ f 



,スの中國人勞力利用の方策は、明かに定住拒否の方策に向つて&るやうであります。乙れを最もょ 
く現はしてを办まするものは、第一次大戰後におき爻するナクダ憐鑛開發方策であ6爻す。卽ち中國 
人勞カー本の集中的利用方策であうまするけれど毛、極めて嚴重な契約勞働制度を採^'^して、家族 
移動を認めないで、絕對的な單獨移動のみを認めて to るのであります 〇 5うして契約勞働の期間が切 
れますると、唯の一人の中國人た6とも^時も定着せしめないといふのがをの方策の特色であ6ます。 
また極めて用意周到な制限を設け^して*中國人を原住民と混血せしめない方策を採つてゐるのであ 
ります。その理由と致し爻すると乙ろは、東亞において最も豊富低廉且つ優秀なる勞力は中國人であ 
るけれども、二千人の原住民を保護向上せしめるのが文明國の任務であるといふ乙とであ6ます。 

なほ中國の人口歷力の流れは臺灣、海南島で分れ t て、今一つの流れはフイ， ツビ ンの 方へ伸び 
てゐるのであ^'ます。フイ？ツビンにおき1-する中國人入植の歷史は波爛重 S であ^'ますが、此處で 
も、中國人勞務者の入國を棰度に制限して參つて £) るのでありまして、現在フイ，ツビンにをります 
る中國人は、第一八表に現はれてをうまする通う名目上は僅かにーニ萬人に過ぎないのであ6ます 
: A 、 しかしこれに li 色々の事情があるのであうまして、血液や文化の上から言へば立派な中鼷人であ 
うながら、フイリツビン人の籍につけ込んであつた6、或はまた混血したり致し^して、相當多數の 
中國人がをの數字のほかに4)るといふ乙と li 明かであります。或る人の計算にょりますると、現在フ 
イ，ツビンにを办まする純梓の中國人は、約四〇萬人に達してゐるといふのですが、或は乙れ以上に 
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上るのではないかと 3 へ思はれるのであ 6 ます。 

更に今一つ中 3 S の人口壓力につ—して見遁すことの出來ない事货は、先程申述べ咬し々 f 、 1 
慶を中心と致しまして山嶽—型の人口壓力が非常に强く働いて t とい ふ f であぅ节。乙 1,、 
雲：南からインド支那、タイ、ビ，マの阈境線に強い壓力を示してゐるのであ办ます。從つてインド支 
那からこ—、タイ，ビ C が中國とインドとの二つの人口の强大1力の出會？ t 地域で t 
まして現在旣に色々な問題が發生して' Q ると思 < i れるのであす。例へばインド支取こおき t す 
る安南人と中 E 人 SI 、 タイに—— E 人 f S 題 S 史、ビご £1 移民委 a 
會の決議、ビダ5蔣丁卜沿線にお—する中 g 人の定着、ビルマ農民の敗退問題等々「近くて尹 
が惡い」と言はれて S 安南人、タイ人、ビルマ人、 中網 人などの民族誌 的な、或は 民族構成 論 的な 
說明だけでは乙れらの問題 li 說明し得* S のであ^'まして、乙の人口壓力の交錯の 下に行ょれてを 

4 f ろ Q 、 Ml 露族 S — か食は£か SII が忘囊装る 乙と 
を見遁してはならないのであぅます。 

尙ほ、 i で一言®添へて置美 S と思ひ—るのは、先に i 言致しまし.^ f 、 いは ゆる 南方 
2!は白色人種の植民地 P あると言はれて來§であ. CN ますが、貨際上は中國人達 S 民地化して を 
る样中 K 人はこの地域に多數進出を致してをるのであ4す。先に揭げました表に ょつて御覚戴き 
t て—かで言—合、タイ、那等—まして中國人の—琵—ること 



は、統計の上から見ましても妻上から丰しましても、非常に困難であ4すが，大置在 i •卜支荆 
にを4する 中國人は三五萬位、タィには六一萬人ばかう、•ヒ C はニニ萬人位であ4す。マ.レ— 
に於 1 しては二三八萬と S ふ尨大な數字に上つて—ので t ます。しかも二-の人口總數は五 
五〇二萬であ4して、その內二1がニニ八萬であ4するから、正しく中®人のこ1と申し 
て宜しいやうな狀態であうます。次にジャヮは* - V の外領を含め咬して一四一萬に上るのであうます 
フィリッビンの中闕人は、先程申上げました通-^に、一二萬人であ4すが、事货上は四〇萬人以，. 
もを ると みられて vQ るのであ4す。何れに致しましても第一九表に揭げました通りに >」 の南方阁 

にお4する中 M 人 の人口 il 5 —— 達して—ので あ 4して、正しく乙の地方が、中®人 
の事2の植民地—れ VI の4無—非ずと® SSIS 24す。 

尙ほ又中 S 人口の M 力に依うますると乙ろの流出人口の特殊の形體は、い li ゆる「華僑」であ6ま 
す。華裔といふ槪念は非常に複雜であ’4して、極めて困難な槪念であ4すが、中§或る學者に 
依4すると、華橋 SS 字 M 非常に力點が tsf う24して、華 S 本質は「1」する 
乙と、つま—住ひをするといふことにあるの♦たといふことであ4す〇從ひまして廣く行はれてを 
4する中 SSQ 境域外に在る中®人と S ふ豪ょ-^も5狹いのであうまして、しかも移民の中でも 
殊に定着移民で li なくて、浮動移民を指すといふことになるのであす。しかし、華僑を「ハハ」 
「クンゲ」などに區別する乙ともあるのであうまして、定着者をも華僑と呼んでをるのであります。 
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第 19 表南方图に於ける中 H 人口©分布 



1) 人口問理硏究所調，昭和15年現在 

2) 福田省三：華®铐濟論，昭 . 17, 83頁所載， 
1934年®務委負會調査 


一六八 

ともかく華僑の本質は、僑居するとい 
ふことにあるのだ3うであ6ますが、 
槪念がそのやうに明確でない上に、統 
計も又極めて不備でありまして、正確 
な NJ とはわからないのであり1すが、 

一應僑務委員會の數字を第一九表に揭 
げて置きましたから御參照願ひます。 

た•たこの表について特に御注竞戴き 
.た S のは、 タイの數字であう ^ す。夕 
イにおきまして我冷の調べてを6ます 
ると乙ろは、凡 ^ 六 一萬で あ- CNf < すが、 
僑務委員會の數字に依6ますと、二五 
〇 萬と v » ふ多數 に 上つ てをるのであ 6 
ます。これはタイにおきまする阈籍の 
關係が明確を缺く からで あ 6 まして、 
タイ國自®の調べに依-〇爻すと、所謂 





華/ ffic 3の mii 非常に少なくなつて參るのであぅ t す。乙れに反し t して、タィの'®籍法に依りませずに 
中^の立場から眺め^すると、中國人たる者が、斯くの如き多数; C 上るといふ乙とに相成るのであ ^' t 
す0何れに致しましても、乙の華僑が中國の人口の壓力に基いてゐる乙とは、最早繰返して申述べる 
必要もな S と思ひ t す。現在世界の華僑ば八百萬と呼ばれてをり t すが、をの中で假りに僑務委員今- 
の數字を採6ますると、六百數十萬人が南方にをるといふ勘定になるのであぅます。洵に南方圈は、 
華僑の中心地域とでも申さねばならないのであります。又逆に南方阐の經濟を見 t すると、南方圈の 
經濟の一大特色は、華僑經濟の支配的な地位といふと乙ろにあると存ぜられるであ6ます。大東亞の 
指導民族と致しまして、皇國民族が大東亞の建設發展を阒るに當^'まして、華僑を如何に指導するか 
と S ふことが大問題である乙とは多くを申上げる必要 li ないと存ずるのであぅ^す。現在華僑は、轾 
濟的に非常に脆弱性を現はして參 b ましたが、國際政治的な地位から申し^しても、又本®の雖僑政 
策等の歴史を眺めて見ましても、大東亞戰下における一種の昏迷狀態にある と 申5ねばならないので 
あ.^ます。問題の根本は、華僑が中國人口歷力の生んだと乙ろの結杲であるといふ乙とを深く考へ爻 
して、乙の根據に立脚致しまして、華僑を大東亞建設の新しい秩序の中に織り込んで行くといふこと 
が、指導民族と致しまして、皇國の人口玫策の一つの重要な課題であると申3ねばならないのであ^' 
ます0 
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六インドとジャワの人口屋力 

次にインドの人口壓力について少しく申述べ^すれば、インドにおき^する人口の密集地帶は先に 
も申述べました通り ， n ロマンデ 〆 海岸線の地域とヒンドスタン平原にあるのであ.0まして、乙れら二 
つの帶のやうな地域に全インドの非常に大きな人口壓力が代表せられてゐると見るべきであ6ます。 
3うして乙の二つの人口壓力の帶がガンジス下流で合流致しまして、ビ 〆 マに突入してを6まする乙 
とは、乙れ亦旣に申上げ六通6であす。元來インドの農業生産力は決して II かでないのでありま 
するし、インド R おき t しては天災，飢饉、流行病などの癸生の頻令たるものがあるのであうまして、 
その人口®力が如何に著しい 7 P のであるかは旣に御承知の通りであらうと存ずるのであう^す〇しか 
もインドの獨得の社會制度が移住を抑壓するやうに出來上つてをするために、容易にインド人は 
インドの境域外に出て行かうとはしないのであ- ot す。インド人が最も多く集阐的に外へ出てをう爻 
すのは北アフ？力であ6ます〇仑乙で乙の北アフリカに對し咬してインドの過剰人口の®力を緩和す 
る方策が向けられて G るのであ 6 ます。從來屢々インドの人口の 1 部分を集團的に アフリカのヶ ,1 ャ 
へ持つて參う吱して、インド人の集團榷民地を形成しょうと v ' ふ案が出て a た 2: とは、 1”」亦周知の 
通力であ办爻す。大體氣候的な條件も似てゐるのでありまするし、またインドの家族制度の樋めて鞏 


固な傳統•か斯樣な集阐植民地におきましては崩壤するのであ， 9 まして、從つてインドの增殖力全通が 
引下つて來ると S ふのが、—の考へましたインドの人口 fi の方策24す。しかもァフ" 
力にお—するイギ乂 S 民地へ持？參るの24すから、 i ぶ支配をして參4したイ 
ギリスが肚を決めれば乙の案は容易に實現する案だとも言はれて參つたのであり爻す。先に擧げ爻し 
たタムスン1は.〇乙の案を採用致して*るので1。しかし今日の如くインドの獨立運動 
が益々避んになつて來なければならないやうな狀態から見まするならば、ヶニャ集團植民案も益々 g 
m に化しつつあると言はなければならないのであります。インド過剰人口の問題は、インド人のイン 
ドが實 現し、 乙のインド人のインドとして大東亞の建設にインドが積掙的に參與するやうになります 
ならば、問題の將來に光明が見出されるものと申3ねばならないのであうます。 

次にジャワと* V の近傍につきまして、極く簡單にお話をして置かうと存じ^す。周知の通^'ジャワ 
は、現在、人口の飽和狀態にあるのであ4して、年々百萬人位の人口が外へ出ません乙とにはや 

つて行けな S といふや—狀態であ4した。食 i 產の方面から眺めて參4しても、最近では大 

分窮屈になつて來てをつたやうであう t す。 

ジャワは今日にお4しては、大分增加率が以前ょ—§て來たかの如く威ぜられるので—ま 
すが、一九世紀 Q 初め頃から ti 8 S 勢ひで人口が殖—して、今日©やうな人口の稠密な地？形 
成するに至つたのであゎ^す〇言ふ爻でもなくジャワは、2.の附近で It 地理的條件が非常に宜しく 
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富士山のや i 火山：^く i — 特に土地が— 4 して、—け货較的 1 で農耕民矣 
として發達して—ところに歸せら S と思ふのであ4す。加之、？ヮ£4しては獨特の文 
化を持ち通先靠の念に篤く、家族制度の維持が宗敎的な信仰とさへなつてをるのであうまして、 
脓わた人 □ 增殖力美んでを. CN ました f は申すま U ? あ4す。又一九世§來特に種族 
聞爭がな44して、右？—人口增加を遂げた急と思はれるのであ4す。東印度會社の味 
反省—取時代もあつたので t — が、ォランダ政府は、 i ではマレ1におけるィ T スと t 
なりまして原住民の勞働を出來るだけ利用しょうといふ方策—?來たやうで t ます。 f し 
て深くシャッ固有？化に根差しますところ®土地制度、井田法式な村落共同®の中にを4して、 
自家消費生産を行つて——る蠢的農民勞働を農産業勞働、卽ちユステ I 農業の勞務者こ育成 
轉化する M と S 心をして Is で t —。 I 人の1笑 f も少4あ—でし 
たが、中 M <— 住民とォミダ人との間 して 中 f こと St して、なるべく 
乙れを敬遠してうに思はれるのであ 4 す。「熱帶怠惰」 4 正して農11充するたろ 
に力の有名—制耕作制 f とつた時代 K 人頭 f 課し？——し、— 

に苦心硏究致し t て相11げた こと 4合又御存知 S ——。 かくて i 生產 
I に雷は致し芒恣、人口 4し4加致し艺§で、今日では米の— M や 

If I で—。又—民を多數 S 吏に 致しまして、 いはゆる二重—を 



採用致しました•か•これ li 原住民の中に原住民の搾取階級を H けたやうなものとも言}±れてをるので 
あ办ます。 

次に原住民の生活の中に、深く廣く華僑が浸潤してを6爻す乙とは、乙れ亦周知の通りであり^す。 
農産物は華僑の手に依つて集荷せられ、原住民 li 相當廉價に生產物を出しまして、華橋から! i 月掛け 
でサロンを頁ふといふやうな袱態であう^して、斯樣な條件の下に人口が增加致したのでありますか 
ら、原住民の生活狀態は、オランダ政府の統治下におき嗖して決して幸福であつたとは申難いのであ 
うます〇少くとも現在の經濟的條件の下におきましては、最早人口の飽和點に到達致してをるのであ 
6ます。現在各國で、色々な人がジャワの人口を硏究して、ジャワの將來人口を考へてを^'ます力、 
どの意見も飽和點に達しまして、現在の條件の下に於 S ては、今後 li あ爻う殖えないのであらうとい 
ふやうな意見に一致して D るのであうます。 

以上のやうな狀態であ bt するから、オランダ政府 li ジャワの外領の開癸がいょいょ念を訴へて來 
る 乙と に氣附いて參つたのであう爻す。外領♦かこのやうに人口稀薄であるに拘り嗦せず、ジャワ人が 
外領にあま^'行かなかつたといふことは、色々その原因が唱へられてをるのであります。オランダ® 
府も外領の開發を考へましてかな^'努力を致して參つたやうであ^'ますが、外領の開發の遲れ1した 
事情は色々あうます*か、その中で人口に關する限^'におき^しては、ジャワ人が開 S には勞力として 
適しないといふ 乙と、 JE - ステー ト農業でなければやれないとか、或ひは特有の村落共同 fit を作りまし 
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てをの中に立籠つてをるのであ6ますから、幾ら土地があ b - t して毛簡單には動かないの•たとかいふ 
やうな理由が數へられてをるのであう^して、外領の開癸には是非とも中國人の勞力を入れなければ 
駄目である。をの證摟には スマトラの デ農場が、中國人の勞力を用ゐ爻して非常に成功してをる 
といふやうな意見も出てをつたやうであ61 W す。兎に角ジャヮの過剰人口の壓力は•たんだんと高まつ 
て參6まして、外領開發の促進へといふと乙ろで、ォランダ統治の最後の幕が切つて落5れたわけで 
あ.〇ます。この外領の開發、特に先稃申述べました勞力の問題に0きましては、餘程異つた立場から 
再檢討を必要とすると考へるのであります。兎に角如何にしてジャヮの外領を開發し、をの人 n ® 力 
を緩和するかといふ乙と*か、指導民族たる皇國に課せられたと乙ろの一つの課題であると申3ねばな 
らないのであ办ます。 

七白人オーストラリア 

.以上に申述べましたやうに、東亞の人口壓力の激流の中に、ァメリヵ本國とほぼ相等しいやうな面 
積を持ち豊富な資源を包蒇してをるォーストラリャが、僅かに東京市位の人口しか持たないで•一方轩 
一人といふやうな閑散な人口密度を有して存在して參した乙とは、寧ろ不思議と申さねばならな 
い位であります。^れでは東亞の人口歷力が乙の大陸に働きかけなかつたのであらうかと申しまする 


と、 決して左樣な乙と li ないのであ 6 ます。 1 九世紀の初めから M に中國人が流入致してを〇たので 
あります。一九世紀の中頃のゴー》'卜•ラッシュの時の如きは、相當多くの中阈人が入國した校樣で 
あ^^す。爻た私は、紀州熊野の具珠採が木曜島に出かけて參6爻して、いはゆる紅毛人に泡を吹か 
せ、眞珠採'^では日本人は世界一だと驚かせたといふ話をよく聞くのであ^'ますが、それようも更に 
早く中闕人は、旣に濠洲に流入してゐたのであり -i す。卽ち白人濠洲主義の濠洲に、今日尙ほ八、〇 
〇〇の中國人がを'^まして、ィギリス人、ィタ91人に亞いで桁違ひながら第三 位を 占めて £) るとい 
ふこと li 洵に注目に價ひする事货であ^'ます(第一八表參照)。濠洲原住民を絕滅致しまして、ィギリ 
スと同じやうな天地を作らう。否、固苦しい傳統の粹を斷ち切う^して、理想の天地を作らう、更に 
具 tl 的に申しまする.ならば*勞務者の天國を作らうといふのであり1するから、中國人が流入致し^ 
して天然痕を持ち込んだと s ふ乙とよ b も、勞働力として、特に熱帶勞働力として、斷然優秀な，し 
かも低廉な中國人をれ自體の流入に、ォーストラリャは大恐慌を來たしたのであります。殆ど各州•か 
獨立_氣取で、時としては、各州が恰かも獨立國のやうに角を突き合はすといふやうな乙ともあつた 
のであ6ますが、中國人の流入防止問題に關しては、俄然各州は相集つて相談をするといふ狼狽振う 
を示したのであ6ます♦か、^の結果、有名な白人濠洲主義が具體的な制度となつて確立致したのであ 
うます。同時に濠洲聯邦も成立したといふのは、洵に皮肉な現象であ6ます。從ひ爻して濠洲聯邦成 
立につき^しては、中國人の流入にォーストラ5ャは感謝しなければならないと申して毛過言で|+、な 
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いのであす。かくて、ォ ー ストラ？ャががら空きであ6得た所以のものは、實に白人濠洲主義に 
他ならな S と申3ねばならな S のであ合 1 H す。 

白人濠洲主義 R つき t しては•旣にイギリスにおきましても非常に問題になつたのであう t すが、 
それは勞働力がないからであうまして、開發、生産力の擴充が少しも思ふやうに進展せず、 t た白人 
濠洲主義とは言ひながら、イタリァ人の如きは魚屋や疣濯屋をしてゐるやうな狀態であうまして、イ 
ギリス以外の白人國家からもさういふ非難が¢2しくなつて來たのであちます。乙のやうな非難を浴 a 
ながらも、漸次入國制限の牆を高くして參6まして、一應法制上、その他の制度上、ァングロ •サク 
ソン濠洲主義が完成致しましたのが、一九二〇年のかの有名な改正移民法なのであ6ます。2.の改正 
移民法制定後一〇年とは經遇しな S うちに、 t72 もや白人濠洲主義が世界の問題になつて參つたので 
あ6ます。「持てる國」、「持たざる國」の議論の喧しい時代が卽ちをれであります。聯盟主義者が「平和 
的變更」を唱へ始め、資源再配分論、植民地再配分論が Is しくなるにつれまして、白人濠洲主義の風 
當办は益々强くなつて參りまして、やがてイギリスの內訊で毛、濠洲開放論を敢然唱へ出す者も出る 
やう R なつて參办まし穴。先程申しましたタムスンの如きも、濠洲開放論を人口問題の見地から頻& 
に唱へまして T 濠洲では僅かの人口が東海岸 {<: 集つてゐるのだから、海上へ軍艦が來れば濠洲の大部 
分の人口♦かその砲擊圈內に入るぞ」とさへ言つて&るのであす。要するに白•人濠洲主義の非人道 
性、をの經濟的作用などにつきましては、最早或る程度咬で議論濟みであると申しても宜しいやうな 



狀態であ’ります。寧ろをれょりも、東亞人口®■力の激流を堰き止めて來たと乙ろの、乙の人口政策的 
な作用を深“致し'まし V 、白人漆洲囊に對しまして適切に處^^講 V ることが、大來亞指導民 
族の重要な任務であると申さねばならないのであります。 

以上におきまして、非常に簡單ではありました が、 大東亞圈における人口分布の特色と、をれの含 
んで»る色々の問題を、氣附きまする t ま R 二三指摘し y 2 次第であ^' t す。 

八大東亞諸民族の增殖力 、 r 

を乙で進んで、大東亞三千萬方轩に互つて居住してをり爻すると乙ろの、二千數百種類に達する民 
族、人口一一億の增殖力如何を觀察する乙とが必要となつて參す。私は先に、「歷力係數」•たとか^ 
は「人口の比重」•たとかいふやぅな槪念について一言述べたのでありますが、斯榇な兗味から致しま 
して、大東亞各地域の增殖力を調べるといふこと li 非常に必要となつて來るのでありまして、乙 f 力 
將來におきまする、皇國人口の比重を決定して來るといふ問題とも關聯して參るのであ〇爻す。しか 
し大東亞は、皇國を餘きまして人口動態統計の最も遲れて0る地域であ0爻して、乙れ咬た數字を得る 
にも非常な手数がかかるのみならず、精密なもの li 到底用&る乙とは出來ないのでありますが、一應 
比較的適當なものを選びまして表に揭げ爻したものが次の第二〇表であります。中でも掻めて 3 i : 要で 
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第 20 表大東亞主粟地域の人口動通 
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備考按本 A はタムスンの標本登記 

德本 B はノートシユタ インの 技本以査 
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查者 


1 


年次 


Lessing Buck 

精 n 

Kulp 

李* 漠 


迪 


域 


許世瑄 

Lossing Buck 
W. S. Thompson 


n 

n 


Frank W. 

Notes tein 


1923 

1924 

1917 — 18 

1931 

1932 
192^—33 
1931—32 
1932 一 33 

1933—34 

1931—34 

平均 

1929—31 

n 

n 


河北省133農家 

河南 4 省&家 

廣柬省灌州附近農 
村 

定 « 

烕海衡 

22省農家 

揚子江 デルタ200 
村（人口 2萬） 


出生串丨死亡串丨|加写_ 

% %\ % 

68.4 37.11 21«3 


一 


42.2 


27.9 
34.0 34.0 

37.1! 33.7 

32.6 26.41 


14.3 

0.0 

3.4 

6.2 


北支及南支 38,26® 
農家 

北 支 


南 


支 


38.31 27.11 11*2 

48.3 42.8 5.6 

44.1 36.1 8.0 

40.0] 62.0 — 12.0 

44.2 43.© .6 


38.31 

37.4 

39.0 


27.1: 
24.11 
30.01 ‘ 


1.2 

3.3 

9.0 


第 HW 大東亞の人口と皇 S の人口致策 


あ办な•から、ょくわから衣いの li 中國の動 
態であぅます。今主要なものを集めてみ^ 
したから御參考に第二一表として揭げてお 
き t せぅ。 

尙ほ乙の狀態を一目瞭然たらしめるため 
に、出生率、死亡率、自然增加率の分布圖 
を作〇て夫々第二〇圖、第ーニ圖及第ニニ 
圖に致して置き t したから御參照をお願ひ 
します。 

先づ出生率の分布圓で見^すと、滿洲國 
は暫く別として(數字に疑義があるので暫 
くお預6と致し t す)その他の地域につき 
ましては、全面的に、出生率が棰めて脔ぃ 
といふことが明らかであ-^ます。をの中で 
ジャヮは、大東亞としては寧ろ低い方に屬 
してゐるのであ6爻すが、先にも申述べ^ 

一七九 








&■ 


^ I»» 

s: iii 


L /2 通-^"ジャヮの人口 •か飽和 
黏に接近致して を 6 まする 一 〇 
の現れとも申すべき現象で あぅ 
ます。また才 1 ストラ リア、,一 
ュ—•ジランドの出生率は、明ら 
かに白色人種的な產兒制限型の 
低い出生率を示してゐるのであ 
6 ます。 を 2 : で從 來皇國 の出生 
率は非常に高いと言はれて參つ 
たのであります•か、大東亞の中 
に內地の出生率を置いて考へて 
みます ると、 決して高い と主 申 
されないのであ61 H す。 寧ろど 
かと言へば，低 S 部類に屬 
L てゐるので あ办爻 す。 尤も 乙 
の表 R 現はれて を办まする の比 
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大裹 £© 人口と皇 H ® 人口致策 


載爭の釤響を受けて特に低かつ 
た昭和一三 年の 數字で あ bt す 
が、 戰爭 直前の 皇 H 內地の出生 
率 li 三一で あ^'まして、 決して 
大東亞の中で高いと li 申せない 
のであぅ^す。なるほど 皇 K の 
出生率は、 白人 文明 國に較べ- i 
するならば比較的 高い 乙と It 確 
かであ. CV ます。例へばィギ J ス 
の一五、フランスの一五に較べ 
ますると、率にお S て倍本高い 
のであ bt すが、乙れは 徐琚供 
重に比較をしないと S けない問 
題であぅます。卽ち、人口の 構 
成も全く異つて^るのであ61 
するし、一一 n と1五とをその黴 

一八一 
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1 




画 


■ ■■■1 


比較しても大した意味はない© 
であらます〇譬へて申します -5 
と、 をれは丁度靑年の 血廢 と老 
人の血魅とを數字の上で比較す 
るやぅなものであるからであ-^ 
爻す。皇阈內地の出生率を白人 
文明國と比較するょ6も先杞、 
その生活圈の中に置いて 見 まし 
て、初めて皇國の出生率の意味 
が明かになると考へるのであ6 
ます。斯樣に致しまして、日本 
の出生率を大東亞の諸民族の中 
に置いて見ますると、只今申し 
ました如く決して高くはない。 
それどころか寧ろ低い部類に屬 
してゐると v ' ふ2.とは、餘程注 




意4:要する問 M であると申 3 ねばならないのであ '^ t す。 

飜 つて 死亡率—— と、大東 is 族は、出生率も高 S 2 喜すが死亡率もま—常 
こ高いと— SI ので1。就中中國における死亡率は非常 SS 24すが、た 

•たこの中で特に目につきますの 
文、タイ、マレーにおき t して 


ktle 


冬 

出 

は 


0 

勤 

a 


1)* 

C 

K 

3 

2 

第 



第四»大東®の人口と阜 B の人口致* 


死亡率が非常に低いといふこと 
であらます。しかも年次的に調 
ベてみ t すると、最近におき t 
して死亡率の改善の跡が掻めて 
顯著なる毛のがあるのであ04 
す。なほ且つ乙の一一〇の地域に 
おきましては、出生率は逆に非 
常に高^つて來て0るのであぅ 
ますから、人口狀態は、只今の 
と乙ろ非常にょくな^'つつある 
と申5ねばならないのであぅま 

, 一八三 
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す。第二 三圖を御%顓ひ爻す。 

次に出生率と死亡率との差、 
卽ち、所謂自然增加率を圖に示 
しますと、第ニニ圓の如く相成 
るのであ-す。乙の中でソ莳 
は、出生率が高く死亡率が割合 
に低い。そのために自然增加率 
は著しく大きいのであぅます。 
我々はよく純再生産率を計算す 
るのであ6ます〇ソ聯の純再生 
產率は一•七であす。純一 Bf - 
生產率を一とし - St すると同じや 


♦ 1 i ぅな人口狀態が續いて行くわけ 
てあ 4 す t 、 一 •七と®し— ると •非常 I 力— 殖 力—して ゐ！とに相成—4 
す。從來 MS や—數 f 示した例は他 SIS であ 4 して、蠢內地 S 再生 產 率は 
一•四であ4 するから、 ソ g と 較べます f 、 非常忙大—差異—? t ? あ 4 す。 


なほ以上のやうに眺めて參 bt すると、タィ、マレ ー にかけ -±' して最近非常に自然增加率•か高^つ 
て來てをう t して、ま /2フィ y ッビンにおきましても、最近略々同樣の乙とが窺へるのであち ^ す。 

嗦たジャ 7におきましては、飽和人口型の比較的低い自然增加率を示して/3爻すし、ォーストラ？ァ 
と, ー ュー •ジ ーランドは、死亡率、出生率共に低いのであ6ますが、自然增加率もまた掻めて低いと 
(ふ狀態であ 6 t す。斯樣に致し^して、先づ第一に我々の受ける印象は*ォーストラ9ァやーーュ 1* 
ジラン ドを除きますると大東亞諸民族の生命 li 非常に若いとい'ふことであります。將來非常に豊富な 
增殖力を內藏して© ると S ふことがわかるのであ b t す。 大東亞建設の將來を考へま すると、 今後死 
亡率の高い地域や民族の死亡率は、必ず下つて來るに相違な S のでありまするし、出生率は更に上昇 
すると5へ考へられるのであうます。我々 li 過去に於き^して、臺灣統治の經驗を持つて t ) るのであ 
6 ますが、 荃薄 領有以來の本島人の人口動態の痠邊を顧みますると、大東亞諸民族の人口動態の赴く 
方向も、凡 € 隹測し得る ので } i なから うかと考へるのであ '^ t す 〇旣に死亡率は下り出生率 li 上 b つ 
つあるといふ傾向を 示して を办爻すやうな 地域は、恐らく最も近い將來に於いて、斯くの如き 傾向を 
現 li して來るので li ないかと 考へられるのであう ます。 

大東亞諸民族の人 n 動態は、凡* v 以上 K 串上げ？ i 狀態24すが、乙れらの諸民族が S 富 
な增殖力を含んでを6まして、近い將來に非常な增殖力を現はして來るに違ひないといふことは、大 
東亞建設の指導者であう^する皇國民族として、洵に庚* R 塔へないところであります。卽ち、資源 

集 H _ 大東 *0 人 n - WAHc 人口 Mb 策 一八£ 



一八六 

❸開發 に 運れてを 6爻ナる大東亞に於きましては、將來益+多くの勞力を必要と致し爻す0勞力供給 
の 源泉で ある 諸民族の人口增殖 力が 大 であるといふ el とは、之を必要なる勞力に育成して、眞に諸 S 
族が相携 へて 大東亞の建設 發展に 協力す るなら ば、拘に心强い限6 であると 申さねば ならない のであ 

5-¢す。 

併しな*から、日本民族の增殖 力が、乙れ ら諸 民族の 增殖 力に劣るやうな2:とがあつてはならない の 
であ して、最初に申述べましたやうに、更に*有數 の e ; 大人 口を 繞らしてゐる 皇國の 政治地理 的な 
位置から申し爻しても，また指導 民族と して、大 東亞の地域における「人口の ifc 重」 を 保持して 行くと 
いふ 點から 申し^ しても、皇國 民族の 增殖 力を、少くとも此等他民族に負けない やうに保 〇 て 行く乙 
との 必要なることを 痛感す る次第で あ す 〇從 つて乙の 點に於き t して、問題は 大 東亞 建設に處す 
ると乙ろの皇 S 人口 政策の根本が、 結局に 於いて、 皇阈 民族の 增强 に歸着するといふ最も重要な事實 
であ6ます。先程申述べました 大 東亞 建設審議會の、人口政策に 關する第三部#の笞申の要旨は、昭 
和 一七 年五月 ニー 日、 幹事長 锬の形式を以 〇て 癸 表せられてを 6 ますが，乙れ に 依う ますると「其の 
基：冬方針として*大東亞建設を 推進する爲、皇國 民の 躍進 的增强を闌ると 共に 大東亞に於ける其の配 
S を 適正なら しめ 大 東亞民族と協力し、 相互の結束を索 固不動たらしむる乙とを確定し、之に 則6 皇 
國民の增强に就ては、旣定の人口政策確立要綱に 掲げられたる 諸方 策を全面的に且强力に實 施す るに 
在る4云冷」と申3れ、大東亞建設に伴ふ人口 政策の 根本 方針が 明かに せられ ^ して、をの重黏の一 



つが皇國民族自 fig の增强に S かれてゐるのであります。以上申上げ^したやうな點から見ましても、 

洵 R 剖切であると申3ねばならないのであ^'ます。 

九大東亞に於ける在外邦人の分布と其の增殖力 

以上に於いて、大東亞の人口の分布とをの增殖力とを*他の民族を中心として考へて來たのであ6 
咬すが、今度は皇 H 民族の立場から、現在大東亞の中に內地人が如何に身布してをう、その增殖力が 
如何なる狀態にあるかと S - ふことについて、二三重要な點だけ申述べてみたいと思ふのであります。 

御承知の通^'、今日在外邦人 は、 約一七〇萬人に達してをう^すが、その內大東亞に在る者が約一 
四〇萬に達して £) るのであ6爻して、をの又大部分•か滿洲國と中國とに在るのであ^'ます。之に引# 
へて所謂南方圈に於き爻しては、今日爻だ非常に在留邦人の數は少いと申3ねばならないのであうま 
r 。 第ニニ表の やうに、 南方圈におして li フイリッビンに二萬九千人ばか^'在住するのを除きま 
すならば、他の地域に . i 非常に少いのであります。インド支那には約二〇〇人、タイに約六〇〇 人、 
ビダ マに約四〇人、マレーに約 七、 〇〇〇人、舊蘭領印度に約 六、 四〇〇人といつ六分布狀態で 、そ 
の他の地域 li 問題 - R ならない程少いのであ^'ます。先程申上げ^したやうに、南方圈には五〇〇萬を 
起ぇる中國人が * るので あう まするし、^た倭務委員#の歎字に依りまするなら ば、六 百數十萬の華 

第 Bii 大東苗の人口 i 皇國®人卩致策 一八七 











倚が南方阁に » るのであうますが、乙れに對して白色人種, , i 凡^五〇萬人ばかうであして、更に 
乙れに對して內地人は五萬に過ぎないといふ狀態であゎます。今後大東亞の建設に伴ひまして、益々 
勝れた錬成された邦人が、南方圈へもまた多數に配置されなければならな v ' といふ2.とは、大東亞の 
建設發展を指導する上から是非とも必要であると申3ねばならないのであう ^す。 滿洲開拓民は申す 
に及ばず、中國* V の他の地域にも計畫的に、更に多くの皇國民•か配敢されなければならないのであ6 
まして，た龙問題は、有办餘つた人口を配置するのではあ办爻せんで、要所々々を租ひまして、異に？5 
導民族たる自覺のある立派な皇國民を、計畫的に配 S しなければならない乙と li 申上げる爻でもない 
のであ6ます。 

次に、以上に申上げまし穴やう衣諸地滅に出てをうまする皇國民が、如何なる仕事に從事して&る 
かといふ乙とに一瞥を投じまするならば、現在中國に於きましては農業者は殆どゐないのでありまし 
て、全部が商工業者であると申して宜し V *のであ6ます。次にフィ？ッビンに於き爻しては、大體六 
割から七割位が農業に從事致して £> るのであ 6 まする* か、 をの他の地域に於き咬しては商工業者•か非 
常 R 多く、マレ—、舊蘭印共に商工業者が大部分を占めてゐるといふ狀態であう嚏す。 

をれでは次に此等の地域に出てを61 w する內地人の增殖力 li どうなつてゐる•たらうかとい t 乙1 
は、人口問題或ひは人口政策の見地から見ますると、非常に大きな問題であ6ます。唯乙の問題を十 
分調べ^する穴めには、今日^•た資料が甚♦た不十分であ6爻して非常に困薄を威ずるのであうますが 

第一！ 91 大 東®© 人口 4 蛊 H0 人口 歎策 一八九 



私のやつてみました方法は、先づ第一に出來るだけ過去に遡办まして、內地の外に出てをうまする內 
地人の、普通人口動態率を作つてみた乙とであ-〇爻す。を乙で差當6明治三二年から大正一三年 t で 
二六年間について乙れを作つてみたのであ 6 t して、大正一四年から現在に至う t す分は只今資料を 
作つてゐるのでありまして、乙乙に細かく申上げられないの li 甚だ遺城であう^す。兎に角•以上の 
期間につきまして出來ましたと乙ろの結果を取纆めたものが次に揭げた第二三表であうます〇尙ほこ 
の傾向を一目瞭然たらしめるために、併せて第二四圖に致して S きましたから、御參照願ひます。 

明治三二年と申しますと、明治初年僅かに二、〇〇〇人に過ぎなかつた外闕在留內地人•か、約一〇 
萬に達したといふ記憶すべき年なのであ6ます。その後明治四〇年頃までが北米移民時代と呼ばれる 
期間であうまして、內地人*か主として北米に發展した時代であす。明治四〇年から大正一〇年頃 
までが、所謂南米移民時代であして、ブラジ，初め南米に內地人•か熒展を致し^した時代であう 
ます。乙の二つの時代を通じ t して、政庥は原則として自由渡航主義をとつて參つたのであります0 
恰かも人口食糧問題が friL しくなつて參6まして、乙れに對應して政府が積極的に移植民の政策をとる 
やうにな.〇ましたのは大正一一年であすが、乙こに採うました期間は、大部分が 自由 渡航主義時 
代に該當するわけてあ- CN 1 す。乙の期間の終うます〇大正一三年の-外國在住內地人の數は約六〇萬 
人に達したのであ- CN ^ す。 

外地について見^すと，日淸戰爭後臺海在留內地人は念激に增加致しましたが，明治三二年 Icli 明治 
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第 24 表外地及外國在住內地人人口 


年次 


明治32 

33 

34 

35 

36 

37 


38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 
元 

2 

3 

4 

5 

6 I 

7 

8 

9 

10 
11 
12 

13 I 


a 數在外地；在外 h 

- r -:- 

131,42133,120 93,301 

161,365 37,954123,411 

173,698 42,116131,482 

186,6151 47,062139,553 
204,7291 50,944153,786 
202,00153,365148,636 
242,862 
354,092 
436,469* 


183,244 

272,246 


588,11 8* 
627,496 
671,1891 
715,836； 
783,237; 
845,612 
879,35 li 
924,671 
1,000,076! 
1,057,077 
1,173,289 
1，2.15，178! 
1,275,434 
1,275,050 
1，304,834 
1,340,242; 



644,091 

682,853 

723,184 

745,662 


三〇年の二倍に增加致しまして、三萬を超ぇるといふ狀態であつたのであ喜す。明治: ■£ 九年 i らは 
內地 人人 口約 一 f 含みまするところの择太を外地に加へて—のであ4するし、明治四三年力ら 
は、その當時朝鮮在住の約一七萬人を加へまして、 -K 正ニーー年には、外地在住內地人は約七五萬を數 
へる に 至つ §であ4す。此等は、併せて第二四表として揭げ51し左か—れに依つて御承 
知を願ひ^す。 • 

何れに致しまして毛大正一三年に、外國とそれから外地にをする 內地 人を合せまして、^の數 
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一九 s 

は一三四萬に il するに至〇たのであ6ます。尙乙乙に揭げました動態率の 材料は、 主として昭和五年 

內閣人口食粗問題調査會に內閣統計局から提出されました「昭和五年以降 我阈の 人口」に依ったもの 
であうます。 

今乙の結果にっいて、二三氣附きました點—述べまする f ば、先づ第一、內地外に在住 致し ま 
•する內地人人口の出生率は、明治三二年には、僅かに人口千人にっいて一四といふ狀態であう^して 
凡を今日のフランスの出生率位にしか過ぎなかつたのであうますが、乙の全期間を通じまして电 a な 
勢 ひで高まって來てゐるのであ6ます。特に明治三八年以降の上6方は洵に願著なるものがあるので 
あ-^爻す。乙れには色々硏究しなければならない多くの問題があるのであらますが、內地外に在留し 
てをする內地人人口の構成の上から特に^附きまする點は、男女の不均衡が著しく乙の期間を通 
じまして緩和して來たといふ事. IM であ6ます。元來外地や外國に出て居$爻する人達は、女子ょ6も 
男子が多 S のが通例であうまして、外に出て行く人々にっきましては、男女•か不均衡になるのが通列 
であ6ます。さうして又外地に行く場合ょ6も外國に行く場合の方が、更に一層 男女の 均衡が不均衡 
に相成る乙とは*多く說明を申上げる必要はないと思ふのであ 6 ます。次の第二五 表に 據って明かな 
やうに、乙の男女の比例關係、乙れを性此と呼んでゐるのであ$爻す*か、乙の性比は、外地外國^,こ 
著しく改善せられまして、明治四三年以降の總數にっいては特に著しいものがあるのであうまナ。明 
治四三年以降に於きましては外 H に較べて、性比の均衡の餘程とれてを6まする ところの外地に在主 


笫 25 表在外內地人人口の性比 
(女100.00に付男） 


年 次 

箱•數 

外地 

外 0 

5 IfS 32 

296.83 ( 

208.72 

339-04 

33 1 

319.65 

181.41 

394.34 

34 

286.16 

174.30 

344.18 

35 

555.16 

157.07 

307.61 

36 

251.41 

154.66 

802.00 

37 

298.16 

150.53- 

302.58 

38 

253.23 

151.61 

306.68 

39 

238.09 

161.38 

270.81 

• 

40 • 

227.33 

157.43 

i 232.92 

41 

219.23 

148.02 

242. S 8 

42 1 

199.04 

145.22 

：' 215.63 

43 

183,11 

123.561 261.19 

44 

169.50 

123.31 237.90 

大正元 

158.50 

126.02 219.31 

2 

153.26 

123.99 206.04 

3 

148.36 

123.48102.58 

4 

143.44 

120.44!182.13 

6 

141.55 

119.38173.98 

6 

140.93 

118.99174.44 

7 

137.31 

118.59163.01 

8 

137.97 

_ 118.53 160.86 

9 

134.4 S 

I 12).02 150.78 

10 

132,45 

i 120.95145.48 

11 

131.0 C 

) 12人只 

0114.29 

12 

123.6¢ 

] 120.9 

1141.61 

13 

123.37118.9 

3133.91 


する內也人人 S 比重一一、段 t 重—加へるに至つ2とに依るベ大—ものが—と思は 
れるので あ 4 す。乙の表に示しました性比の變動と出生率の S とを S 示しますると、第二五® 
の如くなるのであ6ます。、 

丁度 乙の圖を 見ます と X 字型になつて〇るのであぅまして、乙の二つ、卽ち H 生率と竹比の綠迎と 
の間に、明—相關關係|められるのであ4す。試みに相關係數 S ベて見ますると、マィナス 
〇 二といふ極めて高い ® を得ることが出來るのであ b t す。 果して然6と致し咬するならば、內 
地 人人口を 外地や外國に i するに當 4しては、 性比の均衡 11 i す t とが非常に必 
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要で—と S ふこと—か出來るのであ4す。 f 昭和一七 年五月 一二 日、大東亞建設審議 
會幹事長談 ic 依するならば、乙の審議會の答申中に「定住者には配偶者を同伴せ しむる乙と」と 
いふ大方針が明らかにせられてを6まするが、乙乙にお示し致しました事货に依つてみ ましても、む 
に適當な御考盧であると言はざるを得ないのであります • 

次に死亡率を見ますと、全期間を通じ - St して輕微な低下を認める乙とが出來るのであ す。明治 
三七年と明治三八年の死亡率につ|しては、戰死を餘いたのであ6|が、をれで毛尙ほ且圖に現 
はれてを6まするやうに高いのであ$まして、戰死以外の戰爭の影礬で あらうと考 へられる のであう 
t す。 

次に、出生率と死亡率とを差引き致しました自然增加率を見ますると、 明治 四 年までは、殆んど 
內地外に出て1る內地人 Q 增殖力は、言 ふ f いといふ狀態であ 4す。第二 i に 依つ 
て御覚の通- C ' に、息減少を示した年さへ少なくないのであ-^ます。死亡率の高かつた といふことは 
勿論の NJ とであ 4 す•か、出生率が特に低かつたと5, ふ M とに大 S に影響せられて t と 思はれるの 
であうます。然るに大正年間に人つて、. jj 2 然增加率•か益.^高まつて參6ました 乙とは非常に顯著な も 
のがあるのであうまして、 乙れ は主として出生率が高まつ7^ 乙とに 基く ものと申 3 ねばならない ので 
あ々爻す。 

尙ほ、一言串添へなけ f 4せん NJ とは、第二1の、內地の外に在住して を— 內地 人の 
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人口動態と*內地に在住してをうます〇ところの內 al 人の人口励態とを，乙こで比較致し^すこと! i 非 
常に困難であると云ふことであります_」それは海外に在住致し爻する內地人は、內地に在住致しま士 
る內地人に較べまして、年齡構成や男女別椛成や、配偶關係が著しく異つて £)0 のであうます"御參考 
爻でに MR して揭げますと、次の第二六 y の如くであります。乙の圖を一見して本をの人口構成の非 
常に大きな違ひが•最早明瞭であらうと存ずるのであ6ます。從ひまして*乙んなに人口構成がひど 
く違つてゐるのであ . P ますから、乙の儘普 M . の率をもつて參办まして、內地外に在住してをりまする 
內地人人口動態と、內地に在住してをうまする內地人の人口動態とを、その儘比較する.といふこと li 
非常に困難であうます。を乙で大東亞の主要な地域につきまして、普通勧態率を標準化して、卽ち、 
先に圖示致しましたやうな人口構成の差異を餘去致しまして、いはゆる標準化動態率を算定して、內 
地に在住致しまする內地人の人口動態と、乙れらの海外に出てを6ますると2:ろの主要地域に於ける 
內地人の人口增殖力とを、簡單に比較してみょうと思ふのであう^す。 

材料の關係上、泣城ながら大東亞の全地域を網羅する乙とは出來嗦せんので、取敢ぇず乙乙では， 
外，地と致しましては樺太、關東州州內、蓬海、南洋群，：2の四つの地域を枕り、外國と致しましては中 
國、マレー、フィリッビン、舊蘭領印度の四つの地城を採つてみたのであ6爻す。又乙乙で利用致し 
ました材料は、外地と致しましては夫々の主管官廳の動態統計と阈勢調査に依る人口構成とであうま 
すが、外國の四地域につきましては、出生と死亡とは、東亞硏究所凋べのものを找6、人口構成は@ 
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勢調査に依るものを採つたのであ^ V { K す。先づ第一に普通動態 率を計算致しまして、乙れを用ゐて大 
正 一四年の內地の人口總數を標準 人口と致し、 標準化動態 率を 求め六のであ 6 ます。乙の 結果を 取纆 
めました ものが次の第二六表で あす。 

これにつき t して氣附いた二三の點を說明しておかうと思ふのであ.〇爻す〇先づ最近の年次に おき 
まして、內地に較べて出生率の高い地域は フイ* N ッビ ン、臺海、南洋群島、 及 樺 太の四つの 地域で あ 
す。乙れに反して、內地よ办も出生率の低 v > 地域は中國、闕東州、. マレー 及舊蘭領印度の四つの 
地域であ6爻す。次に最近年次において內地よう本死亡率の高い地域は 樺 太だけであ して、 爾餘 
の地域はすべて內地よう も 低いのであ 6 ます。內地よ办も自然增加率の高 v > 地域は、 フィリッピン、 
臺灣、南洋群 cT 樺太の四つの地域であうまして、低いのは中國、關東州、 マレー及舊蘭 領印度の四 
〇の地域であ^す。尙ほ一言申添へなければ な せん 乙とは、 #-地域に おきまして は、 死亡率の 
差異よ6毛出生率の差が非常に著しいといふことであ61 W す。2:の點から申しまして毛、海外に在住 
致し^する內地人の增殖力を決定する上に おきまして、 死亡率よ 6 も 出生率に 大きな 幅の あると いふ 
點が特に重要な取實であらうと存ぜられるのであうます。 

なほ外地につきまして、過去二〇年間に互う爻して、每五年の標準化動態率の镘動に一 啓を投じて 
置く d とと致し^せう〇出生率の極めて顯著なる上昇と、死亡率の乙れまた顯著なる滅退 とを 示して 
を6まするのは南洋群岛であ，5まして、樺太が乙れに亞ぐものと見られるのであります。出生率こ稍 


第 26 表主要地域例在外羚人の增硪力比較 


地域•年次 


1) 

本 


大正 9 

« 本 14 

(內地）!昭和 5 

10 


樺 


* 


騮東州 


臺 灣 


南洋群烏 


大正 9 
14 

昭和 5 
10 

^3 E 9 

14 

昭和 5 
10 

大正 9 
14 

昭和 5 
10 

(大正 9 

14 

幻 

昭和 6 


中 


舊蘭領印度 


S ! 

出生率 


準 化 


普 


通 


死亡率丨卷加 $ r 出生牟丨死亡牟卷加 ■ 


阈昭11一12 


% | 

36.96 

34.92 
33.29 
33.70 

29.77 

28.27 
31.99 

34.97 

21.92 

25.75 
28.87 
20.14 

36.64 
49.12 

39.64 

38.28 


% I 

25.49 

20.27 

18.13 

17.02 

41.46 1 2 3 

23.32 

23.71 

18.04 


% 

10.47 

14.65 

15.16 

16.68 

I 

11.68 

1. 

4.95 

8*28 

16.93 

I 


27.28 — 6^6 
22,17. 3.68 


24.02 

13.41 

24*22 

13.341 

14.35 

13.12 


4.85 

6.73 

12.32 

86.78 

♦ 

25.29 

26.16 


% 1 

36.19 

34.92 

32.35 

31.63 

35.33 

32.18 

37.38 

37.40 

31,91 

35.42 

36.83 

23.01 

32.76 

34.59 

29.86 

29.66 


25.41 

20*27 

18.17 

16.78 

34.36 

19.26 

20.33 

15.65 

20.15 

14.89 

19.28 

10.62 

19.10 

11.33 
11.84 
10.91 
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mm 


% 

10.78 

14.65 
14.19 
14.86 

0.98 

12』2 

17.05 

21.74 

11.76 

20.53 

16.55 

12.39 

13.66 
23.26 
18.0? 

18.65 


39.43 

38.97 

36*27 


11.04 

12.38 

35.08 

21.19 
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1) 日本內地及榨太は逋人口，》は內地人〇办、 

2) 火正9年は洧滿洲嫌迸附 W 地を合む、 

3) 少數〇朝鮮人人を含む、 




. 二〇二 

稍減退の傾向が見られまして、死亡率の減退を認め難いのは臺稗で あ bt す〇關東州の增 m 力は®め 
て低く、出生、死亡共にな / I ら明瞭な傾向を認める 乙と が出來ないので あ6ます。 

以上申述べましたと2:ろを 取 縄めますると、內地人が內地外の地域 R 在住致しました場合、^の增 
殖力は 常に必ず減退す ると li 言ひ 得な v » と同時に、また 必ず 高^るとも言ひ得ないのであす。地 
域に依-〇爻して增殖力に著しい差異•か現はれてゐるといふ乙と•たけは見通すべからざる重要な 事實で 
あ6ます。た*た內地外に在住致しまする內地人を全®1括して考へて見ますると、內地に在住する內 
地人ょうも、內地外にゐる內地人の方が一般に增殖力が幾らか劣るかの如き感が認めら n るのであ6 
ます。先にも申し^したタムスンと S ふ學者が指摘致し t したやうに、日本人 li 南方では出產力が 一 tuj 
く 死亡 も低くて、熱帶適性は 大で あるが、 寒帶適性 ii あま.〇>ないといふやうな乙とを卽斷してはなら 
ないと思ふのであ 61 k す。乙の點は、樺 太にをう まする內地 人の增殖 力が 非常に 高いのを見爻しても 
明かでありまして、乙の點から申しまするならば、 寒帶 と熱帶とを問はず、日本人 li かな.〇廣い範网 
の適性を持つて&るのではなからうかと 思 はれるのであります。唯しかし、槪括的に申しまするなら 
ば、 北方に 較べて南方の方が 增殖力 •か高いといふ M 向は、傾向としてはあるかの 如く 考へられるので 
あります。次に動態 率を標準化 致しまして增殖力を 較べた ので あ-〇 ますが、乙の場合に一つ注意しな 
ければならない 乙と U 、 職業 別の構成の差異が除かれて， Q ないといふこと であう ^す〇 3うして出產 
力が、 職業やその所 ®する 產業 に依う爻して、 弗 常 { C 大きな影響を受けるといふ乙とは周知の通うで 


一 


0 \\1// \\-\ あ办ます。そ乙て今乙乙に、 

^ 各地域に於4する內地人の 
.) 蠢人口の割合を求めて見ま 

すると、第二七圖の如くに相 

5 ノ ^sy ^ 成るので1。 

>^ ^» 乙の f、 先にお示し致し 

j 1 5 む' ました各地域における內地人 

_乂 U ? の增殖力とを睨み合せて見ま 

外 ^ J 7 y KJy / すと、フィ？ツビンにおさま 

咖 ⑩⑩011 

力が勝れてゐないのは農業人口の割合の相違をもつて說明する乙とが、或る程度、出來ると思はれる 
のであす。また中國や關東州の增殖力が非常に惡いといふことは、 - II 業人口の非常に少な v ' 乙と 
に基く乙とも多からうと考へられるのであ. CN ます。斯様な點から見ましても、內地人人口を Rd ® する 
に當して人口政策的に考へますると、$:要な地域に於き^しては農業人口として定着せしめる必 
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二〇三 


1101 c 

要が 如何に大きいか、また或る一定の割合に _ 人口を確保する必要が如何に 大きいかといふことは 
乙れに 依- CNt しても首肯され得ると思ふのであぅます。先に申しました大東亞建設 審讀會 の 幹事長 談 
R 依61 w するならば、大東亞建設に伴ふ皇國の人口政策と致しましては、 農業 人口の 一定 割合の 確保 
といふことが掲げ6れてを3ます乙とは、斯様な事實に徵しましても洵に 意義深き乙とと申さねばな 
らないのであ6爻す。 

尙ほ乙乙に一つ申添へなければならない乙とは、 とかく 從來の植民地 fc おきまして は、本_ に於き 
まする家族の傳統が破壞せられまして、 t た植民地特有の物質的、享樂主義 的な傾向と 相 合は36 爻 
L て 一般に本國におきまするょ办劣*植民地の產兒制限に依る出產力の減退が著しい といふ事實•か認 
められるのであ-す。乙れは遇去に おき t する •主として 白色人種の文明國の事例 R 甚くのであ办 
まするが、先に示しました表に依$ましても明かな通6•內地人人口が海外に 出ました場合、 少 くと 
も、乙れまでのと乙ろ、出產力の滅退が全面的に波及して ゐると!& められない といふ事寶は、洵に幸 
ひであ—先に1ベまし奕5_審_の幹雲 S 依4 
する衣らば「蠢民は、怎何れの地域に在る と 如何 f 職業に從事 するとに拘らず、をの 數と 資質 
の增加向上を期し得るが如く5.一と皇麗 SQ 大方針を g 明せられて， q るのであ-〇ますが、それ 
についても、各地域に在住する內地人人口の增殖力の差異を深く考究 致しまして、 夫々 の 地域に 適切 
な具趙的な方策を施策す る 乙とが、皇阈人口政策の根本の一つであると考 へられる ので あぅます。 


一〇結 び 

以上は極めて簡單に大東亞に關する若干の主要なる事货を客觀的に列畢致し t して、， V の氣附いた 
二三の意義を御說明したに止 ま るのであ'^まする けれども、乙れ を專門的に見ます るならば、 恐らく 
數百項目に達する重要なる大きな問題の所在を示して， q ると申 3ねば^らない ので あ.^ ます。 

まづ第一に我々の深く感ずるところは、大東亞に おき ^する人口の分布、皇國の政治 地理的な位 衆， 
大東亞諸民族の諸地域における增殖力な どを 考へますると、皇 K 民族が 指導者となつて 大東亞を建設 
し、其の熒展を圖る場合に何を措いても^づ內地人人口の增强が必要で あるといふことを 益々痛切 R 
感ずる次第であ6ます。 

第二の點は日本民族が指導者となつて大東亞の建設癸展を剿？ S : するためには、多數の優れた內地 
人人口を大東亞の中に配置致しまして、現地 { C お S て原住民と手に手を執，9合つて眞に乙れを指欺し 
をの協力を遂げて行かなければならないといふことであ6ますが、何分十分ではない內地人人口を配 
置するのであ bt すから、總花的に無計靈に配置する乙との不可なる乙とは容易に乙れを知る乙とが 
出來ると思ふのであ6ます。特定の計畫に基き咬して秩序正しく指導者として大東亞の建設發展を圖 
るのに、眞に要所々々を選びまして乙れに配置して行くといふ考慮が必要であらぅと思はれるのであ 
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6 ます03うして fid 置せられた內地人人口が夫々の地域におきまして、をの優れた增殖力を2*镢なく發 
揮し、指導者としての資質を益々向上せしめるための施設を必要と致すのであう^す〇增殖力を遺城 
なく發揮せしめる7»2め R 必要な二三の要點につきまして li 、 lt に事實をもつて指摘致しました ところ 
であ^'ますが、穴だ乙2.で附加へたい點は增殖力、或はまた資質の根柢が深く各地域 ( c おきまする居 
住の形態、生活の內容にかかつて存するといふ乙とであ.〇ます〇卽ち、日本民族を配 S する it 當 
して、^の優れた增灌力を遺钺なく發揮せしめ’爻穴仑の資質をど乙まで毛向上しょうと致し^した 
ならば決して乙の皇國固有の家族制度を破壊させてはならないといふことであうます。家族制度を破 
壊しないやうな形で海外に配®するといふことにな$ますると、^の配置する場合の社#構造•居住 
の形態などを十分愤重に考へなければならないと存ずるのであす〇曾ての日本人街* かどんな機能 
を營んだであらうか、爻たなぜあの日本人街が滅びたかといふやうな乙とも斯様な立場から改めて深 
く考へてみる必要があらうと思ふのであ$ます0 

最後の問題は皇國民と原住民との協力の仕方如何といふ問題であります。乙れは非常に廣汎且つ重 
要な問題を含んで， Q るのであ6ますが、一二氣附いた點を申添へて置きます るなら ば、大東亞の中で 
中國人の勞力が少くとも乙れ爻では最も優れたものとして活用5れてゐる乙と、爻/2勞力政策と致し 
まして•ォランダの政策とィギリスの政策と異なる點などは先に指摘致したのであります〇大東亞建 
設の將 來が 益々 多くの 勞力 、優れ穴勞働力を 必要と するといふことは言ふ^でもない ので あ办ますが 


乙れらの生活狀態を異にし、また環境を異に致しますると乙ろの諸民族の勞働力を如何に育て上げる 
かといふことは、洵に重要であ b ます。乙の場合に深く我々が考へなければなら«乙とは、勞力とし 
てこれを見て li ならないといふことであ6-¢して、問題は諸民族に如何にして乙の大東亞建設の眞義 
を悟らしめ、如何にして進んで乙れに協力せしむるかといふと乙ろまで到達しなければならな v ' と思 
ふのであ^'ます。原住民の勞力の育成、勞力の利用につ§爻しては、つき進んだ將來の2.と爻で深く 
考へておか次ければならないと思ふのであ6ます。なほ各民族間のいろいろの複雜な關係も先 R 指摘 
致しました通6、乙の大東亞におきまする舊秩序下における人口 M 力の渦卷 { C 基くところも少くない 
のであうますから、乙れをも考盧に入れました上で乙れらの人々の勞力を大東亞の建設の/2めに統合 
して行かなければならないのであります。 

要 li 先づ以て皇國民族人口の增强と大東亞におきまするその適切なる fid ® が、大東亞建設発展の根 
本であ6、また東亞一一億民族の安危もかかつてこの點に存するといふ乙とであ6ます。3うしてま 
づ第一に、大東亞の指導者で ある 皇國民族た る 我々*か、乙の m - 大なる事實 を 眞に c ： 赍するといふ乙と 
と、次に進んで乙の事實を普く東亞諸民族に眞に悟らしめ、乙の某礎に立つて大東亞の建設癸展に積 
極的に協力せしめなければ ならな s といふことに 盡き ると 信ずるもので あう 爻す。かくて大東亞建 K 
發展の將來、東亞民族一一億の前途は燦然たる光明に輝いてゐるのであ6ます。 

釕四 SS 大 si 亞©人口と. MW の人 □«: 策 . -5^ 
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第五講人口政策と國土計畫 

一縦の人口政策と橫の人口政策 

旣にお話致しましたやうに人口問題、従つて人口政策の根本は、我々國民の生活の中に深く潜んで 
»るといふ乙とが出來るのであ6ます。^ひ t して/人口政策を徹底3せるためには、我々の國民生活 
の M 念 や、國民生活の內容の中爻で乙れが浸込まなければならな v ' 乙とは、 乙れ 亦旣に申上げた とこ 
ろで あう ます。然るに人口 li 特定の地域におきまして家族を作 6、 更に鄕士を作う、さうして^たこの 
鄕土が集つて有機的に阈家を形造つて、をの下に人口が具體的に生活を營んでゐると申3ねばならな 
いのであうます。，てれで旣に申上げました通う、或る特定の地域の人口現象をとつて見ますと、之に 
はその地域の自然的環境のみならず、一切の社會的環境が反映して現はれて〇ると申さねばならない 
のであうます。斯様に考へました場合に、乙れを我々は人口現象の地域性と稱して0るのであ办爻す。 
人口現象が乙のやうに非常に枚雜な地域性を現はし^して全國土の上に繪校樣のやうに展開してゐる 
のであ6ますから、深く2:の人口現象の地域性を確め、乙れに基いて夫々の地域に適應した人口政策 
を採6まして、その地滅における國民の生活の奥底ま - c 人口政策が浸透6、5うしてその地城の人〇 





現象の不健全なと2.ろを直して行くといふやうに進んで行かなければ、人口政策は徹底しないといふ 
乙とになるわけであ- CNt す。そこで人口政策には二通6の考へ方があるのであ.〇まして、例へば一阈 
の人口政策と致しましてをの出生率をどうして引上げるか、或は死亡率をどうして引下げるかといふ 
ふうに一國全 S 5 の人口現象をそれ en の要因に分圻致しまして、夫々の要因に政策を加へて行くや-〇 
方もあるのであうます。例へて言へば乙れを人口政策の縱の政策とでも申すべきものであ.-〇ます。し 
かし 上に 申述べましたやうに、人口現象は地域的に非常に大きな 特性を 持つて a るのであな嚏するか 
ら、人口政策を本當に我々の生活の內面にまで浸込ませて參6まして、人口政策を徹底しょうと致し 
t するならば、各地域の特色に應 .1: まして夫令の地域に 最も 適當な人口政策を行 li なければ ならない 
といふことになるのであります。前に申しました人口政策が縱の人口政策と致し^するならば、乙乙 
に申しました各地域の特性に從ひまして人口政策を徹底3せて行くといふやうな方を横の人口政策と 
でも 申して宜しいかと思ふのであ6ます。 つま 6 一口に言へば人口政策は橫の人口政策に至りまして 
初めて徹底を期し得ると申さねばならない とい ふことになるので あう /^す。\ 

昭和一七年 一二 月ニニ日附をもちまして人口政策に任じてを6まする哆生省に於§爻しては、大東 
亞戰爭に勝拔くために、また日本民族の永遠の發展を阒るために强く逞し S 皇國民族の增强を期しま 
して、豫ねて全國に互つて健 民 運動の普及徹底に力を注いで參つたのでありますが、今度は新たな試 
みと致しまして、全國に四三の地區を指定して T 健民特別指導地區」と名づけ、乙れらの地區の全居 
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住民に對して厚生省を中心として綜合的且っ黴底的な健民指導を三箇年計畫をもって實施致しまし 
て、をの結果を全國の健民指導目標としょうといふ計盡を打樹てられたと聞いて ゐ るので あり^す。 
さうして2:れらの健民特別指導地區におきましては、地元の府縣と厚生省が一丸となって乙れらの指 
定地區の地區民の出生率の向上を圖$、死流產を滅少せしめ、乳幼兒の死亡の減少を圖6、結核の豫 
防撲滅、體力向上の徹底などに重點を置きまして、徹底した指導を加へて行かうといふことに相成っ 
たのであす。乙の試みは昭和一七年一二月ニニ日附の厚生次官通牒をもち^して關係地方長官に 
癸せられたと伺って ib るのであす〇乙れなども只今申し t した縱の 人口政策から 橫の 人口政策へ 
と一段の進展を見せ六注目すべき新しい政策であると申さねば ならない のであ す。 

斯様に人口政策はその徹底を期するため fc は、どうして 毛 横の人口政策^移って行かなければ なら 
ないのであらますが、乙の横の人口政策を更に撤底せしめて行くためには、全國土に亙.〇爻して産業 
の配置を決定して行かなければならない2.とに相成るのであ4=\ます。っま6乙れがいはゆる阚土計瓮 
と 呼ばれると21ろのものであ6まして、言葉を換へ爻するならば、人口政策は國土計畫と相俟って 初 
めてをの徹底を期し得るとい ふこと になるのであうます 〇 仑乙で本講は人口政策と國土計畫 との 一般 
の關係を極く簡單にお話致し-±して、仑れ から 國土計畫の人口政策 的な 側面、 乙れを 假$に 人口再配 
分計畫と名づけます るなら ば、をの人口再配分計畫の主要な問題を簡單に御說明して®: かうと考へる 
次第であ$ます。『 



二人 口 政策と 國 土計畫との一般的調係 .. 

御承知の通，9昭和一五年九月二四日の閣議に於きまして、「國土計盡設定要網」が決定相成-^まして、 
乙れにょう-±して皇國の國土計盡の根本方針が決定せられたのであ61 K す。乙の「要網 J の第一項は 

國 土計盡の趣旨を明かにしてゐるのであうます •か、 ^の中に「 . 產業•交通•文化等の諸般の施設及 

人口の配分計畫を土地との關聯に於て綜合的に合目的に 構成し、 以て國土の綜合的保全利用開癸の計 
靈を樹立し……」と言ひ、また•をの第三項策凉要領の三に於き まして、 「計畫に當6て li 國土の愛護保 
全を旨とし、綜合的交通計畫、綜合的動力計畫との有機的關聯に於て、產業及人口の統制的配分を圖 
るに重黠を武き、常に防空上の考慮を重規するものとす」と言〇て0る點などから見ましても，國土 
計畫の 中心 li 產業配分計畫と人口配分計晝とに世か n - てゐるのであ6爻して、國土の上に人口ば產業 
と對立して置かれてを6まするところの國土計畫における二つの大きな M の一つであるといふ乙と 
が出來るのであう^す。而して國土、卽ち國家の意思の支配する土地の上に人口と産業とは結合せら 
れ咬して、そこに國民の居住の形態、生活が定められ、爻犮文化*か育成せられるといふ乙とになるの 
であう爻 す。斯樣に國土計畫は綜合的計畫であ6ますけれども、少くともをの一つの遇程として、人 
口政策 的な側面から特に乙れ を 描く乙とが出來るのであります し、 咬六描いて見なければならないの 
第 S 合致策と ■土5 一一一一 





であうます。極めて比喻的ではあうますが、以上の産業と人口と國土との關係、生活•居住•文化な 
どの關係を K 祟し— f 第二八認やうな三角形の圖が出？ので あ 4 す。 看して丁度 i 
でお話しようといふ q は、乙の S 中で矢の方向をもつて示しましたやうに、人口の套からこれを 

眺めて行かう とい ふ 乙とになるのであ 6 ます。 

國土計査は斯くの如く色々な立場から乙れを眺める乙と 
が出來るのであ6ますが、2.乙で申上げるやうに人口政策 
的な®面から乙れを眺めて行くといふ場合に その目的が可 
であるかと S ふことを一應はつき65せて置く必要•かあら 
うと思はれるのであ'^ます。人口政策の根本方針は先に申 
述べました「人口政策確立要綱」によつて定められてゐる 
のであ-す. 0 興土計盡に關聯せしめます場合に旣に申上 
げました「國土計畫設定要綱」は第三項策定要領の五に於 
きまして「人口に關する計畫については、人口の量的質的 
增强と之力地域的職能的の適正なる配分を圖るを以て 目的 
とす」と規定して t ?——。 看して人口政策確立要綱は特に I 資—强 方策の 項に t 
ましてそ sf 示して SQ であ4して、 S 土1 S 行によ文口構成 及分布の合理化を鬭る 



乙と、特に大都市を疎開し人口の分散を圖る乙と，之•か爲エ場，學校等は極力之を地方に分散せしむる 
如く措置す るものと す」 と 揭げて0るのであう t す。要するに國土計査におきまする人口政策的な目 
的は、まづ第一に人口の增殖力の擴大であ^'、第二に人口の資質の向上*第三に人口の能力の完全適 
正なる實現 と v ' ふ三つに歸着するのではなからうかと考へられるのであります。第三番目の目標 li と 
かく忘れられ勝ではあ61 K すけれども、斯様に增殖し t た資質を强化致しました人口が、國家の生產 
力と致しまして、また國家の要員と致しまして仑の優れた能力を遺#:なく熒揮し得るやうな仕耝が立 
てられる乙とが人口政策的に見ました國土計晝の頗る重要な目標であらうと存ずるのであ6ます。 

斯様な立場から國土計畫における人口政策、卽ち人口再配分計晝を考察する場合に、まづ第一に現 
在の人口現象の地域的な特性を明かに致しまして、乙れを吟味する乙とから出發しなければならねと 
思文れるのであ-^1 W す。先にも一言致し t した通り、元來人口現象といふのは特定の地城の自然的並 
に社會的諸條件を最も包括的に集約致しまして贲現する現象であるのであ6まして、また®土計畫が 
廣域經濟建設の要求と自由主義、個人主義に伴ふと乙ろの産業立地、人口集中を國家的目的にょつて 
統制しなければならぬと S ふ緊切な要求に基いて*)る點から見^しても，人口現象の地域的な特性を 
明確に把握致しまして、人口再配分計畫の出癸點を乙 M に求める乙とは洵に適當であると申3ねばな 
らないのであうます。 

第五*人口致策と E 土； t * = 一三 



三都會と農村の人口增殖力 . 

斯樣に考へ爻して、人口現象の地域的な特性を眺めます場合に最も重要な 地域は 都# と農村で あう 
爻す。都會と農村とに於きまして人口の增殖力に著しい相違がある。また人口の資質 fc も大き ^差異 
•かあるといふ乙とは、乙れ li 古くから認められて來たと 2. ろの事實で あ办爻 す〇皇國の 內地の 市郡別 
の普通人口動態率について調べてみ^しても、少くと^;去二〇年間に於き t して、市部の 死亡率は 
郡部ょ$低いのであ 6 ますが、市部の出生率が^れ以上に低いため R 、 市部の自然增加率は郡部のを 
れょ3も著しく低いといふのが常例であ. cv ^< す。然し乙2.で考へなければならぬ2:とは、農村と都# 
とは人口構成が非常に違つてゐるといふ 乙と であ 6 t す ° 兀來都會には働き 盛う の、 また 人口現象の上 
から言へば子供の產み盛6で，死亡率の比較的低 v ' 人達が多數に都會には集つて £) るのであう - i すし、 
乙れに弓比べて農村にお§まして li 老人と子供が比較的多くて傷き盛6の人は都#へ出て參6まする 
から、乙れらの働き盛り、產み盛らの人達は農村においては少ないと申3ねばならないのであうます 
(第一講の人口構成の定型のと乙ろ參照 )02. のやうに都#と農村とに於き^しては人口冓成が著しく 
違つてを6ますか、 b 普通の出生率や死亡率 R ついて^村と都會とを比較致しましても、都會の死亡率 
は低く、^の出生率毛初めから大なる乙とが豫想されるのであ-9ます。乙れに反し t して農村に於き 


爻して li 老人や子供が比較的多いのであ-*'ますから、2.の點から見ましても死亡率は當然高くあるべ 
きであう爻すし、出生率は低くあるべきであうます。そこで普通の出生率や死亡率によ61して農村 
と都會との人口增殖力を比較す f とは困難であ4すから、先に本串上げまし六言に乙れらの人 
口構成の差異を除去致しまして、特別の方法によ4して計算致しまし六ところの毛のが、所 S 难 
化人口動態率といふものであります。この標準化致しました動態率を市部と郡部につきまして普通動 

態率と併せて取繼めましたものが次の第二七表 - C あり^す。 

乙の表を見まして特に顯著な i を二三指摘してみたいと存じます。乙の表に現はれてをう t する 
ところの市部の增殖力、卽ち標準化自然增加率は、農村の標準化自然增加率に比べますると、僅かに 
をの五分 Q 11 SIS と s ふ狀態であ’4す。つ f 都會©人口增殖力は、農村の人 S 殖力の五 
分の二に過—いといふ狀態であ 4 V 、 i なに都會と農村との增殖力には大き1あるとい 
ふことは拘に重大1賽24 す。 市部郡部にお1して死亡率は殆んど相等し S であります 
: A 、 市部の出生率が著しく低いために、乙のやうな大きな增殖力の開きが現はれて'®るの•たといふこ 
とは特に^た注意を要する*^&さねばならな V *のであ6ます。從つて 一口に申しまするならば、市郡 
間に 於— する 增殖力の愚著し S 懸隔は、少なくと赢在のと—出生率§異によつて生じてゐ 
るといふ乙とを見通す乙とは出來な S のであ’ります。更に乙れを圖に示し爻したもの•か次の第二九® 
であう^すが、乙れによ4して過去二〇年間の變動を眺めて見る乙とと致しませう。 
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■ 市郡拥搌準化出生牟死亡率及自然 
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市郡共に自然增加率は圖にょつて明かな通^'•たん•たんと高ま〇て來てゐるのでありますが、をれは 
主として 死亡率が下つて»る 乙とに 基いてゐると思はれるのであ す。 乙の死亡率の改善のあとは 
市部において特に顯著であ^' まして、 郡部においては洵に遲冷たるの感があるので あ^' ^ す。 從來、 

市部の死亡率! i 郡部ょ6も高か 
つたのであぅ^ すが、 市部の死 
亡率の低下は速かで、郡部の死 
亡率の低下が遲かつた結果と致 
しまして、近年に至りまして丁 
度相等しくなつて*)るといふ狀 
態であぅます。又、市部の出生 
率には、出生率減退の傾向が恝 
めら n るのであ6ますが、郡部 
の出生率においては斯様な傾向 

はあま bm めることが出來ないのであす。要するに市部の增殖力は郡部に比べ^して我々が常^ 
的に考へて D る以上に大きな開きがあるといふ乙とが明かでありますが、をれ li 現在のと乙ろ市部の 
出生率が劣つて/ D るといふ乙とに歸せられるのであ6ます。 

I 人口致策と 一 土 S . 一一一七 
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なほ乙2. に見通しては次ら卺い乙とは、市部と郡部の死亡率について改善の速度に著しい差異があ 
ると v> ふ事實であ-^^す。 乙 の事實 がどういふこと を 意味して， Q るかと申しますと、一般に郡部自趙 
の死亡率の改善が、全面的に市部に對して遲れ てゐる乙とは 明かで あ办ますし、をの上都 部 人口交流 
の關係を通じまして、都會は 少なからぬ 死亡率を農村に轉 嫁してゐる乙と を 推測する乙とが出來るの 
であ 6 ます。 を 2. で人口政策の 上から申し爻して 重要であ 6 ますのは、- 厚生施設の 配分•か、先程來申 
上げ ^ した 都會と農村との死亡率の 傾向に對しまして、どういふやうな狀態に相成〇て ft るかと いふ 
乙と であ 办ます。) 

今をの最も代表的な厚生施設と致し爻して、醫師の分布とをの 變化 とに一瞥を投じて見る乙とと致 
し^せう(第三〇圓參照)。內地人口の三割三分が六大都市を含む府縣と屜岡縣とに集つてゐるのであ 
办爻すが、醫師は NJM に四割七分の集中を示してゐるのであす。遇去二〇年問に於き^する•七大 
府縣と爾餘の縣との醫師の增加の速度の差異は一目瞭然であ^ vfK す。大正一四年から昭和五年までに 
增加致しまし2國 SS 七割七分、昭和五年から昭和 一 0' 年までにはを Q 八割五分の多く•か七大 
府縣に於て增加を致してゐるといふ實狀であ6ます。七大府縣の人口增加率は非常に著し VO 乙とは申 
すまでもないのであすが、2.乙における醫師の增加率はそれょうも遙かに大きか〇たのであ6ま 
して、 A ロー 萬人當$ の 醫師の數は明かに增加を示してゐるのであ $ ます。他の農村的な道府縣にお 
S ましては 事情は乙れ と全く 反對である2. とは 明らかで あう ます。衣 ほこの 黏か ら考へましても、、 
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ullo 

口政策の見地から見ました®土計畫は*所謂厚生施設の配分といふ やぅな 乙と につきましても、 只今 
申上げましたやぅな人口現象の變化 とょく 睨み合せて、適切な配分を實現 するといふこと が 望ましい 
乙とは乙の一例をもつて致しましても明らかで あらうかと 存ずるので あうます。 

5て.， m を元にかへしまして、先に私の計算致し1したと乙ろに依う t して申上げました都鄙の人口 
增殖力の差異は、なほ他の色令の研究の結果を見^しても明か Rin と同様の2.とが言ひ得るのであ 
うます。特に九州帝國大學 Q 水&治夫博士が、大都市につして計算せられ.^し左蠢 人口に對す 
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第 29 表水岛博士算定都部別安定人口に 
對する標準化®)葱毕（昭和1炸） 


勤 

m 

內地 

10 萬 以上 
都 市 

10 萬未 » 
町 村 

出 

生串 

% 1 

31.69 

% 1 

22.79 ! 

% 

35.24 

死 

亡串 

16.85 

19.23 ' 

17.48 

* 

自然增加串 

14.84 

3.56 

17.76 


館稔記：水島博士 S 表，本邦の眞の人口自 


然增加牟一人口問題硏究，笫1卷第6« 


る 標準化動態にょつて見 t してもをれ li 明らかてあ bt す。仑 
の結果を 取纒 めて出し t した毛の•か第二八表と 第二 九表とであ 
うます。之について見ましても、都鄙の人口增殖力の顯著なる 
差異は明らかであ^'まするし、乙の差異を現 li して^)る決定的 
. な要因が出生率の差である乙とも亦明らかで、大都市の人口增 
«2>殖力は驚くべき潰滅的狀態を示してゐるといふことに注意しな 

に 

IX ければならないのであす。 

51 

15.9 四滔々たる人口の都市集中 

BB. 

都會と 農村におきまする人口の增殖力の差異 li 以上 申 上げた 
やう ^ • 狀態で あう ます。御承知の通り近代文明の下に おち」 ましては、皇國に於きましても滔❖たる人 
口の都市集中が長年に亙〇-て繼賴をして來てゐるのであります。明治の中頃以來•近代產業が癸逹す 
るに伴ひまして、人口の近代的都市集中が開始せられて參つ六のであう^す。乙の人口の都市集中が 
段々と繼績致して參り爻して、乙の前の歐洲大戰の時に皇國の產業が急速に赛達するにつれて都市集 
中も著しくな办、さうして更に世界恐慌の時代におきまして、いくらか都市集中の勢ひは緩和せられ 

第五»人口致 策と W 土 針晝 ニーーー 



たのであ 6 ますが、をの後滿洲事變を經過致しまして、皇國の經濟が漸次構造的な變化を起して參 6 
まして生産力の癀充が行はれるに至再び 乙の 人口の都市集中は促進せられて參つたのであ61 w す0 
特に隼戰時體制を經過して支那事變の癸生に至うまして、乙の勢ひは 益々 激成せられ V - 參つ穴 と 申3 
ねばならな S のであうます。さうして乙れらの人口の都市集中が何に基いて起つたかといふ2. とに つ 
き^して li 色々の御研究が lie にあるのであう ^すが、 乙れらの 硏究によう t すると、何れも人口の最 
も大きな集中を示してを办まするのは特に大都市で あう まして、人口は大都市に向つて集中して來た 
乙と が明らかであります。さうして人口の 一番 集中せられ ましたと 乙ろの 大きな理由は、これらの大 
都市に工業が集つたといふことであり^す。特に重要な工業が何れ名大都市に集中したといふことに 
よつて、乙の人口の大都市集中が惹き起5れたといふことが言へるのであうます。 

3うして人口が都#に集中する反面におきまして、農村におきましては段々と若い 働き 盛6の人口 
が割合に少なくなつて參6まして、乙れに反して老人や子供の數が比較的殖ぇて來るといふ傾きをも 
つて來たのであうます。都會に人が集つたといふ理由は色々あつたのであ61 H すが、例へて申しまする 
と、婦人の中には結婚のために都會へ行く人毛少なくないのであ61 K す。しかし-都會へ人が集 t る大 
部分は何れも農業を去して，商工業に從事するために都會へ集つて來るといふ理由が絕對多數を 
占めてゐるのであうます。從ひ t して自ら年齡もこれによつて定爻るのでありまして、國民學校を卒業 
致しますやうな年齡から、二九歲爻でにかけて、最も多くの人口が農村から都會へ疣れるといふことに 



なるのであ 办ま す。左樣に考へてみます ると、 人口が都市に集中す ると いふ 乙と R つきしては、乙 乙 
に見逃すべからざる重要な人口政策上の問 M が潜んで0る乙とが明らかに相成るであらうと思はれる 
のであ6ます。卽ち，都市集中が續きま すと ^村の人口構成は非常に悪くなるといふことであうます。 

尙ほもう一步進みまして、戰時下におきまして乙の人口の都市集中が、どんな規模を持ち又どんな 
形態上の特色を持って行はれて來たかといふことを申添へて置きたいと思ひ^す。をれは昭和一五年 
の國勢調査の結果を前の昭和一〇年の國勢調査の結果に較べて見ますと、第三〇表に揭げ爻したやう 
に、全國で一四の縣が、人口の絕對的な減少を示して0るといふ乙とであ〇ます。さうし t して乙れ 
らの人口の絕對減少を示しました縣は、何れも以前から他の府縣に人口を送6出してをした、 Ir 1 
はば人口供出縣とでも言ふべきものであ61 H す。 

斯様な點から考へましても、戰時下に於き^して人口の地域的な移動が盛ん R なって、從來から人 
口の流出を致してをうました縣に於きましては、如何に多くの人口の供出が行はれたかといふ乙とを 
示して0ると思はれるのであうます。つま6これらの一四の除に於きましては、をの縣で增加致しま 
した自然增加以上の人口を他の府縣に送り出しましたために、人口の絕對數が減って0るといふ乙と 
であうます。尤も乙れまでに行はれました國勢調査の結果にょうましても、縣にょ-〇ましては人口を 
失つたといふ縣は三つや四つあつたといふ乙とはあるのであ办ますが*乙れが一四箇の縣に爻で及ん 
♦たといふことは、恐らく皇國の近代經濟下最初の NJ とであります。 
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第 81 表市用人口臂加串 CB 和10年一昭和15年） 
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205,989 

1 
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203,862 

下 
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和 

歌 
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熊 


本 

194，139 

横 

須 
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193,35 8' 
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兒 
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190,267 

金 



j 186,297 

m 
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昭和15年昭和10年 
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人 口礅加率 
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29,461 

9.7 

熱 

海 

24,477 

12.1 

拥 

本 

- 6.7 

首 

里 

17,537 

- 9^2 

中 

津 

29,414 

-r 3.0 
" 1 






また/ VJNJR もう一つの例を擧げて見ますると、第三 一 表 
の如く、昭和一五年の國勢調査の當時、全國に凡 KV 市と名 
の〇く都市が一六八あるのであ-^ますが、その中で四六の 
都市が、やは6人口の絕對減少を示してゐるのであ.り^し 
て、をの他•人口增加の殆ど言ふに足，9な S 市が、四八も 
あると S ふやうな 狀態で あ办ます, 0 つま 办乙 れらの人口を 
失った市は、何れも地方の中小都市が多いのであ6まして， 
これら地方の中小都市が仑の附近から集め t した人口を、 
更にこれを纏めて大都市へ送6出してゐるといふ狀態を我 
我は知る乙とが出來るのであ.9ます。3うして人口增加率 
の著しい、人口を吸引しつつある都會を®ベ擧げて見^ 
すると、何れもこの昭和一〇年から一五年に至る戰時下 R 
おきまして ブ TS ツクをな して， Q るといふ 乙と が明らかにな 
るので あ办ま す。 つ 吱 2言葉を換へて申します るなら ば、 
乙れ らの 人口を 吸引して^ると乙ろの地域が 明睐 R 、 全國 
で四つの都市 ブロックと い ふ形で 現 はれて 來 たと v ' ふこと 




が*最近における人 □ の地 a 的移動の大きな特色であります。乙の四つの地域と申しますのは、凍京 • 
川崎•橫濱といふやうな都市を中心と致しますところの京渚都市地域がをの一つであります。今一つ 
は名古屋を中心とす〇地域であうます。第三番目が大阪•神戶を中心と致します都市ブロックであ6 
まして、阪神都市地域を形成して^るのであうます。第四番目は北九州の都市ブロックでありまして、 

一解岡、八幡を 中、 いと致しましてあの近所にたく 3/1あ^'ますと乙ろの都市の一群と、をれから下關市 
から宇部市 R かけての都市であ^' ^して、 乙れを笫四番目に、いはば關門集中地滅を形成して * るの 
であ 6ます0申す爻でもなく斯樣な四0の都市ブロックが全國的に形成せられたといふ乙とは、戰時 
下における生産力擴充が、如何に強烈に乙れらの四つの地域に於いて行はれたかといふことを物語つ 
てゐるのであ6爻す。言ふまでもなく乙れらの四つの地域に人口が集中致しました理由は、乙れらの 
四つの地域に重要な工業が集中してゐるといふ結果に他ならな v » のであ6まして、乙れらの都市を含 
む府縣に內地の重要工場の過半數が集つてをるのであ6爻す。特に最近はをの傾向が著しいのであも 
まして、 昭和二一年以降昭和一五年に至る四箇年間に、內地全 ® に新設された工場の殆ど半數に相當 
するもの、また乙の期間に增加せられた內地全體の工場從業員の七割以上に相當するものが乙れらの 
地 M に集中をして*ると云はれてゐるのであ^'ます。乙の事實に徵して見ましても、戰時下に於きま 
する生産力の镔充が、從來の如き工業の偏在に某きまして、乙れらの特殊の四つの集中地域に、著し 
S 人口の集中を惹き起したといふこと li 最早明らかであらうと存ずるのであ b-i す。 

第五 K 人口敦策と K 土針畫 ニーー九 
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斯樣に考へて參うますると、近代文明の下に於きまして人口が都市に 集中する、就中大都市に 集中 
するといふのは、乙れは近代文明下における一般的な傾向であ6爻す。特に我が國に於き爻しては、 
第一次の歐洲大戰後においてこれが激成せら S と共に、今次の戰時下に至4して、再び異常な速 
度と異常な規模と をもつて 激成3れた AJ とが明らかであ^ c \、3 うしてをのために 全^ の 四つの都市 集 
中ブ〇ックが出來まして 多くの 人口が集 - CN 住む とい ふことに相 成つ たのであう^す。 

先に都鄙における人口の增殖力に著しい差異のある d とをお示し致したのであ 6 ます。 を乙で 乙の 
人口の都市集中乃至は大都市ブロックへの人口の集中が、人口政策的 (C 如何なる意味を持つて ©るか 
と申しますると、2.こに二〇の重大なる問題が出て來るのであ 6 ます。その一つは、人口の 增殖力が 
豊かで資質の勝れてをうますると乙ろの農村から人口が都會に集-〇爻して、增殖力の低い都會こ集〇 
て生活をし、をの低い增殖力の適用を受けて參ると云ふ AJ とであす。夙に古屋芳雄先生•か指摘せ 
られてゐます f、 資質に於4しても、農村に較べて都會の方が遙かに劣ると思はれるのであ4 
す。をの半面に於きまして、もう一つ我冷の見逃す2.との出來ない重要な事實は、人口を邁度に洗出 
致しまし產村に於—しては、その人口構成が非常に？で來るといふ S であ 4す。1 
を第三一圔としてお示しした次第であ6ます。之 R ょつて特に注目を惹きますのは人口構成の 均衡が 
破れて增殖力 Q 低下が現はれて？，0ると S ふことであ4す。旣 k 零 S ら四歲と^ふ子供の人コ 
が減？來てI?言$どれは農村の增殖力が特に衰へたといふ1衣くして、寧ん農寸 





全國(昭和 10 年） 某村(最近） 


山本光 
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におきまして產み盛名人口が， Qf ? た 2 に、子供の數が少なくな？來たとい全とを反映 
してゐるのであうます。從ひまして我々の方では、乙れを農村人口構成の崩壊と唱へて0るのであう 
ます。3うする と 只今申上げました乙と 5 r かひ摘んで申上げます るならば、 人口の 都市 集中が It 的規 
模にお S て結果する事實は、人口政策的に二つの側面を含/ I で ゐ るので あうまして、 一つは、全國の 
國民 f く. 增砸力の低 s 又賽 S 劣る都市生活の中に追ひ込ん S ? いふ ことと、 今一つは 
乙のために農村の人口構成が非常に傷みまして、農村の人□增殖 力が、 人口 構成が傷ん•たとい ふ 側面 
から傷つけられて來ると s ふ二つの重要なる事赏に當面する乙とに相成るので あす。 を 乙で 人口 
政策の立 4 から見ました^土計畫におき^して.は、如何にしても乙の人口 都市集中に、 何等かの 規制 
を與へなければならないといふ, VJ とが、唯乙の簡單な事^ にょ办爻しても明かであらうと存ずる次第 
であもます。 

五地方の增殖力 

以上におきまして、 私は 先づ 地域を都會と農村との 二つに 分ち t して、 をの人口の 增殖力を中心と 
致しまして、人口現象の地域的な特性を觀察 すると 共に、 現在、 如何なる規模を以つて斯くの如き都市 
集中の蠢か進行して ， Q るかと 5, 貪と、 ま？ の人口 政策 上見逃すべからざる 5 S 味を指摘し 












たのであ4す 。 f ns 力〇地域1 S 气道— f して觀— しまして 
之について一言す る NJ とと 致し ^せう。 

やは矣に * 上げましたやう—法—ちまして年齡構成 If 除去して f — しました道ま 
縣別の動態？用—して —— sff Is 果—繫まし §•1 一三表で 
之を第三ニー三四園として圓示致しました。 

g irr ^ r XI 广 M れにょ4して氣附—す ことは、 
猶 .. \〆 —縣にょ4して如何？人口增殖力 

」鍾111!:|! 

脚 s 7 .\ V 致しまして、全國を幾っかの人口政策的 
TO ^ // なブロックに分けることが出來るのであ 
咖ぐ ^ * X > M**<> うます。程めて簡單に AJ れらのブ P ック 
迸 11 35-3 l =«2 rnf 23 K に一括致しましてそ sf 說 f 
32 B _ iiicl : 3*2: 2 すと.凡そ次の如くに相成るかと思ふの 
0 / li ^ _ であ-^ ます。 

.• 一、*海道區(北海道)——死亡率は通 
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常であるが、出生率高く、從〇て自然增加率大である。 

二、 東北區(靑森、岩手、宮城、秋田、山形、癲島、新淇) —— 死亡率高きも出生率も高く、從つて 
自然增加率は極めて高い。 

三、 關東區(茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈;||、山梨) —— 出生率高く、死亡率低く、 
從つて自然增加率は極めて高い。 

四•北陸區(富山、石川、一雇井}出 
生率低く死亡率も高く、從つて S 
然增加率も極めて低い。 

五、 東海區(靜岡、愛知、三重、長野， 
岐阜) —— 出生率稍々高く死亡率 
低く、從つて自然增加率は高 S 。 

六、 近畿區(滋贺、京都、大阪、兵庫， 
奈良、和歌山) —— 出生率最も低 
く、死亡率稍々高く、從つて自然 
增加率は極めて低く、北陸を除け 
ば全國最低である。 

第五 is 人 □ 致策と闺土針畫 11三五 






11111 六 

七-中 阈區ハ鳥取 •島根、岡山、 廣 島- 
山口) —— 死亡率低きも出生率低陴 
く、從つて自然增加率は近畿區に g 
次 S で低い。鳥取及島根 li 爾餘の ^ 

三縣と ii 若干趣を異にする。鳥取* 奶的 

用10 

•島根の自然增加率は比較的大でぁ飾 g 

50 ^ ( 

る «■ 

八、 四國區(德島、香川、愛媛、高知)觥例 
——瀨戶內海に臨む縣は岡山、廣 ■ 

島及山口三縣と極めて類似してゐ第 
るが、出生率僅かに高く、死亡率 

は僅かに低く、從つて自然增加率は僅かに高い。 

九、 九州區(福岡、佐贺、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿兒&、沖嫌) - I 出生率高く、死亡率稍々低 
く、從つて自然增如率は高い。但し北部と南部とは相當著しき相違を示してゐる。北部は中國 
及瀨戶內と極めて類似した特徵を持つ9南部は增殖力掻めて高い。 

まづ第一に問題は、边府縣別の增殖力を決定する要因は、出生、死亡いづれに在るかといふ問題で 



あうます。先に掲げた統計表にょう爻すと、昭和 1 〇年の道府縣別の出生率の分布を見ますると、最 
高山梨縣の四三から最低大阪府の二三といふ大きな幅を示して £) るのでありまするが、死亡率 li 最-^ 
石川縣の二三から最低束京府の一五に分布してゐるのであ6ます。出生率と死亡率との分布を圖に示 
しましたものが次の第三五閟であ6ます。乙の圓にょうましても明かなやうに、一般に道府縣別に見 
兮した場合には、. v の地域別の增殖力の差異を決定してを$爻す要因は、死亡率ょりも寧ろ出生率の 

如何にあるといふ乙とが出來るの 
* であ-^ます。 

^ 次に 人口 增殖力の差異が、社會 
353%.的 •經濟 的 •文化的な 要因と何等 
932 %.かの關係を持つ とい ふこと•か 以前 
262 a から議論せられて參6ました。人 
23%.口理論の上から申しますると 、 M 
^ る乙れは$要な問題なのであ6爻 
> す。を乙でまづ先に揭げました 道 
*302ss15tosc 府縣別の動態率と、乙 n らの 要因 

»««« の中主要なものを選びまして、そ 
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の間にどんな統計的な關係が あるかと いふ 乙とを 一應調べて みたのであります。 

爻づ第一に選びました指標は、都市化の程度を示す指標で、乙れを現はすものと致し吱して、人口 
密度、市部人口の割合、自府縣出生人口の割合、^業人口の割合、工業人口の割合をとつたのであう 
ます。乙れらの指標につき爻しては統計的方法と致しまして幾多の問題を含んでゐる乙とは申す^で 
もないのであ办ますが、をの中で特に一言お斷 - CN しなければならぬのは、自府縣出生人口の割合をと 
つたと S ふことであ办ます。乙の指標の持〇意味は、都市が持つてを. CN まするところの異質性の程度 
を現 li す、また逆に申しますならば、同質性の程度を現はすと乙ろのものであるといふ乙とが出來る 
のであ办ます。やは. CV また、同じ指標がその土地の人口移動の狀態を示して^)るのであ6ます。斯樣 
な意味におき^して、都市化といふことを現 li すために、以上の指標を求めて見た ので あナ〇 
第二に所得の程度を指標化してみたのであ4すが、所得を生產 、貯蓄、所得税統計、 乙の三つの 
方面から抑へるといふつも6で、まづ第一に人口一人當6生產偾額を取つたので あ6ます。 第二に K 
ロー 人當6の郵便貯金高を取う、第三に第三種所得税納税人員の割合を取つたのであうまナ〇 また 最 
後に狹 S 意味の文化の1を示す J と致し tv 、 女子の馨女聲校就筆とラ•シォ2芨率とを 
取つたのであうます。乙れらの指標を取うましてい! i ゆる相關係數を計滇したのであります が、をの 
結果を取機めてみましたものが次の第三三表であ.〇ます。 

乙の結果表に現はれてをすると2.ろの重要なる事. K - を二三拾ひ上げて簡單に記す乙とと致し^ 
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昭 10— 

〔 l 〕 x = 揉準化出生率 


了 

昭 .5 


一大一 1 T - 大9 


( 1 ) 

( 2 ) 

(3) 

(4) 
C 5：) 
C6) 
C 7) 
C 8) 

(9) 

( 10 ) 
C11) 


密 度 

人口 牟 

生人口割合 
戸數串 
業貝劄合 
a 1人常生產餌 
人口1人當郅便貯金 
笫三種所得稅納枪人 A 胡合 
女子中等學坟就畢串 
ラジオ 0取世帶刻合 
檩準化死亡率 


人 口 

市 部 
自府縣出 

fe 家 

工場従 
人 


-0.503 - 0.545 - 0.642 - 0.438 
-0.686-0.671- 0.647 - 0.495 
—+0.774 —+0.653 

+0.689 + 0.654 f 0.646 + 0.631 
一 0.66 G - 0.376 — 0.333 - 0.258 

- 0.6 41 - 0.616 - 0.373 - 0.403 
-0.598 -0.579 - 0.446 - 0.396 
-0.828 - 0.766 - 0.652 - 0.177 

- 0.618 - 0*387 - 0.493 - 0.293 
-0.620 — — ~ 
一 0.032 + 0.130 + 0.101+0*2 ハ9 


(1) 人 口 

C 2) 市部 人口 串 

(3) 自府 K 出生人口割合 
C 4) g 家 戸 » 串 

(5) 工場従業貝割合 

(6) 人口1人 當生產餌 
C 7) 人口 1人當®便貯金 

(8) 笫三秤所得悦納役人 A 割合 

(9) 女子中等摩校就珥串 
C 10) ラ ジオ班 取世帶割合 


2〕 X = 標準化死亡串 

密 度 一 0.220 — 0.139 +0.080 十0.402 
-0.221- 0.147 + 0.170 + 0.413 

- +0.203 - 0.280 

+0.112 + 0.139 — 0.096 - 0.388 
+ 0.166 - 0.095 ->-0.039 -r 0*343 
-0.081-0.062 +0.068 + 0.447 
+0.022 -0.083 + 0.099 卞0.407 
- 0.006 - 0.130 - 0.000 - 0-334 
-0.118-0.146-0.165-0.027 
+0.128 - - ~ 


n 


[3 〕X = £i 準化增砬力相數 

密 度，— 0.300 — 0.364 — 0.463 —0.582 
-0.450 -0.443 0.645 - 0 643 
- +0.328 -+0.600 
+0.517 + 0.440 + 0.505十0.652 
-0.519-0.221-0.288-0.391 
-0.570 -0.461-0.311-0.601 


(1) 人 

(2) 市郎 人口 毕 

(3) 自府躲出生人口割合 

(4) S SC 戸 數 串 

(5) 工場從菜 fl 割合 
(6-)人口1人赏生產餌 

(7) 人口 1人赏郅便貯金 —0.523 - 0.422 - 0.406 - 0.599 

(8) 第三? S 所ね.役納役人貝泔合 —0.680-0.519-0.460 -0.421 

C 9) 女子屮等垠校就學牟 -0.712-0.224-0.249-0.211 
(10) ヲジオ*£取世帶钢合 一0.44 S — 

僱考沖 S 躲を除く檫準化榷殖力指*: = 捺準化出生串.：揉準 
化亡串 ;X 100,算式： ^=^ xy / D 1 xoy 
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せう。まづ第一に乙乙に揭げ爻した色々の指標と出生率との間には、極めて明確な相關關係を誰める 
乙とが出來るのであ办ます。然るに死亡率との間には殆ん どこれ を認める乙とが出來ません。しかし 
先に一言致しましたやうに、地域別の增殖力の差異を決定して を 6まするところの要凶が、死亡率よ 
6もむしろ出生率にあ6 と 致しまするならば、出生率と 乙れ らの指標との間の關係が、增荊力を決定 
する上に於きまして極めて重要な乙とと相成〇て來るのであうます。 

を乙でまづ我々がは〇き6させて置かなければな6ません乙とは、恰も出生滅退理論といふ理論が 
對象と致しまするやうな意味におき-±して、近代的な出生滅退といふ事實を皇阈內地についても之を 
確 M する乙とが出來るといふ NJ とであうます。近代的な出生減退を說明する理論は洵に色々分れて ft 
るのであ6ますが之を大別しますと、社會關係の基本的形式の差異から說明しようとするものが一つ 
と、もう 一〇は頹利の程度によつてこれを說明しようとするものであ办爻して、第三番目には我々の 
理性、或 ii 合理主義の癸達の程度といふ點からこれを說明しようとするものとの三つに分ける2:とが 
出來る® • であ$ます。2.の中の社會關係の基本的な形式の差異によつて、乙の出生滅退の事‘ K を說明 
しようとする理論を、2.れを社會環境說と稱するのであうます0また或は乙れを都市化說とも呼んで 
£>るのであ合ます。乙れに對し爻して、一猫利の程度によ办まして說明しようと致し^すると乙ろの說 
を頫利說と呼んでゐるのであうます。また最後に理性や或 ii 合理主義の癸達の程度から出生減退を說 
明して行かうといふ理論を理性說と名づける乙とが出來ると思ふのであ bt す。仑乙で乙れらの出生 



減退理論 §1 しては、旣 S 話を致したところ24す•か、 i ではこれらの三つの說か夫々 

重 f 置 S てを 4 す 1 の三 S 要素、 卽ち社甚係 §式と、福利と、理性乃至は合理主義 

といふ—か1に働 s ti ろの f 大—代表的 I ?1め—か出來 

るのであうます。 ， 
左様に考へて參办ますると、出生 減退—のどの理論を 採る かとい ふ乙と1 る 乙とながら、乙れ 
らの三つ■因が働 SSI たけはほ 1? あ—ら、—一一つ の—?のどこか 

の崩し等查— 人 i の 上——考へ蠢けれ— 營とであ 

ると申3ねばならな S のであります。 

—最—一つ申上げ5のは先に揭げました表によ4して、出生率と死亡率との地域的な 
分布^(よく3 VI すると、旣1から——といふ法則が人口 1— る—に1 
々稱へら1§2うますが、—人口動？行法則と中し？ S 、 色々の人によつて—力 
違 ふのであ 4 すが 、 S 中には出生 S 高 slii 死亡率 H. 出生率の低い S 芭 死亡轉も 
低いと S ふふうに i 的に見まして出生率と死 i とが平行するといふ一つの法則—んで t こと 
よ確かな？あうます。と驚が先に揭げまし穴と—に i ますると、出生率と死亡率とは必すし 
^平行し5な S と S 貪とが明かに—？あ喜す。つま6斯着標準化動態率—'^まする限 
々にお—して、又我が國の事货について考へて見ます限うにおいては、動態率の平行が存在し5 

二四一 

第五麻人 n 致策 tw 土針畫 



I1H1I 

といふことになるわけであ.〇爻す〇最高の出生率、最低の死亡率といふのは、 乙れは言ふ爻でもなく 
人口政策上の絕對の耍求であ d すが、この點から動態平行法則を吟味す る必要に迫られてゐる折柄、 
以上の結果 li 頗る重要であると申3ねばならないと存ずるのであ.0,爻 す。 

以上におき爻して、私 li 道府縣別 (C 人口の增殖力の地域的 特性と、乙れ^關する若干の分析を試み 
て參つた？あ4すが、その結果と致しまして都市化といふことが出產力を引下げ f とにょ 4 
して、增殖力を引下げる傾向を持？， Q — とは、以上 S 果层 f して筆疑 ふこと が出來 ない 
と存ずるので あ ぅます。 

六都會の增殖力 

そこで今度は進んで今日都會と目されて* る 地域のみをとつてみまして、をの 增殖 力の 也或的特哇 
に一瞥を投じる 乙とと 致したい と 思ふので あ$爻す。乙2.に至3ますると資料が非常に制限せられて 
參$まして、また 乙れ らの資料を取扱ふ上において 非常な 手數を 必要とする のであ 6 まして 甚だ 不十 
分で あ $ます•か、一應只今手許に出來てを 6まする 結果に 〇 いて 掻く 槪略を示してみたい と&ふので 
あ办ま す。 

まづ 昭和 一〇年 一0月一日現在にお—して、全國で市制の實施せられてを4 すると—の 一二 
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七の地域をと〇て觀察する乙とと致します。例に1 
つて一一一七の市につき爻して標準化動態率を求めて 
見たのであ'^まして、をの結果を表にして示し^し 
たものが第三四表であす。 

乙れらの結果を見ますると、まづ第一に氣附かれ 
吱すことは、出生率は八戶市の三六から高知市の1 
八に分布してを-^^して、乙れまた相當分布の幅が 
廣いと申3ねばならないのであ-^ます。乙れに反し 
て死亡率は金澤市の二五から市川市の一五に分布し 
てを^ N ますが、特に一八の前後に莱しい集中を示し 
て £) るのであ^'ます。乙の二つの出生率•死亡率の 
分布を圖に示しましたものが次の第三六圖であ 
す。斯樣に乙乙でもまた各市の增殖力の差異を決定 
してをすると乙ろの要因が、死亡もむしろ 
出産力の如何にあるといふ乙とが明かになると思 li 
れるのであ^'ます。 

第五溝人口政策と s 土針畫 11 Er 


先に揭げました第三二——三 四園 fc ょつて見られる通6、都市の人口增殖 力が地域的な特質を 持つ 
て， Qts ふことに、我々は注意をしなけれ f — いと存ずるのであ4す。卽ち多少の例外はあ 
6 ます力いつれもをの都市が所在してを^'ますと NJ ろの道府縣ブ P ックの 人口增殖 力の地域的な 特 
性—反映して t と xf 24す。然らば斯く Qf 都市人口の增殖 力の地域的な特質 

の由〇て來たる所以は何でありませぅか。都 
? 市社會學に、有名なラグ H ンスタィンの法則 
v £ といふものがあり爻す。その法則は人口の地 
30 «.域的移動が距離的な制約を受けるといふ乙と 
に關する法則であ6ます。卽ち人口の移動覺 
SV は他の條件にして等し v ' 限ぅ、移動の距離に 
11 - ai . 反此例するといふ 2 .とであ- cn ます。かくの如 
き事實•か、原則として 皇國內 地においても認 
められるのであす。第三七圖に揭げ爻し 
たのは、籮岡縣の若松市の例であ4すが、これによつて見ましても、大馨松市を中心と致しまして 
半徑一五〇轩くら§地點から大多數の人口が集つて來てゐ t と.か明かになるのであ 6 ます。 さう 
して•たんだん遠隔な地に及•ふに從ひまして集つて來て§人口が滅つて^^るといふ乙とが明かに窺は 


率 

亡 

死幻 
及 f 
牟10 

生和 
出昭 
化 C 

準箱 


F 
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れるのであ-^ t す。かやうにして都市の增殖力が地域的特性を持つて， Q るといふ事實は、乙のラゲ* 
ンスタィンの法則によつて說明する乙とが出來るので li ある^いかと tg 測致すのであ6爻す〇卽ち都 
會附近の鄕土に根を持つ/2多くの人口が、都會を構成して鄕土の文化を都會に移入してゐるからでは 
ないかと考へられるのであ6爻す。固よ办都會から鄕土への移入•か、鄕土の文化に作用を及ぼして a 
る i とも見遁してはならないのであ. CN ^ す。兎に角、增殖力の高い地方に在る市の曾殖力は高く、低 
い地方の都市 li 低いのです•か、何と云つても、各都市とをの所在する道府縣の增殖力とを較べるとや 
はう市の方*か低い乙とは明かです。特に道府縣の出生率とその含む市のそれとの間には明睐な差異が 
あ 6 ますが、 乙の差は道府縣中に占める市部人口の此重と所謂都市的なるものの出生率に對する歷迫 
との二つのものが示3れてゐると思ふのであす。東京府に於きまする八王子市、福岡縣におき^ 
する直方市の二つの例を除きまして、いづれの市の出生率もすベて所在道府縣の出生率よ6も明かに 
低いのであ6ます。八王子市におきましては、東京府における東京市の比重が非常に大きいといふこ 
とと、八王子市自體が極めて農村的な要素を多分に含んで^るといふ乙とに歸せられると思ふのであ 
$ます。 M 岡縣の直方市においても殆んど同様に說明する乙とが出來ると思ふのであります0 

次に從來都市の人口の大きさとか、人口密度とか、工業化の程度などが、都市の人口增 m 力と 密接 
な關係を持つと考へられて來たのであうます。そこで極めて粗略ではあ6ますが、若干の此等の指標 
と、都市人口增殖力の差異を決定する標準化出生率との間におき^する統計的な關係を調べて見たの 




笫 35 表昭和10年市別搌準化出生串と 
若干の指®との相關保數 


x = 標準化出生串 

Y = 

r = 

1) 他府薛出生人口の割合（昭 • 6 ) 

-0.432 

2) 人口數（:昭 .10) 

-0.156 

3) 人口密度 C 昭 . 1〇) 

-0.247 

4) エ菜人 b 割合（昭 .5) 

+•0.021 

5 ) 柔人口#！合（昭 .5) 

+0.427 

6) 標準化死亡串（昭 • 1〇) 

+0.142 


北海迸及沖観を除く 
2>-5) は人口 5 萬以上®市 


であ 4 す。先运上げ ts ' 人 ni とし V - Kf と中—と小都 t 袋括的に分け 
て見ますと、大都 S 出產力—かに低いとい全とは明かで t ますが、1五 til る^ 
各市の 人 n 故と出産力との間泛明 f 相麗 fs る i が出 fs 24す。又、人 S 
度につ—し5、先 l £¥ f し S 合泛1關關1含とが出來たのて 
あ1 4 S のみをとつ2合にはこれ I める—か出来ないのであ4す。しかし前に申しま 
したと同じ1 Q 人口密度11し VI 級 f 分け—と、 I が上 fsl 力の 

低下して行くことが明かに肯かれるので あ ぅ咬す。 卽 
ち暗涵の市については人口密度が上ると、それに平行 
して 出産力が 下ると v ' ふ 緊密な關係を認める乙とが 出 
來 ないので あ^'ます けれども、 槪括的に人口の 極めて 
稠密な 都市にお v > て出產 力が低いとい ふ一般的な傾向 
は、これを 否定す る乙と li 出來ないと思はれるのであ 
* c \ ^ す。 

次に エ II 人口の割合との間に li 相 ^ 關係が認められ 
ないのであります が、 農業人口の割合との間に li 乙れ 
を E める乙とが出來るのであ6ます。卽ち都市社會が 

第五 K 人 Q 致 策と S 土針 畫 


二五 0 

乙れと反對の農村的な性質をどれだけ持つてゐるかといふ乙とと、出產力との間には關係があると見 
られるのであ-^ます。た*たこの一つの乙とだけを毛つて卽斷する乙とは許されないのでありますけれ 
ども、大體におきましてエ業にどれだけの人間が從事してゐるかといふ乙とょ$名都市生活ム、れ肖骹 
のはうが、出產力を低めるのに大きな影礬を持つてゐるのではなからうかと推測されるのであります0 
次に他府縣出生人口の割合をとつて見ますると、乙の指標は前にも說明し爻したやうに、二〇の$ 
要—義を持？ t のであ4す。卽 IQ 一つは都市が持つ人口交流の大—と速度と—して 
t といふ乙とと、もう 一〇は都市の持つところの同質性•鄕土性、また逆に都會がどれ だけ「植民 
地化」されて t かといふそ Q 程度を示す名のといふ f か出來るのであ4す。斯る豪に於— 
する、他府縣出生人口の割合と出產力との間には明確なる相關關係が認められてゐるのであ 4 す。 
斯様に都市だけに〇いて見^しても、都市の人口增殖力を決定する上に、都市の外形的な構成といふ 
ことょ—、むしろ都市 S つ— IQ 蒙 fiQ 如何が5て力—とい古とを推測する 
乙とが出來るのであ6ます。 • 

参 

七何を敎へ てゐるか 

以上は極めて124するが、 S 計舍おけ5人 S ■墓の塞•に 一？投じ，人口耳 


配分計畫の出發點が人口現象の地嘁的特性の認 _ にある 乙とを明かに致したのであります〇仑乙で人 
口現象の地域的特性を人口增殖力の特性を中心と致し t して*地域を都鄙と迸府縣と都市と三つの段 
階に分けまして、夫々の地域の增 M 力を幾分とも IE 確に測定致しまして、乙れ に 基いて觀察を下して 
來たのであ^'-±す。仑の結果は極めて廣汎に互'^、また極めて鍩雜した幾多の 問 M を 示してゐるので 
あ61すが、そのうち乙乙でお話を致し t < する目的にと^'まして、 必要なる 限うに於して二三氣 
附かれる點を擧げて®かうと 思ふので あります。 

その一つ ii 人口增 M 力の地域的な盖異を決定する要因は、出產力にあることが稍❖明かになつたと 
考 へられるので あす 。さう して死亡率の地域的な差異が縮小せられてを$まする今日の狀態の下 
においてのみならず、將來においても亦都鄙の死亡率の動向から察しまして恐らく以上の事實に大き 
な狂ひを生ずる乙とはある^いと考へられるのであうます。果して然らば、人口政策確立要網第四項 
の 人口增加の方策の中におきまして「人口の增加は永遠の熒展を確保するた め、 出生の增加を基調と 
する ものとし、 併せて死亡の減少を圖るものとす」と云は n て居うまする 如く、 人口國策が出生增加 
政策を甚調 とし 7»2 る2.とに 對しましては*地域的に 毛 一つの根據を與へる2.とが出來るものと思はれ 
るのであ61 M す0 

第二に 斯 くの如く 人口增殖 力の 地域：^一異を決定す〇出產 力の 地域的羌異を決定致します ると2. ろ 
の窮極の原因は、 JI 論的に考へ t すると乙れをつきとめる乙と lim 難な乙とであ-^^ナるけれども、 

第五3»人口致 ® iw 土計充 二五』 
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まづ 第一に問題は、出生減退理論が對象と 致します るやうな 事 實が、 皇阈內 地の 出產力の地域的分布 
にも旣に 現象として存在す ると いふことが明かになつた と考へられる ので あ办ます。しかも過去二〇 
年間*出產力の地域的分布は益々斯様な性質を高めて來 たと見るべき感を5へ與へて a るのでありま 
す。斯様に 致し ^して出產力の地域的差異を決定す る乙とに都市化といふ 要因が、 15:要な役割を演じ 
てゐる乙と を 認めなければ ならない のであ もます。卽ち固苦しく申しまするならば、社僉學で申し爻 
すると NJ ろの 利益社會的な社會關係、從つて利益瓧會的な社 脅的構成 體、社會 的理念の 作用を認める 
乙とが出來るのであ々 t す〇以 上の 說明は旣心一言 致しました如く、理論的には關係的な說明であう 
まして、或は問題を囘避 する 乙とにならうかとも考へるのであう^す。しかし 乙れを ^踐的に見 t す 
るならば、かかる立場からの政策的な手法の必要と可能とを必ずしも否定する 2: とには ならない と 字 
ずるのであ- cvt す。果して然6と致しますならば、•人口再配分計盡に於いて人口增殖力の保持向上に 

努力が向け倉べ美向は利蠢會的な蓉 關 f 極力囘雲し 芒て、8的1窝な關係 

を擴大强 化するが如くに措置しなければ U と S 全と•か、 NJS から il 5得 la ふのであ 
す。 • 

第三に、然るに從來の社會學の研究の結果にょ4すると、著し s 人口の移勁は共同社會的な關係 
を破壊致しまして、利益社#的な關係を促進する主要なる要因であるといふことが確 めら れて來て 3 
るのであ-^ます。不十分ではあ.〇爻するけれども、先に示しましたところに ょつ て皇國の事實につい 


ても之を證明する乙とが出來ると思ふのであ 6 ます。果して然^'と致しまするならば、政策的に li 人 
口移動*人口都市集中に何等かの規制を 加へ ることが 必要と相成なつて參^ 'ます。 人口政策確立要網 
は、第五項資質增强の方策の項におき^して、「國土計瓮の遂行にょう人口の 構成 及分布の合理化を^ 
る乙と•特に大都市を疎開し人口'の分散を閫ること、乙れがた め工場學校 等 li 極力 乙れを地方に分葡 
せしめる如く 措置するものとす」と規定してゐるのであ4 K か、人口 增殖力維持 向上といふ 見地か 
らも、以上の 如く 乙れを立證することが出來ると存ずるのであうます。 

最後に、然らば問題は、以上 S 考察が人口移動を規制12に如何1手法を指示して—かと 
いふ乙とであ^'ます。 

八其の一つの手法 

以上に申げ爻したやうに 人口の地域的移動に何等かの規制を加へ t て、都市を配置する手法に li 
色々あるのであり爻す*か、その最も根本となるべきものは、私一個の個人的な私見に遏ぎません力 
各々の都市を 中心と 致しまして、通勤や移住にょつてをの都市に人口を補給すべき地域を計畫的に設 
定致しまして、をの地域の自然增加人口の範阐內におきましてをの 全部 また li 一部を計畫 的にをの都 
市に 補給す ると S ふ NJ とを原則とするのであ-^ます。さうして各都市の人口的膨脱の速度を常にをの 
»Eat 人 n 歎策 tH 土針畫 _£= 


. II 五 B 

補給地域の人口の補給量の限界以內に置く 乙と を原則としては如何かと考へるのであす。斯樣な 
ふうに致し t するならば、先に申上げました人口の大都市集中の弊害の根本が除去せられる 乙と に相 
成るのではないかと考へるのであうます。口で申しまして li ビンと來爻せんから第三八 H として•只 
今申上げたやう衣手法の模型圖を出しておきましたから御覽をお願ひ致します。斯様な方法を講じ t 
す場合に、この方法が人口再配分計畫或 li 國土計畫の上からどんな意味を持つてゐるかと S ふ乙とを 
一應反省してみる必要があるのであう爻す。 

まづ第一に國土計査に於き - i しては、 
人口や產業の地域的配置が均衡を保って 
行くといふこと が一つの重要な 條件にな 
るのであ61 W す。仑乙で斯樣なふうに都 
市に一定の人口の補給地域を輿へ^する 
ならば、 どこ 爻でも都市が發達しながら* 
しかも都市の配分が均衡を得て行くとい 
ふこと が保證せられて來る乙とになるの 
であ6ます。かういふやうな手法を講じ 
ないで都市を配*:致し^するならば、折 



城圈市 
紗 B 
補通霉 


A 


C 






角配 - a 致しました都市が t たもや將來均衡の破れて来るといふ處れがあるのであう t して、^の都市 
の配置の地域的な均衡をどこ 爻 で7¢保持して行かうと致しまするなら ば、 どうしてもかういつたやう 
な手法を考へて置かなければならないと思はれるのであうます。 

次に斯樣なふうに致しまするならば、都市は人口の補給を確保せられる乙 とに 相なるのであうます。 
また人口の側から申しまするならば、どんどんと必要な人口を手當6次第に引き上げるといふやうな 
や6方ではなくて、人口の地域的な職能配置の方法 7 P 、 乙乙で計*性を持つて來ると S ふ2.とに相成 
るわけであります。更にまた現在四つの集中地域に人口*か集中致しまして都市ブ II ックを形成するに 
至りました理由は、先にも一言致しました通6に、工場が乙れらの四つの地域に集中したと.いふ乙と 
にあるのであう爻すが、漸次工場は地方に分散する傾きを持つてをするし、爻た國土計査の重要 
な手法と致しまして、工場! i 地方に乙れを分散して行かなければならな v » のであうます。乙の場合に 
今日の狀態にお§ましては、エ場の立地條件としての勞働力の地位が宑常に高嗦つて參つてをります 
から、先に 申 上げましたやうな手法を講ずる 乙と 1 C ょつ て、 工場 分散が 自ら 促進せられる乙とに 毛 相 
成つて來るのであうまして、斯くの如く考慮を拂ふ乙とに ょ- CN-i して大都市の 疎開 乃至 li 通 大集中地 
域の疎開を一層促進すると見なければならな S と思ふのであ6ます。 

更に先に指摘致しました通6に、人口が大都市乃至は大都市を中心とする都市ブ p ックに急激に集 
中致し爻 する 半面におき^して、人口を 著しく 供出致してを6まする農村におきましては、農村の人 

笫五谦人口致策と H 土針畫 二 KE 
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口構成が非常に弱體化して參ぅまして、增殖力の上にも資質の上にも非常な大きな影奪を輿へるとい 
ふことは、先に申上げた通りでありますが、只今私が申上げましたやぅに、農村の自然增加の範阐內 
で適當な割合でもつて特定の都市に人口を供出して行くといふことにな6ますると農村人口構成の崩 
壞現象を事前に防止する乙とが出來ると思は n るのであ6ます。從ひ爻して、乙の點から&村人口を 
强化するのであぅ咬して、一國全趙の人口の增殖力にも非常にょい影響を輿へると申さねばならない 
のであ6ます。 

をの次に乙れ亦先に指摘したのでありますが、都市の人口增殖力が惡く、爻た都市の人口の資質が 
惡 s と s ふことの根柢は都會の生活がいはゆる植民地化されて 0 ると s ふと乙ろにあると思 lin るの 
であす。そ2.で都會の植民地化を防止致しまして、をの反對に都市の鄕土性を高めて參ぅまする 
ならば、勢ひ都市の鄕土社會的な結合が強化せられまして、この點からも都市の人口增殖力を高め、 
都市の人口の資質の低下を防止するといふ乙とに非常に役立つと申3ねばならないのであ6咬す。斯 
樣に考へて參6まするならば、斯の如き手法を講じまする乙とが、都市農村の双方の人口增殖力の保 
持•人口資質の向上に資すると乙ろ甚だ大きいと言はなければならな s のであ6爻す。 

爻たもぅ一つ只今申上げ爻したやぅな手法は、特定の都市の癸展と、その人口の補給地域の增殖力 
とを相互依存の關係に置いて0るのであして、乙の意味におきまして補給地域の農村の增殖力が 
m まつて、人口の供出量が擴大すればするほど都市はその膨脹發展の速度を高める2.とが出來るので 



ありまするし、 都市自粒の人口增殖力が高まれば•をれだけ都市も自ら人口を補袷す る 乙と*か可能に 
なる のであります。斯樣な意味に おきまして、 都會とその都舍へ人を送るところの近所の農村との間 
に非常に密接な關系'か出來上つ て 參るので あう ^して、從來と li 全く趣を異にした都市農村一如の特 
殊の形態が生れて來ると申さねばならないのであ^' ます。 5 うしまして都會とこれらの都#へ人口を 
補給す る地域と を 111;と致しまして、いろいろの文化厚生施設を適度に配分す ると いふ乙とに相成り 
爻すならば、 都市、農村を通じ 嗦 して、非常に堅. S - な人口の癸展を見る2.とが出來ると言はなければ 
ならないので あう ます。 

なほ NJ 乙に申上げ^した都市と補給地域とを 1® と致しまして、全 ft の生活計畫とでも申すべき計 
畫が樹てられなければならないのであう^す。例へば梅く卑近な一例を申上げ^すならば、都市の M 
尿を農村に肥料として還元する。補給地域で li 之を肥料に還元致し^して都市の消费すべき蔬菜を作 
ると S ふやうな乙とに相成り嗦するならば、極めて合理的な都市農村間の生活計畫が樹立せられて來 
る2. とに相成ると思ふのであうます。 

尙乙こに一言申添へたいの li かかる手法を掻めて窮屈に解釋致しますると、人口の地域的移動が棰 
めて强力に規制せられる結果、種々の困難が發生するが如くに思はれるのであ6嗖すけれども、ょく 
眺めてみますと、先にも1言致し^した通りに、一つの都#に人口を供出してゐる地域といふの li 自 
ら一定の範圍に限られて^)るのであ'^まして、現在のやうな戰時下の特殊な場合を除きまするならば 
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大體 一つの 都會は半徑一五〇轩くら ^の 地域から大部分の 人口の 補給を仰いで *)ると い ふこと •か 出來 
るので あ 6 まして、現在 16 に 一つの都市に人口を補給す る自然 癸生 的な 地域が あるのであ-〇吱す。こ 
れに計畫性を與へて 行きますならば、 決して突飛 もない考へ方•たとは言へ ない ので、 寧ろ 現實に 極め 
て 接近してゐ ると 申5ねばならない と 思 li n るのであ 办ま す。ただ 從來の 0 然發生 的な人口の 補給 地 
域に 對し まして* よ^' 高き計 畫性を與 へ、^ たよ 6高き 秩序を輿へ、 それと同時によ办 深き生活の 根 
柢を與 へる乙とによう1 して、眞の鄕土の建造を 意圖すると S ふにほかならないので あ- ot す。 

なほ d れと關 聯 致し t して、今一つ] £ 要な 問題は、 從來考 へられてを 6 ました農村工業なん かが、 
爻 た 別の見地から 再び 吟味 V られて來な ければ ならないといふこと であ6 ます。な (1 その他都市の大 
きさを 定めるとか 全 ^ の 都市 配置に つきまして 一〇の體 系を 與へて行くとか*色々の問題•かございま 
すが餘6 に 廣範に 亙 6ますから 此度は一應之 位にしておく乙とと致しませう。 

兎に角以上に 申 上げましたやうな手法が . S 現致しまして、都市が それぞれ 深く鄕土に根を 持つ て 固 
有の文化を 傳承 致しまして 乙れの 资展を 圖る といふ 乙と に相成- 〇まするならば、それは何百萬と(ふ 
やうな大都會においては實現 する乙と •か非常に困難で あ 6まして、斯くの 如き 手法は なるべく都市の 
規模か小さ S ほうが實現し易 S 乙と R なる のであ^' t す。 \ j の點 から 今 直ちに 人口何萬 くら， q の都市 
を 基準に する かとい ふ 2. とを 具趙的に 申上げる乙とは困難で あう^ すけれども、わが 國の 都市の大部 
分を 占めて を6 まするところの小 都市を大體の標準と致しまして、更に 乙れらの小都市の上に或る 一 



定の地方の 中心 都市 •か 出來まして •更に また* Vo 上に 全國的な 都市 •か出來 るといふふぅに®系 的に 乙 
れらの都市を祖立て行くといふやぅな乙とを考へて來なければならないと思ふのであ^'^す。以上に 
申上げ^したの li 甚だ簡單な一つの試案に過ぎな v ' ので あ^ Nt すけれども、現在の國土計龛におきま 
するところの人口の配置、をの中心をなし^すと2.ろの都市配置に〇 S ての 一〇の重要な手法で li あ 
るまいかと考へられるのであります。 

九國土計畫的措置最近の發展 


昭和一五年九月、「國土計畫設定要網」が決定相成りまして以來、國土計盡策定實施の準備は着々と 
進められて^るが如くであ6まして、最近に於きまする國土計畫的措置 Ro いて一言申添へ、をの人 
口政策的な意義に言及して御參考-こ'供しませぅ。 

をの一つ li 昭和 1 七年六月二日の閣議におき^して、「工業規制地域及工業建設地域に關する r/ 定措 
置要綱」*か決定に相成〇たといふことであります。乙の暫定措置の趣旨とされますると乙ろは、企畫 
院總裁談にょぅますると，「國土計査的見地に基き、內地杧於いて工業及人口が過度に集中を來たして 
ゐる四大工業地域に對して、工場の新設または增設の規制を行ふとと もに、 內地に於いて差當6念速 
R 生産力嵌充を必要とする業種につき、工業建設候補地を定め、これらの地域に對して立地條件の整 
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備を園-〇、 もつ て內地に於ける產業の合理的なる進展に資せんとするものである」 とい ふ 2: とで あ办 
ます。また企晝院總裁談にょするならば、「四大工業地域及その近傍における 現狀以 上の工場の 
集中は、都市生活の弊害を增大し、空襲に對 する 防衞を一層困難なら しむるに 至る のみならず、 ま 
た生產力擴充をのものを も 却つて非能率的なら しむる 虞れ あるな ど、 - $ 態緊念を要するに 鑑み、 阈土 
計盡及地方計畫の豫備的暫定措®として^施すること、致す次第で ある」 とい ふ乙とであ6 噯す〇な 
ほその要領につき爻して、やは6企畫院總裁談にょ6爻するならば「爻づエ業規制を行は/1とする地 
域は、四大工業地域、卽ち東京橫濱を中心とする地方•名古屋を 中心とする 地方-京都 大 阪神 戶を中 
心と する 地方、下關北九州の五市を中心とする地方で あつて、その 範圍は防空法 1 條の五の第一項 
の規定にょ6內務大臣の指定する區域で ある」 といふ乙と であ 6 t す 03 ぅし t して 防空法第五條に 
基き 1する內務大臣の指定する區域は、六月三日附の內務省吿示をもつて指定せられてゐるのであ6 
ます。 

先に申上げました通6に、戰時下におき—る四大集中地域べの人口の滔 4* たる集中に 鑑み— る 
ならば、 M の奔流の如き集中地域への集中に對しまして一應の停止の斷が下された といふことは、4 
に人口政策の上からみ^しても適切なる御處置であると申さねばなら衣いのであ 6ます。ただこの暫 
定措置の運用に當6ましては、人口政策的— It が f 深く加へられ f とが望ましい次第であ6 ま 
す。まづ第一に折角これらの集中地滅へ I 中が規制せられ咬しても、第二望の集中地滅が 出长ヒ 



るやうな乙と•かあつては何にもならないのであう t して、 第二第三の集中地城を椿へ ないやうにこの 
暫定措置を運營するといふことは、人口政策の上からみまして洵に必要な乙とであると考へられるの 

であ^>ます。 / 

な ix 業建設候補地の立地條件の整備につきましては特に勞力の需給關係を愼重に考究致しまし 
て、その周圍に計畫的に先程私が申上げましたやうな一つの人口の補給地域とでも申すべきものを設 
定致しまして、さうして圍繞農村地域の人口構成の弱體化を掻力防止しなければならないと存ずる次 
第であり咬す。從ひ爻して乙の暫定措置 li 申すまでもなく暫定措置たるに止まるのでありまして、一 
應人口の集中に停止の斷を下すと v » ふと乙ろに重點を S かれて〇るのであり^して、建設的な稽極的 
な 部面 li 比較的 含まれて？ S で言$が‘ 1 設的_的な側面と致しまし V 、 先に申上げ 
t したやうな都市配置の手法が特に考慮3れなければならない乙とは申すまでもないので i > り^す。 
I 四つ S 中1§1して人口藏中が規制せられまし2 とは、 询に適當で t と —ねば 
1 Q 24 すけれ ども、 な f の他に今後 il られて行4減 S 5 しては、自 
ら人口の集中が現 lin て來るわけであう^すが、乙れらの地域におきまして人口狀態の必ずしも健全 
でな S やうなところも t /2 あるのではなからうかと思 ii れるのであ^'ます。左櫟な地域につきまして 
は特に積極的に人 n 狀態を調べ*^して、その根本的な建直しをし、 f し5業 S 設に努めるとぃ 
ふ考慮が特に望ましいと思 lin るのであうます。 

第五#人口致策と s 土計*< . f 一 
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乙れを要するに乙の度のエ業規制地域及エ業建設地域に關する暫定措置はいはゆる緊念の對策と致 
しまして洵に適切である乙とは申す爻でもないのであぅ爻すが、恒久的な對策と致しましては、やは 
6乙の暫定措置が旣に豫定せられてをぅまする通6に、 國 土計畫、地方計瓮の. tf 施を俟たなければな 
らないことは 申すまで 毛ないのであ办1 K す。 

次に新聞紙に ょ^'爻 すれば、昭和 一 八年一月ニニ 日、 文部大臣閣下は學校規制地域に關する暫定措 
置に〇 S て次の 如く 申して居られるので あ At す。「近時京濱、京阪神、中京及北九州關門の所謂四大 
工業地域 ii 人口の集中する趨勢甚しく爲めに 之 等の地域に於ては學校敎育の運營上 遺慽 の點♦か尠くな 
く殊に戰時下に於て之等の地域に今後無制限に敎育施設を設くる2.とは防空上の觀點 から も適當でな 
いと思はれるので今囘右の四地域を學校規制地域と定め原則として高等諸畢校の同地域內に於ける新 
設及癀張を抑制する乙と、し又東京市及大阪市の各舊市域內に於ては中等學校を新に 設置す る乙とを 
制限すると云ふ暫定的措置を講ずる乙と、なつた。 

本措置 li 來る二月一日ょ，9實施される乙と、なつて居-〇今後文部省の學校設立等に對する認可の重 
要な方針の一として運用せらる、毛のであるが、學校規制地減內に絕對に學校の新設を認めないと謂 
ふのではなく時局の緊急の需要に應ずる爲特に必要なる智識技能を敎育するもの又は特別の事由ある 
もの等に付て li 其の設置の途を開 S てゐる.。 

要するに今囘の措置は暫定的のものではあるが國土計®的見地に基いて學校の適正な配置を圖る目 



的に出づるのであるから今後高等諸學校の設置等の場合 li 成る可く學校規制地域外に於て行ふ i とが 

希望される。」 , 

以上の如くた とひ 乙の措置が暫定措置であるにせ1-、人口政策の上から申し爻しても洵に適切なる 
ものと 申さねばならな S のであうます。 

一〇結び 

以上に 於いて 人口 政策と 國土計畫との關係を略述し t して、進んで現. tf に皇闕內地の現在の地域的 
な人口現象の特色を把握し、之 {<: 立脚して或る一つの手法を提示しながら之と關聯する極めて构雜な 
幾多の問題の所在をお示しし/2積うであ'^ます。將來深き硏究の上に都市の適切なる配置 li 云ふに及 
ばず、全 M 的綜合的な國土計畫が出來上うまして、人口增殖力の根基が確保せられ、また人口の資質 
の向上强化の基礎が乙こに與へられ、更に人口が遺 M なく能力を發揮實現して異に生產力の谀充に資 
すると 乙ろ がなければ ならな S といふことを痛切に感じる次第であります。要するに人口の國土の上 
における適切なる配置がなくしては、人口の眞の增强はあ办得ないし、又真の國力の發展もあ6得な 
S とい ふことは大ルそ明かで あらう と存ずる次第であ6ます。前の項に於いて示しました 通ら、 國土 
計盡 は癸展の第一段階を着々と進展して居るのであ At す。國土計畫の一つの重要な基底面として人 

第五！！ 人口 致 策と K 土 針畫 =六三 


a 政策 的な考斑が 國 土計盡 の 上に 層一層全面的に 實現せられることを深く 期待 致しますると共に、皇 
國人口政策は國土計畫の實現と相俟って完璧を期し得るのでありますから、人口政策の徹底と云ふ見 
地からも國土計盡の實現に多大の期待‘を寄せる次第であ6ます。 國 土計盡が 實 現し、人口政策が徹底 
致しまして 初めて、 皇國民族の悠遠なる發展の 根基は 磐石の如く固く、大東亞 一一 僚民族の前途本將 
に光明 R 燦§わ たるの•であ公ます。 


人口 政策確立要 網 (昭和】六年一月ニニ日 « 饞決定) 

大東亞建設審議會に關する件 g 和一七年 f ニー日、鈴木.#亊 i ) 

國 土計畫設定要網(昭和】五年九月 - i 日 S 抉 S 

工業規制地域及工業建設地域に關する暫定措置1昭和一七年^^一 B 、 

邦文主要參考文獻(單行*) 


M 

I 人口政策確立要耥(昭和一六年一月一一一一日閣_決寒 

第 I 趣旨 

東亞共榮 f 護シテ其ノ usfs 展5ル sg ノ使命す、之ガ1 ノ f 《人口—ヲ確立シ 
テ我國人ロノ急激-1シテ且ツ永績的ナル發展增殖卜其ノ資質 ノ 飛翔的ナル向上 トヲ圖ルト共 if 於ケル 指〒 
ヲ確保スル爲其ノ配置 ヲ 適正， I スルコト特=喫緊 ノ 要務 ナ9 

第二目 檩 

右ノ 趣旨 i キ我國ノ人口—ハ內地人人口 =就キテハ左ノ目標ノ達成 スルコトヲ旨トシ差當，昭和三十五年總人 
口一億 ヲ 目標トス、外地人人口- 一 就キテハ別途之 ヲ定ム 
一、人ロノ永遠ノ發展性ヲ確保スルコト 

二、 增殖力及 資質-一 於 テ他國ヲ凌駕スルモノトスルコト 

三、 髙度國防國家-1於ケル兵力及勞カノ必要ヲ確保スルコト 

四、 東亞諸民族-1對スル指導カヲ確保スル爲共ノ適正ナル配置 ヲナスコト 

第三 右ノ目的ヲ達成スル爲採ル*ヘキ方策 ハ左ノ 精神 ヲ 確立スル,, トヲ旨トシ之ヲ基本トシテ計*ス 
一、永速--發展スベキ民族タル コトヲ自覺 スルコト 

ご、 偭人ヲ基礎トスル世界«ヲ排シテ家卜民挨 トヲ 基礎 トス ル世界 觀ノ確立、徹底 ヲ圖ル コト 


三，東亞共榮圈ノ確立、發展ノ指導者タルノ矜恃卜貴務トヲ自鱟スルコト 

四、皇ヲ使命達5內地人人 n ノ量的及質的ノ飛®的震ヲ基本條件トスク i ヲ撤 f ルコ" 

第四人口增加ノ方策 a . 1 
人ロノ增加ハ永逮ノ發展ヲ確保スル爲出生ノ增加ヲ義トスルモノトシ併セテ死亡ノ？ヲ國モノト 

一、出生^加ノ方策 

出生ノ增加ハ$ノ十年 S 婚姻年齡ヲ現在一一比シ f 一一年早 i " 共-二夫婦ノ出生數平均五兒-一 f ルコト 
ヲ目標トシテ計£ス . 

(h 人口 增殖ノ 基本的前提 トシ テ不11 ノ 8二努ムルト共一-1家—度ノ維持强化ヲ圖ルコ 
卜 

S 團雙ハ<#ノ機關等ヲシテ1的-一結婚ノ紹介、8、指導ヲナサシムルコト 
(〇結婚費用ノ撤底的輕減ヲ®ルト共-一、婚資貸付制度ヲ创諛スルコト 
0一)現行學校制度ノ改革--就キテハ特_一人口政策トノ關係ヲ考慮スルコト 

(ホ)高等女學校及女子靑年學校等-一於テハ母性ノ讓的使命ヲ認識セシメ保育及保健ノ知識、技術-一關スル敎 
育ヲ强化撤底シテ健全ナル母性ノ育成--努ムル =* トヲ旨トスルブト 
(へ)女子ノ被傭者トシテノ就業-一就キテハニ十？超ユル者ノ就 f 可成抑制スル方针ヲ採ルト共-一婚姻ヲ阳 
害へルガ如千雇傭及就橥條件ヲ按和又ハ改善セシムル如ク措置スルコト 


B 

(卜)扶養家族多キ者ノ負播ヲ©減スルト共--獨身者ノ負播ヲ加重スル等租税政策-一就キ人口政策トノ關係ヲ老 
慮スルコト 

(.チ}家族ノ释療费 、敎育费其ノ 他ノ扶# 费 ノ負檐輕減ヲ目的トス ル 家族手當制度ヲ確立 K ルコト 
之ガ爲家族負播調整金庫制度(假稱)ノ创設等ヲ考慮スルコト 
(リ)多子家族-一對シ物資ノ優先配給、表彰、其ノ他各種ノ適切ナル優遇ノ方法ヲ譁ズルコト 
(ヌ)姙產婦乳幼兒等ノ保護一-關スル制度ヲ樹立シ産院及乳兒院ノ擴充、出産用衛生資材ノ配給確保、其ノ他之 
- I 必要ナル諸方策ヲ講ズ V コト 

(ル)避赃、哦胎等ノ人爲的產兒制限ヲ禁止防遏スルト共-1、花_病ノ絕滅ヲ期スルコト 
二、死亡減少ノ方策. 

死亡減少ノ方策ハ當面ノ目標ヲ乳幼兒死亡率ノ改善卜結核ノ豫防卜 - Is キー般死亡率ヲ現在-1比シニ十年間一一槪 
ネ三割五分低下スルコトヲ目標トシテ計* K 此ノ H 的達成ノ爲採ルべキ方策槪ネ次ノ如シ 
C ィ)保健所ヲ中心トスル保健指導網ヲ確立スルコト 

(0) 乳幼兒死亡率低下ノ中心目標ヲ下痢|&炎、肺炎及先天性弱質=依ル死亡ノ減少=置キ、之ガ爲都市農村ヲ 
通ジ母性及乳幼兒ノ保護指導ヲ目的トスル保_ヲ置タト共-1保育所ノ設 S 、 農村 R 保施設ノ擴充、乳幼兒 
必需品ノ確保、育兒知識ノ普及ヲ圖リ併セテ乳幼兒死亡低下ノ運動ヲ行フコト 
(ハ)結核ノ早期發見-1努メ產業衔生竝 - I 學权衔生ノ改菩•豫防竝 - I 早期治療--關スル指導保護ノ强化、療養施 
設ノ捵充等ヲナスト共一一备豳連絡調整ノ掸構ヲ整備シ結核對策ノ確立徹底ヲ期スルコト 


(- I ) 篇保險制度ヲ拔充强化シテ之ヲ— 民 i ボスト 共-薄療給付 ノ外豫 防-一 必耍ナル諸较ノ替ヲナサシ 

ムルコト 

(ホ) m 境衞生施設ノ改善、特-一庶民住宅ノ改善ヲ圖ルコト 

(へ)過勞ノ防止ヲ岡ル爲國民生活ヲ刷新シテ充分ナル休養ヲ採リ得ル如クスルコト 

(卜 ) 一:民榮吞ノ改善ヲ圖ル爲榮養知識ノ费及徹底ヲ画ルト 共-一、 榮養貧ノ费 及、 團繁，这 ノ攘充ヲナスコト 
(チ)醫育機關竝二释療及豫防施設ノ擴充ヲナスト共二醫育ヲ刷新シ豫防释學ノ硏究及费及ヲ@ルコト 
第五资質增强ノ方策 

資質ノ增强ハ國防及勤勞 -1 必要ナル精神的及肉體的ノ素質ノ增强ヲ目標トシテ計菜ス 

(ィ ) 國土計晝ノ遂行-ーヨ又ロノ構成及分布ノ合理化ヲ圖ルコト、特二大都市ヲ妹開シ人ロノ分散ヲ两ルコト 
之ガ爲 工場、學校等ハ極力之ヲ地方-一分散セシムル如ク措置スルモノトス 
(こ農村ガ最モ優秀ナル兵力及勞カノ供給源タル1ミ、內地業人ロノー定數ノ維持ヲ®ルト共-一日滿支 
ヲ通ジ内地人人ロノ四割ハ之ヲ農業-一確保スル如ク措置スルコト 
(ハ)學校-一於ケル靑少年ノ精神的及肉體的鍊成ヲ？コトヲ目的トシテ、敎科ノ W 新ヲ行ヒ訓練ヲ强化シ、敎育 

及訓練方法ヲ改革スルト共-一體育施設ノ捵充ヲナスコト 

(C 都市人口激增ノ現狀 i ミ特二都市-一於ケル靑少年ノ心身 ノ鍊成 ヲ强化シテ之ヲシテ僙秀ナル兵力及勞カノ 
供給源タラシムルコト 

(ホ}靑年男子ノ心身鍛鍊ノ爲一5:期間義務的一一特別ノ圈體調練ヲ受ケシムル 制度；？ ルコト 

附錄 i 


六 

(へ)各®厚生«育施設ヲ大量-一增加スルト共-1健全簡素ナル國民生活樣式ヲ確立 K ルコト 
(卜)優生思想ノ普及ヲ圖 J 、 國民優生法ノ强化撤底ヲ期スルコト 
第六資料ノ整備 . , • 

一、人口動態及靜態--開スル統計ヲ整備改善スルコト 

11、國民體力法ノ適用範騙ヲ換張シ其ノ內容ヲ充寊スルト共-1其 N 他ノ te 力及保健 II 關スル資料ヲ整镛充 * スル n 

卜 • 
第七掸構ノ整備 

1、人口問題 一- 關 スル 統計、調奄 、研究ノ機 構ヲ整備充實 スル コト 
二、 人口 政策ノ企晝、促進及莨 施ノ 機構ヲ罄備充實 スルコト 

こ . > 
二 大東亞建設審議會に關する件(昭和一七年五月三日鈴木幹事長詨) 

本日©大東亞建設審議 S 三罔總會に於て•大東亞建設に處する文敎政策及大東亞建設に伴ふ人口政策等の答申案 
が夫々決定さ4た。 

大東亞戰爭を戰ひ技き肇國の大義を字內に宣揚し、道義に基く大東亞の新秩序を建12して世界新秩序の確立に寄與 
せんが爲には、之が中核を爲す皇國民が其の眞姿を頭現することと、皇國民の人口が極めて大なる數を保〇ことが根 
本的要求でぁるこ>は改めて申すまでもない所でぁるが*第11部會及第三部會は右に||する方策を主として審釀した 


も©である。 ， 

本日迄に第二部會、第三部會共五囘に亘り會議を開き、他に第二部會及第三部會の合同部2一度催し$審 
議の結果 S た答* - i 本 B 決定された次第で* S 。 尙本日決定を見 — fas 通りで—。…… 

(中略) \ 

次に大東亞建設に伴ふ人口政策等に就ては其の基本方針として 
大東亞建設を推進する 爲皇固 民の躍進的增强を圖ると共に大東亞に於ける其の配置 i : 適正ならしめ大東亞諸民族 

と協力し相互の結束を鞏固不動たらしむること 

を確立し之 K 則赢賣 §1 就ては既定®人口政策確立 is げられ S 諸方 f 含的に且强力 t 施する 
に 在 るも、 就中 農業 人口の一定割合〇確保、大都市 S 開、 勒勞態勢の 刷新、 結婚及 出生の—、 生活必需物資の生 

賓配給 Q 改善、 8 SS 篇、篇及乳幼 § s £ 鼕置くこととし、次に蠢§置 S ては儀尺の 
健全 SS 5 する地域と共 S ? 揚ぐ S 必要 S 蠢民を置す•へ梟域と S 分し、進出者に對しては必 
要—錬成を加 t と共に之が進出 S 期、地域等を計®的 S 含と、現地在住者 S しては編術生施設、子弟 
の莽囊 5必要—措 f 9 t と、—住者に—偶者を同伴せしむること等に關す—策を決定した。要す 
るに蠢 i 其 Q 何 S 地2 f と、如何驚联1す f K 拘享、其© f 資 f S 加向上—し得る 
如く他の諸方策と關聯し綜合的方策を確立したものである。 

% 

^ 七 
附錄 H 



' 八 

ill 國土計盡設定要網(昭和-五年九月二四日閣議決定) 

第一阐土計畫設定の趣旨 

SN の理想に基き、時勢の進運に對處して新來亞建設の变龙を完遂する爲には、取亞諸邦を對象とする綜合的經旮 
計费を樹立し、之を基準として國乃の飛躍的增强を岡 -5 の要緊切な -5 ものあり 
卽ち日滿支を通ず -5 阔防碑^態勢の强化を圖るを 目標と して阈土計菜の 制を 定め •地域的には滿支をも含め、寺 
間的には阈家百年の將來をも秸へ、產業、交通、文化等の諸般の施1?及人 n の配分, if 进を土地>の關聯に於て綜合 
的に合目的的に構成し、以て®土の綜合的保全利用問發の計瓷を樹立し•一贯 せる 指 f 計の下に 時局下諸般の政 
策の統制的推進を圖らんとす . 

第二計畫の種別4¢運用 
1、日滿支計畫 

日滿支三國を通ず .5 國土の踪合的利用開發の計兼にして.その各 W を以て备單位地域とし、之に對する人と施設 
との合理的配分方針を策定するものとす 

日滿支計®は關係各一: 0行ふ國土計畫的事業策定の基準たるべき ものに して、%.國に肫しては 中央 計丧策定の 
基準た -5 ものと す 

二、中央計盡 . 


中央計 i 內 5 全 f 1 と S 計 i して、日滿弃 1_ として1 f ® t 、 內外地各地方 
の特性を 發捭せしめ$家的見地ょり する^土の綜合的利 ffl 開發の計菜を樹立するもの七す 
中央計 fs 所管2 Q 基準—。5 sf 5く、 S に於ける象位 S 別地方計1外地に於け る 
開 # 計 *策定の 基準と なるの外备廳所管の事業として y £ 接 ff 施せら5べきもの七す 

第三策定要領 ‘ , 

I 、 s 土 siss 、 研究、立 S 本計裏定 §sf i § 翕防力望 S 地ょり分 

發 M 的に統一的 1 C 之を行ふものとす 、.： 

二、 計1案は一定の—時期を定め、日、滿、支、南洋—む I 共榮闷の1 f して之 f ‘ 

るものとす • 

三、 計 畫に 當りては S 土 S 1 全—とし、8的交通計座*綠合的動力 S との有機的關聯に於て4及人 C 
の統制的配分を®るに:€點を冱き*常に防空上の考慮を東成するものとす 

四、 經濟に關する計證付ては來亞共雪内に於け衾源の開發，保全、 S に依る必要物炎の確保とその適止た 
る交流配分を510、併せて阔際經济に於ける後位の蛇得に努むるを以て n 的とす 

五、 人口に關する計 f 付ては人口 S 的質的—と之が地域的歧能的の111以て H 的とす 

六、 基蠢 s £ es 襄合し、民間©®力を得て內£1關係 SS 備を管もの七す 

第四主•耍策定事項 

一、日滿支經濟配分汁聳 


二、 H * 業配分計畫 

ィ、重化學工業の索種別配分計畫 
• "、輕工業©業種別配分計畫 
ハ、工業地帶配分計畫 
-1、鑛產資源開發計畫 

三、 農林畜水産業配分計畫 
ィ、農業計畫 

n 、 林野計畫 
ハ、水產計畫 

四、 綜合的交通計畫 

•ィ、內外地交通通信整備計畫 
P 、 東亞交通通信整備計畫 

五、 綜合的動力計* (想料を含む )〆 

六、 綜合的治山治水及利水計畫 
七•棕合的人口配分計畫 

ィ，都市配置に關する計聳 
”、皸能別人 P 配分計畫 



ハ、地域 M 人口 S 分計聳 

-1、綜合的移民計畫 

八、 文化厚生施設©配分計畫 

九、 單位地域別計畫の基$针 
第五事務の機構竝其運用 

一、 國土 54{內閣建大臣®春とし、そ®事務は企■をし5らしむ 

二、 內閣に 官制に依 S 土計雲员 fs し、？計 S 策定箋用 S す盏問蠢たらしむること 

三、 各鹿は國土計 寮の策定に參¥、その所管に從 ひ、 計畫の內容た—項の S 、 計盡 、嘉— る 
內閣總理大臣は各鹿の行ふ事業に付國土計—運用上必要—統轄を行ふこ—得 f のとすること 

四、 备 S 1 I れ1蠢、調審、贅霉 ssf I 計14接—連 f 1き 

ものと し、之が連絡の方法に付ては別途考慮するものとす 

五、 日滿支計兼に關する滿支兩國との連絡は各關係所管廳 2:' 通じて之を行ふ 

六、 中央計畫の外地に於け签施は一般的に各外地官篇の所管とし拓務省(關東州に付ては對滿事務®之を統制 



四工業規制地域及工業建設地域-關スル W 定措 ig 

. (企莱院緦裁談昭和一七年六 H 二日) 

本日ノ閣議 - I 於テ決定ヲ見タエ衆規制地域及エ業建詨地域-1關スル敕定措忍ハ阈土計进的見地--基キ內地-|於テエ 
業及人ロガ過度11集中ヲ米シテ届ル四大工業地域-一對シテエ場ノ新詨又ハ增設ノ1ヲ行フト共二內地 - I 於テ差常 y 
急速--生産力擴充ヲ必要トスル業種-1付工業雄設候補地ヲ定メ、此等ノ地域 II 對シテ立地條件ノ格：備ヲ阚リ以チ內地 
=於ケル產業ノ合理的ナル進展-1資セントスルモノデアル。 

本來斯クノ如キ措置 ¥ f 施-|付テハ阈土計羞及地方計畫一|關スル基礎法規ノ#備ヲ必耍トスルハ勿論デアツテ|1下之 
ガ硏究立¥ナルガ、四大工業地域及其ノ近傍-1於ケル現狀以上ノエ場ノ集中ハ都市生活ノ弊害ヲ增大シ空©,1對ス 
ル防銜ヲー肸困難 ナラ シムル--至 ルノ ミナラズ又生產挪充其 /モノヲモ 却テ非能率的ナラシムル m アル等事態緊 .^: ヲ 
要スル-1鑑ミ阈土計畫及地方計丧ノ豫锵的暫定措置トシテ?1:-施スル n トト致ス次第デアル。 

工業規制地域-1關スル暫定措置ノ要領 - I 付キ述プレバ、先*ツエ業規制ヲ行ハントスル地域ハ四大工業地域 卽チ束京、 
橫渎ヲ中心トスル地方、名古屋ヲ中心トス ル 地方、京都•大阪、神 戶ヲ 中心トスル地方、下關、北九州五市ヲ中心卜 
スル地方デアツテ共ノ範圍ハ防空法第五條ノ五第一項ノ規定二依リ內務大臣ノ指定 スル 區域デアル。 

工業規制地域內於ケルエ場ノ新詨又ハ增設ハ次ノ場合デアツテ防空上支障ナキ場合ノ外ハ原則トシテ認メナィ方 
針デアル。 


(一} 金#工業.機械器具エ寶ハ軍 1 足上必要ナル化學エ f シ テ、 旣存設備ノ能率的利用ヲ爲サシムル爲较 
- I 擴 充ヲ爲 k 必要 ア i 合若ハ旣9企千分？テ規制地域外-一立地スルコトガ當面ノ軍重许 f ぃ-甚ダシ 

キ支障ヲ生ズル場合 ■ . 
(二)卞措®決定前旣 - I 法定ノ許可ヲ受ヶテ事？着手シ之ヲ中止セシムルコトガ事春-一甚ダシキ iu 失ヲフ 

場合 

i 規制ノ裏 -1 當リテハ防空法•臨時資金調整法•諸事業法•臨時農地等管理令等現行法規ノ運 W トメ調和ヲ@ 
”其ノ目的ヲ達セントスルモノデアル。 

本措5 運用—— 規 •力 多？ 亘ッ J S 政府—此等ノ法規ノ i -- 付相互 -- 矛？ S 關係备廳間ノ 
連絡 K 付遺？ i ナキヲ期スル考デアルガ、關係备方面二於テ？措匿ノ f ヲ十分霞—レテ所欺ノ H 的達成--協力 
セラレンコトヲ望ム次第デアル。 



五邦文主要參考文献(單行害) 

•的0 4〇ではな4〇私が氣付いて/—卜してゐた I 一、 T ジア©*民族昭和一七年 


の i 一括して揭げたに ia ぎない0立場も異5、時代にょつ 
て夫々©著者が問雇とした人口間*©具 II 的內容4異つて 
ゐる〇そ©稹9で參照され度い。云ふ迄もなく本# K 對す 
る反對說〇丈獻も合んで*る0本«は甚だ不十分である 
が、 tt 日迫完する見 a である〇事項別に分類し、簡單な解 
說を附けょぅと思つたが、紙幅と時間の都合上、著^ •*! 
者•課者名ィ〇ハ*、一:一著者 •« 者•譯者については出 
版年次別に一應螫理した 1 C 遒ぎな^0之亦他日改編する見 
a である0 

人口聞 ■ 供％所(厚生省硏宪所人口民族部) S 行*料©內 
一、我が阐人口問思概耍昭和一五年 
一、人口統計姿*昭和 j S 年 
一、人口致策の菜昭和一六年 


一、昭和五年以 K 男女年齡用主要死 BM 死亡串に ■ する ■ 奎 
«和一七年 丨 

財_法入人口_1|9|究會》行聱料0內 

一、日本人口密度 ■ 昭和九年 

一、市 "r 村 JH 日本人 □ 暫滅■(企晝院•財 ■ 法人人口問■研 
宪會共編)昭和一四年 

一、我 H 人口 WMO 解決方針 (■* 論文集)昭和九年 

一、一九三一年 n 丨マ WB 人口會**料昭和 一〇年 

7 H ルナン•ボブラ「歐洲人口©將來 JP • K •ゥ H ル 
r トン「人口の將來 ©»* の ikIHJ アルビ—/•ゥツヂ 
H r ィタリ..人口*來〇 » MK : H する«濟的肚會的考 
察」* , ■ H 夕— ノ •ジンガ19 r 人 nc*A 量に H する1 


ッ 5- ユ S 策」 ハゥァド i ストン'■人 ？ X 榮」 
•ナダカ -T ル•ムケイ1人口の 均衡と最適 度」ルシア•マ 
ル； N ユ「人口と合理化」マリオ•ブ9エーゼ 「財致致策 
と人口致策 U 7 ラン yr •マーサル「法制の人口 發展に 
及デせる影#」ジ3—ジ 7 .J •スベンダラ"•「人口% 
加の停止が及ぽ す肚會 的及經濟的結果 L . オツ タヴ イオ， 
スク y ツトー レ「一九三〇年度農業職柔«査ょ9見たる 
fi 村 退去と 土地へ 0歸 逛」 ガストン.9シヤール「一九 
世 ile に於け S 佛阈趋民*村情況 L - E .7 —ゲマン - I 一八 
七〇年以來 & 業幽及 H 業 Hrc 於ける 結娇曲線 」 J •サン 
デル K r 最近五〇年間 D ツテルダムに於け5陏級用益に 
宗敎別出生© 低下」 ソモジ ー A ヴエ D 本*'ゼ「イタ 91 
〇地域別に見たる出生串と*業」ヂオルヂオ•モルタ¬ 
ラ 「出生串減少と死亡率 減少との H 保」 ヘン9 •ブラツ 
卜アチヤ イル Kr 死亡串に及ぼす人口變化の影 
*」 a ツト及 マイ H ル-1乳兒及幼兒©死亡串の分析及其 
0洁果として生ずる問題」フ*9ツクス.ぺルンシタイ 
ン r 人間の«命並に其の統計的及俩«的翔*」ラヂヤ真 • 
附 籙 


ヵンタ•ダ！<-1印度0人 n 邊11 raaJ 
一、吉田秀 *_ ►ルサスに H する丈獻集昭和一〇年 
一、東北地方の人口に H する講查昭和 jo 年 
一、本邦人 ass 向及數置的•一?就い T slo 年 
一、道府 S 農業本業者5其年® S ( 上田 K 事報音) 

昭和二年 

一、 K 田 xmB 稿支那人卩問埋硏究昭和 一0年 
一、日本の人□井上常 S 事一九三七年巴里 S 人口 1 
提出報吿*昭和一二年 
j 、« 爭と人口を語る昭和一六年 
一、ラテン*アメ 9力の人口問 S 昭和一六年 

一、東北地方©*業と人口昭和一〇年 

那須衊._答衋«「東*六_の產業と人口の自然省加轚 

に法出人口」上田貞次 B-I 東北地方に於ける人口现象一 
«」田中 81 一一「東北地方 M 作と人口地理學的間思」* 

SB 「 S 農業 si § 文 S 持力 S 保」弁 
上_|1「東牝地方0人口移*と其0耍因」佐々木清治「東 

一五 


北地方に於ける人口指數©地域的 , a 義」 

、我が》人口問題に關する諸硏究(笫一輯〕昭和1一年 
永并箏「過剩人«と失業との»保について」上田貞次郵 
r 人口問題の理論上の总義」米林*男「家族と人口」川 
口 丈夫「北海逍日本海斜面に於ける—三〇人 U 現象—— 
主として人口«少について」* SB 清治「人類死亡串に 18 
する逆化論的考察」三»*衡「季節別死亡率の硏究に對 
する地理的地域の 3 C 涉 J 并上修次「昭和五年日本仝 W 町 
村別人 a 密度分布について」 

、我が阐人口問題に iM する諸硏宪(笫二輯〕昭和一三年 
并上嫌一一「人口0都市集中の測定に就て」裏«梵油「慕 
末ょ9明治初年に至る九州の人口政策軒見」*鏖|8® 
「農業の资本主*鹩濟化と人口支持力の問 S 」 饜 0 aK 
「人口众料問雇に就て」黄金水「人口問*斛決の某礎と 
して OW 民保®と榮*に il する問®」 

、® - 鄙人口に H する 諸問®昭和 II 年 

*邊倌|「勞働人口の移© i 小作 M 保 JttBm 「地方 
財致調*交附金の RE 分1?荦について」中*_次郎「和市 


一六 

£村人口0«法現象と失業問坦」西野入«「本筇*市と 
田囲と © it 會生®學的一考察」*时嫌吉-1東京府壯丁© 
數及置の趨勢」 ■:• 漢衷「東京市に於け S 家族の出產力」 

一、人 n 問埋®見地ょ5見たる»民保健問«昭和ーニ年 
下対宏「埴の問題」南崎 « t - fc 「 H 民保鬵の現状」夢 »■! 
吉 r 人口問霣と^民保健問題」 

一、「世界人口の勤向」重に r 生產力®充と勞働人 P 」 

昭和 二-! 年 

長灞值=「歐洲睹興に於ける人口0:題」吉«俊藤-11«:界 
の人 a と現狀打開運動」戸倉*! II 「 ft 耕地の生|&力擴充 
i 勞®人口 j 美*口時次*「我 S 最近®勞働市場と其© 
對策に就て」 

1、我が Hil の將來人口昭和一六年 

美*口時次®「人口政策確立耍»|©目«と方策」中川犮 
長「我《人口の庙#と將來人0」小田*夷* _ 1人口1® 
の可能性」川上理 I 「|位人 a の生物學的基*」 
!、結娇に關す0*間超昭和一七年 

111谷%「結 fc 見齡期に兢て」中川友長「婚期と出生に4? 


て」颺_文規-«播*(所得と播姻の|»係)に就て」安并 
洋-»相浚所を通じて見たる箱婚の«皎」 

一、人〇問埋濞演集(笫一輯)再版昭和一一年 

上田 II 次 ■ 「我が！一人口問 a の將來」下«宏「滿洲問® 
i 人口問題」永弁亭-1過_人口か失業か」 

一、人口問思！！演集 C 第二辑)昭和九年 

那播咩「米穀問埋と人口問«」*田保屬-1生活®準と人 
卩問理」本庄榮治 ■ 「維新前の人口問 SJ 
一、人口問埋11演集(第 W 斡〕昭和一-年 

矢内藏*靖-|人口問超と移植民」*»转之助「醫學上ょ 
9見たる我が H ® 人口問 SJ 娜須*■「東北人口と滿洲 ft 
業移民問霣」 

一、人口問題講演集 ( 第七轉)昭和 r 一年 

那咩-1人口問 S と W 際 RH 保の動向」永弁寧「現下©人 
口問題と社會政策」下«金-1人口問理ょ"'見た S 日本 i 
獨逸」并上«||「人口問題と南方賭民族」 

一、人口問題11演集(第一一輯)昭和一 H 年 
耐 錄 


上田處次||「我が晴埂ド?>人口冏甅 , _考并蠻**-»班族 
興亡論」菖 S 「§人口の生物學的 SJ 
I 、人卩問思！！*集(第一三輯)昭和一五年 

北 Nlia 「現下©人口間强」裹霽六■-1人口と*生」古 
層芳雄「民族 W 策と人 U 問通」 

一、人口間题_演集(#1四«)《和一六年 

S 秀文「現下 .Q 人 SS と人口政策」佐8 * ■人 S 
«への贫者01»」新«正道「人口閗*0下にぁる4の」 
中川*之肋「家族と人〇問題」中川友*「日本人口の將 
來 j 古«*|!-1人卩政策と民族**|_金靡 K 之「«土 ft 
畫に基く東北計畫」 

一、第一同人口問邐全1!篇鷗會報告香昭和ニーー年 
1、第二罔人0閗思全»»鼴會報告書昭和一《年 
1、第三31人口間思全_«*會報告睿昭和一六年 
一、人 a •民族•■土 ( fc 元二千六百年 IB 念第 HW 人卩問 jB 
全 M tt M 會報贵窨上)昭和一六年 
一、 _ R *** HR 生活 ( W 下〕昭和一六年 

lt 


I 、人口致策と a 土針畫(第五！ a 人 an * 全函 《■♦«■» 
嘗)昭和一七年 

1、東北人口(人口閗*東北地方《*畲報告*)昭和一六年 

以下著者 •& 者 •■ 者ィ0ハ S 

臟田»|||||著支鼉人卩閗 a 硏宪昭和九年 
■ 霉* II 譯ブ9丨シユ著人文蟪理學原理上•下岩波丈庫 
昭和一五年 

»_久软著マルサス人口籯 o 硏究昭和三年 
公爵*食具襲著大東亞建»と植民致策昭和一七年 
弁上1«||著支那諭明治三—年 

n 著中央亞細亞旅行記明箝三六年 
同 速我國の人口及食糧問題に就て大正一五年 
闻 著海外移住問®の*際昭和六年 
同 著興 sj 路昭和 一 S 年 
两 著南 S 心#へ昭和一六年 
HBBI 著*市0人口昭和 1 H 年 


石州肇讎著籌市勘蘿〇供宪昭和七年 

E 著薷市針畫及 ■ 土針<昭和一六年 
网 著增補改 EI 日本■土針畫論昭和一七年 
霤學博士石田 M 著人的费鳜譫昭和一五年 

馬場 1 C 著阿片東濒史 C 滿洲 H 禁煙«局〕康德八年 

林 X 海著人口理論 —— 硏究と方法昭和五年 
• 同 著豪人口の硏宪昭和一五年 
n 著»逸人口農本論昭和一七年 

轚學溥士蘿0讅夹著母性及兒索保護再版昭和一四年 

«*夹•苦3秀夫共 li ジェィ A ス•ボナ T 著マルサスと彼の 
業績昭和五年 

法學博士男爵 ■* 重 ■ 著結# N 昭和一六年 
鯉濟學博士本庄渠治■著人口及人 nwsH > 和五年 
同 著日本人卩史昭和一六年' 


丈學簿士戸田處一11著家族と楯娴昭和九年 
闻 著家族構成昭和一二年 

東* nBIIle 9(£ sH 9) 査會編植民地再分割昭和一二年 

財 H 法人中央 tt 會事業協••恩賜財 ■*«* 共編保健箱敎本 

第一卷_第七卷目下速次刊行中 

太鴦 MS モンテ K キユ••著 a 丨マ人盛衰 RHS 岩*丈摩 
昭和一六年 

太西»之 U 著人口 4 S 力大正一五年 

大内*-!:||ボソ-|—著今日の«爭-そ©肝畫•遂行 •«* 

昭和一五年 

大 豔眞 著 T 79力分割史昭和 一 ra 年 

醫學博士大串鷂太 K 著府81迸六大•市用死因玥索死亡串表 

昭和一六年 

«濟學博士 n « 文规著人口統計硏宪大正 一 B 年 
闻 著驗業統計 raS 硏宪昭和八年 
n 著人口統計 fc 於ける睹閗 a 昭和九年 

■ 錄 


同 著 B 勢！一査論昭和一〇年 

闻 著 H 民生活と E 民 II 位昭和一三年 
同 著新東西2文口 S - 策昭和一六年 
闻 著日本人 S 題昭和一六年 
同 著結婚と人卩昭和一六年 
同 著印度©民俗と生活昭和一七年 

S 學淳士奧并復太5 B 土針5 1 現代經濟新？ 

昭和一五年 

网 .，著大都市 al 昭和一六年 

* 學博士瀘邊定 •)!! 并 U 1 郵著日本人の*命に H する硏宪 
昭和一五年 

潼邊信 I 著日本農村人口 tte 和一三年 

\ 

海外 興 8 WSSS 貫に於け文口問颶®現状 

昭和二年 

終霧餐_奎篇8孫丈全集第一卷—第六卷昭和 一®年以 

降 

一九 



浔含弘*譯ル本•モ1 I H 著植民肚會學昭和181年 

«濟學博士加田莆||著人種.民族.戰爭昭和ニーー年 

丈學博士米田由太 B 著現代心理 i 現代文明大正八年 
同 著現代人口問題大正10年 
橘田虑 ■ 著結核對策の辗本問題昭和一七年 
吉田 * 夫著 マルサス 批拜の S 展昭和 八 年 

興 著黎明期の鯉濟學——一六•七•八 18 :紀の經濟及人 
□學說昭和一一年 

网 著 新マルサス主義硏究昭和一五年 
同 著ィタリア人口論 S 昭和一六年 
网 著阈土針*諭昭和一五年 
同 著大東亞 W 土針晝論莰昭和一七年 
吉 S 嫌夫著 it 會防齒として© K 樋の問翅昭和六年 

¥ 貞藏•山村 *共 譯 ケトレ*-人間に就いて上•下岩 
波 丈 摩 昭和一 ra •五年 


縝濟摩博士》0吉*譯 Z サ k 人口論(第一版)大正一三年 
裏繼騖供著日本人口史之硏究昭和一六年 
同 編日本人口抹計史昭和一七年 
法學博士 S 學博士裹 NK 雄著農政問 a 硏究大正一一年 
间 著第二農致問題硏究昭和四年 
丈學博士 X 田保馬著 Rf 級考大正一四年 
同 著人口と贫乏昭和二年 
同 著 W 家と»«昭和九年 
同， •著貧者必勝昭和九年 
同 著民族 e 問題昭和 一〇年 
同 著東亜民族»昭和一四年 
同 著民族4濟昭和一五年 
同 著民族 a 昭和一七年 
网 著民族 ilr 乏昭和一七年 
法學博士»动靜洽著支那及印度縝濟論昭和一七年 
法學博士！！〇岩=鑤著抹針學硏宪大 TEra 年 

间 著本邦人口の現在*將來第一 K 大正 
五年 


法學傅士 si - KC 兵騫共譯►ルサス人口 ss 5 

する一諭(第一板)大正！三年改訂%補版昭 
和八年 

玉弁*著人口思想史諭大芷一五年 
武島 I 讓述我が明の人口問 ae 和一四年 

農學博士_正«著結婚新說昭和一三年 

SKC 著人口統計讒昭和一五年 

ft * 省 It 方*職時列 S 地方*料第一〇轉1職時及載後に於 

. ける列！！の人口問姐大正八年 
鎚濟學博士永并亭著日本人口論昭和四年 

同 著人口論日本評^ it 現代&!濟學全集第 
二七卷昭和六年 

* 學博士永井*著反'逆の a 子大正 1 B 年 
鍵濟學博士 中 川友 i 迷人口問 M と阙土針畫(財 n 法人啓明 
會)昭和一六年 


S 學博士中川犮長.貍濟3士4文规共著 S 511 

昭和一七年 - 
中3_次_著都市.監村相|««濟論昭和10年 

農學博士邾須時著人口食»冏題昭和二年 
法學博士.田 II 次*編日本人口問埋硏究昭和八年 

第！部 I 上田負次*-|2#將來に}«ける日本人卩の豫 
瀰」同「我一現下の失業と人口問理」左右田武夫「人 rl 
%加の推定」同「我1勞働人口©推定1_猪問騙1「東京 
市人口暫加の性®に就 V 'て」小田 li JIIli 「日本における 
A - 口問埋丈献」*野》治「我《人«»*较針における人 
口の種類」 — i 第二部—上田貞次 B 「第二0太平洋會 
a 謀亊要領拔萃」网「ク D ツカー著『日本人口問 StJ 
井口東 M 「タムソン著『世界人口の危險區城』」*谷* 
| r デヌリ1氏©日本人口論 J ** 口時次 B 「コンド9 
フ氏『*柬に於ける人口の應迫 』 J * B * 治「アレン氏 
『日本の人口問題』」并口束_「力 n ザ IK 著『英 S の移 
民』|_池野 a 治「ィースト氏『岐路に立てる人類 』」I 
第三部1小田«處_「キャナン敎 ft 『次世 te における 


英 B 人口* 加停止®豫想』」 SI 裹口躑次® -1 キャナン 敎 
* 『人 PKH す S 所見©*! 化』」**19 治 「ボーレー 敎 
ft 『 英本 ■における出生4人口』」 小倉 JE 平 「ゥエル r 
トン氏『1九二五—七五年©米«人口』|-|»|-«ゥ*1ルブ 
トン氏『米 W 人口®將來の？』 J ** 口 •次■ 「 »逸 
•邦 統 針局『現在及 將來 tc おける«逸人口© 年齡*成© 
變化』」友右釀2夫「タツチンスキ~氏の出生と死亡の 
均*澜定 .1 

編日本人 DW 題硏究笫二輯昭和九年 
第一部*来人口 011濁 KH する硏究 I 上田貞次■「日' 

本人口©將來」杉本榮1-1，ヒャド*7オン-- 

敎授 『ドィツ人口〇大さ*び年齡構成© 31 測に ついて J 」 
癱田褥三っ人口增加に國する产〇^^一〇一^矣の輋要」 
£农田 a 失-1ジ•一敎«『民族人口©進化理®』」—笫 
二部出生及死亡に H する硏究 一- 上田*次囲「我 E 人口 
C 將來 資澜と 出生串£勘」 E 「最近十 E 年間に於け.る 
出生串及び死亡串の低*」弁0章_「臺漘人口©現在及 
* 來 j 上0處次節-|||1ル敎«<>出生串«減3|」弁口東 


_ r ハンキンス氏『西歐羅巴人©出產力は城退したか £f 
靡田 ff 三「«逸最近出生滅退に就ての一諭爭->»野||治 
「英8出生串調*委员會報告『«下しつ1ぁる出生串1 
—その原因並<影響』」弁口束«|-||1ディン博士『貧窗 
潜紙©差別出生串 JU 阿部*一「ナチス〇人卩致策©出 
»點」 * 谷蕃 1 -1 ィタ 9 ..人卩問理〇展*」 —— 第三部 
人口と*業に||す£酐究 I 上田 JR 次 B •小田 tlJIil-lH 
勢 ■ 臺に現は れたる 我 I 民〇職業」猜 ES 1 -1 東京市に 
於け.〇産柔拥人卩 〇 變化」小田繼霣«「我_就業人0 と 
失業鼓に其の將來」美濃口畸次«-|日本现下©失業置の 
測定」同-1日本現下〇失業 tt 如何に L て S 生したか」上 
田«次 IS - I 我 MJC 於ける都市及び農村の人口」<•會 JE 罕 
「«後に於け S 農村人口©推移」»野 A 治「大 R 市人口 
增加©性* —— 特に東京市との比較を中心として JII 灌 
□峙次郵「モ▲ベルト敎 ft 『人口と赵濟 iouJBur 小 
田 ttMIS 「ヘルシュ敎抉『出生串の M 退と肚肴致策』」 

闻 編.日本人口問 S 硏究第三*昭和1二 
年 


第一部人0理論に鼸する»*——上田 JK * ■「日本人 n 

se 理輸的意義」美* I 5 S 「日本現下®人口問題」 

南亮三！8 「 JV ムベルトの人口扶養力？ §灘 I 「ブレ 
ンタ.-ノのマルサス批角」**口踌次 ■ 「キヤナン敎« 
©瀛度人口畢霣」杉本»|「『*度人口』に臟する二つの 
祖述的»丈 |- 山中篇太膠「ビヴア9ツチ著『失業論』中 
0 人口問* J _*=_■ 「ベン® 丨ズ『人卩理譫』」» こ 田 
貪 . wBrpopulation Theories and Their Application. 

wy E . F.PenriJ 佐久 la 幸夫「ウォルフ『世界大 » 後 
の人口問思とその丈獻』 J 小田 S II B 「タム y ン『出生串 
城退0諸要索』」*野||治「7レン*タムソン『最遺度人 
卩』|_ 山中篇太_1*エ_|ツド*チャールズ女史0人口|»」 
4*田！！貪■「グレ丨ス•ジ丨•レーボーン『英 H 将來人 
卩©一推算』」——第二部*業*產業に ■ する硏究 1 上 
田«次！ i 「人卩閗»と K * 政策」并口東_「日本人卩〇 

產業構成と其の餐化」-第三部生活程度 ICH する硏究 

——上田貞次*•弁 n * M 「我國に於け S 生針*及び* 
質«銀」#! E _ 1-1 東京及ぴ大 RK 1 於ける公*下紙從業 


者の生活狀®」 la —- l 東北地方〇窮乏&其£ 
因 U 縣田優1||-11民繁榮指數に就いて」|«谷«_「勞働 
者蹐簌に於ける欲望の進化」1第 H 部人口 0蟪方 JH 硏 
究 I 小田«貞|||-我11人口0地方的分布と其移》」 

—S 錄資弁*V「日本人 nras 丈獻 (tt)J 
闻 著日本人口政策昭和二I年 
上絵I光 i 本廣治共！I薷啓明 .i 合著產®合と食 
霣問苗昭和一七年 

海 cl*« 著日本人種改造II改 JT 再版明治四 H 年 

野 H 海*!著日本の人口と經濟昭和一六年 
W 著毚業機械化詹©分析昭和一六年 
野 KK 雄著裊民 C 村©實 R 的硏究昭和一七年 

久 «■**« グ，ント死亡表に H する自然的及致治的諸 K 察 
—1 統針學古典 S 集第三珐 BP 和一六年 

矢 SS 著人卩問邏晒和五年 



伯梓_*保惠*統計亊業史明治三六年(？) I 狒潭家》» 

版昭和一三年 

山中 S 太 B 著日本社會銪濟の硏究昭和八年 

九山博著乳兒死亡硏宪ノ •■卜其©一 ( 財 M 法人大阪乳幼兒 
保*協脅〕昭和一五年 

R 著乳兒死亡硏宪ノ—卜笫二冊(同上)——本邦乳兒 
死亡統計四〇年昭和一七年 
19崎萬里譯ハンチントン 齐氣候と丈明岩波丈庫笫 
昭和1 R ^- 

増田重喜著阈家と人口轵說昭和一七年 

_弁 X S * 著人口1?.論改造社鎚«學全集第七卷縝濟學特殊 
II 論下所牧昭和四年 
■ 本産 著聃種法昭和一六年 
a 田*111著華1經濟論笫三坂昭和一七年 

■fk 科 B ハックス 9、ハッドン著人 ft の閗題昭和一五年 


■鶏之肋著人口と消費法則昭和一三年 
同 著费带 i 人口間埋昭和一七年 
霤學博士古屋*雄® B 學技計法の理獪と其應用昭和 九 年 
同 著民族問題をめぐ9て昭和一〇年 
n 編民族生物摩硏究(金滞6科大舉衛生雄 
敎室柔報)笫一輯昭和一一年 
古崖秀蝤「本邦 if : 會の Bf « 別出生力調查の主旨」古 •* 
雄「本邦社會の楮級別出生力の分析」矢ヶ鹆 » x 「 ft 村 
KH する !{: 會生物學的硏宪笫一筇 J 向并蕤次平「中小 
敎 M © 出生力に Hi する th 舍生物學的硏宪 J 古屋*雄「人 
類 ft 性比の硏究」向井 ■ 次平•矢ヶ** * •* 木*治 • 
_木三*- I 男女兩性出生比®肚會生物年的硏究」 X 口保 
明 - 1本邦乳兒死亡の硏宪笫一篇•第二篇 •* 三匍.笫 
四篇 J 矢ヶ崎 Wi 「 ft 村 K : 鼦する肚肴生物學的硏究第 
1|篇-«三篇-笫四篇」青木慕治「牛眼©遺体統計2&的 
硏究 J 石蝽有《「«生兒に M する硏究」安藤 31 雄 「«E 
遺傅の硏究 J 向#*!次平「細»%落面積〇增加曲線に N 
する 硏宪」向并*次平「本邦# t 會に於ける陏《別出生力 




网 


11杢 J 石繡有信- I 軍塚生活 K :± る菜茭及體格指数の變 
化」「農村©去勢」「肚#問組として SS 村結核」「斷 
種法と杜舍生物學的背货 J 

31民族生物垠硏究笫二輯昭和一一年 
村田四啪 r 東海日本人(伊豆、験河、 ii 江地方)の體® 
人孩學的硏究」矢ヶ螓薄藏「盘村に闼する社會生物舉的 
硏究笫五篇•笫六篇.笫七箆」安！ is 雄 「 ttK 遺傅〇硏 
究」石螓有 ft 「测定誤差に關する硏究」青木*治「本邦 
人、眼疾患の滄傅統計學的硏究 J 古 《* 雇.向井 M 次平 
菁本*治•鈴木一 II * 「加贺、能登人の人«形®硏究」向 
弁 N 次平「細苗集落面秘の增加曲線に關する硏究」 

編民族生物學硏究笫三輯昭和111年 
»田 BK-ljK 海日本人(伊豆、駿河、遠江地方)©®® 
人類學的硏究」矢ヶ繡德 K - t 農村に關する社#生物學的 
硏究笫八篇•弟九篇」高廬德正-1人類形®の生育變異に 
31 する硏究(第！報吿〕 J 音木 S 治 - I 小眼球の遺傅及びそ 
の合併症に»|する統計繆的考察」矢ヶ«德藏「血液型と 
«質との關保に就て」矢ヶ螗 a * 「紡績勞働の初潮期に 

附 錄 


及ぼす影謇に H する勞働銜生埤的矢ヶ崎逋_-1紡 
钕女工に於けるッペルクリン皮內反應成供1-矢ケ蠊镳藏 
「北陸に於ける一紡縝工場の疾病統針」 . 

两 編民族生物學硏究第四輯昭和一二年 
古屋芳雄•向并 11 次平•青木 S 治 •_ 木三！■「北陡日本 
(加贺、能登地方)人の«質人類卑的硏究」 

同 《民族生物學硏究笫五輯昭和一三年 
育木*治-1近視眼の a 博紘針摩的硏究」青木 X 治 •!! 木 
11111 •加藤！！治 B 「日本人©®*毛渦 i 柑紋渦との H 保 
に就て1-高||德正-|人穐形質©生宥隳異に關する硏究 
(笫二報罟)瓸部及餌面」高赢*正「人稽形贫©汝育變 
異に y する硏究(笫=報吿)肩胛幅及指數」加藤_治 B 
「飛«人(白川村大家族部落民)の MK 人類學的硏究 -> 
江西甚 S 「齲齒罹患の人類珙的硏宪 U 江® SK 「反對咬 
合の逋傳學的〇硏究」安鼸2|#「北陸都市並に部落民© 
民族生物學的觀筏 JttAm 雄「*ク0ネシャ民族 (•▼ 丨 
ンャル人)の«質人類砑的硏宪」 
n 編民族生物摩硏究(第六斡)—— S 村結核 

一一五 


〇珥宪(第一報)昭和一三年 

古*葺 II 「北陸地方農村結核の現狀」古雇秀«,加_蕕 
治祕 •!! 木三藏「顆井解學童の『マ』氏反應成供」古* 
茶 II •加_義治 B 木三 ！ K •江西 XS • Bx 禀繾「生 
活®度ょ5見た5牝膣農村の綸核汚染度」古屋芳 «•• _ 
井«次平•青木 S 治 • 鎗木 11 i * A )_ il 7 dB *< f * IR * 
構下憲雄，富田 ■• _野 « f 宅•签 K 文作•省霪»太»「豫 
儀試驗として施行せる……五歲ょ9一九歲に到 S 各年齡 
期學童及生徒の『マ』氏反應調査成软」安«»_.上田 
_吉.山 niE 人「北陸農村家 M の Ik 備的調査」安蘸2|雄 
上田鏑吉•山內正人「石川應 ft 村に於け5住宅と結核罹 
患肤理に就て」裏|>壤正.加藤_治»「北睦中等學校生 
後©『►』氏反應に就ての報吿」上田 S 吉•轟田外史 • 
B ： 树光平「金澤市外野々市町尋常高等小學校兒索にっき 
施行せる『マ』氏反應に就て」**1-1結核死亡串に 
就いて〇統計的*察」古屋 * 雄•伊藤正*「福井«|生活 
拜度査と勞働移勤概«」加»鷂治醪「北陡に於けるェ 
»箱核©硏宪 U 甲野武 f •轉上政1>-1金澤刑務所受菊者 


に對する santoux 氏反應調査」 

同 斟民族生物學硏究»七轉昭和一四年 
加 ■* 治 kf 「飛 p C 北アルブス、® 嫌、 6山地方〕人© 

S 人置的硏究 .1 加藤 i • KS 雄 「 S 、 大 S 

奄美大烏、瑰球人©««人類學的硏究」古屋*||.裏* 
aiE「Beitrag zurGnterschung dsW0 3 titution- 
aLlen BeHndens ds schulk s- der Japans JxAalE 
-1人 a 形 K の生育*!異 ICH する硏究(第四報 *)J * 應德 
正「同上(第五報 *) ……社會に依る兒童》育の差 
異に就て」*廛德正-|人釋形*©生有@異に H する硏究 
(特 fc 小兒期》育に關*して第六報贵)»括及紡_」 
XHIIIE 「比頭長、比面*!3に就て J «*«雄「/ルウ** 
丨人及び上海支那人 e 人1管見.1118丨シ 
ヤル群 烏々 民小兒に於ける 威*學的！！ 察」 xviiiE •加 
■_ 治 ■ •■田*「比縝長比頭幅表 L. 

网 著 H 土 •人口 *處液 昭和一六年 
同 著 民族致策 論寒 BF 和一七年 




小山9||||>ハン >* ン著民族移動史昭和八年 
同 著人種學班*昭和 一 H 年 
同 著民族文 S 理讒 BP 和一六年 
R 著民族と丈化の諸問 a 昭和一七年 
小松■太 B 著民族の il 論第二期昭和一七年 
小*山新 I 著保«蝾蹟本昭和一六年 

霤學博士«巇||*著 It 舍酱生學昭和10年 
同 著人的赘源硏宪昭和！三年 
幸慝翬讎著人口食糧問題世界貍濟問理講座第二卷昭和七 
年 

岡 譯▼ルサス人卩譫(第六版〕明和一六年——昭和五 
年伊藤秀一氏と共9の改訂 K 

n 著資本主義と人口——日本評論 it 新鯉濟學全集所收 
昭和一四年 

KSSI 著人口 •资® •植民地 I 全 tt 主義思想の一展两 
昭和一二年 


有 ialBs 著本舞人口統 «■ 論改造 it * 濟學全集第五二《本« 

社會統針繪所牧《和八年 . 

•學博士 * 不 «* 著 CK 力 A 上と優生 K 種明和一六年 

网 著優生結*生黯種昭和一七年 
同 著優生箱婚〇嚭昭和一七年 

楊 弁蕙 巳譯デツカ—著太平洋 itAo 勞働事情 昭和一七年 

佐 iwa 达日本の人口問** h 業化 WH 昭和一一年 

* 野疋*譯 V a 丨キン•ツインマ—▼ン霉市と ft 村 そ© 
人口交法 昭和 一五年 

一 

• 山！！正譯フランツ•ゼルテ 著 ナチ K ffi 逸肚令致策昭和一 

七年 

■ alllH 著9土針畫の括明和 1 £ 年 


南* = 郵著人口法則と生存 « 論昭和二年 
同 著 人口 J 1 諭と人口問®昭和一〇年 

同 著人猛震史昭和二年 

网 * 人口 S と人口致 16 昭和一五年 
獒濃口轉次 R 譁〔獨逸〕人口政策と人 a 政策 I 新*逸的家 
费系第一卷所牧昭和一四年 

同 著人的究源諭昭和一四年％補改 R 昭和一 

六年 

闻 著人口閗题昭和一六年 

it 會 ■«# 部我が阈に於ける人口問理の歸趨昭和一一一年 
it 會慕業研究用！！社#保健蝾昭和一五年 
法學博士下 W 由著人口問雇講話昭和三年 
耗濟學博士 T«IMI 著社會致策の理論と施狡 
新明 JE 道著人種と肚會昭和】五年 

B 谷安夫•仙波奉雄•安藤次 B 共鏵パック支那の農栗昭和 

一五年 

11濟學博士 土方成美著7アツシズモ昭和六年 


» 著艫濟學第 六 版 昭和ーニ 年 

ft 毚_著 人口統計改造 ft 經濟學 全集*:二五卷統計 學所 
牧 昭和五 年 

网 著人口较針笛 《和10年 

61&博士* 木 111 雄 著人口問®と»學©使命昭和一七年 

■ 山贏太 B 著 日本人 n 史昭和一七年 

% 

蕾*兵治著農 士道—東洋 農道の 敎學昭和一四年 
蕾沼貞風著 新日本© H 南の 夢 岩波丈庫版昭和一七年 

ssysc ssi- ss)ssssssmryyyyy\(fmfyyy 

ttttx 本書 ■ 係 主 alis 文 

0第二講關保 

舘 稔「現代人〇問 思© 特性」 自治硏究笫一〇莅 
第七號昭和九年七月 

館 稔「丈化科學の立場 ip 見たる近代的人口問 S の* 

史的變邊」！霤事公！！* 1 H 五五—八 tt 昭和 


1 S 年六月一五 B •七月六日 

館 稔「ナナスの人口民族政策」——人口問埋第一卷 
第二號昭和一0年一一月 

館 埝「今年の パ 9 W 際會篇」 I 外交時報第八四％ 
笫四號昭和！一一年一一月 

〇笛：一一講關保 

箱 tt r 亊變下の我が人口問題と大陸鰹詧©民族的使 
命」——8 卒公論第一三九七 % 昭和一四年五月 
六日 

箱 稔「*時鯉濟下の 人口問®」 —— 商エ转濟笫八卷 
第六 3 t 昭和一四年一二月 

館 稔 r 我が阐現下©人 □ 問 超」 ！學術抿興第一八 
«昭和一五年一月 

0 捻 r 人口 W 策©決定」——地方行政笫 W 九卷笫五 
«昭和一六年五月 

館 稔 1 我が阈の人口問題と人口致策」——日本*師合 
雜誌第一七卷第二！四號昭和一六年五月；七月 
0 捻「人口問題の基本課 sJ ——日本評綸昭和一六 

附 錄 


年一二月 

館 稔「我が K 現吓〇人 P 問題と人口致策」 I 小兒保 
建硏究笫10卷第118昭和一七年】—三月 

舘 稔 r 長期«へ® H 民的決意 I 人 n 致策®目榱」— 
—改谊昭和一七年一一月 . 

〇第四 HI 關保 

舘 稔「東亞共榮圈©人口問«」 I 中外商業新報昭 
和一七年七月二 T 1 五 B 

館 稔「東亞共茱圈の人口配{£について 」 ——W 土計* 
第一卷第二 tt 昭和一七年九月 

箱 稔•上田正夫•窪田甚彰 r 東亞共荣明人口略說 j 

(一)1人口問*»究笫三卷第10轚昭和1七、 
年一0月 
0第五 aH 保 

館 稔 r 人口致策の立場ょ 9 Jl ) t る M 土針晝に U する若 
干の基本的問題私见」——商エ貍濟昭和一六年一 
月 

館 稔 「B 土針耋ヘ〇■•に於て見たる芻市人口 % 败力 

一一九 


に H する若干 o-IBlsJ —— 霉市問*第三二卷第一 
»昭和一六年一月 

^•上田正夫-1»市人口補給源として«>『供想的# 

地.？の決定に H す 2 > 1 1-1 -人口問理硏宪第 

二卷第二%昭和一六年二月 • 

稔「_土針畫に於ける«市*通に鯧する一つの人口 
政策的考 * J I 農村工業第八卷第七—八%昭 
和一六年七—八月 

埝「人卩再®分 se 某？して見たる人口 S 力 
e 地域的！ f 性」 I 人口問理硏究第=卷第二 «t 
■ 和一七年二月 


一、排列は五十音顧に據つた。 

一、人口問題に 關 する 特殊の學術語及外國の固有名詞であつて必要と思はれるものは外》語を附記 


人名 中必要と思はれるものには出生死亡の年次を附記した。 

外國固有名詞は最も普通に用 to られてゐる邦字を以て之に當てた e 
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